
        
            
                
            
        

    

































			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。

		

	


















目次





序章　道化達の決断

第一章　褒美と進化

幕間　驚愕の祝勝会

第二章　今後の方針

幕間　天上のゲーム

第三章　帝都、混迷

第四章　紅蓮の粛清

終章　激怒

あとがき

		

	
		
			

			


			

	

序章　道化達の決断

			


			　帝国内にはまだ、その情報は届いていない。

			　だがそれは、帝国臣民にとって幸せな事であっただろう。

			　ジュラの大森林を抜けて西側諸国へと侵攻するはずだった帝国将兵──つまりは彼等の愛すべき家族達が、為すすべもなく皆殺しにされた、などと。

			　百万近い軍勢が攻めて、敗北など考えられない。

			　必ずや帝国の悲願である西側の征服を成し遂げ、帝国皇帝ルドラの名の下で完全なる統一国家を樹立するのだと、誰もが信じて疑ってはいなかったのだから。

			　ジュラの大森林は鬼門ではあったが、邪竜ヴェルドラが弱体化した今、怖れるべき何者も存在してはいない。

			　そのハズだったのだ。

			


			　──偉大なる皇帝陛下の御世で、歴代最強と目される帝国軍による侵攻作戦が、この時ようやく開始された──

			


			　それが一般的な臣民達の感想であり、敗北どころか苦戦を予想する者もいない始末であった。

			　西側諸国に到達もせず、ジュラの大森林で覇道が潰えるなどと、誰一人として想像すらもしていなかったのだ。

			　しかし帝国軍は、何ら目的を果たす事なく殲せん滅めつされた。

			　ジュラ・テンペスト連邦国という、眼中にすらなかった伏兵によって、世界の広さを思い知らされる事になったのである。

			　帝国臣民がそれを知る日まで、あと僅か。

			


			[image: ]

			


			　帝都にある混成軍団の本拠地にて。

			　軍団長に割り当てられた豪ごう奢しゃな部屋に、人知れず集う者達がいた。

			　この部屋の主であるユウキを筆頭にして、カガリ、ラプラス、ティア、フットマンといった中庸道化連の面々。そして、〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人であるミーシャだ。

			　ヴェガは魔獣軍団にて作戦行動中であり、今回は不参加であった。

			　そんな中、ラプラスとミーシャによる報告が終了する。

			　ユウキはそれを聞いて、思わず苦笑いを浮かべた。

			　色々と状況予想を考えていたものの、その結果は想定外だったと言っていい。

			　余りにも圧倒的で、想定よりも早過ぎた。作戦の見直しを必要とするほどに、リムル達の戦果が大き過ぎたのである。

			　何よりも驚愕すべきは、魔王リムルの勢力の増強具合であろう。

			「まさか……あの大軍を難なく撃滅するとは、ね。勝つだろうとは思っていたけど、リムルさん達に犠牲者ゼロってのはヤバ過ぎだろ」

			「信じられませんわ。あの軍勢ならば、三勢力の魔王を同時に相手取っても、互角に渡り合えそうでしたのに……」

			「いや、十大魔王と比べたら、〝八星魔王オクタグラム〟は戦力が桁違いだよ。ギィは別格としても、ルミナスとダグリュールは昔から覇権を競い合っていたんだろ？　レオンの勢力は君達も良く知るところだろうし、部下を持たない事で有名だったミリムでさえ、元魔王だったカリオンやフレイという配下を得ている。ボッチなのは、ラミリスとディーノだけなんじゃないか？」

			　ユウキの言葉に反論したカガリだったが、説明を受けるにつれ納得の表情を浮かべる。

			　確かに、カガリが魔王であった頃とは状況が違った。

			　ギィについては語るまでもない。

			　ミリムも今や、ジュラの大森林以南の広大な領土の支配者である。

			　ルミナスやダグリュールは、天使達との戦いでも勢力が削がれる事なく、常に大勢力を誇っていた。レオンのような例外はともかく、カガリが魔王だった頃の新参魔王達とは比較にならぬほどに。

			　それなりの配下を集めている魔王でさえも、自身が生き残れるかどうかは運次第であった。カガリこと〝呪術王カースロード〟カザリームも、それは同様だったのだ。

			　だからこそ知恵を絞り、他の魔王とも協力関係を築こうとした。生き残る為に、ありとあらゆる手段を講じたのだ。

			（〝鮮血の覇王ブラッディーロード〟ロイ・ヴァレンタインは影武者でしかなく、神ルミナスが魔王だった。そのルミナスでさえも、ダグリュールとの勢力争いに勝利出来ずにいる。ワタクシ達のような木っ端と違って、力ある者達が羨ましかったわ。カリオンやフレイは賢いわね。ワタクシも、もっと賢く生きれば良かった。そうすれば、皆を悲しませる事も、クレイマンを失う事もなかったでしょうに……）

			　今思えば、多くの魔人を強制的に配下にしても意味がなかった。どれだけ数を揃えようとも、ある一定以上の強さを有する者に対しては、軍勢などまるで意味を為さないのだから。

			　その事は、クレイマンの失敗からも明らかである。

			　カガリ達が真に行うべきだったのは、本音で語り合える仲間を増やす事だったのだ。

			（いいえ、それは今だから言える事だわ。裏切られ続けたワタクシ達にとっては、他人を信用するなんて無理な相談だったもの）

			　そう。ユウキと出会っていなければ、今もカガリは世界を恨み続けていただろう。

			　今更だと思い直し、カガリはその後悔を胸にしまったのである。

			


			　そんなカガリの内情に慮おもんぱかる事なく、会話は続く。

			「それにしても、大変だったねラプラス」

			「ホンマやで。今回もまた、酷い目にあったで」

			　ほとほと疲れた様子で、ラプラスが頷うなずく。

			「アハハ。十日ほど戦い続けていたんだって？」

			「せやで。あのトレイニーとか言う姉ちゃんも、やたらめったら強おなっとってな。手加減どころか、下手に気を抜くとこっちが殺られるとこやってん。しかも、戦場は森の中や。不利も不利やし、ワイ、めっちゃ頑張ったと思うで？」

			　ラプラスの愚痴は長く続いた。

			　胡散臭いのは自業自得だが、今回ばかりは少々思うところがあったようだ。

			　まあまあと、そんなラプラスをユウキが宥なだめる。

			「何にせよ、最終的には信じてもらえたんだろ？」

			「雁がん字じ搦がらめに縛られて、抵抗も出来んようにされとったからね。魔王リムルの幹部連中に見張られとったし、あそこまでされたら信じてもらえたとは言えんやろな」

			　それでも交渉して情報を持ち帰ったのだから、流石はラプラスと言うべきであろう。

			「それでよく、無事に解放してもらえたものだよ」

			「何でも、魔王ギィから根回しされとったらしいで。ボスを信じるというより、この状況を利用しようちゅう感じやったわ」

			　もしも明確に敵対したままだったならば、捕らえられたラプラスが解放される事などありえなかった。それ以前に、ラプラスとしても絶対に深入りしなかったであろう。

			　ひとしきり苦情を言い終えたラプラス。

			　それに一安心したユウキだったが、気を抜くのはまだ早かった。

			「私も、ラプラス殿と同じ気持ちを味わいましたわ。今回は、ほとほと疲れました。カリギュリオ軍団長を煽り、戦争を長引かせるのが私の役目。それは十分に理解しておりましたけど、途中からは本気で撤退を具申しましたもの。却下された時は、あの男をしばき殺してでも逃げよう、と思ったほどに……」

			　苦々し気にミーシャが続く。

			　もっとも、それを進言した時には既に手遅れだった訳だが。

			　ミーシャが見逃されたのは、ユウキがリムルと共闘関係を築いていたからだ。そうでなければ、今頃はとっくにディアブロの手にかかり、殺されてしまっていただろう。

			「まあ、幸運だったよね。リムルさんが約束を守るタイプで良かったよ」

			「それにしても、あのリムルというスライムは異常ね。機甲軍団所属の者にも、魔王に匹敵しそうな猛者がいたように記憶していますけど？」

			「いたよ」

			「いましたわ。魔王リムルが出るまでもなく、配下の手で始末されていましたけど」

			　恐るべき悪魔公デーモンロードまでリムルの配下に加わっていると、ミーシャが呆れたように説明する。ミーシャ自身、現実味がなくて投げやりな説明になっていた。

			　何者にも束縛される事のない悪魔族デーモンの王たる最上位存在が、一人の魔王に従うなどと……。

			「衝撃だったのは、目の前で〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が二人、モルモットを始末するように倒された事ですわ。正直言って、あんな化け物に挑むのも馬鹿らしいというものですわ」

			　そう締めくくられたものの、誰もが信じ難い気分で話を聞いていた。

			　重苦しくなりそうな空気を変えようと、ユウキが話題を切り替える。

			「バーニィとジウの正体も驚きだったね。ここまでダムラダの手の平の上で踊らされていたなんて、僕としても悔しい気持ちでいっぱいさ」

			　これはユウキの本心であった。

			　ダムラダが裏切り者である──というその確信は、ユウキ達にとっても衝撃だった。

			　ダムラダはユウキの腹心として、今まで何年にも渡って信用してきた人物である。ユウキ陣営の中枢に食い込む大幹部だったのだ。

			　帝国内での足場として、秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟を任せるほどに信用もしていた。そんな人物の裏切りとあって、これまでの戦略を全て見直す必要に迫られたのである。

			　捨て駒として見ていたマサユキに、帝国の最強戦力が二名も付けられていた。この事実もまた、ダムラダの先見性の高さを証明している。

			　ダムラダはユウキよりも高い視点で、ユウキ達の行動に影響を及ぼしていたのだろう。それに気付いた今、ユウキのプライドはボロボロになっていたのだ。

			「そうですわね。思えばクレイマンの暴走も、ダムラダの関与が疑われますわ」

			　と、物思いに耽っていたカガリも言う。

			　その意見に頷くユウキ。

			「否定は出来ないかな。僕達の計画がことごとく失敗したのも、今思えば少しばかり変だからね。でも、それでダムラダが得をするとは思えない。僕達の勢力が巨大になったのも、ダムラダの協力があったからこそだし。僕達の力を奪うつもりだったのなら、最初から与えなければ良かった訳だしね」

			「そこが疑問なのです。ダムラダは、ユウキ様に心酔している様子でした。あれはとても演技には見えませんでしたし、その忠誠も本物に思えた。我々は彼の協力の下、様々な計画を完遂してきましたものね」

			「同僚としての見解を述べさせて頂くなら、ダムラダ殿は本気で組織の為に働いていたと思いますわよ。その功績は素晴らしいものでしたし、ボスへの忠誠も本物だったのでしょう。ただし、あの男が非情で冷徹な面を持つのも事実。〝金〟を司る事からも、その合理主義的な側面が窺えます。ですから、何らかの理由でボスを裏切る事も──」

			　ない、とは言い切れない──と、ミーシャが言った。しかし、そんなミーシャに向かってユウキは首を横に振って答える。

			「ダムラダが裏切ったのは間違いない。だけどね、それが本心かどうかはわからないよ」

			　いや、やっぱり本心かな、などと呟きつつ苦笑するユウキ。

			「ワタクシも、ボスの意見に賛成かしらね。全てが演技なのだとしたら、ダムラダの行動に何の意味も見いだせないもの」

			　カガリもまた、ユウキと同じ結論に至ったようだ。そう口にするなり、自分の意見を述べ始めた。

			「いいかしら、説明するわね。ガドラ老師からの報告で、ワタクシ達はダムラダの裏切りに気付いた。ガドラが殺された場所は皇帝ルドラの居城で、目の前に立っていたのは帝国の影に潜む者──近藤中尉だったそうよ」

			「皇帝の居城……なるほど。ダムラダには、そこに入れるだけの地位がある、という事ですわね」

			　ミーシャの言葉に頷きつつ、更に情報を付け加えるユウキ。

			「そうだね。ついでに言うと、君の持ち帰った情報から、ダムラダの正体にも見当がついたよ。〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟に命令出来る者など、皇帝以外では数少ないだろうからね」

			　ユウキの言葉に、誰もがハッとなり頷いた。

			「なるほどな。そりゃあ、そうですわ。考えてみれば、至極当然な話や」

			「そう。ダムラダはワタクシ達を裏切ったのではなく、皇帝の命令に従ったまでなのでしょうよ」

			「本意ではなかったかも知れないが、今となってはどうでもいいよね」

			　最初からユウキ達の敵だったのかも知れないし、そうではないのかも知れない。しかしこの場合、ダムラダが裏切り者であるという結果だけが全てなのだった。

			　そして、裏切り行為に納得出来ないのがラプラス達だ。

			「確かに、ボスの言う通りなんやろう。せやけどな、ダムラダがクレイマンの阿呆を誑たぶらかしとった可能性もあるんやったら、ケジメを取らせなあかんのちゃうか？」

			「だよね、だよね！　アタイ達が行って、やっつけちゃおうよ！」

			「ホッホッホ。何でも屋は信用第一。裏切り者には容赦しませんよ！」

			　飄々ひょうひょうと粛清を提案するラプラス。

			　その言葉に、ティアとフットマンも同意する。

			　しかし、そんな三人をユウキが止めた。

			「まあ待ちなよ。ダムラダの正体は、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの上位者だ。下手な魔王よりも危険な相手だと思って間違いない。君達だって、勝てるかどうか疑わしいぜ？」

			「……そうねえ。認めたくはないけど、全盛期のワタクシだって、あのガドラ老師には勝てなかったと思うわ。そんなガドラ老師を、不意討ちとはいえ一撃で仕留めたのならば、ダムラダの実力は相当なものだと考えるべきでしょうね」

			「それはそうやろうけど……」

			「それに──ダムラダの行為には、メッセージが隠されていると思うんだよ」

			　少しばかり思案した後、ユウキはそう口にした。そして、あくまでもそれは仮定の話であると前置きしてから、自分の考えを述べ始める。

			「ダムラダは用心深い男だ。僕達の事も熟知しているし、魔王リムルの情報だって詳しく知っている。そんな男ならば当然、〝復活の腕輪〟の事だって知っていただろう」

			「どういう意味ですの？」

			「つまりさ、ダムラダはガドラが生き返る可能性に気付いていたと思うんだよ」

			「ですが、それでは──まさか──ッ!?」

			　ガドラを始末したのではなく、逃がしたのではないか──と、ミーシャもその可能性に思い至る。

			「ガドラが最後に対峙していたのは、〝情報に巣食う怪人〟だぜ？　もしもガドラを生かしたままだったら、近藤中尉の手に落ちていただろう。そうなれば、ありとあらゆる手段で、ガドラの知る情報が全て引き出されていたはずだ」

			「そうなっていたら、ワタクシ達の目的も全て明るみになっていた、と？」

			「多分、ね。でもさ、わからない点もあるんだよ。ガドラの口を封じたお陰で、リムルさんの情報も洩れずに済んだ。その結果として、帝国は大打撃を受けた訳だ。ダムラダが僕達への義理立てだけで、帝国に損害を出したとは思えないんだよね……」

			　その点が説明出来ないのさと、ユウキが苦笑する。

			　それを受け、またもカガリが考察を口にする。

			「ダムラダの忠誠は、ユウキ様よりも皇帝ルドラに向けられている。これは間違いないでしょう。それと同時に、ワタクシ達の事も仲間と思っていた。いえ、違うわね。利用出来る、あるいは何らかの役目を負わせようと、そう考えていたのだとしたら？」

			「ふむふむ、続けて」

			「帝国軍の敗北も、皇帝ルドラの意に沿うものだった──という可能性もありますわね」

			「そんな馬鹿な」

			「ありえへんやろ、それ」

			　ミーシャとラプラスが即座に否定するが、ユウキは面白そうにその意見を吟味する。

			「その可能性は、ダムラダがどういう目的を持つと考えて導き出されたのかな？」

			「簡単な事ですわよ。大量の死は、大いなる儀式には必須なもの。魔王の覚醒にも多くの〝魂〟を必要とするように、ダムラダや皇帝ルドラもまた、帝国軍そのものを生いけ贄にえに捧げていたのでは？」

			「有り得るかもね。続けて」

			「であれば、必勝を期する近藤中尉の邪魔をしたとしても、何の不思議もない訳です。それと同時に、ワタクシ達を見逃している意味も、朧おぼろげながら見えてくるというもの……」

			　ガドラは、皇帝に警告を奏上しようとしていた。それを邪魔したのがダムラダだ。

			　もしも、ガドラの持つ情報が近藤に流れていたとしたら……。

			　帝国軍の被害は、ここまで大きくならなかったであろう。それ以前に、リムル達に対する作戦行動も、もっと違った形になっていたに違いない。

			　ダムラダほどの男がそれに気付かぬはずはなく、その行為は意図的だったと考えて間違いない。

			　では、その目的とは何なのか？

			「試金石、かな？」

			「ええ、そうですわね」

			　ユウキの答えに、カガリが満足そうに笑う。

			「真の強者を生み出す為には、数多の犠牲者は黙認される。そしてワタクシ達までも、強者を生み出す為の駒として、利用する気なのではないかしら？」

			「あるいは、僕達を取り込む気なのかも知れないね」

			「──？」

			「クレイマンはさ、僕やカガリ以外からの命令を素直に聞くようなヤツじゃなかっただろ」

			「せやな」

			「うんうん」

			「間違いありませんね」

			「そんなクレイマンを暴走させたのだとしたら、何らかの裏技を使ったんじゃないかと思えるんだよね」

			「そうねえ。例えば、洗脳とか？」

			　カガリの指摘に、ユウキが頷く。

			「そこまで強力なものじゃなくても、『思考誘導』されてた可能性もあると思う。僕達のようにアイテムを使ったのかも知れないし、もしかしたらマリアベルみたいに支配系の能力スキルを隠し持ってる可能性だって捨てきれないね」

			　その推論を聞き、全員が硬い表情を浮かべた。

			「厄介ですわね」

			　ミーシャの言葉に頷く一同。

			　そんな仲間達を見回してから、ユウキが笑顔で告げる。

			「だけどさ、安心しなよ。僕にはその力は通じない。今から一人一人、ちょっとばかし触れさせてもらうけど、いいよね？」

			　問題ないと、全員が了承した。

			　ここで否定する事自体、操られていると自白するようなものだ。自己の潔白を証明する為にも、ユウキの申し出を断る者などいなかった。

			「どうやら誰も、洗脳とかされてないみたいだね。まあ、言動がおかしくなれば直ぐに気付いただろうから、単独行動する者じゃなければ大丈夫だろうとは思っていたけど」

			「せやったら、ワイが危なかったんやな」

			　席を立ち、クルリと一回転してから、ラプラスがそう言った。しかしそれを、ユウキとカガリが息ピッタリに否定する。

			「いやいや、君は大丈夫だろ」

			「そうよ。アナタだけはそんな心配は不要でしょうね」

			　それを聞いて、ラプラスが拗すねたように席に戻り、愚痴り始める。

			「何やねん。もっとワイの事を心配して欲しいで、まったく」

			　そんなラプラスのおどけた態度が、その場の重苦しい空気を吹き飛ばした。

			　笑い声が響き、皆の思考も切り替わる。

			　その事に感謝しつつ、ユウキが仕切り直すように口を開いた。

			「さてさて、ダムラダが何を考えているのかは置いておくとして。問題は、今後どうすべきか、だね」

			「そうね。ワタクシ達の企みがどこまで洩れているのか、ダムラダに問い質したいところだわね」

			「おいおい、そんな悠長な事を言っててもええんか？　ワイ等の企みなんて、当にバレてるんやろ？」

			「ダムラダには計画を全て話してたからね。バレてるとかいう問題じゃないね」

			「せやったら、とっとと逃げた方がええんとちゃうんかい？」

			「それがさ、そうも言ってられないんだよね」

			　現在、ユウキの派閥は帝国に拠点を移している。

			　西側諸国に隠れ潜む者もいるにはいるが、極少数だ。そこに身を寄せるなど出来ようはずもなく、新たな隠れ家などそう簡単に用意出来るものでもなかった。

			　何よりも、末端の構成員全てを逃がすには、時間と準備が足りな過ぎるのである。

			「少なくとも、〝三巨頭ケルベロス〟を私一人で運営するのは不可能ですわ。ダムラダの処理能力に頼る面が大きかったですし、あの者の配下にかんしては、私も把握出来ておりませんもの」

			　もう一人のボスであるヴェガは、暴力しか取り柄のない男だ。組織の運営面での働きなど、到底期待出来そうもなかった。

			　それを踏まえてのミーシャの発言である。

			「わかってるさ。〝三巨頭ケルベロス〟はもう、頭を落とすしかない。ダムラダの部下は全員放逐するとして、それよりも問題は混成軍団の方だよ。この戦力を手放すのは惜しい──というか、拠点を全て失うのは避けたいんだ」

			　損切りするというのも手だが、今回は流石に損失が大き過ぎた。

			　十万もの人員を受け入れてくれる場所など、この世界のどこにも存在しないだろう。ならば部下達は置いて行く他ないのだが、そうなると、残った者達が粛清されるのは間違いない。

			　そもそも、ダムラダの思惑を推測するに、ユウキ達の秘密を口にしていないように思われた。

			「ダムラダがガドラの口を封じた理由はいくつかありそうだけど、その一つは、僕達の情報を近藤に渡さない為だと思う。多分だけど、皇帝近衛も一枚岩じゃないんだろう。僕達が計画している帝都でのクーデターだが、ダムラダとしては、これを成功させて欲しいんじゃないかな？」

			「その意図が読めませんが、ダムラダがワタクシ達の事を隠したかったのだとすれば、その目的はそれしかないでしょうね」

			　ユウキとカガリは、互いの思考を先読みし合うように意見をすり合わせていく。

			　そんな二人を、残る者達は戸惑うように見つめていた。そして、我慢出来なくなったのか、ラプラスが割り込むように声を上げる。

			「いやいやいや、ちょお待ってや。ガドラをワザと逃がしたっちゅうんも、ボスの推測でしかないんやろ？　せやったら、それは単なる勘違いで、近藤とダムラダが仲良しっちゅう可能性の方が高いんちゃうか？」

			　もっともな意見だと皆が頷くが、「それはないね」と、ユウキは自信満々に答えた。

			「いいかい？　僕達がクーデターを企てたのは、魔王ギィとの取引の結果でもあるんだ。その事は、ダムラダだって知っている。僕達の計画を邪魔するよりも、帝都に混乱を生じさせてギィの目を欺あざむく方がいいと、そう考えているんじゃないかな？」

			「むむ、そういう考え方もあり……なんか？」

			「アタイにはわかんない」

			「ホッホッホ」

			　ティアとフットマンは、既に話についていけない様子だ。二人してお手玉で遊び始めていた。

			「帝都に混乱など、皇帝の腹心が許すでしょうか？」

			　ミーシャは自分なりに考えを纏めようとしているものの、ユウキやカガリの視点を得る事に失敗していた。

			　ある意味、それが普通の反応なのだ。

			　何しろユウキ達の思考は、目的の為にはあらゆる犠牲が肯定されるという、絶対的な合理性を持つ者達にのみ許されているのだから。

			　しかもそれは、ユウキ達の自己都合を最大限に許容しており、他者の視点からは矛盾に満ちたものに思えるほどに、ミーシャにも理解出来ぬ狂気に満ちたものだった。

			　理解しろ、というのが無茶なのである。

			「ミーシャ、難しく考える事はないわ。重要なのは、ダムラダが誰を敵として警戒しているのか、という視点なの。ダムラダはね、ユウキ様や魔王リムルではなく、最初から最後まで魔王ギィ・クリムゾンを敵と見み做なしているのよ。そこまで辿り着けば、ワタクシ達が帝都で暴れるのを黙認するのも納得出来るわね」

			「近藤は違うぜ。あれはギィだけじゃなくて、皇帝に仇あだなす者達全てを敵視している。ダムラダとは全く異なる視点から、皇帝ルドラに仕えているのさ」

			　だから対立する事もあるのだろうと、ユウキはそう結論付けた。そして、カガリもそれを肯定する。

			「まあええわ。ボスやカガリ様がそう言うんやったら、ワイとしてはそれを信じるだけや」

			　気負いもせずに断言するラプラス。

			　それに同調して頷くティアとフットマン。

			　そしてミーシャが、核心的な質問を口にする。

			「それで、ユウキ様。今後の方針はどうなさいますの？　ダムラダが敵だと判明したのなら、その本心はともかく信用は出来ない、これは当然ですわね。では、クーデターを取り止めにして、無理を承知で逃避行に移りますか？　幸いにも今、混成軍団の六割がドワーフ王国の東部都市イースト封鎖作戦に従事しています。これに帝都に残る戦力を加えて、私の方でも出来る限りの支援を行えば、地方都市を落とすなど造作もないでしょう。そこを拠点とすれば──」

			「帝国に不満を持つ併へい呑どんされた国々が立ち上がり、反帝国の大連合を結成出来るってかい？」

			「え、ええ。それが一番戦力を確保出来て、勝算が高い作戦なのではないでしょうか？」

			「悪くないね。帝国貴族に抑圧されている地方など、探せばいくらでもあるからね。そういう場所なら、僕達は反乱軍ではなく解放軍を名乗れるだろうね」

			「では？」

			「残念ながら、却下だ」

			　それは何故──と、問い返そうとしたミーシャ。しかし、それが実現する事はなかった。

			「僕達が生き延びる為には、クーデターを起こすしかない。そうなんだろ、ダムラダ？」

			　ミーシャが口を開くよりも先に、ユウキがそう発言したからだ。

			　その意味をミーシャが理解するよりも早く、その場にいた道化達が戦闘態勢を取っていた。そして、閉ざされていた扉が開き、一人の男が入って来る。

			「御名答。流石はボスですな」

			　その男は、ダムラダだった。

			　いつものような、商人の服装。しかしその気配は、隠す気もないのか軍人のそれだ。

			　部屋の中が、ピリッと張りつめた空気へと変わる。咄とっ嗟さに動こうとしたラプラスを、ダムラダが静かな声で制止した。

			「止めておけ。この建物は既に、私の部下達によって包囲されている」

			　その様子を観察していたユウキは、肩の力を抜いてソファーに身を沈めた。

			「ゆっくり話せる時間はあるのかい？　あるのなら、君も座りなよ」

			「しゃーけどボス、そないに悠長な──」

			「大丈夫、大丈夫。いいから君も、大人しく席につきなって」

			　不満気なラプラスにも座るように促してから、ユウキは不敵な笑みを浮かべてダムラダを見据えた。

			「それで、何が狙いなわけ？」

			「ボスに誤解されているだろうと思いましてね。私にも事情があるのだと、説明にやって来たのですよ」

			　そう答えつつ、ダムラダは指示された席に座る。その肝の据わった様子を見て、ラプラス達は鼻白むしかなかった。

			　そして──

			　周囲の者達を置き去りにして、ユウキとダムラダの問答が始まる。

			「事情、ね」

			「そうです。私はね、ボスには本気でクーデターを成功させて欲しいと、そう考えているのですよ」

			「それじゃあ、ガドラを見逃したのも？」

			「クックック、やはり無事でしたか。これについては賭けでしたが、あの男の用心深さから考えれば、生き残るだろうと思っていました」

			「目的は、近藤に情報を渡さないように、かい？」

			「その通り」

			「君は皇帝に忠誠を誓っているんじゃないのかい？」

			「誓っていました、よ」

			「いました、か。それじゃあ、今は？」

			「何度も言っていますし、信用出来ないかも知れませんが、私の忠誠はボスに向けられています」

			「信用出来るわけがない」

			「でしょうね」

			　と、両者ともに笑みを浮かべて舌ぜっ鋒ぽうを戦わせる。

			「ガドラの持つ情報を握り潰した事で、機甲軍団は壊滅したと言えるでしょう。更に今、魔獣軍団は帝都を離れています。機甲軍団の状況が伝わったとしても、戻って来るまでに時間がかかるでしょう。現状において、帝都を守る戦力は大幅に減少している。時は今、そうは思いませんか？」

			「思うさ。お膳立てされてるのかってくらい、僕達に取って都合がいい状況だね」

			「そうです。何年もかけてお膳立てしたのですよ──」

			「ダムラダ、君は……」

			「私はね、ボス。ルドラ陛下を倒す為に生きているのですよ。それが唯一、あの方を救う道なのです。その為の最善の策が、貴方に天下を取ってもらう事だった。その考えは今も変わっていないし、状況も整えました。後は、貴方の決断次第なのです」

			「フンッ」

			　ユウキは面白くなさそうに鼻を鳴らす。

			　全てがダムラダの思惑通りに運んでおり、それが心底気に食わないのだ。

			　ただし、拒絶するのも考え物であった。今の状況はダムラダの言う通り、これ以上にないほど整っているからだ。

			　問題は、ダムラダを信用するかしないか、その一点のみ。

			「一つ聞かせろよ」

			「何なりと」

			「お前はどうして、僕に相談もせずクレイマンを捨て駒にしたんだい？」

			　ユウキと中庸道化連は、互いに裏切らないと誓い合っている。この世で数少ない、信じられる者達なのだ。

			　その一人だったクレイマンもまた、ユウキにとっては大切な仲間だったのだ。

			　カガリ、ラプラス、ティア、そしてフットマンも、ユウキが発した質問を聞いて気配を変えた。ダムラダへと視線を集中させて、誤魔化しなど許さないとばかりに睨みつける。

			　そんな殺気立った空気の中、ダムラダは落ち着いて答えた。

			「クレイマンの一件にかんしても、私は関与していません。犯人に心当たりはありますが、ヤツがあのような手段に出るなど想定外でした」

			　一瞬の静寂が訪れたが、それを破ったのはユウキだ。

			「ヤツって、近藤達也タツヤ・コンドウかい？」

			「……」

			「君は、近藤について詳しそうだね。色々と秘密もあるみたいだし、それで信用しろってのは、虫のいい話だと思わないかな？」

			　沈黙するダムラダに、ユウキが持論を述べる。それを、苦悩するような表情を浮かべてダムラダは聞いていた。

			　反論する事なく聞き終えた後、ポツリと答える。

			「──禁則事項に触れるので、全てをお答えする事が出来ません。近藤についても、その実力を全て知る訳ではない──としか、私の口からは申せません。それでも、信じて欲しいのです。ルドラ陛下を救う為に、ね」

			　そう口にしたダムラダを、道化達の冷たい視線が貫く。

			　誰もが皆、信用出来ないと考えている顔だ。

			　それはユウキも同じであった。

			　ただし、今の状況はユウキ達に取っても楽観視出来るものではない。

			　建物の外にはダムラダの配下が待機している上、無視出来ぬ気配を部屋の外から感じている。近衛騎士ロイヤルナイトの中でも上位の実力者達を、ダムラダが連れて来ているのだろう。

			　そうした包囲網を突破して脱出するのは、如何にユウキ達といえども困難であった。

			（僕だけなら何とかなりそうだけど、全員無事にってワケにはいかないだろうな。だったら、この場では提案を飲んでおくってのも、取れる選択肢の一つだね……）

			　と、ユウキは計算する。

			　そしてふと、真っ直ぐに揺らぐ事なく自分を見詰めるダムラダの視線に気付いた。

			　その目は、出会った頃から何も変わっていなかった。

			　ユウキは目を閉じて、昔を振り返る。

			　出会った頃からダムラダは、不敵でふてぶてしく、〝金〟を支払えばどんな要求であろうと引き受けてくれた。それなのに、仲間達の為ならば惜しむ事なく資金を投じるという、矛盾に満ちた行動を取る男であった。

			　私はね、自分が信じる者の為ならば、どんな犠牲をも厭いませんよ──と、ダムラダは口にした事がある。

			　その時のダムラダの瞳には、一体誰の姿が映っていたのか……。

			（僕ではないな。だけど、あの目は好きだったんだよね……）

			　ユウキの事をボスと呼び、忠誠を誓ってくれていた。

			　そんなダムラダだが、どこか信用の置けない面も併せ持っていたのだ。

			　今思えば、それを寂しく感じていたのだろう。そう悟り、ユウキは目を開けてダムラダを見据える。

			「君の言葉には嘘がある。君の忠誠は僕にあると同時に、ずっと昔から皇帝ルドラに向けられていた。それは今も変わらない。そうなんだろ？」

			「フフッ、敵いませんな、ボスには」

			　その呟きは肯定であった。

			　それが逆に、ユウキにダムラダという男を信用させる動機となる。

			「いいぜ。ここで君達と戦うよりも、クーデターを成功させようじゃないか」

			　ユウキの決定に、不満を表明する者はいなかった。

			「仕方ないわね。ユウキ様がそう決めたのなら、ワタクシ達は従うまで」

			「せやな。ダムラダはん、もしもアンタが裏切った時は、ワイがキッチリ落とし前つけたるからな」

			「協力するよ、ラプラス！」

			「ホッホッホ。私の事もお忘れなく」

			　この時、道化達は決断した。

			　ボスである、ユウキを信じると。

			　そこには確かに仲間としての絆があった。

			　ダムラダもまた、その中に含まれていたのだ。

		

	
		
			

			


			

	

第一章　褒美と進化

			


			　およそ七十万もの帝国軍将兵を蘇生させた翌日。

			　闘技場には、今回の防衛戦で活躍した者達が整列していた。末端の兵士達で、観客席が埋め尽くされている。

			　今日は祝勝会。

			　帝国との戦は継続中であるものの、士気高揚の為には必要だろうと企画されたのである。

			　聖騎士団クルセイダーズから派遣されていたバッカスや、ルミナス配下の〝超ちょう克こく者しゃ〟達も参加していた。

			　ジウによって殺害されていたのだが、迷宮内だったのが幸いだった。ちゃんと蘇生して、謝罪も受け入れてもらっている。

			　本人達は、「自分達が未熟だったのです」と口を揃えて言っていたけど、我が国内での犯行だったからね。形式は大事なのだ。

			　ともかく、被害が最小限で済んで何よりだった。祝勝会の後半では美味しい料理を振る舞う予定なので、心ゆくまで楽しんで欲しいものである。

			　迎賓席には、外国からの賓客もいた。

			　援軍として防衛戦に参加してくれたアルビスだけでなく、更に遅れてフォビオや〝双そう翼よく〟の二人も、精鋭のみを引き連れて駆け付けてくれている。

			「ミリム様が心配して落ち着かない為、フレイ様が私共を遣わしたのです」

			「ですがやはり、その必要はなかったみたいですね。私共も、リムル様ならば必勝間違いなしだと確信しておりましたわ」

			　金髪のルチアさんと銀髪のクレアさんが、綺麗な声を重ねるようにして俺に言う。

			　ミリムを心配させてしまったみたいだが、今回の勝利を報告してもらえれば、きっと安心してくれる事だろう。町もヴェルドラとラミリスのお陰で無事だし、直ぐに平穏な日常に戻れるはずだ。

			「俺は連絡要員として。〝魔法通話〟が通じなくなっておりましたので、念の為に派遣されたのです。それに──いえ、失礼しました」

			　万が一、俺達が敗色濃厚だった場合には、直ぐに戻って援軍を派遣する予定だったのだと。魔素の力場が乱れて魔法が使えない可能性を考慮して、一番足の速いフォビオが選出されたとの事だ。

			　その後にも何か言いかけていたが、途中で止めてしまった。アルビスの方に視線が向いたのが気になったものの、もう終わった用件なのだろうと思い聞き流す事にする。

			　俺は三人に礼を述べて、貴賓席に案内したのだった。

			　そして、もう一組。

			　ドワルゴンからも来賓がいる。

			　ドワルゴンで宮廷魔導師アークウィザードの筆頭を務めている、老婦人のジェーンだ。護衛として、天翔騎士団ペガサスナイツ団長ドルフさんも一緒に来ていた。

			　こちらは、苦情がメイン。

			　ジュラの大森林で禁呪を使うな、と。

			　それ以上に、何で〝原初〟を従えているのかと、目の色を変えて怒られた。

			　正直、すまないという気持ちでいっぱいである。

			　だけど、しょうがないじゃないか。

			　気が付けばいたんだし、これはもう不可抗力だよね。

			「不可抗力で済む問題ではないわさ!!　わたしゃねえ、これまで長い事生きてきたけれど、これほどまでに驚き呆れた事など一度もないわえッ!!」

			「ごめんなさい」

			　もう謝るしかなかった。

			　ともかく宥めて説明して御機嫌を取って、どうにかこうにか納得してもらったって訳だ。

			　ジェーンさんにはそのまま帰ってもらいたいというのが本音だったが、今後の打ち合わせも行わなければならない。

			　というよりも実は、今回の訪問はそれが目的だったみたい。

			　ドワルゴンの東部都市イースト前には、いまだにユウキ配下の六万が展開している。ユウキとは仮かり初そめの同盟関係だと伝えてあったので、戦端は開かれずに緊迫状態を維持したままだけど。

			　しかし、このまま放っておく訳にもいかない。ユウキとも相談した上で、今後の方針について話し合いたいと思っていたのだった。

			　現状、捕らえたラプラスを解放して、俺からのメッセージを託してある。今の俺達は、ユウキからの連絡待ちという訳だった。

			　そんな訳で、ジェーンさんとドルフさんも貴賓席にご案内。祝勝会を見学してもらう運びになったのだった。

			


			　とまあ、外国の方々も見守る中での祝勝会が始まった。

			　俺がいるのは、一段高くなった表彰台の上。そこに設しつらえられた椅子の上に、スライムの姿で座っている。

			　俺の背後には、リグルドとリグルが並んで立っていた。その二人を頂点として、文官衆が左右にわかれて立ち並んでいる。

			


			

			


			　眼下に並ぶ者達の中には、普段は顔を見せない迷宮十傑も勢ぞろいしていた。今日の主役なので当然だ。

			　本来なら迷宮のボス達なので、顔見せは不味い。だがしかし、今日に限っては大丈夫。何故ならば、町の住民や義勇兵である冒険者達は呼んでいないからだ。

			　最初の出番は、俺の横に立っているシュナだ。俺の言葉だと前置きし、労いを込めた演説を行ってくれている。

			　素晴らしい内容だが、これを考えてくれたのは俺ではない。

			　シュナだ。

			　第一秘書や第二秘書よりも、シュナの方が秘書として有能なのだ。

			　演説が苦手な俺としては、非常に助かっている。

			　シオンに演説は向いていないし、ディアブロに任せるのは不安だ。俺の賛美だけで、祝勝会が終わってしまいそうである。

			　シュナがいてくれて良かったと感謝しつつ、俺は次の手順について思いを馳せる。

			　今回の祝勝会では、功績の発表と同時に褒美も与える予定である。つまり、配下の覚醒とやらを試すつもりなのだ。

			　………

			　……

			　…

			　智慧之王ラファエルさんが言うには、十万個の〝魂〟を与えてやる事で、〝真なる魔王〟に匹敵するほどの強さに覚醒進化するのだと。

			　資格を有する者だけが対象なのだが、驚くべき事に十二名もいる。

			　それが誰かというと、ランガ、ベニマル、シオン、ガビル、ゲルド、ディアブロ、テスタロッサ、ウルティマ、カレラ、クマラ、ゼギオン、アダルマン、だった。

			　俺との魂の繋がりがあり、〝魔王種〟を得ているというのが条件みたいだな。

			　気になるのは、アダルマンだ。

			　コイツの場合、俺が名付けた訳ではない。それなのにどうして、進化する資格があるのだろう？

			


			《解。個体名：アダルマンの信仰心が一定値を突破し、今では主様マスターとの繋がりが確立しております》

			


			　ああ、ルミナスから学んだ〝信仰と恩おん寵ちょうの秘ひ奥おう〟を、アダルマンに教えたんだったな。そのお陰で、名付けに匹敵するほどの繋がりを得たのか。

			　凄いな、アダルマンって。自力で資格を獲得するあたり、半端ない信仰力を発揮しそうである。

			　対象が俺というのはむずがゆいけど、そこは素直に賞賛するとしよう。

			　アダルマンの件は納得した。

			　次の問題は、進化させられるのは何名なのか、だ。

			　数えてみたところ、俺の中にストックされている〝魂〟の数は、およそ百万個強であった。死亡した者達と数が合わないのだが、その秘密は智慧之王ラファエルさんにある。

			


			《案。得られた〝魂〟に個体差が確認されました。均一に再構成しますか？

			ＹＥＳ／ＮＯ》

			


			　と問われたので、よくわからないままＹＥＳと念じた訳だ。すると、百万を超える数に膨れ上がったというわけ。

			　生き返らせた帝国将兵には、若干だがエネルギー返還を行っている。その為、もう少し数が少なくなるかと思っていたのだが、結果は逆だった。

			　カリギュリオのように覚醒した者や、迷宮内にもかなりの数の強者が攻め込んでいた。そうした者達は通常よりも大きなエネルギーを秘めていたし、借り物とはいえ究極能力アルティメットスキルを保持していたジウやバーニィからも大量のエネルギーを奪っている。

			　個人が、数十名から数万名分の〝魂〟のエネルギーを保有していた、という事なのだろう。

			　そんな訳で、十名は覚醒可能なのだった。

			　試すにあたり、幾つかの心配事がある。

			　一つ目は情報漏ろう洩えいについて。

			　アルビスやジェーンといった来賓の前で、こんな派手な真似をしても大丈夫なのか、という問題だ。

			　しかし、この件に関しては信用しようと割り切る事にした。同盟関係だからというのではなく、どうせバレると思ったからだ。

			　ミリムを誤魔化すのは不可能だし、ガゼル王にはディアブロの時も信用してもらっている。ジェーンさんからはかなり怒られたから、迷宮勢を知られても今更であろう。

			　どうせその内、迷宮攻略組からボスの強さについての不自然な噂が流れるようになるだろうし。

			　この場にいる者には、隠しておく意味がないと考えたのだった。

			　続いて、何が起きるのか不明な点。

			　初めて試みる覚醒進化なので、予想外の事態が発生する可能性があった。そこで、この闘技場全体をラミリスの権能で隔離してもらっている。

			　これによって、何が起きても被害が外にまで広がるのを防げるはずだ。それに、機密保持も保たれるので、一石二鳥というものだった。

			　最後の心配は、魔王に覚醒する際に生じるであろう進化の収穫祭ハーベストフェスティバルだな。

			　俺の場合は低位活動状態スリープモードに陥り、三日間も意識不明だった。同じような状況になるとすれば、この戦時下に主力の幹部達が眠りにつく事になる。

			　そうなれば、二、三日は何も出来ない状態となる為、何かあっては困るのではないかという心配だ。

			　少し悩んだものの、これについても問題ないと考えた。

			　今ならば帝国軍もいない。カリギュリオ達からの聞き取り調査では、機甲軍団には直ぐに動かせる戦力など残っていないとの事。そりゃまあ、九十四万もの将兵を皆殺しにしたのだから、残っているはずもないわな。

			　帝国側に残るのは、魔獣軍団と混成軍団のみ。

			　ユウキ率いる混成軍団は一応の同盟関係にあるし、魔獣軍団は機甲軍団の虎の子である『空戦飛行兵団』に運ばれて、別方面を目指している。

			　俺の〝神之瞳アルゴス〟でも飛空船の動向は把握出来ているので、あの地点から急に進行方向を変えたとしても、我が国に到着するまで三日以上かかるとの計算結果が出ていた。

			　通常速度は、平均して時速四百キロ程度。最大戦闘速度ならば音速を超えるらしいけど、魔力消耗が大き過ぎて短時間しか持続しないらしい。そもそも、そんな長距離を継続飛行が可能なのかどうかも怪しいものだった。

			　船や列車などは比較にならない速度だが、空には空の脅威があるらしい。気流が激しく渦巻く地点や、魔素が乱れて魔法が一切発動出来なくなる地点等々。

			　面倒な空の魔物が棲息する地帯もあるらしく、直線ルートではなく安全な空路を考える必要もあるのだと。この世界で、音速の移動手段があるだけでも脅威なのだが、思っていたほど有利という訳でもないらしい。

			　こちらは警戒する必要はないと思えた。

			　残るは、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンが動く可能性だが……。

			　今回は圧勝だったけど、それは迷宮というアドバンテージがあったからだ。死んでも生き返る事が出来る状況だったからこそ、落ち着いて対処出来たのである。

			　俺ならば何とかなっただろう。

			　何のかんの言って、ベニマルも勝利していたはずだ。

			　しかし、シオンやランガは？

			　ガビルやゲルドなどは危なかったのではなかろうか。

			　だとしたら、それこそ早めに対処しておく必要があるだろう。

			　万が一、不意に強敵と遭遇したとしても、時間稼ぎくらいは出来るようになる。今もある魂の繋がりが〝魂の回廊〟として確立されるから、俺との繋がりも磐石になるみたいだし。これがあれば、どんな状況になっても『思念伝達』が繋がるようになるはずだ。

			　遭遇と同時に俺に連絡、その後、挟撃し仕留めるという作戦が取れるようになる。

			　いざという時に備えて、今の内に皆を覚醒させておきたい。

			　念には念を入れておきたいのだ。

			　そういう訳で、今が丁度良いタイミングとも言えるのである。

			　………

			　……

			　…

			　早速だが、始めるとしよう。

			　最初に指名するのは、当然ベニマルだ。

			　大将軍として、全軍の指揮を見事にこなしてくれた。

			　本人はテスタロッサ達の活躍に不満そうな顔を見せていたけど、あれはそう、不慮の事故みたいなものだ。

			　ベニマルが悪い訳でも、ましてや俺のせいでもない！

			　結果的には問題なかった訳で、素晴らしい働きであったと言えるだろう。

			　演説を終えたシュナが、ベニマルを呼んだ。

			　それに応えて、ベニマルが一歩前に出る。そして、俺の前に跪ひざまずいた。

			「よし！　ではベニマル君。今からさっそく褒美を与えようと思うのだが──」

			「その、〝君〟って呼ぶのは止めてもらえますか。絶対に悪巧みでしょ、それ？」

			　解せぬ。

			　まだ何もしてないのに、見抜かれてしまった。

			　今回の覚醒進化は、実はサプライズだ。

			　相談したら絶対に反対されると思って、黙って実行する事にしたのである。

			　シュナがベニマルの功績を読み上げてくれている。その間に、俺とベニマルの会話は続いていた。

			「実はさ、今回の戦争で大量に〝魂〟を獲得したんだよ。テスタロッサ達が俺に捧げてくれてたみたいでね。それでさ、それを利用したら、俺と繋がりのある者達を覚醒させる事が出来るみたいなんだよ」

			「聞いてませんよ？」

			「え？　だって今言ったし？」

			　見詰め合う俺とベニマル。

			　言ったら反対されていたと思うし。

			　ベニマルは案外真面目だから、自分の力だけで強くなりたいみたいな感じだからね。俺が魔王に進化した際も、何やら思うところはあったみたいだし。

			　ディアブロとかシオンは、嬉々として受け入れてくれそうだけど。

			「それで、その覚醒というのは？」

			　良い質問である。

			　俺の場合は、魔素や魔力が十倍以上になり、その上、魂の系譜に連なる全ての魔物達に祝福ギフトが授けられた。

			　成長率がどうなるのかは不明だが、大きく力が増すのは間違いないだろう。

			「えっとね、簡単に言うと、俺が魔王になる時に進化しただろ？　アレと同じ現象、魔王への進化ハーベストフェスティバルが起きると思ってくれていい」

			「はあッ!?　それって、俺だけじゃなく、俺の部下達にも影響が出るって事か？」

			「多分、そうなると思うよ」

			　どこまで影響が及ぶかは不明だが、少なくとも、〝紅炎衆クレナイ〟には祝福ギフトが配られるだろう。

			「いやいやいや、そんな重大事、相談もなくいきなり言われても──」

			「待て待て。そう言われればそうかも知れないが、ここで問答をしている場合じゃないんだ。敵にどれだけの強者がいるか不明な今、俺達の戦力強化は必須だろ？」

			「それはそうでしょうけど……」

			　ベニマルが悩むように目を閉じる。

			　そして目を開き、俺を見て、深々と溜息をついた。

			　どうやら覚悟を決めたらしい。

			　諦めただけかも知れないが、大した違いはないだろう。

			「それで、覚醒させるのは俺だけじゃないんでしょう？　この時期の戦力低下は危険だと思いますが、その辺はどう考えているんです？」

			「覚醒する資格があるのは十二名で、今回は九名のみの予定だ。テスタロッサ達を護衛に残すつもりだから、数日なら問題ないと判断したよ」

			「なるほど、ね。迷宮もあるし、時間稼ぎだけなら問題ないでしょうね」

			　俺の説明で、ベニマルも納得してくれた。

			　残る問題は、暴走の可能性について、だ。

			「ただし、気になる点が一つある」

			「それは？」

			「今のお前は、俺が進化した時よりも強くなっている。覚醒による成長率が不明だから、俺よりも強くなる可能性があるんだよね」

			　その場合には、究極能力アルティメットスキル『暴食之王ベルゼビュート』の『食物連鎖』によって、俺にもフィードバックがあると思うけど。

			　それでも、俺以上に強くなる可能性がある。というか、ディアブロなどは間違いなく、俺よりも強くなりそうであった。

			　ベニマル達が裏切るとは思えないが、力に振り回されて暴走する可能性は否定出来ない。

			　多分大丈夫だと思うし、暴走した場合に備えての隔離空間な訳だけど、そういう不安があるのは事実であった。

			「そんな不安を抱えてまでも、俺達の覚醒を強行したいと？」

			「まあね」

			「俺達は愛されてますね。どんな敵にも負けないように、打てる手は全て打つ、という事ですか。ならばその期待、必ず応えて御覧に入れますよ」

			　皆まで言わずとも、ベニマルは俺の考えを理解してくれた。その上で、絶対に暴走しないと豪語してくれた。

			　頼もしい事である。

			「信じているぞ」

			「お任せを」

			　丁度その時、シュナの演説が終わった。

			　それでは早速、褒美を授与するとしよう。

			


			＊

			


			「ベニマル！　今回の戦での指揮、実に見事だったぞ！　今日からは〝赫怒王フレアロード〟を名乗るがいい！」

			「ははッ、有り難き幸せ!!」

			　儀式を遂行する。

			　普段はフレンドリーでも、兵達の前では大将軍。ベニマルは、そういう公私の区別は完璧であった。

			　そんなベニマルに与えるのは、〝赫怒王フレアロード〟の称号だ。〝真なる魔王〟になっても魔王を名乗れないので、その代用という意味合いもある。

			　赫かく怒どとは、激しい怒りの意味。

			　少々短気だった性格も、今では常に冷静さを失わないように見える。それでも、その本質は激しい炎。静かに怒りを燃やし、制御出来るようになっただけの事なのだ。

			　俺に仕える仮初の魔王として、これ以上相応しい称号もあるまい。

			


			《問。規定量［十万個の魂］を使用して、個体名：ベニマルの進化を行いますか？

			ＹＥＳ／ＮＯ》

			


			　ＹＥＳ、だ。

			　承諾すると同時に、俺とベニマルの間に〝魂の回廊〟が作成された。これまでのような希薄なものではなく、確固たる繋がりが出来たのだ。

			　それを通じて、十万個分の魂がベニマルに流れる。

			　それと同時に、ベニマルの進化が開始──しなかった。

			　変化なし。

			　あれ、失敗かな？

			　そう思った俺に、何やら思案顔のベニマルが答える。

			「どうやら、進化にはもう一つ条件があるようだ」

			「と言うと？」

			「あ、いや、リムル様ではなく、俺の方の問題みたいだな……」

			　と、何故かベニマルは口を濁す。

			　うん？

			　何だか怪しいぞ。

			「どういう問題なんだ？」

			　俺はひそひそと声をひそめて、ベニマルに質問した。すると、驚くべき答えが返ってきたのである。

			「実は、俺にも世界の声が聞こえたんだ。どうも、妖鬼オニから鬼神キシンに進化出来るみたいなんだが、そうなると子供が作れなくなるらしい」

			　ベニマルが言うには、鬼神キシンになると寿命がなくなるので、子供を作る必要がなくなるのだと。

			　まあ、そりゃあねえ。

			　妖鬼オニだって、かなり長命な種族だった。その上位種族ならば、寿命がなくなっても不思議ではないな。

			　という事はつまり、鬼神キシンというのは恐らく、一種の精神生命体なんだろう。悪魔族デーモンだって子供は生まれないみたいだし、寿命がない種族の宿命みたいなものだね。

			　死んでも復活出来るのだから、種の保存なんて関係ない話なのである。

			「それで、それの何が問題なんだ？」

			　悲しいかな、子供が作れないのは俺だって同じなのだ。特に不便でもないし、問題とは思えないのだけど……。

			「──俺には、大鬼族オーガだった頃の未練があったらしい。自分でも忘れていたんだが、長おさとしての仕事を終えないと駄目みたいだな」

			「その仕事ってつまり、子供を作らないと進化しないって事なの？」

			「う、む。次代を残せって事みたいだな……」

			　またまた見詰め合う俺とベニマル。

			　祝典の最さ中なかなんだけど、いいのかなこれ？

			　参加者からは、俺がベニマルに祝いの言葉を投げかけているように見えるだろうけど、早くしないと問題が起きているとバレてしまう。

			　俺はちょっとだけ焦りつつ、ベニマルの様子を窺う。するとベニマルは、気まずそうに視線を泳がせた。

			　こんなベニマルは珍しい。いつもは不敵な態度だから、余計に感慨深いものがあった。

			「覚悟を決めろよ、ベニマル」

			「いや、ですがね？」

			　言い訳しようとするベニマルを無視して、俺は声を張り上げる。

			「なるほど、褒美として結婚したいと？　それで、相手は誰なのかね？」

			「ちょ、リムル様!?」

			　こういう時こそ、男らしさを見せてもらいたい──と、俺は他人事のようにそう考えた。

			　これだけお膳立てをした以上、ベニマルとしても覚悟を決めるしかないはずだ。奥手なベニマルを動かすには、これくらいの荒療治が必要なのである。

			


			《……告。この行動は、主様マスターの首を絞める結果に繋がる可能性があります》

			


			　え？

			　俺の疑問に、智慧之王ラファエルさんは答えてくれなかった。

			　いやいや、大丈夫だろう。

			　自分にそう言い聞かせていると、闘技場内が大歓声で沸いた。

			　皆にも俺の声が届き、その内容を理解したらしい。

			「お兄様、ついに覚悟を定められたのですね！」

			　と、シュナが笑う。

			「それで若、相手は誰を指名するつもりですかの？」

			　ハクロウが刀に手をかけつつ、そう問いかける。

			　ベニマルがその質問に答えるよりも早く、モミジが、そして来賓席にいるアルビスが立ち上がった。

			「リムル陛下！　発言の許可を頂きたく思います！」

			「私も宜しいでしょうか？　モミジ様と同様、お願いしたき儀が御座いますわ！」

			　二人から、ただならぬ気迫を感じる。

			　これはもう、駄目と言える雰囲気ではなかった。

			「わ、わかったから。それでは、二人ともこちらに来てくれるかな？」

			　祝典の最中なんだけど、そんな事を言っている場合ではなさそうだ。闘技場内にいる者達は、既に観客と化している。

			　文句を言う者など誰もおらず──というよりも、ここで中断する方が不満が出そうであった。

			　やって来た二人に発言を許可した。

			「リムル陛下、私は今回の褒美として、ベニマル様との結婚許可を頂きたく存じます」

			　最初にモミジが、大胆極まる事を口にした。

			　しかも、これにハクロウが追随する。

			「リムル様、褒美とは与えられるもの。それを要求するなど、不作法というものですじゃ。しかしながら、どうかワシの娘の願いを聞き届けて上げて下さらぬか」

			　自分の武勲もモミジに譲るからと、ハクロウがそう願い出たのである。

			　こうなるともう、俺が拒否するのも難しい状況になってしまった。

			　ベニマルなんて、状況について行けずに固まってしまっている。判断力の高さに定評があるのに、まるで頭が働かないみたいだね。

			　そして、この状況を更に混乱させる発言が。

			「リムル陛下、私もベニマル様の第二夫人に立候補させて下さいませ」

			　モミジに遅れてアルビスまで、そんな事を言い出した。

			　俺とベニマルは声を揃えて、思わず「「は？」」と問い返してしまったよ。

			　モミジとアルビスは、ベニマルを巡って攻防が激化していた。それが自由戦闘恋愛主義ラブアンドバトルと呼ばれるようになったのは有名な話だが、いつの間にか決着がついていたのだろうか？

			「あのさ、モミジが第一夫人で、アルビスが第二夫人って事？」

			「はい！」

			「その通りです」

			　嬉々とした表情で、モミジとアルビスが答える。

			　白目のベニマル。

			　この二人の間に何があったのか知らないが、明確な序列が生まれてしまったようだ。

			「ベニマル様を悩ませるなど、妻として失格。私とアルビスさん、どちらか一人を選んでくれなど申しません。二人同時に娶めとって下さいませ」

			「待て、そういう訳には──」

			「大丈夫ですわ。モミジ様とも相談したのですが、ベニマル様の器量ならば問題なかろうと、そういう結論に至りましたの」

			　いやいやいや、どういう結論だよ!?　

			　ベニマルが、助けて欲しそうに俺を見ている。

			　だけどね、俺だって困惑しているのだ。そう簡単に手助け出来そうも──

			


			《解。現在のジュラ・テンペスト連邦国におけるルールでは、『子孫を残すという観点から、一夫多妻は有り。ただし、子を望む未亡人に限る』となっております。今回のケースでは、第二夫人は認められません》

			


			　お、おお！

			　確かにそうだった。

			　何故か智慧之王ラファエルさんが積極的に協力してくれている気がするが、これでベニマルを助けてやれそうである。

			「残念ながら、アルビスさん。我が国では、子を望む未亡人しか第二夫人にはなれないんだ。将来的にはきちんと法律で制定するつもりだし、その際にルールが変更される可能性もあるんだけど、今はまだ許可する訳には──」

			　申し訳ないという感じに、俺はアルビスの願いを却下しようとした。ベニマルも安堵の表情を浮かべて頷うなずいていたのだが、これでこの話はおしまいと考えたのは大間違いであった。

			「御安心下さいませ。その辺りのルールにつきましても、きちんと調べておりますわ。実は私、つい先日結婚いたしまして──」

			　えっと、先日結婚した？

			　誰と──っていうか、それじゃあますます、ベニマルとの結婚なんて無理じゃん。

			　そう思ったのだが、その後に続いたアルビスの発言は、俺の想像の斜め上をいくものだった。

			「──夫と死に別れるという悲しい事態になってしまったのです。ですから私、ベニマル様の第二夫人となる条件を満たしているのですわ」

			　はあ？

			　ちょっと待て待て、それって戦争のせいじゃないよね？

			　だとしたら大問題なんだけど──などと心配したのが馬鹿らしくなるほど、アルビスの言い分は狡こう猾かつなものだった。

			「ちょ、ちょっと？　その、結婚されたという旦那さんは、どこのどなただったのかな？」

			「それは、あそこの来賓席にいるフォビオですわ」

			　と、アルビスが笑顔で教えてくれた。

			　……。

			　あのう、フォビオさん、生きているんですけど？

			　俺とベニマルは混乱し、思わず顔を見合わせた。

			『どういう事だ？』

			『俺に聞かれてもわかりませんよ！』

			『だよね……』

			　なんて、『思念伝達』を使うまでもなく視線だけで会話してしまった。

			　そんな俺達の前までフォビオがやって来て、申し訳なさそうな顔をして跪いた。

			「ホント、すみません。ウチのアルビスが、勝手な事を言い出しまして」

			「いやいや、結婚してたの？　それよりも、死んだというのは？」

			「それはですね……」

			　そして始まるネタばらし。

			　モミジ、アルビス、そしてフォビオ。その三人から説明を聞いて、ようやくアルビスの計画の一部始終が判明した。

			　つまり、簡単に言うとだ。

			　モミジとアルビスは何度も拳を交えた事で、ある種の友情が芽生えた。そして二人は、奪い合うのではなく共闘する方向に舵を切ったのだと。

			　二人とも揃ってベニマルの嫁になるにはどうしたらいいのか？

			　頭を悩ませて導き出した答えが、フォビオとの結婚であった。フォビオと結婚した後で、迷宮内でどちらか死ぬまでという条件で戦った。そしてアルビスが勝利し、その上で未亡人になったと届け出たらしい。

			　迷宮内で決闘を行っただけなので、当然フォビオは生きているという寸法だった。

			「勝てたら本当に結婚してくれるって話だったんですけど、俺、泣いてもいいですよね？」

			　フォビオが計画に乗ったのは、そういう理由からだったか……。

			　うな垂れているフォビオの姿はあまりにも哀れで、俺も思わず同情してしまったのだった。

			　というか、この場合はどうなるんだ？

			「リグルド、これってアリなのかな？」

			「ハッ！　実に明快な、力の理論ですな。欲しいものを手に入れる為に、知恵と力を駆使した結果だと考えます。私としては、アリかと！」

			　アリなんだ。

			　リグルドの発言に、ルグルド、レグルド、ログルドの三名もうんうんと頷いている。

			　マジかよ。

			　魔物にとって、アルビスの行動はアリなんだな。

			「お兄様。モミジ様やアルビス様が、ここまでの覚悟を見せたのです。ここは男らしく、お返事を差し上げて下さいませ！」

			　シュナも、アルビスの行動に賛成派なのか。

			　いや、シュナだけじゃないな。

			「嫌いなら嫌いと、迷惑なら迷惑だと、そう告げるだけでしょう？　何を悩む事があるのです」

			　シオンの場合は、何も考えていないだけっぽく見えるけど、なかなかの正論を述べていた。けれど、二人を娶る事に反対という様子ではなく、単に答えを促しているだけのようだ。

			　ここまで、反対意見なし。

			　倫理的にアウトとか、不潔だとか、そういった感覚は誰も持っていないみたいだね。

			　確かに考えてみれば、魔物のルールは弱肉強食だ。

			　強い者が全てを奪うのを、俺が決めたルールで制限しているだけに過ぎないのである。本人達がそれを望み、誰からも不満が出ないのならば、別に認めてもいいのではなかろうか。

			「ベニマル、いつまで悩んでいるつもりだ？　優柔不断な態度を取っていると、あの世でお前の親父殿に笑われてしまうぞ」

			「ソウエイ……そうは言うがな、親父殿は母上のみを愛し、俺とシュナをこの世に誕生させてくれたのだ。俺もそうありたいと願う事の、何が悪いというのだッ!?」

			　ソウエイの言葉が耳に痛かったのか、ベニマルが珍しく激昂しているな。

			　しかし、ソウエイは動じない。

			「悪いとは言っていない。お前は自分の愛を疑っているようだが、それこそ子を為せばいいだけの話ではないか。男と女、双方に愛がなければ、子など為せるはずがないのだ。お前に二人を想う気持ちがないのなら、最初から断ればいい。しかし、少しでも二人を想う気持ちがあるのなら──抱いて結果を示せばいいだけだろう？」

			　ソウエイさん、ドストレート過ぎ。

			　ビックリするほどのセクハラ発言にも思えるが、恰好良く見えるのが憎らしい。

			　そしてその言い分だが、魔物にとっては納得のいくものだったみたい。

			　忘れていたけど、愛がなければ子供は生まれないんだったね。

			　ベニマルが悩んでいるのは、二人を同時に愛するなど不誠実だと感じているからなのだろう。また、どちらか一方を選ぶのは、残った方を悲しませる事になる。だからこそ、答えを出すのを先送りにしていたのだ。

			　嫌いじゃないよ、そういう考え。

			　だけどこの場合、ソウエイの言う通り結果を示せば、全ての問題が解決するのではあるまいか。

			「アルビスさん、どちらが先にベニマル様の子を宿せるか、勝負です！」

			「負けませんわよ、モミジ様。私の愛は本物。後は、ベニマル様の心を振り向かせるだけです！」

			　それが一番大変だと思うけど、本人達に悩みなどない様子。こうなるともう、ベニマルの気持ち一つというものであった。

			「ベニマル、今は祝典の最中。それも、お前の武勲を称える場だ。全てのワガママを許容するから、本心から答えてくれ。モミジとアルビスの求愛に応えるか、否か。どちらだ？」

			　ベニマルが嫌なら、この話はもうおしまい。

			　しかし、そうではないのなら……。

			「モミジ、アルビス、俺はリムル様を守護する〝侍さむらい大だい将しょう〟として、お前達と寄り添えなくなる。それでも、俺を選ぶのか？」

			　ベニマルはどこまでも誠実だった。将来の事まで見据えて悩んでいたのだ。

			　子を為して未練がなくなれば、ベニマルは鬼神キシンに進化する。そうなれば寿命もなくなるので、モミジやアルビスを看取る立場になってしまうのか。

			　そうだよな。自分だけ進化するのだから、妻となる二人は置き去りにされる訳で……。

			　こんな場面で、急に答えを出せというのが酷だよな。

			　俺だって、今はまだ実感に乏しいけれど、愛する者に先に旅立たれるのは辛いと思う。いやまあ、特定の個人の話ではなく、仲間達全てに言える事なんだけどね。

			　ベニマルの悩みも理解出来たし、モミジやアルビスだって気持ちが揺らぐかも──なんて思ったのだが、それは杞憂以前の話だった。

			「全然問題ありません！　子を育てた後、どうにかして私も進化してみせますので」

			「私も同感です。進化が無理だとしても、私の子供達が貴方の無ぶ聊りょうを慰めてくれますわ」

			　女は強いね。

			　まるで動じる事なく、その覚悟のほどを示してみせたのだ。

			　その返事を聞いて、ベニマルが爽やかな笑みを浮かべた。

			「リムル様！　この俺が妻を二人娶る事を、お許し願えますでしょうか？」

			　ここで否と言えるはずがないし、言うつもりもない。

			　無理筋を通した前例を作る事になってしまうが、今回のように武勲を上げれば許可されるとするならば、希望を持って頑張る気持ちに繋がるかも知れない。

			　まあいいか、と判断した。

			　ベニマルは硬派を気取っているだけに、純情な男である。放っておいたらいつまでたっても独身だっただろうし、これは良い機会だったのだと思う事にしよう。

			　不安があるとすれば、モミジとアルビス、二人を同時に愛する事になるという点だが……ベニマルならば乗り切れると信じる事にする。

			　ついでに、頑張れ、と応援しておこう。

			　俺は椅子からピョンと飛び跳ね、人の姿へと変へん化げした。

			　そして、大音声で宣言する。

			「許可する！　俺の〝名〟において、ベニマルとモミジ、そしてアルビスとの〝結魂ケッコン〟を認めよう!!」

			　魔物の場合、結婚とは魂の結びつきのようなものなのだ。愛がなければ子供が生まれないという事実からも、それは明白であった。

			　だからこそ、〝結魂〟と呼ぶのが相応しかろう。

			　俺の宣言を聞いて、ベニマルの口元に笑みが刻まれた。その表情は喜色に染まり、真っ赤になっている。しかし胸を張り、その両手にモミジとアルビスを抱き寄せた。

			


			

			


			「ありがとうございます。必ずや二人を愛し、俺の誠意を示したく思います！」

			　ベニマルの堂々たる口上を聞き、モミジとアルビスが涙を浮かべて喜んでいる。感無量という様子で、言葉も出ないようだ。

			　正直、ベニマルが羨ましい。

			　美少女と美女、まさしく両手に花だ。

			　けれど……奥手なベニマルの事だから、これからが大変だろうけどね。

			　ま、まあ、俺も人の事は言えないんだがね。

			　俺の場合は無性だから、気にしても仕方ないというものだけど……。

			


			　ベニマルの口上で、闘技場内が大歓声に包まれた。

			　シュナは嬉しそうに兄を祝福しているし、シオンも何故か誇らしそうに拍手している。

			　勿論、祝福の声だけではなく、嫉妬にまみれた恨み節も聞こえてくるけど、それも含めての祝福だ。

			　こうして、祝典という行事の中、参加者からの声援に包まれて、モミジとアルビス、そしてベニマルは祝言を挙げたのだった。

			　そのまま祝っていたいのだが、今は祝典の最中だし、進化の儀式を優先したい。今は発表だけにして、この祝勝会という名目の進化の儀式が終了した後で、ゆっくりとベニマルの結婚式を催すとしよう。

			　今日も宴会をする予定だけど、祝い事は多い方が楽しいのだ。

			　という事で、今は祝典を優先する。

			　幸せそうなベニマル達を後ろに下がらせて、シュナに手配だけ命じた。

			　鳴り止まずに続いていた歓声も、俺が手を挙げる事でようやく静かになる。

			　実に思わぬハプニングだった。

			　俺の視界の端ではゴブアが泣き崩れ、何故かそれをフォビオが慰めていたりするけど、今は時間がない。引き続き、祝典を進行する事にしたのだった。

			


			＊

			


			　俺は再びスライムの姿に戻り、椅子の上に鎮座した。

			　それを見届けてから、興奮冷めやらぬといった様子の会場に、凛としたシュナの声が響く。

			「三大軍団長、前へ！」

			　三大軍団長とは、第一、第二、第三軍団の軍団長の事を指す。つまり、ゴブタ、ゲルド、ガビルの三名が、俺の前に出て跪いた。

			　それでは、ゴブタから。

			「オホンッ！　ゴブタ君。君には、褒美はない！」

			　期待した表情で俺を見るゴブタに、そう言い放つ。

			「ええっ!?　酷いっすよ！　じゃあ、何でここまで呼んだんすか？」

			「良い質問だね。お前には褒美はないんだが、その代わりに一つ、権利をやろうと思う」

			「権利っすか？」

			　ゴブタに〝魂〟を与えても、進化などしない。

			　才能の塊みたいなヤツではあるが、資格を有していないのだから仕方ない。

			　武器や防具という線も考えたのだが、今与えている以上のものは、ゴブタには扱いきれないと判断した。それに、どうせランガと『魔狼合一ヘンシン』するから、半端な武具など必要ないのだ。

			　金銭を与えても、どうせ碌な事に使わないだろう。

			　それ以前に、軍団長は高給取りだ。毎月、お金に換算するとかなりのポイントが支給されるので、生活には不自由はしていないはずなのだ。

			　人間の国家ではこういう場合、領地を与えたりもするのだろうが、我が国には分譲出来るような領土はないのである。それに、どうせゴブタでは統治出来ないだろうから、意味のない例であった。

			　そこで俺は、ゴブタには特別な権利を認めようと考えたのである。

			　俺の言葉に困惑するゴブタ。

			　権利という言葉だけでは、何の事やら理解出来ないのだろう。

			　それでは、答えを教えるとしよう。

			「お前は俺に対して、〝今のままの気軽な口調で、普通に接する権利〟をくれてやろう！」

			　戸惑ったままのゴブタをニヤリと眺めて、俺はそう宣言した。

			　俺の言葉をゴブタが理解するよりも早く、先ほどのベニマルに対する以上の歓声──というか、怒号が鳴り響く。それは、隠しようもないほどの嫉妬にまみれた大声援だった。

			　シオンやシュナまでも、恐ろしい視線でゴブタを凝視していた。

			　よっぽど羨ましいようだ。

			「え、えっと、マジっすか？」

			「大体お前さあ、敬語とか出来ないじゃん？　その内大失敗しそうだし、この機会に権利として認める事にしたんだよ」

			　敬意は感じられるのだが、口調が全然ダメなんだよね、ゴブタは。

			　というか、皆に対しても普段は気軽に話してくれと言っているのだが、なかなか難しいらしい。そんな中、自然に会話するゴブタへの苦情が、頻繁に寄せられていたのだそうだ。

			　対外的な面子にもかかわるから何とかして欲しい、と。

			　面倒くさいので、〝権利〟として認める事にした訳だ。

			　この場には、フォビオやジェーンさんといった外国からの来賓もいる。ここで宣伝しておけば、ゴブタの問題は解決するというものだった。

			　まあ、体面だの権威だのと色々な面倒事があるのだろうけど、魔物である俺達には、そこまで堅苦しい制度は必要ない。

			　俺は、俺のやりたいようにするだけである。

			　大事なのは、外面ではなく内面。

			　ゴブタがその良い例だ。

			　口調はアレだが、その忠誠心は本物だった。

			　目を見ればわかるよ。

			　ゴブタは俺の為なら、死すらも厭わぬという目をしているのだ。

			　だからこその、この〝権利〟なのである。

			「あざーーーっすッ!!」

			　ゴブタは満面の笑みで、九十度に腰を曲げて御辞儀した。

			　大喜びである。

			　恐らく、自分でも口調を直そうとしていたのだろう。

			　効果は全く出ていなかったけどな。

			　ゴブタにとっては何よりの褒美であったようで、俺も嬉しい。

			　適切な褒美とは、本当に難しいものなのである。

			


			＊

			


			　さてさて、ゴブタの次はゲルドだ。

			「それではゲルド、お前は今日から〝守征王バリアロード〟を名乗るがいい！」

			「その称号、拝命致します！　このゲルド、〝守征王バリアロード〟の名に恥じぬように精進致しましょうぞ！」

			　力強く応じるゲルド。

			　大歓声が響く中、俺はゲルドにもこそっと告げる。

			「お前にもベニマルと同様、進化の儀式を試すよ」

			「それは一体……？」

			　毎回説明するのも面倒だし、〝魂〟を与える予定の者達に『思念伝達』を繋いだ。そして全員に向けて、進化の儀式について説明する。

			　この際、『思考加速』の併用も忘れない。これをする事で、現実時間では数秒も経過せずに重要な会話が可能となるのだ。

			　ひとしきり説明を終えるなり、ゲルドから返事があった。

			『有り難き申し出ですが、オレよりも適任者が居るかと。今回の戦では、監察官であったカレラ殿の方が、大手柄を立てております。彼女にも資格があるのであれば、是非とも、オレではなくカレラ殿に──』

			　うーん、魂の力を得て覚醒するのを辞退するとな？

			　カレラは今回、進化させるつもりはない。大手柄なのは間違いないが、今の段階であれだけヤバイのに、力を得て暴走されても困るからだ。

			　先ずは様子見が必要だからこそ、安心だと信頼出来る古参から順番に進化させたい。

			　そう説明したのだが、それでもゲルドは迷っていた。

			『ですが、オレも……』

			　そうか、ゲルドとしては不安なのだ。

			　力を得て、暴走しないかと。

			　それに、償いの意味もあるのだろう。

			　あの時の豚頭族オークの暴走により、ジュラの大森林に多大なる災禍を撒き散らした事への。

			　その責任を担う者として、厳格に自分を律しているのだ。

			　その目は強い意思を秘めて輝いており、決意を持って俺を見ていた。

			　だからこそ、俺はこう答える。

			『安心しろって、ゲルド。豚頭魔王オーク・ディザスターゲルドは暴走したけど、あれも原因は仲間の為だっただろう？』

			　ゲルドが暴走する事はないだろう。

			　それだけの覚悟があれば、どんな力であろうとも制御出来るはずだ。

			　そして──

			　過去の出来事でゲルドを謗そしる者など、もう誰もいないのである。

			『お前は今でも責任を感じているようだけど、俺はそんなお前を信じているよ。そしてお前なら、新しい力を使って皆を守ってくれるはずだってね！』

			　ゲルドが進化すれば、その配下の者達も祝福ギフトを授かる。それはつまり、俺達の国が強固な守りを得る事に繋がるのだ。

			　そう説明すると、ゲルドの瞳がひと際強く輝いた。

			『……そういう事であれば、謹んでお受け致します！』

			　了承してくれたか。

			　それでこそ、ゲルドだ。自分の為ではなく、仲間の為に力を発揮する男なのである。

			　ちなみに、ゲルド以外で拒否した者は一人だけだ。不安を感じている者もいるようだが、それ以上に期待の方が大きいという感じである。

			　事前に意思確認しなかったのが悪いけど、これは勢いが大事なのだ。皆が了承してくれて、本当に良かったと安堵したのだった。

			　俺は『思念伝達』を解除して、祝典のノリを再開する。

			「お前の働きは、実に見事だった。褒美として、これを授けよう」

			　そう言って、シュナに合図する。

			　シュナは笑顔で頷き、用意してあった装備一式をゲルドへと手渡した。

			　鎧と盾、今回の戦で獲得した伝説級レジェンドの装備を、ガルムと相談しながら俺が自ら改造カスタムしたものだ。

			　これはゲルドの妖気に反応する事で、ゲルドにしか扱えない専用武具となる。〝聖霊武装〟と原理は同じであり、ガルムでも再現出来ない代物なのだった。

			　神話級ゴッズと伝説級レジェンドの違いは、武具そのものの成熟度──つまりは、技量レベルである。武具そのものが長い年月を経て、進化するのだ。

			　その進化は千差万別であり、素材によって必要年数も変わる。それに加えて所有者が優れている場合、進化の速度が格段に上昇するらしいのだ。

			　ゲルドは守備特化の能力なので、伝説級レジェンド装備であっても直ぐに神話級ゴッズに匹敵するほど防御力が上がるだろうと予測していた。それどころか、智慧之王ラファエルさんの見立てでは、今回のゲルドの進化に伴い祝福ギフトを得る可能性も高い、との事だった。そうなれば間違いなく、神話級ゴッズに至るだろうと俺は思っている。

			　そうなれば、防御力が格段に上昇するだろう。

			　ゲルドは恭しく褒美を受け取り、俺に一礼する。

			


			《問。規定量［十万個の魂］を使用して、個体名：ゲルドの進化を行いますか？

			ＹＥＳ／ＮＯ》

			


			　ＹＥＳ──そう念じてから、俺はゲルドに声をかける。

			「お前にはずっと、苦労をかけている。丁度良い機会だし、自身が願う姿を思い描きながら、ゆっくりと休むといい」

			　ゲルドには戦いだけではなく、今後も都市建設で活躍してもらう事になる。今までもずっと働きづめで、まとまった休みも滅多に取っていない様子だった。

			　本当、一番働き者なんじゃなかろうか？

			　是非ともこの機会に、ゆっくり休んでもらいたいものだ。

			「はは！　有難き幸せに御座います！」

			　ゲルドはそう答え、嬉しそうに微笑んだ。

			　そして、魔王への進化ハーベストフェスティバルの影響による進化の眠りに抗うように、平然とした態度で列に戻ったのだった。

			


			＊

			


			　よくもまあ、あの眠気に勝てるものだ。そう感心しつつ、俺は次の者に目を向けた。

			　ガビルだ。

			　第三軍団を率いて、見事な空中戦を演じてくれた。

			　労いの言葉を掛けると、ガビルは神妙な顔で俯く。

			「まだまだでした。我輩の采配で、負傷者も出してしまいましたし……。非才な身を恥じるばかりです」

			　──って言うかさ、ガビルの場合は本当に自業自得だよね。

			　戦争の最中に魔法耐久訓練とか、その発想は誰にも真似出来ないセンスがある。

			　真似出来ないというか、真似したくもない。

			　戦いの後でウルティマから詳細な報告を受けたのだが、バッカじゃねーのと呆れたものだ。

			　ガビルさんには罰を与えて欲しい──と、進言されているほどだしね。

			　いつの間にこんな、実験大好き野郎になってしまったのやら……。

			　でもそのお陰で、ガビル達は龍人族ドラゴニュートの固有スキル──『竜戦士化ドラゴンボディ』の秘密を解明したようだし。ここは一つ、大きな気持ちで怒るのは自重するとしよう。

			　今はそれよりも。

			　俺はまた、『思念伝達』に切り替えてガビルに話しかける。

			　皆の前で叱るのは逆効果なので、個人通話だ。

			『戦争中に実験した件については、後でゆっくりとお話しするとして、だ。ウルティマから提案があった。魔素の扱いについて、彼女が教えてくれるそうだ』

			『何ですとっ!?』

			『悪魔族デーモンにとって、魔素の扱いは呼吸するようなものなんだってさ。お前達の面倒を見てくれるそうだから、胸を借りるつもりで御教授願え』

			　俺が罰を与えても喜ぶだけかも知れないし、ウルティマに扱しごかれた方がコイツ等の為だろう。なーに、ウルティマだって手加減くらい知ってるだろうし。少しくらい痛い目を見て、反省してもらいたいものだ。

			　そう考えての俺の裁定だった。

			『我輩達は、まだまだ未熟。更なる成長を目指せる機会を与えて頂ける事、このガビル、感謝の念に堪えませんぞ！　リムル様の御期待に応える為にも、全員が『竜戦士化ドラゴンボディ』を使いこなせるように努力する所存です!!」

			　嫌がるかと思えば、意外にも前向きな反応が。

			　覚悟はあるようだ。

			　思えばガビルも、調子に乗ってゴブタに負けていた頃が懐かしい。

			　おっちょこちょいな性格も、今では随分落ち着いている。周囲の空気を読めるようになり、歴戦の将軍の貫禄も身に付いてきた。

			　本人が言うようにまだまだな面もあるけど、元々資質はあったようだし、苦い敗戦やベスター達との交流を通じて、今では思慮深さも身に付けていた。

			　今では頼れる存在なのである。

			　積み重ねてきた経験が、ガビルを成長させたのだ。

			　だからこそ、力を託すに足りると信頼出来る。

			「お前に〝力〟を授ける。見事使いこなし、〝天龍王ドラグロード〟として覚醒してみせろ！」

			　俺はガビルに〝魂〟を与え、覚醒進化を促す。

			　ゲルドと違い、ガビルの進化は劇的だった。

			　黒紫の鱗が赤紫に変色し、燃えるような魔素エネルギーが、ガビルの身体を駆け巡っている。

			　しかしガビルは、見事に耐えてみせた。気迫だけで意識を保ち、暴走を制御してのけたのだ。

			　実験は無駄ではなく、ちゃんと実を結んでいたのである。

			「うぉおおおお！　漲る、力が漲っておる！　ありがとうございます、リムル様!!　今日から我輩、〝天龍王ドラグロード〟を名乗りましょうぞ。そして、リムル様やこの国の為にも、この力を使いこなすのである！」

			　ガビルの身体から紫電が放たれ、その身を焦がす。しかし、ガビルの身体は瞬く間に治癒が始まり、より強靭な肉体へと生まれ変わっていった。

			　どうやら、成功したようだ。

			　俺が王を名乗れと言ったからか、ガビルの額からは見事な角が生えていた。

			　ガビルの癖に生意気なほど、とても恰好よくて似合っている。

			　だが、それでいいのだ。

			　威厳と力を兼ね備えた見事な進化であった。

			　こうして、〝天龍王ドラグロード〟ガビルが誕生したのである。

			


			　それにしても、〝真なる魔王〟への進化には個体差があるらしい。

			　俺は抗いようのない深い眠りに陥ったし、ゲルドは眠気に耐えて頑張っている。ベニマルなんて、更なる条件を必要としていた。

			　ガビルの場合は眠りにつくまでもなく、この一瞬で全て完了してしまったのである。

			「ガビル様、オイラも力が漲ってきた！」

			「然り！」

			「俺もだ。流石はガビル様だぜ！」

			　第三軍団が立ち並ぶ一角から、そんな声が聞こえてきた。

			　百名の〝飛竜衆ヒリュウ〟達である。

			　青色兵団ブルーナンバーズの構成員である蜥蜴人族リザードマン達もまた、各々が祝福ギフトを受け取っているようだ。なんと、三千名全てが龍人族ドラゴニュートに進化したのである。

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟達は見事にＡランクの壁を越え、中位魔人と呼べるほどの戦闘能力を得た。

			　普段から『竜戦士化ドラゴンボディ』を発動しているようなもので、その能力スキルそのものがなくなっている。皮膚を龍鱗に変質させる『龍鱗化』というスキルも消えたようだが、その代わりに『竜鱗鎧化ドラゴンスキン』という新たなスキルを獲得していた。

			　力の制御についてはウルティマにキッチリと仕込んでもらうとして、問題は新たに得たスキルだね。

			　周囲の魔素を取り込み、自己修復する装甲で身体を覆う。原理としては『身体装甲』と同じだが、その防御力は比較にならないほどに高い。多少の傷など再生するので、防具要らずでとても経済的であるといえよう。

			　しかも、そのスキルには個人差があり、使用者の力に比例して強度が増すのだ。

			　ガビルの『竜鱗鎧化ドラゴンスキン』など、強度が神話級ゴッズに近い防御力まで跳ね上がるのだから驚きであった。

			　当然、守りが万全だと攻撃にも反映される。種族的には龍人族ドラゴニュートのままなのだが、別物と言っても過言ではないほどの強化ぶりであった。

			　結局は人化出来ないままだったが、それは別に本人達のやる気の問題なのでどうでもいいのだ。

			


			　それと、忘れてはならない者達がいる。

			　意外な事にソーカ達五名まで、ガビルの進化の影響を受けたのだ。

			　こちらは、常時人型の龍人族ドラゴニュートだ。人の姿のままなので、防御力は格段に劣る。ただし、速度と攻撃力が大幅に上昇していた。

			　所有するスキルは『竜戦士化ドラゴンボディ』のままだが、こちらは変身後も人の面影を残しており、ガビル達とは一風変わっていた。

			　竜の鱗や翼は任意で出し入れ可能みたいだが、変身後は竜の姿をモチーフにした魔人という様相になる感じだな。

			　ガビル達と同じ種族なのに、全く異なる進化系統を辿っている様子。このまま更に進化したならば、次は別の種族になると思われた。

			　強さ的には、〝飛竜衆ヒリュウ〟よりもソーカ達の方が上だ。上位魔人と呼んで差し支えないほどに強化されており、ソーカに至っては上位魔将アークデーモンに匹敵するほどの魔素エネルギー量を秘めている。

			　予想通り、大幅な戦力増加に成功したのだった。

			


			＊

			


			　さてさて、三名を下がらせてから次の者を呼んでもらう。

			「ランガ、ハクロウ、テスタロッサ、ウルティマ、カレラ、前へ！」

			　ゴブタと言えば、ランガだ。そして、顧問を任せていたハクロウである。

			　それと、情報武官として監察官を任命していた悪魔三人娘達だな。

			　ランガを呼ぶと、俺の影から静かに現れた。

			　ハクロウも、気配を消して出現している。

			　テスタロッサは優雅に、ウルティマは軽やかに、カレラは堂々と。檀上へと昇ってきて、俺の前に跪く。

			　揃った事だし、順番に褒美を与えるとしよう。

			　先ずはランガ。

			　ゴブタを助け、よく頑張ってくれた。

			「ランガ、ゴブタとの共闘も板についてきたな。そしてゴブタを守ってくれた事、礼を言うよ」

			「何を仰いますか、我が主よ。我は当然の事をしたまでです！」

			　ははは、可愛いヤツだ。

			　だけどな、俺に褒められて嬉しいのはわかったから、尻尾を振るのは止めるんだ。

			「さてそれでは、今日からお前は〝星狼王スターロード〟を名乗るがいい！」

			「承知！」

			　ランガは一声咆ほう哮こうし、受諾した。

			　その途端、俺との〝魂の回廊〟が確立する。

			　ランガは俺の場合と同じで、即座に進化が開始した。その上、収穫祭ハーベストフェスティバルも始まったらしい。

			「グググッ、我が主よ……」

			「眠いのか？　だったら、無理をするな」

			　別に我慢する事はないのだ。

			　ランガを俺の影の中に戻し、眠りにつかせる。

			　この様子ならば恐らく、配下の魔狼達も祝福ギフトを受け取っている事だろう。

			　進化後、どうなっているか非常に楽しみであった。

			　ランガも暴走したりせず、俺の影の中で大人しく眠りについた。

			　これで四名終了。

			　この調子だと心配なさそうだが、最後まで気を抜かずに儀式を続けるとしよう。

			


			　続いてハクロウ。

			「ゴブタの顧問としての役目、よくぞ見事に果たしてくれた。感謝するよ」

			「何の。ゴブタも成長しておりますし、直ぐにワシの手助けなど必要としなくなるでしょうな」

			「いやいや、ハクロウがいるといないとでは大違いだよ。それで、褒美の方だけど──」

			「お待ち下され、リムル様。ワシとしては、娘のモミジのワガママを聞いて下さっただけで十分で御座いますじゃ」

			　ああ、そう言えばさっき、そんな事を言っていたね。

			　でも、そういう訳にもいかないだろう。

			『それはそれだ。俺だって、ベニマルやモミジの幸せを願っているし。それに、アルビスさんまで乱入してきて、父親としても複雑な心境だろう？』

			　俺はまたもや『思念伝達』によって、ハクロウに語りかけた。大勢の前で時間を気にせずに話せるので、『思念伝達』はとても重宝しているのだ。

			『それは少し思いましたな。ですがワシは若を、ベニマル様を信じておりますじゃ。そして、娘の目も確かである、と。なので、満足しておるのですよ』

			『それは良かった。俺もベニマルなら、二人を幸せにしてくれると信じてるよ』

			　もっとも、二人に子が出来るかどうか、それは神のみぞ知る事なのであるが。

			『ですので──』

			『まあ待て。論功行賞は大事だろ？　それにな、お前の為に用意した褒美は、クロベエに頼んで鍛え上げた力作なんだ。クロベエの労力を無駄にしない為にも、是非とも受け取って欲しいんだよ』

			　そう。ハクロウには、新しく鍛えた仕込み刀を用意したのだ。

			　最近のクロベエは、メキメキと腕を上げている。その力作の出来栄えは素晴らしく、伝説級レジェンド相当の一品に仕上がっていた。

			　ちなみに、ベニマルの〝紅ぐ蓮れん〟もクロベエに預け直してある。

			　ベニマルは先の戦いで、武器の性能差によって本気を出せなかった。それを聞いたクロベエが、自分を責める勢いで奮起したのだ。

			　きっとオラが最高の刀に鍛え直してみせるだよ──と決意表明して、今も工房にこもっているのであった。

			　それには及ばないものの、クロベエの気合の入った刀である。ハクロウも気に入る事間違いなしであろう。

			『そうでしたか、クロベエが……。そういう事であれば、ありがたく頂戴致したく存じますぞ！』

			『ああ、遠慮なく受け取ってくれ！』

			　良かった良かった。

			　辞退されると、どうしようかと困ってしまうよ。

			　奥ゆかしいのは美徳でもあるけど、皆さんちょっと遠慮し過ぎだと思うのだ。

			　という事で、続きを行おう。

			「気にするな。これは、お前の為に用意した代物だからな。遠慮せずに受け取ってくれ！」

			「リムル様の御心遣い、無駄にする訳には参りませぬな。このハクロウ、謹んで拝受したく存じますじゃ！」

			　こうしてハクロウも、無事に刀を受け取ってくれたのだった。

			


			　さてさて、次は悪魔三人娘だな。

			　実は当初、どうするか悩みはしたのだ。

			　戦力増強だけを考えるなら、悪魔公デーモンロードである三人を進化させるのが正解だろう。だけどベニマルやゲルドにも説明した通り、今回の進化は見合わせる事にした。

			　魂の数が足りていないのも理由の一つだが、それ以前の話として、彼女達を制御出来るかどうか、俺自身が不安に思ったからだ。

			　どこまで強くなるか見通せない以上、彼女達は保留である。

			　この三名はディアブロと同格なのだから、先ずはディアブロを進化させて様子を見る事にした。

			　ディアブロも、別の意味で不安が大きいのだが……まあ、気にしないでおく。

			　俺の見立てでは、ディアブロが頭一つ抜けている感じだ。〝原初〟の中でも、その性格によって強さにバラつきがあるみたいだね。

			　悪魔三人娘は俺の直属として、ディアブロに預けてある。だからこそ、ディアブロの進化が完了して落ち着いてから、彼女達の進化についても考えるとしよう。

			　もっとも、今俺に集められている〝魂〟だけでは、彼女達を進化させるには足りていないのだけど。

			　この三名はバランスを取り合っているみたいだし、優劣をつけるのは問題があるのではなかろうか？

			　強いて言えば、危険だ。

			　同時に進化させないと、揉めそうである。

			　ゲルドの進言もあったので、カレラだけでもと思わなくもなかったが、そんな理由から取り止める事にした。

			　それに、魔素エネルギー量だけを見ればカレラはディアブロ以上である。そんな彼女に力を与えるのは、危険過ぎる賭けに思えたのだった。

			　制御出来ない力は身を滅ぼす──そういう気がするのである。

			　何しろ、カレラが使った核撃魔法──〝重力崩壊グラビティーコラプス〟だが、アレは駄目だ。アレは下手をすれば、ゲルド達まで吹き飛ばされていただろう。

			　そりゃあ完全に制御されてたけど、あの場面で迷わずあの魔法をぶっ放せるその性格が、若干の不安を与えてくるのである。

			　何事も、安全確認は大事だしね。

			　今後の様子を見極めてから、進化させるか決めようと思ったのだった。

			「テスタロッサ、ウルティマ、カレラ。お前達三名は、情報武官として素晴らしい働きを見せてくれた。そして、お前達が集めてくれた〝魂〟だが、有効活用させてもらっている。お前達が集めたものを、お前達以外に使うのは不満かも知れないが──」

			　今回は見送るから進化の事は黙っていようかとも思ったのだが、テスタ達三名は〝魂〟を集めるのに貢献してくれている。

			　黙っているのは失礼だと思い、そう打ち明けたのだが、俺の言葉を遮る勢いで反論があった。

			「リムル様、何を仰いますか！　わたくし達に不満など、あろうはずも御座いませんわ！」

			「そうだよ！　逆にボク達の方こそ、御恩返しが足りていないくらい」

			「二人の言う通りだな、我が君。私達は既に満ち足りている。肉体を与えられた。そして、〝名前〟までも。これだけでも十分に、私達は強くなっているのさ」

			　三名は一斉に、不満はないと口々に否定する。

			　確かに、十分過ぎる強さであろう。

			　今のままでもこの三名は、覚醒したガビルより強いだろうから。

			　そう言われて、俺もそうかと納得した。

			　ただし、褒美は別だ。

			「そう言ってもらえると嬉しいよ。俺の心も、常にお前達と一緒に在ると感じられるからな。だからこそ、俺が用意した褒美を受け取って欲しい」

			「褒美、ですか？」

			「でも……」

			「まいったね。そう言われると、断れないじゃないか」

			　そうだろ？

			　断られると面倒だから、先に逃げ道を塞いだのさ。

			「今回の働きを認めて、お前達の事も幹部として認める事にしよう。普段はいままで通りの仕事をしてもらうが、戦時下においては指揮権の一部を与える。そして、お前達にも称号を与えよう」

			　〝虐殺王キラーロード〟テスタロッサ。

			　〝残虐王ペインロード〟ウルティマ。

			　〝破滅王メナスロード〟カレラ。

			　何人かに聞き取り調査を行い、俺が考えた称号だ。かなり酷く聞こえるかもだが、今回の戦争での活躍そのままでもある。

			　彼女達の幹部としての役割は戦い専門だし、これでも案外似合っていると思った。

			「今日より、そう名乗る事を許す。これからは古参の者達と同様に、俺の腹心としての活躍を期待するぞ！」

			「「「御心のままに──」」」

			　俺の言葉を受けて、三名が一斉に頭を垂れた。

			　どうやら気に入ってくれたらしい。

			　苦情が入らなくて良かったと思いつつ、俺は五名が列に戻るのを見送ったのだった。

			


			＊

			


			　この調子で、どんどん進化の儀式を進めよう。

			　次に呼ぶのは、迷宮内で活躍した者達だ。

			　ゴズールとメズールには新装備一式を授与した。

			　ガドラには、正式に六十階層の階層守護者ガーディアンに任命し、魔王の守護巨像デモンコロッサスを預ける事にした。これにより、ベレッタは〝迷宮十傑〟筆頭を引退。ガドラが正式に〝十傑〟入りした訳だ。

			　褒美としては、各階にある研究施設への出入りの許可だな。どうせ今後は、研究面にも参加してもらう事になる。これを機に、信用する事にしたのだった。

			　本人は大喜びだったので、褒美としては正解だったのだろう。

			　研究データを盗まれたら、それはその時だな。けどまあ、それは無用の心配という気もしている。憎めない爺さんだし、これからは仲間として頑張ってもらいたいものだ。

			　と、ここまでは問題なく終わった。

			　それでは、本番に移るとしよう。

			　〝十傑〟を引退したベレッタや四体の竜王達は、俺の部下ではない。ラミリスの配下なので、今は置いておくとして。

			　九十階層の階層守護者ガーディアン──〝九頭獣ナインヘッド〟クマラ。

			　八十階層の階層守護者ガーディアン──〝蟲皇帝インセクトカイザー〟ゼギオン。

			　七十九階層の領域守護者フロアボス──〝蟲女王インセクトクイーン〟アピト。

			　七十階層の階層守護者ガーディアン──〝不死王イモータルキング〟アダルマン。

			　七十階層の前衛──〝死霊聖騎士デス・パラディン〟アルベルト。

			　錚そう々そうたる面子が並ぶ。

			　ここまで来ると、暴走の心配などないと思える。

			　だがまあ、一人ずつ進化させていこう。

			


			　先ずはクマラだ。

			　俺はクマラに、〝幻獣王キメラロード〟という称号を与えた。

			　今回の戦いで見事に復讐を果たしたせいか、クマラにも貫禄が備わった様子。

			　思えばクマラも、出会った当初は敵だったのだ。

			　世の中、何がどう転ぶかわからないものだ。

			　クレイマンに操られていた訳だが、その原因となった男であるカンザス大佐を倒せたのだから、俺としても喜ばしく誇らしい気持ちであった。

			　迷宮を任せた経緯だって、森の開拓が得意そうだとランガに聞いたからだし。九十階層の階層守護者ガーディアンをクマラに任せるようにと進言されて、任せる事にしたんだった。

			　その発言がなければ、クマラは今も子狐のままだったかもね。クマラが強力な幼獣だというのは知っていたけど、〝十傑〟と呼ばれるようになるとまでは思っていなかったし。

			　いや、あの場面で名前を付けた時点で、こうなる運命だったのかもな。

			　ランガの提案に感謝するとしよう。

			　そんなクマラだが、今では八体の魔獣の主になっている。

			　八十二～八十九階層の領域守護者フロアボスを務める魔獣達は、各々が災厄級カラミティに相当するほどに強い。

			　それがクマラの八部衆──なんだけど、俺にもどことなく見覚えがあるんだよね。

			　クマラに名付けてから数日後、散歩がてら様子を見に行った事があった。その時にクマラから、お友達にも名を呼んでやって欲しいと頼まれたのである。

			　紹介されたのは、可愛らしい子供の魔獣達だった。

			　魔物への〝名付け〟では、数え切れないほどの失敗を経験した。そんな俺だからこそ、名前に関する事柄の危険性は理解している。

			　しかし、クマラから教えられた尾獣名を呼ぶだけの事だった。それならいいかと、気軽な気持ちで引き受けたのだ。

			　勿論、別に幼女の頼みだから引き受けたとか、そういう疾やましい気持ちは断じてなかったのは、説明するまでもなく理解してもらえるだろう。

			　それがまさか、あんな事になるとは……。

			　今思えば、やっぱりアレも〝名付け〟だったんじゃないかと疑っている。

			　何しろ、あの時に紹介された八匹は、ここまで戦闘能力が高くなかったからだ。

			


			《是。厳密に言えば異なりますが、似たような現象を確認しております。その結果として、尾獣達と個体名：クマラとの絆が強化されております》

			


			　あ、やっぱり。

			　低位活動状態スリープモードにならなかったし、あの時点では魔獣達に変化が見られなかったから気付かなかったけど、戦闘風景を見た時からそうじゃないかと思っていたのだ。

			　あの可愛かった魔獣達が、今では凶悪な力を秘めた八部衆か。

			　驚きのビフォーアフターであろう。

			　誰だって驚く。俺だって驚いた。

			　事実上、クマラは俺から九個の名前を得たに等しい訳だ。

			　その結果として、八部衆とクマラの絆が強化された。そして、尾獣達が濃密な魔素を吸収し成長した力まで本体であるクマラに還元されて、総合的にあれほどの強さを身に付けた、と。

			　まあ、済んだ事は気にしても仕方ない。

			　あれがなければクマラが敗北していた可能性もあるし、結果オーライという事にしておこう。

			　クマラに〝魂〟を授与した。

			　その途端、クマラが魔王への進化覚醒を成功させる。

			　クマラの背後に並ぶ八部衆が光り輝き、本体であるクマラへと戻った。そして、クマラに九本の尻尾が生えそろう。元々残っていた一本は黄金色に。残りの八本は、白銀色となって輝いていた。

			　とても美しい毛並みの尻尾だった。

			　しかしそれ以上に美しいのは、クマラの美貌だ。

			　そして、幼女の姿からは想像も出来ぬ、豊満で魅惑的な身体つき。以前よりも更に、魅力が増したように思える。

			　その長髪は今までの茶褐色から、光を反射する稲穂のような黄金色へと変化しており、サラサラと輝きを放ちながら背中を伝っていた。

			　進化したのは美しさだろうか？

			　いや、当然ながら魔素エネルギー量も増大していた。今の段階で既に、覚醒したガビルをも上回る勢いだ。

			　まさか、これほどとはね。

			　クマラは本来、本体もかなりの戦闘力を持っている。しかし当然だが、八部衆が全て合体した合成獣形態キメラモードになって初めて、最強の力を発揮出来るのだ。

			　逆に言えば、クマラが強くなったと言う事は、八部衆も強さを増す事になる。

			　何よりも、俺の名付けで魂は繋がっている上に、祝福ギフトは八部衆にのみ与えられる訳で……。

			　そして反則的な事に、与えた力は還元されて、クマラをより強化する形になる。

			　これはある意味、力の独占であった。

			　見た目の美しさからは想像も出来ない腹黒い計算高さを、俺はクマラから感じ取ったのであった。

			　アピトの様な愚直なまでの直情型と、相性が悪い訳である。

			　だがまあ、これほどの急激な進化が、クマラに取って負担にならぬ訳がない。今のクマラは、意識を保つだけで精一杯という様子だった。

			　このままでは暴走する恐れもあるし、無理をさせる事もない。

			「戻って休むといい」

			　と、俺は優しく命じた。

			　クマラは少し悔しそうだったが、素直に言う事を聞いてくれた。

			　多分だが、ランガのように眠りにつき、増大した力に慣れるのだろう。

			　ともかく、成長が楽しみである。

			　いや、今の段階で既に、傾国の美女なんだけどね。

			　ともかく、クマラは退出し自分の守護領域へと戻ったのだった。

			


			＊

			


			　祝典は進む。

			　次は、ゼギオンとアピトだ。

			　ゼギオンは後回しにして、先にアピトから。

			「アピト、先の戦いは見事だったぞ。あのミニッツという男は、帝国将兵の中でも飛び抜けて強かった。それと互角の戦いを演じたのだから、お前の強さは本物だ。誇っていいよ」

			　そもそも俺は、アピトに強さなんか求めていなかった。求めていたのは蜂蜜であり、生産性と品質を高めてくれれば、それだけで満足しているのである。

			　それがいつの間にか〝蟲女王インセクトクイーン〟として、〝十傑〟入りしていたのだから不思議なものだ。

			「お戯たわむれを。ワタクシなど、まだまだで御座います。同胞を全て失い、それでようやく引き分けに持ち込めただけに過ぎません」

			「いやいや、そんな事は──」

			　そう否定しようとした俺だったが、アピトの笑顔を見て口ごもった。

			「ワタクシは今回、完全なる勝利を得る事が叶いませんでした。故に、褒美を得る資格はないと愚考致します」

			「そうは言うが……」

			「それでは、もしも願いを口にする事が許されるのならば、先の戦いで死んだワタクシの同胞達の〝魂〟を、もう一度ワタクシに宿らせて下さいませんでしょうか？」

			　なに、何だって？

			　褒美は要らないからって、いきなり無茶ぶりが始まったぞ!?　

			　コイツ等、俺が何でも出来る凄いヤツだと、絶対に勘違いしてるよね。いくら何でもそんな真似──

			


			《告。可能です》

			


			　出来るんかい！

			　俺はともかく、智慧之王ラファエルさんが凄かったか。

			「わかった。それではお前に、英霊達を宿すとしよう」

			　アピトの同胞って、〝復活の腕輪〟も与えていないような魔蟲達なんだよね。英霊と呼んでいいのかどうか疑問だったが、この場ではそう言っておいた。

			「ありがたき幸せ」

			　アピトは進化する資格はないが、恐らくはゼギオンの進化で祝福ギフトが得られると思う。なので、何が欲しいか聞く予定だったのだ。

			　アピトが喜んでくれたのだから、これで正解だったのだと思う事にした。

			　続いて、ゼギオンだ。

			　ゼギオンは一番強いから後回しにしようかとも思ったが、余計な心配という気もしていた。何しろ、その落ち着きぶりを見ているだけで、暴走など無縁なものに思えるからだ。

			　流石は、迷宮内の最強の存在だ。

			　智慧之王ラファエルさんも認めるほどの類まれなる戦闘センスと、ベニマルに並ぶほどの魔素エネルギー量。ヴェルドラに師事し、漫画から学んだという怪しげな格闘術をマスターしているだけの事はある。

			　強いのも当然だな。

			　今回の戦いでも、他の〝十傑〟が苦戦するような帝国軍の強者達を、単独で撃破してみせた。

			　同時に相手するとか、それで負けたらただの馬鹿だ。しかしゼギオンは余裕の圧殺、強者達を弄ろうさずに倒してみせたのである。

			　その実力の高さを証明したのだった。

			　多分だが、今のゼギオンは並の魔王より強いと思う。覚醒して〝真なる魔王〟となった俺でさえ、下手をすれば負けるのではあるまいか。

			　そんなゼギオンを覚醒させるとか……。

			　ディアブロ達も勝てなかったらしいし、本気で心配になってきた。

			　だが、今更と言えば今更だ。

			　覚醒魔王が何名も生まれる事になる訳だが、心配しても後の祭りというものであった。

			　既に五名に〝魂〟を与え、進化の儀式が進行中だ。その証拠に、先程から俺にも力が流入してくるのを感じていた。

			　眠りについた者達の収穫祭ハーベストフェスティバルが、『食物連鎖』を通して俺に還元されているのである。

			　膨大な力だが、俺の身体はガス欠だったみたいに、何の問題もなく取り込んでいる。

			　問題ないだろう。

			　こういうのは勢いが大事だし、吹っ切ってどんどん行こうと思う。

			　怖れるな、進め！

			　気分は正に、そんな感じであった。

			　ここは逆に考えるのだ。果たしてゼギオンならば、どこまで強くなるのか、と。

			　そう考えると、ワクワクした気分になってくる。

			　俺を超える可能性もあるのだろうが、『食物連鎖』がある以上、俺の優位性は覆らない。そう信じる事にして、気にせず儀式を再開する。

			「見事な強さだった。正直言って、ここまで強くなるとは思っていなかったよ」

			「リムル様からの御指導の賜たま物もので御座います」

			　いや、君を指導したのはヴェルドラだと──まてよ？

			　智慧之王ラファエルさんも裏でコソコソしてたっけな。だったら、それを俺だと勘違いしているのかも。

			　訂正するのも面倒だし、そういう事にしておこう。

			「謙遜は止せ。お前の弛たゆまぬ努力の成果あってのものだ。これからも俺の為に、その強さに磨きをかけるがいい。そして、今日から〝幽幻王ミストロード〟を名乗る事を許そう」

			「はは、恐悦至極きょうえつしごくに存じます！」

			　ゼギオンは相変わらず寡黙だが、俺の言葉に感動し打ち震えてくれている。

			　俺にとっては適当な言葉でも、ゼギオンにとっては珠玉の福音に聞こえたのだろう。予想以上に崇拝フィルターがかかっているようだが、ここまで慕われると悪くない気がするよね。

			　希少な昆虫を保護しただけのつもりだったのだが、結果的には俺が守ってもらう立場になっていた。

			　その成長は意図的に為し得るものではなく、ゼギオンの才能が出鱈目だったせいである。それに加え、ヴェルドラから洩れ出た濃密な魔素と、死んでも復活出来るという修行環境。そして、これ以上は望めないような格上の修行相手のお陰だな。

			　まあ、理由など些さ事じなものだな。

			　結果的に強くなった、それでいいのだ。

			　俺はゼギオンに〝魂〟を授与した。

			　ゼギオンは一瞬だけ震えたが、力の洪水を精神で押し殺し、制御してみせた。ガビルの場合と違って、気合で耐えているのだ。

			　そんな真似をされちゃうと、俺が眠っちゃったのが根性なしに見えるよね。

			　普通に考えて、気合や根性でどうこう出来る話ではないはずなのだが……目の前で実例がいるのだから否定は出来ないな。

			　そんなゼギオンの進化だが、恐ろしいものがあった。

			　外殻の一部が意思の力によって、究極の金属ヒヒイロカネに変質出来るようになっていた。各種法則を支配している上に、ゼギオンの外骨格は神話級ゴッズに匹敵する訳だ。

			　これはつまり、肉体そのものが凶器という事。格闘戦だけを見れば、文句なく最強になっている。

			　精神生命体にとっては、格闘戦の強さは優劣に影響しないのだが……それでも、脅威となるのは間違いなさそうだ。

			　今もまだ進化の途中なのに、他にも色々と力を獲得している様子。後でゆっくりと、どう進化したのか確認した方が良さそうであった。

			　ゼギオンは意思の力で抑え込んでいるようだが、収穫祭ハーベストフェスティバルは間違いなく発生している。

			　そして予想通り、祝福ギフトの対象はアピト一人みたいだ。

			　俺が自らの細胞を与えて助けたのは、ゼギオンとアピトだけであった。だからこそ、ゼギオンにとってアピトだけが血族なかまなのだろう。

			　蟲達の階層には、他にも危険種がいたのだが、今回の防衛戦で全滅に近い被害が出ていた。そういう者達は復活する事なく、自然発生を待つしかない。後はアピトの眷属だが、これも全て殺されてしまっている。

			　そうした蟲達の〝魂〟は、先程アピトに譲っていた。それをどうするつもりなのかと思っていたら、自身の強化に利用するつもりだったようだ。彼女の進化の結果こそが、それを証明する事になるのである。

			　祝典の最中、アピトもまた俺の前では苦し気な表情を見せなかった。一貫して平然とした態度を崩さず、女王の貫禄で耐えきったのだ。

			　ゼギオン同様、流石の一言である。

			　俺はそんな二人に感心しつつ、列に戻るよう告げたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　祝典が終わるなり、ゼギオンとアピトは迷宮内の棲家に戻り、繭となった。そして、進化を完了させる事になる。

			　アピトはゼギオンからの祝福ギフトと、眷属や配下の蟲達の〝魂〟を消費して、その膨大なエネルギーを一身に受け止めた。その結果として肉体が崩壊し、より強靭で戦闘に適した身体へと再誕生する事になる。

			　アピトは生まれ変わり、自身が獲得したユニークスキル『女王崇拝ハハナルモノ』によって、複数の蟲の特徴を備えた蟲型魔人インセクターを、九体も生み出した。

			　ユニークスキル『女王崇拝ハハナルモノ』とは、喰った蟲の生態を取り込み魔人として生み出す能力であったのだ。

			　その魔人達を頂点としたコミュニティが、今後の階層フロアに形成されていく。そしてアピトが、真なる女王として君臨する事になるのだ。

			　アピトは〝十傑〟でありながら、ゼギオンに従う者だ。故に、ゼギオンの寵愛は惜しみなくアピトに注がれた。であればこそ、アピトが異常進化したのも納得であった。

			


			　祝福ギフトを受けた側のアピトでさえ、ここまで凄まじく進化した。ゼギオンに至っては、推して知るべしである。

			　進化が完了した肉体強度だが、秘めたる魔素エネルギー量は覚醒したクレイマンをも凌駕する。だがそれよりも、進化によって獲得した一つの能力スキルの方が問題だった。

			　アピトの『女王崇拝ハハナルモノ』も、大罪系スキルに匹敵しそうなほどの壊れた性能を有していた。十分に驚異的な力なのだが、ゼギオンは〝格〟が違ったのだ。

			　正真正銘の究極の力、究極能力アルティメットスキル『幻想之王メフィスト』を獲得したのである。

			　ヴェルドラの弟子として、実に相応しい能力スキルを得たものだ。

			　その力を獲得した事により、ゼギオンは迷宮内での不動の王者となる。

			　アピトが創り出す蟲達の楽園。それを統べる王と女王として、ゼギオンとアピトは絶対的な地位を確立する事になるのだった。

			


			＊

			


			　さてさて、残る迷宮組はアダルマン達だ。

			　アダルマンは俺の事を信仰しており、少し──いや、かなりの変人だ。例えるならそう、ディアブロの同類である。そのお陰で〈神聖魔法〉を扱えるようになったのだから、悪い事ばかりではないのだけど……。

			　そんなアダルマンだが、ガドラ老師とは親友だったらしく、昔は二人で様々な研究を手掛けていたのだと。だからこそ、弱点属性を失くすべくエクストラスキル『聖魔反転』を編み出せたのだろう。

			　あまり気にしていなかったけど、一種の天才なのかもね。

			　脳味噌という演算装置がないのに賢いというのは、考えてみれば変な話に聞こえる。しかし、魔物ならば不思議はないのだ。

			　魔物の中には、星幽体アストラル・ボディーや精神体スピリチュアル・ボディーに演算回路を所有しており、肉体がなくても思考する種がいるのである。

			　そして更には、脳ではなく心で思考する、一種の超能力者もいた。

			　身近なところでは、『完全記憶』を獲得したシオン達だな。これは単に記憶が再現出来るに過ぎないが、これが発展して〝魂〟と星幽体アストラル・ボディーだけで思考出来るようになると、寿命から解き放たれて精神生命体と呼ばれるようになるのである。

			　こうなると、ほぼ全ての物理攻撃では致命傷を負わなくなるし、肉体を失っても再生が可能となる。特殊な攻撃か、伝説級レジェンド以上の武器での攻撃でないと、脅威ではなくなるのだ。

			　アダルマンの場合、そこまでには至っていない。死霊の王ワイトキングは霊的な魔物ではあるが、肉体というくびきに縛られているのである。

			　精神体スピリチュアル・ボディーに思考回路がある為、寿命などとは無縁だ。しかしそれでも、〝魂〟と星幽体アストラル・ボディーだけでは存在出来ないのである。

			　限りなく精神生命体に近しい存在ではあるものの、不死ではない。そんな存在なのだった。

			　そしてそれは、〝死霊聖騎士デス・パラディン〟であるアルベルトや、死霊竜デス・ドラゴンも同様である。

			　その上で、弱点をカバーしながら戦う慎重さもあった。

			　アダルマンが得意とするのは、魔法による遠距離攻撃だ。前衛であるアルベルトに支援を行いつつ、魔法による援護も行う。上空からは死霊竜デス・ドラゴンが強襲するし、アルベルトが疲弊した──ダメージを負った──ならば、即座に肉壁として交代する。

			　その連携こそ、必勝の戦闘スタイルとなっていた。

			　このチームを倒すには、特殊な攻撃手段が必須だったのだ。

			


			　ところが、今回は相手が悪過ぎた。

			　世の中には、上には上がいるものなのだ。

			　ヒナタの〝聖霊武装〟もそうだが、伝説級レジェンドを扱いこなせる達人ともなると、あらゆる属性をも切断可能となる。

			　たとえそれが不死属性であろうとも、問題にならないという訳だ。

			　ハクロウなどがそれ。褒美として与えた伝説級レジェンド相当の仕込み刀も、ハクロウならば使いこなせるだろう。そうなれば、大幅に戦力が増加するというものだった。

			　で、味方ならば頼もしいが、今回は敵方に伝説級レジェンド持ちがいた。

			　それも、帝国側の最高戦力──帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの上位者達が。

			　アルベルトの剣は、クロベエが鍛えた失敗作ながらも、等級としては特質級ユニーク相当の逸品だった。しかし、敵の剣は伝説級レジェンドだったのだ。

			　質の劣る武器で戦いながらも、曲がりなりにも相手を出来たのは、アルベルトの技量レベルが上回っていたからだ。結果的には剣を砕かれ、それが原因となってチームも敗北したのだが、これでアルベルトを責めるのは筋違いであった。

			　寧ろ、善戦したと褒め称えるべきであろう。

			「結果は残念だったが、お前達の戦いぶりは見事だった。特にアルベルト、お前の剣技は素晴らしいの一言だったよ」

			「畏れ多き事で御座います」

			「アダルマン、お前もだ。いつの間にか、俺が教えた魔法も使いこなせるようになっていたな。その精進ぶり、見習うべき点があると思う」

			　俺はこう見えて面倒臭がりなので、見習う気はない。興味ある事以外、研究しようという気が起きないのだ。

			　しかし、俺の代わりに智慧之王ラファエルさんという優秀な相棒がいるので、アダルマンの研究成果も今後の役に立つ事だろう。

			「まさか。私など、リムル様の叡智の一端に、遠く及びません」

			　俺のじゃなくて、智慧之王ラファエルさんの、だよね。

			　まあ、指摘する気なんてないんだけど。

			「そう謙遜するな。アダルマン、お前に更なる力を与えよう。今回の敗北を糧として、より大きく成長してくれる事を期待するぞ！」

			「敗北した私如きへの寛大なるお言葉、私としましては、粉骨砕身頑張るのみに御座います」

			　感涙しながら、アダルマンがそう口にする。

			　粉骨とか砕身とか、洒落にならないので止めて欲しい。

			　実はこのアダルマンが、進化させる旨を伝えた際に断ってきたもう一人である。

			『リムル様、私は他の皆様方と違い、敗北した身に御座います。私は、自分自身が許せません。この無能なる我が身が、リムル様と同じ覚醒に至るなどと……次なる機会を与えられ成果を上げし時こそ、高みに至る栄誉を賜りたく存じます！』

			　というのが、アダルマンの言い分だった。

			　それを説き伏せ、宥めすかして、何とか納得してもらったのだ。

			　そもそも俺は、最初は期待すらしていなかった。

			　シンジ達が六十階層まで攻め寄せた時も、アダルマン達は負けると思っていたほどなのだ。

			　それが今では、俺の予想の遥か上を行くほどの成長ぶりである。

			　今回の相手だったクリシュナなんかは、相性が悪かったに過ぎないのだ。

			　だから、頑張るのはほどほどにね──と、そういう気持ちを込めて、俺はアダルマンに〝魂〟を授与した。

			　当初の予定から大きく逸いつ脱だつしたが、今後は迷宮が最後の砦となる。防衛力の強化は大事だからこそ、アダルマンにも進化してもらうのだ。

			　全ての重要研究施設は迷宮内にあるし、いざとなったら首都まで迷宮内に隔離出来る。これほどまでの利便性があるとは、ラミリスを招き入れた際には思いもしなかった。

			　俺達の遊び場だと思っていた迷宮が、いつの間にか要塞になっていたようなものなのだ。

			　これも全て、ラミリスと、そしてヴェルドラのお陰であった。この二人にもきちんと御礼しようと心に刻みつつ、俺はアダルマンに声をかける。

			「お前は自分の働きが不足だったと嘆いていたが、俺はお前を評価している。それが正しかったのだと、今後の働きで証明してくれ！」

			「はは！　必ずや、その期待に応えて御覧に入れましょう!!」

			　アダルマンの進化が始まった。どうやら俺の場合と同じで、抗えぬ眠気に襲われている様子だ。

			　我慢させるのも悪いので、儀式を進めるとしよう。

			


			「うむ、信じよう。それでは、お前は今日より〝冥霊王ゲヘナロード〟を名乗れ。そしてその名に恥じぬよう、これからも励むがいい!!」

			「はは、御心のままに──」

			　ふう。

			　威厳のありそうな言葉遣いも大変である。

			　ちなみに、こういう称号を考えるのも大変だった。一晩寝ないで考えたのである。

			　まあ、眠る必要がなくて暇だったからだけど……。

			　ともかくアダルマンにも、俺の部下の中では最高位である〝王〟を名乗らせる事にした。今後は増える可能性もあるが、今はまだ十二名しかいない王の一人になった訳だ。

			　押しも押されもせぬ大幹部として、アダルマンの発言力も増すに違いない。

			　発言の機会があれば、だけどね。

			


			　さて、活躍したのはアダルマンだけではない。

			　眠りに抗うアダルマンの横には、アルベルトが跪いている。その後ろには、巨躯を縮めるようにしてうずくまる死霊竜デス・ドラゴンが。

			　この両者にも祝福ギフトが配られるだろうから、ゆっくりと話す時間はなさそうだ。

			　アルベルトには、折れた剣に代わる武具を授ける事にする。

			　今でさえ圧倒的な技量レベルの剣技を使いこなすのだから、相応しい武具を持てば鬼に金棒だ。

			　そうなると、クロベエの最高傑作を与えるのが良いだろうか──と、そこで俺は思案した。

			　今回、帝国軍から戦利品として、伝説級レジェンドの武具をいくつか押収しもらっている。それに、大将であるカリギュリオが所持していたのは、とても希少な神話級ゴッズだった。

			　この神話級ゴッズだが、使わずに飾っておくだけでは勿体ない。そこで、クロベエに預けようとしたのだが、必要ないと断られた。

			『オラはもう、自分の力だけで神話級ゴッズを創り出せるだよ！』

			　その時に言われた言葉だが、確かにその通りだと納得した。

			　ベニマルの〝紅蓮〟だって、クロベエの手によって神話級ゴッズ並みに鍛え直されるに違いない。そう確信し、今あるコレを渡さなかったのである。

			　では、コレを誰が使うのが正解なのか？

			　カリギュリオを見てもわかるけど、覚醒しただけでは神話級ゴッズの真の主とはなれないのだ。

			　神話級ゴッズは、自らを扱う所有者を選ぶ。

			　解析するまでもなく、そういう事なのだと理解出来た。

			　長き年月を経て、魔鋼が究極の金属ヒヒイロカネに進化し、一種の〝付つく喪も神がみ〟になった存在が、神話級ゴッズと呼ばれるようになるのだと思う。であるならば、それに相応しい所有者でなければ、使いこなせないのだろう。

			　それこそ、寿命ある人間には夢のまた夢。

			　死霊となり、果てしのない苦難に晒されて、それでも尚、聖堂騎士パラディンとしての技量レベルを失わなかった高潔なる魂。それが今、尽きる事なき寿命のある〝死霊聖騎士デス・パラディン〟へと進化した。

			　そんなアルベルトが研鑽を積み、ハクロウに匹敵する剣技を得た。彼ならば、この武具を扱うに相応しいのではなかろうか？

			　と、俺はそう考えたのだ。

			　それに、他の幹部達は皆、それぞれが愛用の武具を持っている。クロベエとの信頼関係もあり、クロベエ作の武器以外は持ちたくないという者までいるのだ。

			　ディアブロや悪魔三人娘みたいに、自身の『物質創造』という能力スキルで武具を具現化させている者もいるし。

			　その性能は所有者の技量レベルに比例し、少なくとも伝説級レジェンド並みの防御力に達している。既存の武具を持つ必要など皆無であった。

			　シオンみたいに、愛情をかけてずっと魔力を注ぎ込む者もいる。そのせいか、いつの間にかシオンが愛用している大太刀なんて、〝真・剛力丸〟とか言う伝説級レジェンド相当の破壊力優先兵器になっていた。

			　アレって、間違いなく折れたよね？

			　ラズルとの戦いで真っ二つになったと思ったのだが、またくっついたのだ。

			　そう、所有者であるシオン自身と同じように、愛刀までもが不死鳥の如く蘇ったのである。

			　俺は驚くより呆れたものだ。

			　そして、怖くなった。

			　シオンは料理に愛情を注いでいるらしいけど、一体それはどんな物質なのか、と！

			　シオンの言う愛情とは、折れた刀をも蘇らせるようなヤバイ効果があるのだ。それをたっぷりと注ぎ込まれた料理など……。

			　これ以上考えると危険な予感がするので、話を戻す事にする。

			　武具との相性も重要な要素なのだと判明した以上、幹部達には今更新しい武具を与える必要などないのである。

			　これだけでも十分な理由になるが、最後の一押しは智慧之王ラファエルさんからの進言だった。

			　この神話級ゴッズを与えるのはアルベルトが最適だと、そう断言されたのである。

			　俺は疑いもせずに頷き、そして、アルベルトへの褒美とする事にした訳だ。

			　そういう訳で、アルベルトへの褒美は神話級ゴッズ一式だ。

			　長剣ロングソードに凧型盾カイト・シールドもセットになった、全身鎧フルプレートメイルであった。

			「アルベルト、お前の剣技は素晴らしい。その腕を見込んで、これらを授けよう。これからも腕を錆び付かせる事なく、アダルマンを助けてやってくれ！」

			「御意ッ!!」

			　俺がそう声をかけたタイミングで、シュナが装備一式を載せたワゴンを押して前に出る。そして、アルベルトに手渡した。

			　それを見るなり、アルベルトが緊張して震えた。

			「こ、これは……」

			　一目見てその性能に気付いたのだろう、アルベルトが驚愕の声を上げた。

			　無理もない。

			　現存するのも数少ない、神代の世代からの伝来品なのだ。

			　この世で最高の武具を扱うのは、騎士としての最高の栄誉であろう。

			「使いこなせるだろうな？」

			　否とは言わせない。

			　俺の視線の圧力を受けて、アルベルトに気合が入る。

			「当然で御座います！　リムル様からの御期待に、必ずや応えてみせましょう──ッ!!」

			　高らかにアルベルトが返答してくれた。

			　気合十分という様子で、俺も一安心。

			　そしてその後、アルベルトが触れた途端、神話級ゴッズ装備が自然にアルベルトの身を包んだ。アッサリと、武具の主として認められた模様である。

			　俺の誤算はたった一つ。

			　真の主を得て解放された神話級ゴッズの性能が、想定していたそれを遥かに上回った事だ。

			　アルベルトは神話級ゴッズを装備している状態に限り、受肉した精神生命体と同等の存在になったのである。

			　〝肉体を持つ者を、一時的に精神生命体へと昇華する能力〟──これこそが、神話級ゴッズに隠された真なる力だったのだ。

			　精神生命体とは、言わば神の如き存在である。ヴェルドラもそうだし、俺も言ってみればそんな感じだ。

			　実感はないが、不老不死に近いのは間違いない。

			　不老は確定で、不死性はかなりのもの。心核破壊コアブレイクか、魔素消失エネルギーロストでしか、死ぬ事はないと思われた。

			　つまり精神生命体とは、寿命もなく、あらゆる状態異常も効果がなく、意思の力だけで死を克服出来る存在なのである。

			　一時的とは言え、そんな超常の存在と同格にまで引き上げられるのだから、神話級ゴッズとは凄まじい性能であると納得したものだ。

			　そして同時に、智慧之王ラファエルさんがアルベルトを推薦した理由も頷けた。

			　ベニマルは自力で精神生命体へと進化するし、ランガやシオンも似たようなものなので、まず間違いなく同じような感じになると思う。ガビルやゲルドはまだまだな気もするが、神話級ゴッズを与えたところで条件は変わらないだろう。

			　確かに、アルベルトが適任だ。

			　有るべきところに納まった、そういう事であった。

			


			　アダルマンのペットの竜も忘れてはいけない。

			　死霊竜デス・ドラゴンだって頑張っていたので、何か褒美を与えるつもりだった。

			　何がいいかと悩んだが、答えはもう考えてある。

			　〝名前〟だ。

			　魔物には、〝名付け〟をするのが一番喜ばれるのである。

			　本来なら危険が伴う行為だが、俺には智慧之王ラファエルさんがついている。きっと安全な範囲を守って、魔素の流出を調整してくれる事だろう。

			


			《案。今回の場合は既に、個体名：アダルマンと死霊竜デス・ドラゴンとの間に絆が生じています。そこに〝魂の回廊〟を作成するよりも、〝魂〟を消費して名付けを行う方法を推奨します》

			


			　むむ？

			　智慧之王ラファエルさんからの思わぬ提案だが、ちなみにその場合、〝魂〟の消費量はどの程度なのかな？

			


			《解。五千個です。実行しますか？

			ＹＥＳ／ＮＯ》

			


			　五千個程度ならば、そちらの方が安心確実だな。

			　智慧之王ラファエルさんが言うには、魂を解析して『暴食之王ベルゼビュート』での魔素エネルギーへの変換を可能としたらしい。

			　安全は約束されているとの事だった。

			　よし、それでいこう！

			　俺は死霊竜デス・ドラゴンの前に立ち、その頭を撫でた。すると、かなり緊張した様子である。見た目は怖いが、なかなかに可愛いヤツであった。

			「お前にも褒美をやらないとな。という訳で、今日からお前は、〝冥めい獄ごく竜りゅう王おう〟ウェンティ、だ！」

			　そう言って、〝魂〟を消費して名付けてやった。

			　その瞬間、劇的な変化が生じた。

			　死霊竜デス・ドラゴンの二十メートルを超える巨躯が見る見る小さくなっていき、闇色の衣を纏う美女に変身したのである。

			


			

			


			　誰──と思ったが、俺に油断はない。

			　魔物なら、何でもあり。

			　今まで嫌と言うほど体験し、学習してきた。そうして得た真理が、俺に慌てる事を許さない。

			　動揺を表に出さず、当然だよね、という態度を守ってのける。

			　我ながら頑張った。

			「ああ、麗しき我等の最愛の神よ！　卑しき我が身にまで祝福ナマエを下さり、感激で御座います！」

			　ああ、うん。やっぱり流りゅう暢ちょうに喋れるのね。

			　そしてその、名前ね。それ、祝福ギフトの方はアダルマンからだから。

			　効果が混ざってるみたいだけど、勘違いしないようにね。

			「おおお、良かったな、デス──いや、ウェンティ、よ！」

			「ああ、主さま。神は私を見捨てませんでした!!」

			「うむ、これも我等の信仰の賜物だぞ」

			「はい！」

			　麗しい、主従愛。

			　俺は置いて行かれた感がするが、良かったね。

			　こうして、アダルマン達への授与も無事に終了したのだった。

			


			　しかし、〝魂〟を消費しての名付けとは、実に便利なものだな。

			　そもそも、竜王ドラゴンロードクラスの上位魔物に名付けなんかしたら、どれだけ魔素を奪われるかわかったものではない。いくら智慧之王ラファエルさんがいるとはいえ、俺の保有する魔素エネルギー量にも限度があるのだ。

			　コツコツと『暴食之王ベルゼビュート』に溜め込んでいた魔素だが、テスタロッサ達への名付けで使い切ってしまっている。ヴェルドラに頼るという方法もあるが、かなり嫌そうなんだよね。機嫌を直してもらうのが大変だし、最後の手段だと考えていたのだ。

			　予備ストックもなしに名付けして、低位活動状態スリープモードにでもなったら問題である。

			　魔素の絶対量が増えた現在、回復するまでにどれだけ時間が必要かわからないのだ。

			　今は戦時中。間違っても、そんな危険な賭けに出るなど有り得ない話であった。

			　だが、今回の方法なら問題ない。

			　ラミリスにどんなお礼をするべきか悩んでいたが、これなら喜んでもらえるのではなかろうか？

			　つまりは、ラミリス配下の四体の竜王ドラゴンロードにも、名前を与えようと思い付いたのである。

			　俺との繋がりがなくても、この方法なら大丈夫。発案してくれた、智慧之王ラファエル様々であった。

			　保有している〝魂〟には余裕があるし、二万個以上残るはずである。

			　そもそも、これだけのを確保出来たのも、ラミリスの協力あってこそだった。

			　それなのにラミリスは、『アタシ、〝魂〟の使い道ないからいらないよ？』と言って、全て俺に譲ってくれたのだ。

			　それでは何だか悪い気がしていたので、これは良いアイデアだと思えた。

			　喜んでもらえればいいんだけどね。

			　後で忘れずに相談するとしよう。

			


			＊

			


			　こうして、迷宮組の儀式も終了した。

			　祝典もいよいよ大詰め、問題児二人を残すのみとなったのである。

			　その問題児とは言うまでもなく、第一と第二秘書、シオンとディアブロの二人だ。

			　ここまでの流れから、暴走の危険はないと確信している。

			　だが、油断はしない。

			　何しろ、相手はシオンとディアブロなのだ。

			　最凶の二人と言ってもいい。

			　この二人が同時に暴れだしたら、被害は甚大なものになりそうだ。まして今は、幹部達も当てにならないしね。

			　という事で、先ずはシオンである。

			「シオン、お前は〝闘神王ウォーロード〟に任ずる。今日より尚一層、落ち着いた行動を心がけるようにね」

			「勿論です！　私ほど落ち着いた大人の女性はおりません！」

			　えっと、それ、誰の話？

			　自分の事を語っているみたいだけど、自己評価高過ぎだろ！

			　最近でこそ自制を覚えたと感心していたけど、やっぱりシオンはまだまだだな。長い目で見守るとしよう。

			「そういう事にしておくから、暴走する事なく周囲と相談を密にして、皆を守ってくれよ」

			　俺はそう言ってから、シオンに〝魂〟を授けた。

			　──のだが、あれえ？

			　ビックリする事に、全く変化なし。

			　シオンもキョトンとして、俺を見ている。

			　暫く見詰め合ったが変化の兆しもなかった。

			　不発、か？

			　こうなると、褒美を与えてないように思われて非常に気まずい。

			　いきなりピンチに陥ってしまった。

			　何しろ、他に何も用意していないのだ。

			　どうしたものかと思ったが、意外な現象が発生した。

			　シオンには何の変化もなかったのに、〝紫克衆ヨミガエリ〟が眠りに落ちたのである。そして、シオンの親衛隊とかいう謎のファンクラブのメンバー達の中にも、辛そうにしている者がボチボチと散見される。個人差はあるが、全員何かしらの祝福ギフトが配られたみたいだ。

			　シオン本人はケロッとしているのに、不思議な話もあったものである。

			　深く考えても意味はない、か。シオンの直属だし、こういう事もあるのだろう。

			　そういう訳で、シオンは放置で良さそうだ。

			「それじゃあ、シオン。身体に異常を感じたら、ちゃんと知らせるように」

			「はい！　ところで、リムル様。私もゴブタのような、特別な御褒美が──」

			　シオンがもじもじしながら、そんな事を言い出した。

			　うーん、確かに。ちゃんと儀式は行ったのだが、これでは称号を与えただけにしか見えない。それで十分という声もあるが、シオンの場合は武器を新調する必要もないしなあ……。

			　ゴブタのように、か。

			「わかった。お前には、特別な料理の作り方を教えてやろう！」

			「えっ!?　つまり、私の方がシュナ様より料理の腕が上だとお認めに──」

			「断じて違う！」

			　どうすれば、そんな有り得ないような勘違いが出来るのか。

			　横で聞いていたシュナは呆れていたが、俺が即否定した事で上機嫌になってくれた。否定されたシオンは不満そうだったが、台所も拡張してやると囁くと、満足そうに頷いて列に戻って行った。

			　扱いやすいヤツである。

			　しかし、シオンの部下である〝紫克衆ヨミガエリ〟だが、面白い進化をしていた。

			　一種の、精神生命体のような感じになっている。悪魔族デーモンとは違って、ちゃんと肉体を保有しているのが面白い。

			　肉体を有しつつ、悪魔族デーモンに近い存在。しかも重要なのは、交配能力も失ってはいない点だ。

			　なんと彼等は、まったく新しい種族として生まれ変わったのである。

			　言うなれば、死鬼族しきぞくかな？

			　シオンの鬼オニの因子がより強く現れたようで、力が大きく増している。身体強化系のエクストラスキル『神じん通つう力りき』を獲得している者もいた。

			　ただし、角は生えていないけど。

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟より魔素エネルギー量は低いが、その不死性を考慮すれば、どちらが強いか判断するのは難しい。

			　元は人鬼族ホブゴブリンだったなどと、誰に言っても信じてもらえないだろう。本当、魔物とは不思議な生態をしているものである。

			　本人に変化がなかったのは意外ではあるが、こんな感じにシオンの儀式も終了したのだった。

			


			＊

			


			　さて、最後の一人の順番となった。

			　問題のディアブロである。

			　もうずっと、そわそわしっぱなし。

			　これでもかというくらいの笑顔で、期待した感じで俺を見ている訳だ。

			　正直、ここで中止する方が大暴れしそうである。

			　もしも邪魔が入ったら、ソイツの命はないと断言出来た。

			　それでは、始めるか。

			「ディアブロ君」

			「はい、リムル様！」

			　嫌な予感しかしない。

			　間違いなく今回の進化で、魔物の国テンペストでは最強の地位に就く。

			　俺の配下の中で一番強いのではなく、俺よりも確実に強くなりそうだ。

			　本人談ではゼギオンに勝てないとか言っているが、どうせ条件縛りでもしているに違いない。その証拠に、かなりの強敵だったジウやバーニィを、たった一人で制圧してみせたのだから。

			　ゼギオンの強さには驚かされたが、ディアブロは頭一つ抜けている感じだった。つまり、現状でも俺の配下の中では最強なのである。

			　本気を出したディアブロならば、今のままでも俺より強い可能性がある。それこそ、俺が覚醒した時とは比較にならぬほどに……。

			　そんなディアブロがどんなふうに進化するのか、要注目であった。

			「お前に相応しいのは、〝魔神王デモンロード〟という称号だろう。今後も俺の懐刀として悪魔達の統率を頼むぞ！」

			　特に、あの三人娘をね。

			「クフフフフ、お任せ下さいリムル様！」

			　頼むよ、ホント。

			　俺は頷き、ディアブロにも儀式を行う。

			


			　──そして、魔神が生まれた──

			


			　一瞬で進化は終わったようだ。

			　シオンのように不発だったのかと思ったが、そうではなかった。全てのエネルギーを完璧にコントロールして、一切表に出さなかっただけの話だったのである。

			　流石はディアブロ、見事であった。

			　ディアブロは進化し、この世で最強の一角を占める存在となったのだ。

			　その力の一端が、作成されたばかりの〝魂の回廊〟を通じて流れ込んでくる。

			　ヤバイよ、これ。

			　大体の力の上限が想像出来ちゃったよ。

			　ベニマルやシオンの進化が不発に終わった現在、正しく俺の配下では最強の存在になっていた。

			　いや、それどころか……。

			　魔素エネルギー量でも俺に並ぶし、その蓄積された技量レベルを考慮すれば、俺が勝てる相手ではなくなっている感じだな。

			　やっぱり、嫌な予感の的中率は高いよね。

			　そうなるだろうと思っていただけに、俺に動揺など一切なかった。

			「見事な進化だな、ディアブロ」

			「お褒めに与り、恐悦至極で御座いますリムル様」

			　良かった、のか？

			　性格は元のままだ。

			　ここで下克上されたら、それはそれで面白いけど。

			　もしそうなっていたら、俺も本気を出して真面目に戦ってみようと思っていたのは秘密である。

			　そんなディアブロだが、進化は完了しているのに、何やら新たな能力スキルの獲得を狙っている様子。

			「何やってるの、お前？」

			「いえ、この前の戦いで究極能力アルティメットスキルの有用性に気付きましたもので。ギィに自慢されたから無視しておりましたが、使えるものは使おうかと考えを改めました」

			「へえ、そうなんだ……」

			　アホか、コイツは？

			　賢いのに馬鹿なヤツっているよね。

			　俺の周りには、そういうタイプが多いように思うよ。

			「今度会ったら自慢出来るように、この機会に習得しようかと。クフフフフ」

			「ふ、ふーん」

			　ギィに自慢されるのは嫌でも、自分がするのはいいんだ……。

			　ま、まあ、ディアブロが俺以外の者に対してワガママなのは、今までの態度を目にしているだけで想像出来るというものだった。智慧之王ラファエルさんに頼らずとも、俺だって気付いていたのだから。

			　どうせ被害者はギィなんだし、俺が心配する事もあるまい。俺にとばっちりが来ない程度なら、目くじらを立てずともいいだろう。

			　ディアブロは今までと変わらぬ態度を崩さないし、この調子だと心配していた下克上なども杞憂だったみたい。進化も完全にコントロールしてのけたし、有能な部下としてこれからも頼らせてもらうとしよう。

			


			　ちなみに、後に判明する事実であるが──

			　ディアブロの祝福ギフトは、彼の副官であるヴェノムと、配下となった悪魔達百体に与えられた。

			　ただし、これは俺の勘でしかないけれど、ディアブロは祝福ギフトに回すエネルギーを絞った疑惑がある。そんな真似が可能かどうかは知らないけれど、ディアブロならば出来ても不思議ではなかった。

			　強さとは与えられるモノではなく、自ら獲得するモノだ──と、ディアブロならば考えそうだからだ。

			　だがまあ、ヴェノムには見所があるようだった。ちゃんと進化して、悪魔公デーモンロードとなったのである。

			　しかし、テスタロッサ達とは比較にもならず、モスやヴェイロンと比べても威圧感が足りなかった。

			　長き年月、最強の座に君臨し続けた者が、新参に負ける道理などないのだろう。同じ悪魔公デーモンロードでも、〝格〟の違いは明白だったのだ。

			「そりゃあ、そうですよ。俺はまだ百年も生きてない新参者ですし。あの方々とは、比較されるのもおこがましいというものです」

			　とは、ヴェノム本人の言である。

			　どうやらヴェノムは特殊な個体だったらしく、まだ経験の少ない現代種なのだそうだ。生まれながらにユニークスキルを所持していたあたり、もしかすると数奇な運命を辿った転生者なのかも知れないね。

			　本人は前世の記憶などないそうだけど、たまに知らないはずの言葉を覚えていたりするそうだ。我が国に来てから目にするものに、そうした既視感デジャブを覚える事が多いと言っていた。

			　まあ、〝転生者〟だったのなら特殊なのも納得だね。

			　そんなヴェノムだが、キッチリと己の分を弁えていた。

			　テスタロッサ達と同格に進化したのに調子に乗る事もなく、他の同僚を見下す事もなかった。進化した自分の力を確かめて、更なる実力の差に気付いた様子である。悪魔にとっては、魔素エネルギー量よりも経験が大事なのだ。

			　流石だなと思っていると、本人の口から裏話が聞けた。

			「いやあ、実は俺、以前にディアブロ様に挑んだ事があったりしまして、その時に、嫌というほど実力差を叩き込まれたんですよ！」

			　爽やかに言っているが、馬鹿だろコイツ。

			　ディアブロの腹心らしいエピソード。ディアブロが気に入るだけの理由があった訳だ。

			　ただまあ、結果的には良かったのだ。その経験を踏まえて学習した事で、同じ過ちを犯さなくなったのだから。万が一にでも調子に乗っていれば、ディアブロに始末されていたと思うし。

			　ディアブロは自分の配下であろうと、身の程知らずには容赦がないのだった。

			　ヴェノムは反省から学べる男みたいだし、今後に期待するとしよう。

			


			　それと、祝福ギフトを受けた他の者達だが。

			　実はまだ、培養カプセルの中で肉体を構築中だった。そんな百体が、上位悪魔騎士ディアブルシュバリエとして誕生したのである。

			　上位魔将アークデーモンには及ばないが、上位魔人に匹敵する力を得た悪魔の騎士達。上位悪魔グレーターデーモンなど一撃で屠れるほどの猛者になっていた。

			　はっきり言えば、規格外の存在──なのだが、ディアブロにとっては興味がなかったらしい。ヴェノムの手下として、そのまま全員を預けてしまった。

			　俺の直轄としての立ち位置を守り、身軽に動く事を優先したのだ。

			　やっぱり変わってないなと、確信した瞬間であった。

			　進化して俺を超えようとも、ディアブロはディアブロだったのだ。

			


			＊

			


			　こんな感じに、幹部達の進化の儀式は終了した。

			　無事に終わって何よりだ。

			　とはいえ、祝勝会はまだまだ続いている。他にも活躍した者達に声をかけ、その労を労っていった。

			　そしてそのまま、起きている者達だけだが祝宴になったのだった。

			　全員揃っては、また今度。

			　その時を楽しみに、今日の宴を楽しむ。

			　しかし残念なのは、ジェーンさんや〝双そう翼よく〟の二人が帰ってしまった事かな。申し訳ないが急ぎの用があるとかで、祝典が終わるなり慌ただしく去って行ったのだ。

			　今度は是非、ゆっくりと参加してもらいたいものであった。

			　それはそれとして、宴で悪酔いしている者達も気になるな。

			「──どうせ私なんて、ベニマル様には不釣り合いですよ。そんなの、最初から十分に知ってました!!」

			「まあまあ、アンタは綺麗だって、ゴブア殿。俺なんて、憧れのアルビス様に殺されたんだぜ？　獣人はよう、強い者を好むんだ。自分と同じか、それ以上の相手を伴侶として求めるのさ。そして、強ければ好きなだけ女を囲えるんだ。それなのに俺は……」

			「フォビオ殿、貴方は十分に強いではないですか。私ももっと強ければ、あの二人に割って入れたでしょうに──」

			「俺の事はフォビオと呼んでくれていいぜ。アンタは十分に強いさ。ただな、相手が悪過ぎたんだよ。俺だって勝てない相手なんだから、仕方ないさ」

			「フォビオ殿……いえ、フォビオ。それでは私の事も、ゴブア、と」

			「ああ、ゴブア」

			「フォビオ……」

			　おいおいおいおい、見せつけてんじゃねーぞ！

			　お、俺は大人だから怒らないけど、ここは君達のデートスポットじゃないんだよ!?　

			　だがまあ、フラれた者同士が意気投合するのも、悪い事だとは言えないか。恋愛というのは、本当に摩訶不思議なものなのだ。

			　問題ない、と思う事にした。

			　そんな感じで宴もたけなわとなり、その夜は楽しく過ぎて行く──

			


			　こうして、我が国に新たなる〝王〟が誕生した。

			　規定により魔王を名乗る事は出来ないものの、実質、覚醒魔王に匹敵する者達が九名だ。それに加えて〝原初〟が三柱さんにん。余程の事がない限り、思わぬ事態にも対応可能となるだろう。

			　この十二名に〝王〟の称号を授けたので、この者達を総称して〝聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おう〟とでも呼称しようと思う。

			　〝四天王〟や〝十傑〟と、役職被りの者もいるけれど、正式には〝王〟の称号が優先される。こちらは役職と違って、メンバーが入れ替わる予定がないからだ。

			　実質、〝王〟は寿命を超越しているので、永世幹部と言っていい。将来的には実務から離れてもらい、戦時下や緊急時にのみ活躍してもらうのが理想となりそうだった。

			　リグルドやリグル、それにゴブタやミョルマイル、他にも何名もの大幹部がいるけれど、彼等には寿命がある。世代交代がある者達と、永世幹部では、やはり扱いを分けて考える必要がある。今直ぐという話ではないけれど、今後の課題になりそうだった。

			　俺が気になるのは、ゴブタだな。

			　あれでも幹部だし、意外と機転が利くし、戦いもそれなりに強い。ランガとの『魔狼合一ヘンシン』なんて、正直言って反則技だ。今回の進化でランガも強くなると思うけど、ゴブタならばそれも御してみせそうだ。

			　本当に異質な存在だと思う。

			　名付けの進化でも外見が変わらなくて、本人は「才能的なものが進化した」とか寝言をほざいていたけど、それが真実だった可能性もあるね。

			　そして今回の褒美けんりで、ゴブタの立ち位置は確立された。他の幹部よりも俺に近い立場にいるという事で、ゴブタに注目が集まったのだ。

			　案外、一番良い褒美だったのかも。

			　宴ではしゃぐ仲間達を眺めつつ、俺はそんな感想を抱いたのだった。

			


			　ちなみに。

			　この日の出来事が世に伝わったのか、俺はいつしか〝聖魔混世皇カオスクリエイト〟リムルと呼ばれるようになる。

			　色々とやらかした自覚はあるので、その〝二つ名〟は甘んじて受け入れる事にしたのだった。

		

	
		
			幕間　驚愕の祝勝会

			


			　ジェーンは祝典に参加し、驚愕すべき出来事を目の当たりにした。

			　魔王リムルが、配下の魔人達を次々と進化させてみせたのだ。それも、〝真なる魔王〟へと。

			（あ、有り得ぬぞ！　わたしゃ、夢でも見ておるのかえ!?）

			　驚き過ぎて声も出ないジェーン。

			　魔王リムルがヤバイのは知っていたが、これはジェーンの想定する最悪の事態を軽く上回るほどの、あまりにも馬鹿げた非現実的な光景であった。

			　ジェーンがここにやって来た目的は、リムルに一言、〝原初〟をどう扱うつもりなのか問いかける為であった。

			　ジェーン自身、リムルの事は信じている。だが、それだけで納得出来るほど、〝原初〟というのは甘くない存在なのだ。

			　一度解き放てば、世界の戦力バランスが崩壊しかねないほどに。

			　そして事実、今回の戦争でそれは証明された。帝国軍の精鋭九十四万が、為す術もなく殲せん滅めつされてしまったのだ。

			　リムル達が味方だったのは僥ぎょう倖こうだが、今後もずっとその関係を維持出来るという保証はない。そこでジェーンが代表して、偵察を兼ねたご機嫌伺いにやって来たという訳だ。

			　挨拶した際のリムルの反応は自然で、以前に会った時と変わった様子はなかった。

			　そこでジェーンは、少しきつめに苦情を述べてみた。これにどう反応するかで、リムルが何を考えているのかを探るつもりだったのだ。

			　結果は拍子抜け。

			　リムルはジェーンに怒られるがままに反省した態度を見せて、「ごめんなさい」と素直に謝って来たのである。それから、リムルの言い訳ともいえる事情説明により、全てはディアブロが勝手にやった事だと判明した。

			「そのディアブロというのは、原初の黒ノワールで間違いないのかえ？」

			「うーん、そうみたい。俺も知らなかったんだけど、何故か懐かれてて……」

			　そう言って、リムルは首をかしげていた。

			　それは嘘を言っているようには見えず、本人にもよくわからぬままに、悪魔達を従える事になったのだと理解するほかなかった。

			　これは演技ではないなと、ジェーンの人生経験が囁いていた。であれば、これ以上苦言を呈しても、リムルにはどうする事も出来ないだろう。

			　何よりも、リムル自身には落ち度がなかった。

			　力を得て傲慢になるのでは──という不安もあったのだが、それが心配し過ぎだったとわかりジェーンも安堵していたのだ。

			　それが不味かった。

			　あの時、もっと厳しく忠告すべきだったのだ。

			（〝原初〟を従えたのは不可抗力だとしても、〝真なる魔王〟を量産するのは悪意しか感じぬわえ──ッ!!）

			　いや、リムルに悪意などないのだろう。

			　多分だが、何かあっても自分達で対処出来ると信じており、ジェーン達に迷惑をかけるつもりがないのだと理解は出来た。

			　普通なら示じ威い行こう為いを疑う場面だが、そんなつもりも毛頭ないに違いない。もしかすると、〝原初〟の件であれだけ怒られたのだから、これ以上の隠し事は駄目だ──なんて判断した可能性すらあった。

			　誠心誠意、信頼関係からの情報開示。だとすれば、ジェーンにも責任の一端があるのは否めない。もっと早くに、リムルに常識を叩き込むべきだったのである。

			　それが可能だったのかどうかはともかく、こうなってしまっては後の祭りであった。

			（せ、世界の戦力バランスが……）

			　ジェーンは卒倒しそうになりつつ、今後の展開を予想する。

			　祝典は何事もなく進行し、次々と配下達が力を得ている。そのまた配下達にも、系統立てて力の流入が確認された。

			　この数時間だけで、魔国連邦テンペストの戦力が大幅に増加したのは間違いない。それこそ、東の帝国の脅威など比較にならぬほどに、ジュラの大森林の中心に巨大軍事国家が誕生しようとしていた。

			　そう悟ったジェーンは、どうしてもっと早く対処しなかったのかと後悔した。

			　だが、そうは思ってみたものの……。

			（無理じゃな。前回の結論も、『対策の取りようもないし、考えても無駄』だったものなあ。ガゼル王も保留すると判断されたが、将来的にも解決策など何もありはせぬじゃろうて。となれば……）

			　帝国との戦争だって、まだ終わった訳ではない。

			　いまだに帝国軍は展開を続けており、その部隊とは内通済みなのだという。そして、共謀して一気に帝国首都を叩く手筈になっていた。

			　そもそも、その打ち合わせをするという名目で、ジェーンはこの地まで足を運んだのである。

			　それなのに……。

			（わたしゃ、ここまで頭が混乱したのは初めてじゃよ。こうなってはもう、帝国どころの騒ぎではないわえ。〝真なる魔王〟が誕生した事実を、ガゼル王に伝えねばなるまいよ）

			　一瞬だがジェーンは、気付かなかった事にしようかなと考えた。

			　現実逃避だが、悪くない手に思えたのだ。

			　しかし、〝原初〟について何故黙っていたのだと、少し前にガゼル王に詰め寄ったのは自分である。であるからこそ、黙秘する権利などジェーンにはなかったのだ。

			「ドルフよ、わたしゃ先に戻るでな」

			「いえ、どうしてです？　本来の目的である打ち合わせは、明日の予定ですぞ？」

			「主が参加すれば面目も立とう。魔法で帰るから、見送りや護衛は要らぬわえ」

			「は、はあ……」

			　魔力の流れを読めぬドルフには、目の前で何が起きたかなど理解出来ていない。そんなドルフを羨ましく思いつつ、ジェーンは今後の事を考えて憂ゆう鬱うつな気分に陥ったのだった。
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			　〝双そう翼よく〟の二人、金髪のルチアと銀髪のクレアは、能面のような表情の下で激しい動揺に襲われていた。

			　魔物の国──魔国連邦テンペストには、数多の強力な魔人達が住んでいる。それは知っていたし、ゲルドを筆頭とした数名とは交流もあった。

			　脅威だったのは認めるが、今は同盟関係にある。ならば、自分達に匹敵するような上位魔人が何名いようとも、そこまで警戒する必要はないと考えていた。

			　そう、今までは。

			　彼女達が命じられたのは、魔国連邦テンペストの戦力把握だ。人間の国家の中では最大最強であるナスカ・ナムリウム・ウルメリア東方連合統一帝国と正面切って戦争になった今、リムル軍にも被害は出るだろう。そうなった場合、フレイが楽しみにしている天空都市の建造にも支障が出てしまう。

			　被害状況を調べて、今後の予測を立てるのが彼女達の任務だった。

			　その中には当然、援軍の編成も含まれていた。しかし、どうやらその必要はなかったようだ。

			「被害、ゼロですか？」

			「信じられませんが、皆様の明るい顔を拝見するに、事実なのでしょうね」

			　と、思わぬ報告を聞くはめになった。

			　それは良かったと祝勝会に参加する流れになったのだが、その場で度肝を抜かれるような出来事を見せ付けられてしまったのは誤算であった。

			『有り得ません。少し見ない内に、一部の幹部達がフレイ様に匹敵するほどの猛者に育っているとは……』

			『いいえ、それよりもアレを見て。魔王リムルが、今から何かしようとしているわ』

			　檀上に上がった者達を見て動揺するルチアに、クレアが冷静に指摘する。そして始まったのは、二人の想像を絶するような呆れた儀式であった。

			　いや、呆れている場合ではない。

			　あまりにも非現実的過ぎて思考放棄に陥っていたが、これはどう考えても二人が判断するには重すぎる事態であった。

			『至急、フレイ様に報告しなくては』

			『ええ、そうね。直ぐに帰還しましょう』

			　二人は『以心伝心』で意思疎通を行い、速やかに判断を行った。

			　そして帰国し、ありのままの出来事をフレイに報告したのである。

			　………

			　……

			　…

			　仮ごしらえした居城の最上層、内装も整っていない天守の一角にて。

			　フレイは長々と溜息を吐いた。

			「あのスライム、一体何を考えているのかしら？」

			　その呟きに反応する者が一人。

			「おいおい、どうした？　憂鬱そうな表情も美しいが、溜息なんてお前には似合わないぜ？」

			　カリオンである。

			　ミリムを補佐する者同士、二人は今では気心の知れた仲になっていた。

			「そうも言っていられないわよ」

			「本当に何があった？　帝国軍を相手に苦戦でもしてるのか？」

			　心配そうに問うカリオン。

			　それに答えるフレイは物憂げだ。

			「その方が良かったかもね。それなら悩むまでもなく、さっさと援軍を派遣するだけでいいもの」

			「じゃあ、何だ？　リムルの野郎がまた、何かとんでもない事でも仕出かしたか？」

			「──正解」

			　暫しの静寂の後、フレイが考えを纏めた上でそう答える。

			　カリオンは黙ったままだ。

			「カリオン、一ついいかしら？」

			「何だい？」

			「ミリム様の親友であるリムル様を呼び捨てにするのは、感心しないわよ」

			「おいおい、それは今更だろうが。それによ、お前だって普段はミリムと一緒に呼び捨てだし、さっきはスライムって呼んでたじゃねーか」

			「聞いてたの？　人が悪いわね。配下達の前では言わないから、忘れて」

			「そいつは構わんが、話を逸らして誤魔化そうとするのはナシだぜ。何があったのか、俺にも教えろよ」

			　またもフレイは、やれやれと溜息を吐いた。

			　その香かぐわしい吐息が、カリオンの鼻腔をくすぐる。それに気分を良くしたカリオンだったが、騙されないぞとばかりにフレイを見据えた。

			「わかったわよ。聞いても後悔しないわね？」

			「内容によるな」

			「貴方ねえ……」

			「後悔しねーさ。お前だけで抱え込まずに、俺にも背負わせろ」

			「いいわね、それ。貴方のそういうトコ、好ましいわよ」

			　フレイは憂鬱だった気分が晴れ渡るのを感じ、クスリと笑った。そして、〝双そう翼よく〟から受けた報告の内容の一部を、カリオンに語って聞かせる。

			「マジかよ？」

			「いたって真面目な話よ。あの娘達が嘘を吐くなんて、有り得ないもの」

			「じゃあ、何か？　リムルの配下に、魔王級が七名も生まれたってのか!?」

			「そうなるわね」

			「そいつ等は、俺様よりも強いってか？」

			「さあね。でも……少なくともあの娘達は、私よりも強いと感じたみたいよ」

			　進化する前の段階で、その者達の実力はフレイに匹敵するほどだったらしい。それが、魔王リムルが〝何か〟を行った事で、圧倒的な力の上昇を感知したのだそうだ。

			　報告によると、何名かは進化の途中だったみたいだが、それほど時間もかからずに力は定着するだろうとの見立てである。

			　信じるしかないのだが、素直に納得出来ない内容だった。

			「……冗談だろ？」

			　フレイから話を聞いたカリオンも、それは流石にと絶句した。

			「ねえカリオン、私が冗談を言うように見える？」

			「見えねえな」

			「だったら、そういう事だわね」

			　カリオンやフレイは、配下達の前で全力を出してみせた事などない。ただし側近ともなれば、ある程度は主の底力を見抜けるものなのだ。

			　それが推測に過ぎないとしても、聞き流せない情報であった。

			　ましてフレイの配下には、冗談や嘘を言って主を怒らせるような不届き者など誰一人としていない。それを知っているだけに、カリオンとしても信じざるを得なかった。

			（フォビオやアルビスは何をしていやがった……）

			　と、内心で愚痴るも、フォビオはそもそも相手の力を見抜けるような器用な男ではない。目の前で異常な事態が発生していたとしても、気付けなかったのだろう。

			（──いや、アルビスならば気付けたはずだ。それなのに何故、俺様に報告して来ねーんだ？）

			　そう疑問に思ったカリオンに、忘れていたとばかりにフレイが告げる。

			「そうそう、貴方の配下筆頭のアルビスさんだけど、リムル様の配下を取り仕切っているベニマル殿との婚約が成立したそうよ。この国際結婚が上手く行けば、両国の関係に寄与するわね。リムル様も承認されたそうだし、喜ばしい事だわ」

			「アイツ、やりやがったのか！」

			　アルビスから相談は受けていたカリオン。

			　アドバイスとしては、力で奪い取れと告げていた。

			　結果としてアルビスは、見事に大金星を上げたという事だ。これは喜ばしいと、カリオンも思わずニヤリとする。

			「もっとも、第二夫人になるみたいだけど」

			「チッ、一番じゃなかったか。まあそれでも、子供さえ出来ちまえばこっちのもんだな」

			「下品ね」

			「安心しろよ、フレイ。俺にとっては、愛する女はお前だけだぜ」

			「ふざけないで。私達は一妻多夫制なの。貴方達とは正反対なのに、上手く行きっこないじゃない」

			　有翼族ハーピィはほぼ女性しかいない種族であり、希に生まれる男性型に頼るか、多様性を求めて力ある魔人の精を受け入れるなどして、種族を維持していた。

			　フレイのような女王種ともなると、単たん為い生せい殖しょくで配下を増やすというのが常識となる。夫など必要としないのだ。

			　それに対して獣人族ライカンスロープは、強い男が複数の女を愛するというのが一般的であった。

			　弱者は淘汰され、より強靭な種族になっていく。両者ともに、その目的だけは同じであった。しかし、どう考えても相容れない者同士だったのである。

			　ただし、カリオンにしてもフレイにしても、互いに相手の強さを認めてもいる。故に、綱渡りのような危うい関係を維持しつつ、最後の一線だけは守られていたのだった。

			「まあ、今は良い返事も聞けないみたいだし、その件についてはゆっくり口説かせてもらうとして、だ。問題なのは、リムルの野郎が何をしたかだな」

			　アルビスを祝うのも後回しにして、カリオンは本題を口にした。

			　これにはフレイも同意である。

			　今はリムル達と友好関係を築けているし、今後もそれを維持するつもりではあるが、何が起きたのかは把握しておきたかった。そして出来るなら、自分達も更なる高みを目指したいと考えていた。

			「思い当たるのは、クレイマンの最後ね。あの時アイツは、異常な力を発揮していた」

			「リムルが言ってた、覚醒ってヤツだな」

			「何が原因だったのだと思う？」

			「フンッ！　ヤツが力を隠し持っていたようには見えなかった。という事は、あの瞬間に力を手に入れたんだろうぜ」

			「どうやって？」

			「それはだな……」

			「〝魂〟」

			「ん？」

			「──『人の魂を集める事で、〝真なる魔王〟へと覚醒する』と、クレイマンは言っていた。それが事実なのだとすれば、クレイマンが集めていなかったはずがない」

			「なるほど。それを使って、覚醒を試みたって訳か」

			「多分ね。正直、私は人間を殺したりなんてしていないから、〝魂〟なんて目にした事もないけど」

			「俺もだな。戦争相手は同族や魔人、それに天使だった。俺達の国は裕福だったから、人間共には興味もなかったしな」

			「確かにね。でも、これで疑問は解けたわ。リムル様はどうやら、今回の戦争で大量の〝魂〟を獲得したのよ。そしてそれを、配下の魔人達に譲じょう渡として、覚醒を促したんだわ」

			「出鱈目だな。俺達みたいに〝魔王種〟となった魔人が配下にいたってのも癪だが、ソイツ等に先を越されちまったのも腹が立つぜ。それで、リムルのヤツはどれくらいの〝魂〟を使ったんだ？」

			　カリオンが頭をかきながらそう問うと、フレイは眼下に広がる建設中の都市へと目を向けた。

			「おい」

			「そういえば、戦争の結果については言ってなかったわね。驚くべき事に魔国連邦テンペストの軍勢は、被害ゼロ。対する帝国側は、九十四万人が皆殺しにされたそうよ」

			「……は？」

			「嘘だと思う？」

			「い、いや──」

			「私は、この報告が間違いであって欲しかったわ」

			　つまりは、魔王リムルは九十四万個もの〝魂〟を手に入れたという事であり、七名の配下を覚醒に至らせたのも、それを使えば容易であったのだろうという事である。

			　もしかすると、覚醒させたのは七名だけではない可能性もあった。

			　報告によれば、総大将だったベニマルには変化は見られず、モミジとアルビスという二人の奥方と婚姻を結んだだけとある。しかし、リムルが右腕とも呼べるベニマルに〝魂〟を与えない訳がなく、何らかの理由で進化が遅れているだけと考えた方が無難であったからだ。

			「そうか、被害ゼロで一方的に、か。そいつはもう、戦争じゃねーな。俺ならこの時点で白旗もんだが、帝国はどう動く気かねえ」

			「ふざけないで。帝国なんてどうでもいいのよ。問題は、私達がどうすべきかね」

			「だな。俺はよう、ミリムに降った立場だ。力を求めるのは謀反を疑わせるんじゃねーかと遠慮してたんだが、どうやらそんな心配は不要だったと思い知らされた気分だぜ」

			「どういう意味よ」

			「リムルは、手下達を自分と同格まで引き上げた訳だろ？　その懐の大きさを見れば、ミリムだって同じようなものだろうと気付いたのさ」

			「確かにね。ミリムは私達が覚醒したくらいで騒ぐような、そんな小さな器ではないわね」

			「だろ？　だったらよ、俺達も好きにしようじゃねーか。ちょびっとばかり寛ぎ過ぎちまったが、今からでも遅くはねえ。俺達だって、更なる上を目指すとしようや」

			「そうね。貴方のそういうトコ、好ましく思うわ」

			　見つめ合うフレイとカリオン。

			　ちょっと良い雰囲気になった二人だったが──

			「わはははは！　良く言ったのだ、お前達！　ワタシはリムルのように手下を覚醒させたりは出来ぬが、修行をつけてやる事は出来るのだ！　迷宮なら死ぬ心配もないから、思いっきりやれるのだぞ！」

			　見事なタイミングで、ミリムが邪魔に入った。

			


			

			


			「チッ、いたのかよミリム！　いいところだったのに、邪魔しやがって」

			「何度も言っているけど、気配を消して近付くのは止めなさい。というか、貴女の修行に付き合うつもりなんて──って、聞きなさい！」

			　文句を言うカリオンとフレイだったが、ミリムの耳には届かない。ミリムの耳は、都合の悪い情報をシャットアウトする優れた機能が備わっているのだ。

			「それでは、ラミリスに頼んでくるのだぞ！」

			「待て待て待て！　俺様も、お前に修行を付けてくれなんざ頼んでねーだろうが！」

			「待ちなさい、ミリム！　私の話が聞けないというのなら、こっちにも考えがあるわよ。今後の御飯だけど、全部ミッドレイ殿にお任せする事になるから。それでもいいのね？」

			　フレイのこの発言は、ミリムの危機意識を刺激し、その動きを止める事に成功した。

			　流石はフレイだぜ──と、見ていたカリオンも称賛したほどである。

			「わ、わかったのだ。修行したくなったら、いつでも声をかけるのだぞ」

			「それはいいから。ところで貴女、宿題は終わったの？」

			「えっと、だな……面白そうな話が聞こえたから……」

			「まだなのね？」

			　微笑むフレイ。

			「き、休憩も終わったし、直ぐに戻るのだぞ」

			「そう、いい子ね」

			　こうしてミリムは宿題に戻り、フレイとカリオンも危機を乗り越える事に成功した。ただし、二人の胸には進化への野望が燻り続ける事になる。

			　果たして、その野望が成就するのかどうか──

		

	
		
			

			


			

	

第二章　今後の方針

			


			　忘れない内に、ヴェルドラとラミリスに御礼をする事にした。

			　ヴェルドラには衣服だ。

			　いつも上半身が裸にマントなので、ちょっと問題かなと思っていた。本人が気にしていないふうだったし、そういう恰好が好きなのかなとも思っていたのだが、この機会にプレゼントしてみる事にした訳だ。

			「おお、リムル！　心の友、盟友よ!!　　ついに、我の気持ちを察してくれたのだな。我もずっと、恰好良い衣服が着たいと思っておったのだ」

			「いやいや、それならシュナに頼めば直ぐに用意してくれただろ!?　ってゆーか、衣裳部屋に行けば、魔法でサイズ調整出来るのも何着かあっただろうに」

			「馬鹿め。我に似合うのは、オーダーメードの一点もののみ。それも、我が信頼する貴様の見立てならば、それが最高の品であろう？」

			　えっと、実は俺、センスないんですけど……。

			　どうもヴェルドラは、俺を過大評価し過ぎなんだよな。自分の服だって、人に言われるままに着ているだけだというのに。

			　思えば、前世でも。

			　普段着のセンスは最悪だった。だから俺は、常にスーツで過ごしていたのだ。

			　後は、ジャージだな。

			　あれはいい。

			　汚れも気にせずに済むし、最高に寛くつろげるのだ。

			　そんな理由からのチョイスだったんだけど、思っていた以上にヴェルドラが喜んでくれて俺も驚いた。

			　ヴェルドラはいそいそと、嬉しそうに服を着始めた。

			


			

			


			「ま、まあ、喜んでくれたみたいで何よりだ。これからもヨロシクな！」

			「うむ。我に任せるが良い。クアハハハ！」

			　利益率から考えると、とんでもなく安上がりな報酬になってしまった。いや、かなり豪華な素材を用いた特注品もあるんだけど、それでも何というか……。

			　よし、今度暇になったら、また何か別の御礼を考えるとしよう。

			　ヴェルドラについては、今後の課題とした。

			　続いて、ラミリスだ。

			「ラミリス、今回はお前にも助けられた。礼を言うよ」

			「何よ、水臭いじゃないのさ！　アタシだって、アンタにはお世話になってるんだから、こういうのは助け合いってものなのよさ！」

			　照れくさそうに答えるラミリス。

			　俺も照れくさいが、感謝の気持ちを伝えるのは大事な事なのだ。

			「で、そんなお前にも御礼をしようと思ってね」

			「なになに？　師匠みたいに、アタシにも服を作ってくれたの？」

			「それについては、シュナに声をかけてくれ。俺からは──」

			　女の子用の服など、それこそ俺のセンスでは無理だ。そこはシュナに頼るとして、俺からは〝名付け〟の提案を行った。

			「えっと、それってつまり、アタシの可愛い竜王ドラゴンロードちゃん達にも名前が付けられるってコト？」

			「そうなるね」

			「アタシが親で？」

			「その通りだ」

			「凄いじゃないのよさ！」

			　まあね。

			　俺だって驚いたけど、実際に成功したのだから問題ない。

			「昨日の祝典でさ、俺の部下のアダルマンのペットに、ウェンティって〝名付け〟たんだよ。そしたら進化して、人型にも変へん化げ出来るようになった上に、流りゅう暢ちょうに会話も出来るようになったんだ。だから、お前の竜王ドラゴンロード達にもどうかなって」

			　人化したのは驚きだったが、考えてみれば竜が人に化けるのなんて物語の定番だ。

			　予想外というほどではない。

			　だから、ラミリス配下の四体の竜王ドラゴンロード達だって、ウェンティ同様に人化出来るようになる可能性がある。そうなれば人手が増えるから、ベレッタの苦労も少しはマシになると思えた。

			「そういう事なら、是非ともお願いするのよさ！」

			　と、ラミリスが嬉しそうに頷うなずく。

			　同意も得たところで、早速開始だ。

			「何か良さそうな名前ある？」

			「うーん、お任せ」

			　ラミリスは名前を考えるのが苦手みたいだ。

			　俺に任せると、ファンタジーゲームのボスっぽくなるのだが……いや、それでいいのか？

			　考えてみればボスなのだから、気にするまでもなかった。

			　俺はラミリスに頼んで、迷宮の王の間に竜王ドラゴンロード達を集めてもらった。

			　俺の前に並ぶ竜王ドラゴンロード達を見て思ったのだが、コイツ等も何度も討伐されて痛い目にあったのだ。それでも頑張ってくれたのだから、恰好良い名前を考えてあげたい。

			　竜王ドラゴンロードともなると、上位魔将アークデーモンよりも魔素エネルギー量が多い。ただし、ミリムが拾ってきてからそれほど時間が経っていない事もあり、ここの竜王ドラゴンロード達には実力が伴っていない面があった。

			　名付けによって進化出来たなら、知性も一気に高まるだろう。そうなれば、今以上に賢く強くなれるはずだ。

			　一体一体に目を向けて、各々に相応しい名前を考える。

			　こういうのは、直感が大事なのだ。

			　火炎竜王ファイアドラゴンロードは、〝炎えん獄ごく竜王〟エウロス。

			　氷雪竜王アイスドラゴンロードは、〝氷ひょう獄ごく竜王〟ゼピュロス。

			　烈風竜王ウインドドラゴンロードは、〝天てん雷らい竜王〟ノトス。

			　地砕竜王アースドラゴンロードは、〝地ち滅めつ竜王〟ボレアス。

			　ギリシア神話から拝借させてもらった。

			　本来ならば、東西南北の風を司る神様の名前なのだが、この竜王ドラゴンロード達にピッタリだと思った。

			　名前を考えたのは俺だが、名付けたのはラミリスという扱いになる。これもまた無事に成功しており、一安心だった。

			　こうして、ラミリスと竜王ドラゴンロード達との間にも、魂の繋がりが形成された訳だ。正式なラミリス配下として、これからも頑張ってもらいたいものである。

			　そして、気になる進化具合だが。

			　竜王ドラゴンロード達もやはり、人に近い姿に変へん化げ出来るようになっていた。

			　完全な人型ではなく、竜の特徴を残している。

			　〝炎獄竜王〟エウロスは、赤髪の美女。赤褐色の肌は竜の鱗のドレスに覆われ、尻尾は炎の鞭となるようだ。

			　〝氷獄竜王〟ゼピュロスは、細身の美男子。優雅で優し気な風貌と緑の長髪が合わさり、美女と見間違いそうになる。

			　〝天雷竜王〟ノトスは、小柄な幼女。遠目には可愛く見えるが、よく見ると歯はギザギザで牙も見える。質量に見合わぬ、怪力の持ち主である。

			　〝地滅竜王〟ボレアスは、筋肉質な大男。竜の鱗に覆われ、全身に棘が生えているのが特徴だ。

			　四者とも悪の秘密結社の幹部に相応しいような姿で、恐ろしさと美しさが融合したような〝異形美〟であった。

			　こうした姿は、あくまでも状態変化の一種でしかない。ミリムのような竜魔人ドラゴノイドになった訳ではなく、種族は今まで通り竜王ドラゴンロードのままだった。

			　そもそも竜魔人ドラゴノイドとは、肉体を有する精神生命体であり、〝竜種〟の変異体イレギュラーみたいな存在なのである。

			　強い力を持つ竜王ドラゴンロードであっても、肉体に囚われている以上、その力は完全無欠の精神生命体である〝竜種〟には遠く及ばないのだ。

			　種族には変化がないが、進化の方は問題なく成功していた。しかも、俺が思っていたよりも強大な魔力の獲得に成功したようだ。

			　魔素エネルギー量も進化前に比べて数倍に増大しており、覚醒したクレイマンに届きそうな感じだった。

			　〝真なる魔王〟には及ばないが、素晴らしい進化であると言えよう。

			　〝名付け〟だけでこれほどの上昇率を見せたのだが、これが自分の魔素エネルギー量を消費していたらと考えるとゾッとする。

			　下手をすれば、回復不能なダメージを負っていただろう。

			　やはり、〝名付け〟とは恐ろしいシステムなのだ。〝魂〟も五千個以上消費していたし、魔物は理屈ではないのだと再認識させられた。

			　だがまあ、気にしたら負けである。

			　こうして、ラミリスへの御礼も兼ねた竜王ドラゴンロード達の進化も、無事に終了したのだった。

			


			　ちなみに〝迷宮十傑〟だが、魔素エネルギー量の大きさだけ見ればほぼ互角だった。しかし、数値に表せぬ戦闘力では、大きな開きがあったみたいだ。

			　筆頭のゼギオンは言うまでもなく。

			　その他の〝十傑〟に比べても、進化した竜王ドラゴンロード達は弱かった。

			　魔物としての強靭な肉体と、それにモノを言わせた攻撃手段。そして、各種魔法。これだけでも、凶悪にして強大な力なのは間違いない。だがしかし、同格にして戦闘に長けた者達には通用しなかったのである。

			　戦闘経験の少なさによるもので、根本的に技量レベルが低かったという事だ。

			　竜王ドラゴンロード達は今回の防衛戦でも何度も倒され、とても悔しい思いをしたのだろう。進化して人語を流暢に喋れるようになった途端、修行したいと申し出てきたのだった。

			　竜王ドラゴンロード達は人型に変へん化げした事で、人としての戦闘技術を習得出来るようになった。そして、今までの魔物としての戦い方よりも、洗練された技術アーツの方が強いと気付いたのだ。

			　属性吐息や爪や牙による物理的攻撃に頼るのではなく、魔法を理解して戦闘に組み込む。その上で人としての戦い方を理解し、実戦に組み込もうと考えたのだろう。

			　自ら思考してその結論に辿り着くとは、驚くべき成長ぶりであった。

			　その申し出は受理された。

			「クアーーーハッハッハ！　我に任せるが良いぞ!!」

			　と、ゼギオンを育てて調子に乗っているヴェルドラが、竜王ドラゴンロード達の修行を引き受けてくれたのだった。

			　こうして、竜王ドラゴンロード達の修行が始まったのである。

			


			　──後に、竜王ドラゴンロード達の中には、本来の竜形態よりも人型の方が強い者が現れる。本末転倒な気もするが、自身の爪や鱗を武器や防具へと変化させる術も身に付けているのだから、その結果も妥当なものなのだろう。

			　俺がそれを知るのは随分と後になってからの話なのだが、「そりゃそうだよね」という感想を胸に抱いたのだった。
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			　蘇生から三日経ち、カリギュリオ達も冷静さを取り戻していた。

			　自分達が、魔王の手によって生き返らせられたという衝撃。それは筆舌に尽くしがたかったが、どうにか受け入れる事にも成功している。

			　そこで問題となるのは、今後の自分達の立場について、だ。

			　今もまだ、テントで寝泊まりする生活を続けている。食材も手配されており、定期的に魔物達が運んで来てくれる。それがたとえスケルトンであろうとも、文句を言う者など誰もいなかった。

			　テントが立ち並ぶのは、草木も枯れ果てた丘陵地帯だ。景観は最悪だが、暑くもなく寒くもなく、意外と快適な空間となっていた。

			　死の気配が漂う戦場跡や、死者の墓が立ち並ぶ風景も、慣れてしまえばどうという事もない。墓の中身が動いているのだから、今更恐れを抱くのも変な話だからだ。

			　要するに、生活する上での不満を、それほど感じない環境だったのである。

			　説明によると、その場所は迷宮内の七十階層に当たるらしい。説明してくれた当人は、その階層の守護を任されているアダルマンと名乗る死霊の王ワイトキングだ。

			　実際に戦った者達もいるので、その事自体を疑う者など誰もいなかった。

			　アダルマンは面倒見が良く、カリギュリオ達を捕虜として厚遇してくれていた。

			「我が神たるリムル様がアナタ方を蘇生させた以上、私としてはその御心に従うまでです。一度与えた命を再び奪うような御方ではありませんので、アナタ方も今後についてどうするべきなのか、ゆっくりと考えると良いでしょう」

			　アダルマンはそう言って、カリギュリオ達を自由にしてくれている。

			　この階層から逃げ出そう──などと言い出す者は皆無であった。自分達の身は既に、神の手に委ねられている。そう悟り、魔王リムルを信じる事にしたからだ。

			　それはカリギュリオとしても同意見であり、また、仮に逃げ出したところで失敗するという確信もあったからこその判断であった。

			　だからこそ、アダルマンから言われた言葉を素直に受け取り、幹部達を呼び集めて会議を行う事にしたのだ。

			


			　軍議に利用する大テントには、百名近くの将校が集まった。

			　上級将校や、帝国有数の英雄だった者達である。

			　そんな彼等も、今では力を失っているのだが……。

			「さて、諸君。先ずは君達に謝罪させてくれ。俺が無能だったばかりに、君達をこのような目にあわせる事になってしまった。心より申し訳なく思う」

			　カリギュリオは集まった者達を見回し、そう言って頭を下げた。

			　それに対する返答は、満場一致での否定である。

			「何を申されますか。閣下をお止めしなかった我等も同罪です」

			　副官がそう口にすると、参謀達が揃って頷く。そして、上級将校達もまた、カリギュリオだけの責任ではないと口を揃えて発言した。

			　極めつけはクリシュナだ。

			「私も皆様と同意見です。我等は愚かさ故に、神の怒りに触れた。そして神の慈悲によって、その罪を贖あがなう機会が与えられたのでしょう」

			　と、帝国の侵攻そのものが罪だったのだと発言したのである。

			　その通りだと、カリギュリオも思った。

			　自分達は己の武力を過信するあまり、あまりにも敵の事を知ろうとしなかった。今思えば、何と愚かだったのかと、カリギュリオはそう自嘲した。そしてまた、仲間達も同じ心情なのだろうと考え、吹っ切れたような笑みを見せる。

			「ありがとう。諸君等にそう言ってもらえて、少しは心が穏やかになった。この気持ちを生涯忘れぬと、神に誓って約束しよう」

			　神と言った瞬間、カリギュリオの脳裏に魔王リムルの面影が過る。

			（そうだな。俺にとっての神は、今となってはリムル陛下であろうな）

			　帝国に戻っても、カリギュリオのいるべき場所などない。敗戦の責を問われ、軍法会議も待たずに処刑されるのがオチであった。

			　だからと言って責任逃れするつもりなど毛頭ないのだが、リムルによって与えられた命を無駄に捨てるのも、カリギュリオとしてはどうかと思うのだ。

			（まあ、それについてはゆっくりと考えるとして）

			　自分の事は後回しだと、当たり前のようにカリギュリオは考えた。その顔はもう、以前のように自己保身と欲望の為だけに動く俗物とはかけ離れたものだった。

			「それでは本題に入ろう。今日、皆を集めたのは、我々が今後どう動くべきなのか、それについての意見を纏めたく思ったからだ。アダルマン殿は寛大にも、こうして皆と相談する自由を与えてくれている。その心遣いを無駄にせぬ為にも、有意義な時間を過ごそうではないか」

			　カリギュリオがそう切り出すなり、その場にいる者達が顔を見合わせ相談を始めた。

			　本来の軍議であれば考えられぬ事態だが、飾らぬ意見が欲しいカリギュリオとしては、それは歓迎すべき流れである。

			　しばらく雑談が続く。

			　そして、大別すると二つの意見に絞られた。

			　このまま恭順すべしと主張する者。

			　ともかく一度、帝国に戻るべきだと主張する者。

			　この両者が拮きっ抗こうし、真っ向から対立したのである。

			　双方の言い分は理解出来るし、家族を持つ者が帝国に戻ると主張するのも当然だった。

			　しかし、祖国に戻れるかどうかは、魔王リムルの思惑次第となる。今後の交渉で許される可能性もあるが、下手に騒ぐと魔王の不興を買いかねなかった。

			「アダルマン殿が申しておったように、我等を無駄に処刑するという意思はないと信じたい。だがな、だからと言って赦された訳ではないのだと心せねばな」

			　助命して貰った以上、自分達の命運は魔王の手に握られている。ある程度の自由が許されているからと言って、どこまでワガママが通用するかは未知数であった。

			「……どの道、戻っても我等は処刑でしょうな。ですがそれでも、国の為に戦ってくれた将兵達を無事に帰国させてやりたい。リムル陛下に直訴し、恩情を賜りたいものです」

			「とはいえ、我等は言ってみれば人質のようなもの。本国が賠償金を支払ってくれるかどうか、そこが難点ですな」

			　その時、皆の意見を黙って聞いていたミニッツ少将が、おもむろに口を開いた。

			「無理だな。そもそも、敗けるという想定などしていなかった。我等自身、敵対国に対しては非情な態度を貫いておったからな」

			　その言葉に誰もが沈黙する。

			　帝国はそもそも、無条件降伏以外は認めて来なかった。勝ち続けていたからこそ、その傲慢さが許されていたのだ。戦った上で完全なる敗北を喫した今、自分達が許されなかったとしても自業自得なのである。

			　誰もがその事実を理解しており、帝国に戻れたとしても未来が明るくないと気付いている。

			　だがそれでも、家族がいる者達への責任を果たしたいと考えていたのだ。

			「ミニッツ少将の言葉は正しい。果たして、我等が皇帝陛下はどう御考えになるであろうな……」

			「こんな事を言いたくはないが、情報局の怠慢であろう。魔王級の化け物が、一体どれだけいたと思っているんだ！」

			　将校の一人が、口にしてはならぬ発言を行った。

			「おい、貴様！　発言には気をつけよ。今更情報局などどうでもいいが、貴様が化け物だと口にした方々は、この国の大幹部だと考えて間違いないのだぞ」

			「失礼、つい口が滑ってしまいました……」

			　自由な発言は歓迎すべきものだし、この場には魔物など誰もいない。昨日からアダルマンの姿も見ないし、どこかで会合を行っているのだろうとカリギュリオは考えていた。

			　だからこその本日の軍議なのだが、だからと言って全ての発言を許容して良い理由にはならない。

			　あくまでも自分達は捕虜なのだと、それを忘れてはならぬのだ。

			「リムル陛下は寛大な御方だと思われるが、部下の方々に対する暴言を見逃しては下さらぬだろう。各々方、その事を忘れず発言には気を付けるように」

			　そう締めくくったカリギュリオだが、将校の意見には賛同してもいる。

			　少なくとも、〝重力崩壊グラビティーコラプス〟のような極大魔法を扱える者が配下にいるというだけで、魔王リムルのヤバさが理解出来るというものだからだ。

			　そんなヤバイ相手を、どうして情報局が把握出来なかったのか？

			（怠慢だと口にしたくなる気持ち、良くわかるぞ。そのセリフは、俺の方が言いたいくらいだからな……）

			　内心ではそう考えるカリギュリオであった。

			　そんなカリギュリオや将校達に、冷や水を浴びせるような発言をする者がいた。

			「馬鹿か、お前等？　いいか、情報局はある程度の情報は把握していたさ」

			　今までずっと黙って話を聞いていたバーニィが、突然笑い出してそう言ったのである。

			「馬鹿な！　それでは何故、正しい情報を陛下に隠し立てしたのだ!?」

			「ヤツ等、まさか裏切ったのか!?」

			　バーニィの言葉に色めき立つ一同。そんな中、ミニッツとカリギュリオだけは落ち着いていた。

			　先に口を開いたのはミニッツだ。

			「バーニィと言ったかね？　確か君は、我々にも知らされていなかった潜入任務に就いていたんだってね？」

			　続いて、カリギュリオ。

			「そうだったな。〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟である君達ならば、我々すら知らぬ極秘情報を知っていても不思議ではないな。それで、情報局は何を考え、我々に何をさせたかったのだ？」

			　その問いが発された瞬間、皆の視線がバーニィに集中した。

			　誰もが知りたがっていた。

			　情報局は、絶対なる忠誠を皇帝陛下に誓っている。そんな彼等が裏切るとは思えず、それはつまり、皇帝ルドラも今回の事態を想定出来る立場にいた、という事実に行き当たるからだ。

			　バーニィは鼻で笑い、カリギュリオ達を哀れむように見回す。そして、気負いもせずに爆弾発言を行った。

			「お前等が今、想像した通りだよ。皇帝陛下もまた、全てを御存じだった。お前達の敗北は織り込み済みだったのさ」

			「ば、馬鹿な……」

			「どういう意味だ？　我々が敗けるとわかっていながら、陛下は軍を派遣したというのか!?」

			「そんな！　貴様、いくらなんでも陛下を侮辱し過ぎであるぞ!!」

			　取り乱す将校達。

			　しかし、中には何かに思い当たる者達もいる。

			「そうかね。つまりは、我々は捨て駒だったという事か」

			「その言い方は正確ではないぞ、ミニッツよ。陛下の目的は恐らく──」

			「フンッ！　黙れよ、カリギュリオ。この、国家的重要機密を洩らす責任は、俺が取ってやる。お前等は死人だ。俺を含めてな。だから、これは陛下に対する裏切りではないさ」

			　それは、バーニィの覚悟だった。

			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟としての力を失い、皇帝から貸与されていた究極の権能までも奪われた今、上位者として皆に道を指し示す為の。

			「バーニィ……」

			「悪いな、ジウ。俺はさ、そこまで陛下に忠誠を誓っていた訳じゃないんだ。俺が従っていた理由はただ一つ、絶対に勝てないからだよ」

			　それもまた、バーニィの本音であった。

			　………

			　……

			　…

			　四十五年前にアメリカ合衆国で生まれたバーニィは、自由を愛する平凡な学生だった。それが、何の因果かこの世界にやって来て、ガドラに見い出されたのである。

			　そしてダムラダに引き取られ、戦う術を学んだ。

			　いつしか自信も付き、自分はこの世界でも有数の実力者だと天狗になりもした。

			　そんなバーニィの自信を木っ端微塵に打ち砕いたのが、皇帝ルドラの側に侍る一人の女性だったのである。

			　いや、それは麗しき見た目とは裏腹の、とんでもない化け物だった。

			　天と地がひっくり返ろうが、何万回転生しようが、絶対に届く事のない頂点。そんな存在がいる事自体が信じられなかったが、それは確かに現実だったのだ。

			　その名は、ヴェルグリンド。

			　絶対に口外してはならぬ、帝国の極秘事項の一つである。

			　ある日、バーニィはダムラダに案内されて、皇帝の居城へと赴いた。それはとても栄誉な事であり、バーニィの野望を助長した。

			　自由を愛するバーニィとしては、人を支配する皇帝という存在が許せなかったのだ。

			　だからこそ、可能ならば下克上を──などという愚かな夢を見た。

			　その愚かさの代償は、恐怖。

			　そこでバーニィは、初めてヴェルグリンドと出会った。そしてその恐怖を知り、自然と屈服したのである。

			　そんなバーニィに、御み簾すの向こうから声をかけたのが皇帝ルドラだ。

			『お前には資格がある。器としてのな。余の力を貸し与える故、今後とも励めよ』

			　感情など一切感じられぬ皇帝ルドラの声が、はるか遠くから聞こえる気がした。そして次に意識が戻った時には、皇帝に逆らえぬ身体となっていたのだった。

			　………

			　……

			　…

			「陛下はね、百万の精鋭が全滅しても何とも思わないのさ。むしろ、それこそが計画の一環となっているんだよ」

			　それだけ聞いても、普通ならば意味がわからない話である。しかし、カリギュリオは悟った。

			「──そうか。その結果として俺のように覚醒する者が出るのならば、百万の将兵は犠牲になっても構わないという事か」

			　それだけの説明で正解を言い当てられ、バーニィは少し驚いた。だが、『俺のように覚醒する者』というカリギュリオの言葉で、なるほどと納得する。

			「そうか、お前も覚醒したのか。ならば理解したと思うが、お前の考えている通りだよ。皇帝陛下の狙いは、覚醒した手駒を集める事なのさ。その為ならば、たとえ百万の犠牲が出ようとも釣り合うと考えておられるのだ」

			　それこそが、上級将校すらも知らぬ事実である。

			　皇帝ルドラは最初から、軍そのものになど期待していなかったのだ。如何に覚醒した人材を集められるか、それが一番大事だったのである。

			「量より質、という事かな？　それでは、三百年前にヴェルドラ討伐で失敗したのも？」

			　鋭い眼差しでバーニィを睨みつけるようにして、ミニッツが問う。それに対してバーニィは、飄ひょう々ひょうと返事する。

			「当時の事など俺は知らん。だが、考えれば理解出来るだろう？　俺ならば、たった一人で貴様達を皆殺しに出来──いや、出来たぞ。それだけ力の差があったんだよ」

			「なるほどなるほど、私達の敗北が織り込み済みというのは、そういう理由かね。犠牲が出るのを前提とした戦略、か。流石は陛下と言いたいところだが、今回は大失敗だった訳だ」

			「その通りだ。覚醒した後に敗北するというのは、皇帝陛下としても想定外だっただろうさ」

			　ミニッツが納得したように頷く。

			　その会話を聞いていたカリギュリオは苦い表情だ。

			「まあ、俺が不甲斐なかったのが悪い」

			　自じ嘲ちょうするようにそう呟いたのだが、それを否定したのはバーニィだ。

			「安心しろ。お前が不甲斐なかったんじゃない。相手が悪過ぎたんだよ」

			「そう。アレはどうにもならなかった」

			　ジウも同意して頷く。

			　二人もまた、カリギュリオを倒したディアブロに敗北しているのだ。自分達が相手にならないような化け物に、カリギュリオが勝てるはずがないと考えていた。

			「つまりは、ここの戦力は情報局の想定以上だったって話かね？」

			「そうなるな。この地で、魔王リムルを踏み台にして手駒を増やすという計画は、相手の戦力を見誤って頓とん挫ざしたのさ」

			　笑うしかないとバーニィは言う。

			　多大なる犠牲が無駄になったのだから、笑っていられる状況ではないのだが。しかしバーニィとしては、皇帝に対してザマーミロという気分も残っていたのだ。

			「──で、バーニィ君。我々を陽動にした君達の奇襲も失敗に終わったようだし、この後はどうするつもりなのかね？」

			「ハッ、言っただろ。俺が責任を取るってな」

			「どういう意味かね？」

			　ミニッツが冷静に問いかける。

			　静寂に包まれたテントの中で、誰もがバーニィの答えを待っていた。

			「一つ、ハッキリさせておこうか。さっきも言ったがな、お前等は既に死んでいる。それは比喩ではなく、皇帝陛下にとってという意味で、だ」

			「ふむ。陛下としては、我々に生きていてもらっては困るとでも？」

			「少し語弊があるな。力を奪われて覚醒する可能性がゼロになった将兵など、陛下にとっては不要という意味さ。だが、陛下にとっての価値がないという事は、お前等を守る理由もない、という意味になるのさ」

			「まあ、そうなるだろうな」

			「それを前提に考えるとだ、捕虜の返還など受け付けない可能性が高い。いや、それだけじゃない。生き残った将兵が帰国しちまうと、反戦ムードが蔓延するだろう。それが陛下の意に沿うと思うか？」

			「思わないね」

			　そう答え、ミニッツは溜息を吐いた。

			　バーニィが言いたい事が理解出来たのだ。

			「つまり、陛下にとってどうでもよくなった我等は、情報局にとっての邪魔者でしかないという事だな？」

			「御明察」

			「帰国しようとする者を始末に動くか？」

			「間違いなくな」

			　そしてその罪を魔国連邦テンペストに被せて、臣民の怒りと復讐心を煽るだろう。情報局ならそう動くと、バーニィは確信を持って説明した。

			「──七十万だぞ？　そんな真似は不可能だ」

			「改造手術を受けた者達は、そこまで力を失ってはいない。反撃すれば、味方同士で戦う事になるではないか！」

			　そう騒ぎ始める将校達を、ミニッツが手で制して黙らせた。

			「それを可能とする存在に心当たりがあるのかね？」

			　そんな馬鹿なと言いたげな者達が多い中で、ミニッツは冷静だ。

			　そしてカリギュリオも、自分が覚醒した時の事を思い出し、沈黙を守っている。あの力があれば不可能ではないと、そう判断しているのだ。

			「〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟ならば可能なのかね？」

			「出来る出来ないで言えば、出来る。だがそれは、机上の空論だよ。絶対的な個人の力は、攻めるには適しているが守りには不向きだ。数で攻められれば、どうしても守り切れない箇所が出てしまうからな。それと同じく、逃げる敵を追うのにも向かない。バラバラに逃げられると、どうしても取り逃がす事になってしまう」

			　今回の場合、誰一人生かさずに始末する必要があった。それを可能とする者など、バーニィにも心当たりがなかったのである。

			　ただし、たった一人を除いて──

			「常識的に考えて、そんな真似が出来るとは思えないだろ？　だがな、いるんだよ。帝国には、それを可能とする絶対的な化け物がな……」

			　バーニィはその姿を思い出し、恐怖に震えた。

			　その美しさと恐ろしさは、出会った者にしか理解出来ない。それを知るバーニィは、自分の事を不幸だと思う。

			「──〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟である君が怯おびえるほどの存在か。どうやら私は、大きな勘違いをしていたようだ」

			　深く椅子に身を委ねて、天を仰ぎながらミニッツが言った。

			「俺もだ。軍に入隊し、帝国の名において世界を支配する夢を見た。しかし──」

			　しかしそれは、軍とは関係のないところで全てが決されていた。何者かが繰り広げられているパワーゲームには、覚醒していない者達の出番などなかったのである。

			「愚かだったな」

			「ああ。自分自身が滑こっ稽けいだよ」

			　カリギュリオとミニッツは、泣きそうな顔で見つめ合った。それはカリギュリオ達に限った話ではなく、この場に集った上級将校達は皆、夢から覚めたような顔で嘆いていた。

			　哀れだな──と、バーニィは思った。

			　真実を知らぬ方が幸せだっただろうが、それでは彼等は納得しなかっただろう。だからこそバーニィは、突き放すように暴言を吐いたのだ。

			「これでわかったか。状況は理解したな？　戻っても、お前等には絶望しか待っていない。だからここで捕虜となり、戦が終わるまで待ってろ」

			「バーニィ殿、貴殿はどうされるつもりなのだ？」

			「俺は帝国に戻るさ。このまま終戦にはならないだろうから、リムル陛下は帝国との交渉の席に着こうとするだろう。その時に、案内役が必要だろう？」

			　その案内役は、恐らく消される事になる。力を失った今のバーニィでは、間違いなく暗殺されるだけであろう。

			　そんなバーニィの覚悟を悟り、誰もが黙った。

			　そして、自分達の運命が魔王リムルに託されたのだと、身に染みて理解したのである。
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			　ヴェルドラとラミリスに感謝の気持ちを伝えた後、俺は迷宮の七十階層へと出向く事にした。

			　アダルマンは昨日の儀式によって、深い眠りへと陥っている。収穫祭ハーベストフェスティバルが始まった訳だが、アダルマンの城は破壊されたままであった。

			　そこで、地上階にある本館の客間に運び、寝かせていた。アルベルトとウェンティも空いてる部屋に放り込んであるので、その内には目覚めるだろう。

			　問題となるのは、帝国軍の捕虜達だ。彼等の世話はアダルマンに任せていたので、放置したままでは不味い。

			　それに、そろそろ気分も落ち着いただろうから、帝国についての情報を聞きたいと思っていた。良い機会なので、俺が様子を見に行く事にしたのである。

			　同伴するのは秘書二人。

			　この二人がいれば、何が起きても安心である。

			「何もリムル様が自ら動かれなくても……」

			「じゃあ、お前が行ってくれる？」

			「そうだぞ、お前が行って話を聞いて来い！」

			「ク、クフフフフ、さあ行きましょう！」

			　ディアブロは相変わらずブレないね。

			　それはシオンもかな？

			　自主的に行って来ますとは絶対にならないのだ。

			　まあ、シオンだけを行かせるなんて絶対にしないけど。俺はシオンの胸に抱かれつつ、そんな事を考えていた。

			　それにしてもこの二人、昨日進化の儀式を行ったにもかかわらずに元気である。

			　一晩経ってもシオンに変化なし。そしてディアブロは、完璧に平常通りに戻っていた。

			「それで、お前は新しい能力スキルを獲得出来たのか？」

			「クフフフフ！　リムル様のお陰で、究極能力アルティメットスキルの獲得に成功しました！　これでやっと、ギィに自慢されてウザイ思いをしなくて済みます」

			　ギィからすれば、ディアブロがウザイんだろうな。

			　何故だか、確信を持ってそう思えるよ。

			「そんなに悔しかったのなら、自力で獲得すれば良かったのに。ディアブロならば俺の助力なんてなくとも、究極能力アルティメットスキルを習得出来そうに思うけど？」

			「いえいえ、そういう訳にはまいりません。ギィに言われて獲得したのでは、真似をしたみたいで恰好悪いじゃないですか」

			　わからん。真似とかそういう話じゃない。

			　有用なら教えてもらえばいいと思うのだが、俺の考えが間違っているんだろうか？

			「フッ、ディアブロは心が狭いのです。〝聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥〟でしたっけ？　リムル様にそう教わって以降、私は常に人の話を聞くようになりました。ゴブイチ殿にも料理の真しん髄ずいを教わり、今では免許皆伝と認められたほどなのですよ！」

			　ドヤ顔で告げるシオン。

			　だが、俺は思うのだ。

			　それって、ゴブイチに逃げられただけなんじゃないか、と。

			　ゴブイチもゴブイチだよね。シオンに変な自信を付けさせるのは止めて欲しいよ。

			　ちゃんと最後まで責任を持って、シオンの面倒を見てやって欲しいものだ。

			「それが原因ですか。この前、ゴブイチ殿が入院していたのは。毎度毎度シオンの料理に付き合わされていれば、体調を崩すのも当然でしょう」

			　な、なるほど……。

			　それはゴブイチ君を責められないね。

			　この件にかんしては、ディアブロも一度痛い目にあっているし、シュナなんて絶対に味見しようとしないものな。

			　やっぱり、ベニマルだな。

			　うん、シオンの教育はベニマルの責任だったし、再度徹底して申し伝えておくとしよう。

			　これは決して、新婚さんへの嫌がらせなどではない。勘違いしないよう、お願いしたいものである。

			　と、シオンのせいで話がズレてしまったが、そんな会話をしている内に目的地に着いてしまった。

			　七十階層の丘陵地帯に『転移』すると、俺を目にした者達が立ち上がり敬礼してきた。

			　それって敵国の魔王相手にするものじゃないと思うんだけど、ディアブロとシオンが満足そうなので突っ込むのは止める。

			「リムル陛下が御来訪なされたぞ！　至急、カリギュリオ閣下に連絡せよ！」

			　という感じに全員がバタバタと動き始め、一つのテント目指して将兵達が整列し道が出来た。

			　そのテントで今、カリギュリオ達が軍議を行っているらしい。そう説明を受けつつ、案内される。

			　テントの中には、百名ほどのお偉いさんが集まっていた。誰もが直立不動で敬礼しつつ、俺を出迎えてくれたのである。

			　ここでもこの反応かと、ちょっと驚いた。

			　俺ってば一応、敵国の王様だし、スライムの姿なんだけどね。それでも見み縊くびられたりしないあたり、思っていた以上に智慧之王ラファエルさんの策が功を奏していたらしい。

			　まあ、考えてみれば当然なのか。自分を殺した上で生き返らせる事が出来るような相手には、全面的に服従する方が賢いというものなのかも。

			　俺だって、そんなヤバイ相手には逆らわない自信があるしな。そういう事なのだろうと納得して、案内されるがままに上座の席に座った。

			　無論、この場では威厳を出す為にも、人の姿になった上でだ。

			　俺の後ろにはシオンとディアブロ。

			　俺が腕の中から飛び出してから、シオンが少し残念そうな顔をしている。そこは気にしたら負けなので、俺は一同を見回してから声を上げた。

			「さて、諸君。お偉方が集まってくれていたのは丁度いい」

			「「「ハハッ！」」」

			　一斉に頭を下げられた訳だが、これでは気になって話しにくい。俺は一同に着席してもらってから、用件を切り出した。

			「まあ寛いでくれ。今日は相談があるんだ」

			　そう告げて、ニッコリと微笑んで見せる。

			　これで心をほぐして、和やかなムードでの会談を行いたいものだ。

			「アダルマンは少し用事が出来てね、しばらく来れなくなるかも知れない。そこで、何か要望がないかと思ってね」

			「勿体ない御言葉です。我等は十分に良くして頂いておりますれば、心配なきようお願い申し上げる次第です」

			　固ッ！

			　代表してカリギュリオが答えてくれたが、思いっきり畏かしこまってるね。

			　いや、これが普通の態度なのだろう。

			　彼等は敗戦の身だから、これが正解なのだ。

			「それならいい。それで、今後の方針についてだが」

			「ハッ！　その点につきましては、私共の方からもお願いしたき儀が御座います！」

			　お願いとな？

			　無理のない範囲ならいいがと思いつつ、一応、聞くだけ聞いてみた。するとカリギュリオは、驚くべき事を申し出たのである。

			「我等一同、当面はこの国にてお世話になりたく、どうか御厚情を賜れないかと──」

			　えっと……？

			　詳しく話を聞いた。

			　カリギュリオ曰く。

			　丁度今、自分達でも今後の方針を打ち合わせしていたのだそうだ。

			　そこで出た結論が、帝国に戻っても全員始末される可能性が高い、との事だった。

			「いやいやいや、お前、無茶言うなよ！　自国の為に戦った将兵を、負けたからと殺すような国があるもんかよ！」

			　と、思わず素で突っ込みを入れる俺。

			「それが、間違いなくそうなるかと」

			　誰かと思ったらバーニィだ。俺達を狙ったのと同一人物とは思えぬほどに、落ち着いた態度で理路整然と説明してくれた。

			　話を聞く限り、ないとは言い切れない内容だった。

			「うーん……たった一人を覚醒させる為に、百万を犠牲にする？　冗談だろ……」

			「事実です」

			「いや、待てよ？　それが本当なら、ヴェルドラの封印が解かれるのを恐れて軍事侵攻を見合わせていた、というのも可笑しな話に聞こえるな。もしかしたらそれも勘違いで、実際には復活するのを待っていたのか？」

			「皇帝ルドラが何をお考えだったのか、それは私にも理解しかねます。ですが、リムル陛下のお考えが正しいのではないかと、私も愚考しております」

			　こいつ、本当にバーニィか？

			　人が変わったのかというレベルで丁寧になってるぞ。

			　というか、そうなのか。

			　皇帝ルドラとやらの真の目的は、単に戦争に勝利する事ではなかったのだ。帝国の将兵達を強敵にぶつけて、覚醒する強者を選別しようとしていたのである。

			　スケールが大き過ぎて、常人の考えを逸脱してますわ。

			


			《告。面白い発想です》

			


			　馬鹿野郎！

			　人を実験材料にするなんて、全然面白くねーんだよ。

			　そういえば、智慧之王ラファエルさんにもそういうトコあるよね。

			　ゼギオンとかが正しく成功例だし、ひょっとすると俺も、自分の知らないところで何か実験台にされてそうな怖さがある。

			


			《否。そのような事実は確認されておりません》

			


			　本当かよ。

			　まあ、そこは信じるけどさ。

			　ともかく、今はその件は後回し。

			　カリギュリオ達からの申し出を受けるか否か、それが問題だ。

			「しかしなあ、お前達の食事も無料タダじゃない。流石に七十万名分ともなると、他国から購入する必要があるし……」

			　殺されると聞いては、放り出すのもためらわれる。だがしかし、我が国で保護する理由もない、というのも本音ではあった。

			　俺が責任を持つのは自国民に対してだけ。彼等には強く生きてもらいたい──と言いたいが、そういう訳にもいかないよね。

			　七十万もの職業軍人さんが流入するとなると、ブルムンド王国をはじめとした西側各国も黙ってないだろうし。下手をしなくても、無用な血が流れる事態になってしまう。

			　かと言って、帝国に戻れというのも冷たい話だし。一度救った命なら、最後まで責任を持つべきだろうな。

			　仕方ないが、ここは面倒を見るべきだ。

			　ただし、無償というのは無理な相談である。

			「我が国では、〝働かざる者食うべからず〟を実践している。食べる分は働いてもらうが、構わないか？」

			　俺の返答を固唾を呑んで見守っていたカリギュリオ達は、その言葉を聞いて明るい表情を見せた。

			「勿論で御座います！」

			「何なりと御命令を!!」

			　まだ仕事内容を口にしていないのに、やる気十分という様子であった。

			　そういう事ならばと、俺は彼等の滞在を許可する事にする。

			　そもそも、帝国に対する捕虜なんて意味がなさそうだと思ってはいた。戦時協定なんて結んでいないので、何の取り決めもないからだ。

			　そしてバーニィの話を聞く限り、停戦に向けての交渉材料にもならないと判明した。であれば、割り切って労働力として受け入れた方がいい。

			　滞在期間は未定だが、少なくとも帝国との戦争が終わるまでは働いてもらうとしよう。

			　期間が短ければ使い物にならないかも知れないので、その辺は様子見である。何らかの役に立ってくれると期待するのみだ。

			　まあ、カリギュリオ達は俺の言葉に逆らうつもりはないみたいだし、ゲルドにでも預けて活用してもらうとしよう。

			　もっとも、ゲルドは現在、進化の眠りについている。もうしばらくは目覚めないだろうから、それまでに何をしてもらうかだが……。

			「ところで、君達は土木工事は得意かね？」

			　軍隊というのは、意外にも技術面に長けた者が多い。

			　俺の前世での話だが、武士が築城を指揮したのは有名な話である。

			　現代においても、災害救助の際などでの自衛隊の活躍は素晴らしいものがあった。海外支援の場でも、大活躍だったとニュースで報じていたほどだ。

			　それと同様、この世界でもドワルゴンの工作部隊は、高い技術力を誇っている。地味ながら、かなり役立つ働きぶりなのだ。

			　そして、そんなドワーフ工作部隊の元団長だったカイジンがいたからこそ、我が国の基礎が築かれたと言っても過言ではないのである。

			　そんな具合に、軍隊と土木技術は切っても切れない仲なのだが──

			「無論です！　帝国の技術力は最高であると自負しておりますぞ！」

			　良かった。

			　それならば、先ずは腕前拝見だな。

			「それでは、最初の仕事だ。目の前に見える破壊された城だが、あれを綺麗に復元してくれ。材料は手配するが、設計段階から任せたい。出来るかな？」

			　自分達が壊した以上、自分達の手で直して欲しい。

			　俺の要求に、カリギュリオが頷く。

			「仰せのままに」

			　自信たっぷりにカリギュリオが頷き、それを受けて部下と思わしき男達が動き出す。速やかで統制された感じは、正に仕事の出来る男達という風格だ。

			　アダルマンが目覚めたらスケルトン達も手伝いに回せるだろうし、そう遠くない未来に復旧が終わりそうであった。

			　そんな流れで、帝国軍にも仕事を任せる事にしたのだった。

			


			＊

			


			　さて、残る目的は情報収集だ。

			　詳しい聞き込みが必要だと思うので、カリギュリオの部下の中から事情に詳しい者を何名か選出して、会議室まで同行してもらった。

			　起きている幹部達も集めて、対策会議を開く予定なのである。

			　現時点では、帝国側はカリギュリオ達の敗北に気付いていないはず。

			　ユウキはミーシャやラプラスから報告を受けているだろうが、そこから洩れるというのは心配し過ぎであろう。

			　そして当方は、帝国の動きを把握済み。

			　海路の上空を通って飛空船が三百隻ほど移動しているのも、ちゃんとルミナスに伝えてある。

			『ふん！　妾わらわが返り討ちにしてやるわ！』

			　と豪語していた。

			　ルミナスが自ら動くとは思えないが、俺との協定がある。北方から来る帝国軍に対しては、ルミナスが守護に回る約束になっているのだ。

			　神聖法皇国ルベリオスは宗教の総本山として聖騎士ホーリーナイトを多数輩出しているし、独自の戦力も有しているらしい。吸血鬼族ヴァンパイアという隠れた戦力もあるし、任せても安心である。

			　万が一、ルミナスが危機に陥った場合には、西方配備軍十五万の出番となる。即座に対応出来るように、テスタロッサの配下が待機中だ。

			　何より、ヒナタが迎撃に向けて動いてくれているので、対策は万全なのだ。

			　しかし、まだまだ油断は出来ない。

			　俺は集まった者達を見回して、会議の開始を告げた。

			


			　集まったのは、以下十七名。

			　秘書であるシオンにディアブロ。

			　総大将のベニマルと、政治面を任せているリグルドとカイジン。

			　軍団長として、ガビルとゴブタ。

			　顧問として、ハクロウ。情報担当のソウエイ。重要参考人として、ガドラも呼んでおいた。

			　そして残るは、テスタロッサ、ウルティマ、カレラの悪魔三人娘達だ。

			　帝国軍からは、カリギュリオ本人とミニッツ、そしてバーニィとジウの二人組が参加している。

			　俺を含めて、この場にいるのは十八名だな。

			


			　最初に自己紹介から入ったのだが、ディアブロと悪魔三人娘が〝原初〟だと知って、帝国チームが絶句していた。

			　その視線がとても痛かった。

			　済まない。悪いのは俺じゃなくてディアブロだ。

			　また苦情が入りそうな気配を察知した俺は、何事もなかった体で話を進める事にする。

			　それでは早速。

			「ええと、話せる範囲で構わないからね？」

			　俺はそう言って、物理魔法：神之瞳アルゴスで飛空船部隊を映し出す。事前にお願いしていた通りに、カリギュリオに帝国の現状を説明してもらうのだ。

			　監視用大スクリーンに映し出された映像を見て、帝国チームは動揺した様子を見せた。そんな中でもカリギュリオは平静を取り繕い、直ぐに説明に入ってくれた。

			　ある程度の詳しい内情は、ガドラから聞いて知っている。

			　あの爺さんは裏切りとかまるで気にしていなかったけど、カリギュリオは軍人だ。話せない事もあるだろうし、こちらがフォローする必要があるだろう。

			　把握している情報は伝えておいたので、それを踏まえての説明をお願いしておいたのだ。

			「承知致しました。それでは、説明させて頂きます」

			　俺が期待していた以上に、カリギュリオは理路整然と語ってくれた。

			　カリギュリオ率いる『機甲軍団』には『空戦飛行兵団』という部門があり、飛空船と呼ばれる最新航空戦力を四百隻保有していた。その内の三百隻が、他の軍団をイングラシア王国北部へと向けて運搬中なのだと。

			　各飛空船に搭乗可能な人員だが、最大で四百名。五十名もいれば操縦可能との事で、一隻につき三百五十名の運搬が可能との事だった。

			　ガドラから聞いていた説明通りである。

			　運搬されている戦力は、グラディムという帝国大将が率いる『魔獣軍団』三万名。ただし、彼等は相棒とも呼べる魔獣とセットになっているらしく、実質六万の戦闘要員を運搬しているようなものなのだそうだ。

			　後は、後方支援を行うサポート要員らしい。

			　そちらの指揮はザムドという名の少将に任せているとの事だが、非戦闘員らしいので、戦力としてはカウントしなくていいだろう。

			「ここでこんな話をするのは恥ずかしい限りなのですが、イングラシア方面へ出兵した者達は、大半が見習いです。飛空船の運用程度は問題ありませんが、実戦となると精度がかなり落ちるでしょう。本来は研究に従事すべき者達であるので、どうにか慈悲を与えてやって頂きたく……」

			　カリギュリオ曰く。

			　今回、我が国に向けて全戦力を投入したので、ライバルであるグラディム大将には非戦闘員しか貸し出さなかったのだと。そんな支援要員は三万名ほどらしいのだが、魔導師ウィザード級など皆無で、法術師ソーサラー級の者が大半なのだそうだ。

			　そして後は、飛空船のメンテナンスを行う為の技術者との事。出来れば殺さずに捕虜にして欲しいと、そう願い出てきたのだった。

			「貴様、ずうずうしいにもほどがありますよ！　他国に攻め込んでおいて、負けそうだから殺さずに助けてくれだと？」

			　シオンが激昂して叫び、カリギュリオが真っ青になって謝罪する。

			　まあまあとシオンを宥なだめる俺だったが、シオンの言い分が正しいと思ってしまった。その事はカリギュリオも十分に理解していたようで、自分の失言だったと謝罪している訳だが……。

			「そちらへの対応は俺達が行う訳ではないからな。状況次第では、諦めてもらうしかないな」

			「勿論、承知しております。リムル陛下の御心のままに──」

			　可能なら考慮するが、約束は出来ない。俺の蘇生魔法だって万能ではないし、状況によっては不可能だからだ。

			　それに、ルミナスの反応次第では、俺が口を出せる状況ではなくなる恐れもある。

			　グラディム率いる『魔獣軍団』の脅威も相当なものだと聞くし、ヒナタ達に甚大な被害が出ないとも限らないからだ。

			　そうなってしまったら、慈悲をかけている場合ではなくなるだろう。防衛戦力もかなりのものだから、決して負けないと思っている。だが、戦争に絶対などない以上、軽々しく約束すべきではないだろう。

			　という事で、その話はおしまい。

			　続いて、ドワルゴンの東部都市イーストについてだ。

			


			＊

			


			　俺は神之瞳アルゴスの映像を切り替えた。

			　映し出されたのは六万の軍勢。緊張感はなく、寛いだ様子で陣を張っている。

			　またもギョッとなっている帝国チームに向けて、俺は事情を説明する。

			「現在、俺とユウキの間では、不本意ながら同盟関係が成立している。ここで睨み合っているのも、実は単なるパフォーマンスだったりするんだよ」

			　俺がそう言うなり、ミニッツが自嘲する。

			「これは参ったね。最初から軍の一角が調略されていたとなると、俺達が勝利する可能性なんて皆無だった訳だな」

			　その言葉に頷くカリギュリオ。

			「そうだな。我が『機甲軍団』とグラディムの『魔獣軍団』がいなくなった瞬間を狙い、帝都へと牙を向ける。そうすれば、チェックメイトか」

			　実力だけではなく戦略的にも敗北していたと知り、二人の表情は苦り切っていた。

			　しかし、その発言に異を唱える者もいる。

			「それは違う。帝都には、皇帝を守護する者達が残っています。何度でも言いますが、覚醒した者は一軍に匹敵するのです。ユウキが反乱する可能性など、あの方ならばお見通しでしょうね」

			　バーニィの発言なのだが、マサユキの腰巾着だったイメージが強過ぎて、まるで別人にしか思えないな。

			「こっちがバーニィの素なのかな？」

			「あ、いえ。自分の素はどちらかと言うと、マサユキと行動を共にしていた頃の方です」

			　思わず口に出た質問に、バーニィは律儀にも答えてくれた。今の態度は軍人としてのもので、本来は砕けている、と。

			　ついでに、元はアメリカ人だったのだと教えてくれた。ちなみに、四十五歳。元は平凡な学生だったらしく、こちらに来てから教育された結果が今のバーニィなのだそうだ。

			　本人以外にはどうでもいい情報だが、俺にとっては少しだけ親近感を覚えるものだった。

			「まあ、そう言われてみればそうだよな。帝国には俺を殺せるような人物がいると聞いているし、普通なら詰みの状況が簡単にひっくり返されても、何ら不思議ではないものな」

			　考えてみればこの世界、量より質というのは実に厄介なのだ。どれだけの戦力を集めたとしても、たった一騎に勝てなければ敗北となる訳で……。

			　自分達もそれで勝利したからこそ、逆の立場になった場合についても考慮しておかねばならない。

			「それでは、私が行ってガツンと喰らわしてやりましょう！」

			　シオンが大太刀を手に豪語する。

			　それで勝てる保証などないので、当然却下だ。

			「クフフフフ、では私が」

			「却下」

			　ディアブロが負ける場面など想像出来ないけど、却下である。

			　俺の方針としては、絶対に勝てる状況を作り出すまで様子見する。これだけは徹底するように、もう一度全員に念を押しておいた。

			　ともかく、大事なのは情報だな。

			　情報不足による失敗は、数え上げたらきりがない。今度も同じ轍を踏まぬよう、入念に聞き取りしないとね。

			「それで、お前達がマサユキにくっついていたのは、怪しまれずに俺に近付く為だったんだろ？　正直、全然気づいてなかったから、あのタイミングでの襲撃は危なかったよ」

			　バーニィとジウに向けて話をふる。

			　ダムラダの命令だったのだろうけど、智慧之王ラファエルさんすら気付かなかった完璧な作戦だった。敵ながら見事と褒めるべきであろう。

			　俺を狙う機会は今までにもあっただろうに、ここぞという瞬間まで最高戦力を秘匿させておくなんて、なかなか出来るものではないと思う。今回は俺達の力が上回ったけど、下手をすれば立場は逆転していた。

			　そうなれば、まさに皇帝とやらの思う壺つぼだった。俺とベニマルを失った魔国連邦テンペストの軍勢は、混乱のままに帝国に蹂躙されてしまっただろう。

			「その点は俺の慢心です。迷宮内は安全であるとの思い込みがありました。戦争中は何時いかなる時も、常に危険であるとの意識を忘れぬようにしますよ」

			「俺もです。リムル様に近付く者は、もっと徹底して身元の調査を行うように致します」

			　ベニマルやソウエイはずっと気にしていたようだが、それを言うなら彼等だけの責任じゃない。

			　俺以上にあらゆる事態を想定して、警戒してくれていたのだ。俺の危機感が薄かったというのも、反省すべき点なのであった。

			「マサユキを守れというのが、ダムラダ様からの命令でした。理由は聞いていなかったので、情報が洩れようもなかったのかと」

			「私も同じです。同時に命令を受けた訳ではなく、別ルートから互いに正体を悟られぬようにしておりました。リムル陛下への暗殺指令が出た時に初めて、私はバーニィも〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟だったと知ったのです」

			　俺達の会話に、バーニィとジウが加わってくれた。黙秘権は認めているので、自主的に話してくれるのは有難い。

			　しかし、その発言内容には気になる点があった。

			「思い出したって事？」

			「いえ、自分以外の〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟と会った事がないので、命令が出て初めて、ジウもそうだったのだと知ったのです」

			「私も同じです。恐らくは、団長や副団長以外は、互いに正体を知らないのではないかと」

			　その答えを聞いて、俺は驚いた。

			　帝国内での最高戦力が、互いに互いの正体を知らないなんて、と。

			　どういう理由からそんな真似を？

			


			《解。裏切りを防止する目的であると推測します》

			


			　ふむふむ。

			　互いの正体を知らなければ、協力して下克上を狙う事も出来ない。徹底してるなんてものじゃないけど、それだけ警戒して皇帝の身の安全を守っているという事かな？

			「理解出来なくもないけど、無駄が多くて非効率な気がするな。仲間なら、最初から協力し合えば良かったのに」

			　俺がそう言うと、ガドラが苦笑するように意見を述べた。

			「リムル様、不敬を承知で発言させて頂いても宜しいでしょうか？」

			「勿論。そういうのは大歓迎だよ」

			　では失礼してと、ガドラが語る。

			「リムル様の御考えは素晴らしいのですが、用心深さに欠けておるとも言えますぞ。ワシはダムラダという人物について良く知っておるのですが、アレは狡こう猾かつな男でしてな。自分の配下の事もまるで信じておらず、石橋を叩いて渡るような慎重な性格をしておるのです」

			　やはり智慧之王ラファエルさんの読み通り、裏切り防止という線で正解みたいだ。秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人で、〝金〟しか信用していないような人物だと聞いていたけど、そのまんまの人物像だね。

			　そしてその正体は、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟の上位者か。

			「会った事はないけど、ヤバそうなヤツだな。ガドラを暗殺しようとした手並みからも、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟で間違いないと思っていた。その上、バーニィやジウに命令出来る立場なのだとすると、ダムラダが団長なのかな？」

			　そう問いかけると、ガドラから否定された。

			「いいえ、ダムラダは副団長でしょうな。団長は間違いなく、近藤達也タツヤ・コンドウの方だと思いますぞ」

			　確か、帝国情報局の局長で、ガドラが警戒していた人物の一人だったか。ガドラ自身、詳しく知らないと言っていた男だ。なので情報は少ないが、ダムラダの正体が判明した事でガドラなりに確信を得たのだろう。

			　そこまでバレているのかと、帝国一同は諦めムードだ。こうなっては隠す意味もないと思ったのか、バーニィとジウが有益な情報を口にしてくれた。

			　ガドラの予想は正しく、ダムラダは帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの副団長にして、序列二位なのだと。近藤が団長なのかどうかは不明だが、ダムラダが大物なのは間違いなかった。

			　ガドラ、グッジョブと思いつつ、話を聞く。

			「実は、今回のリムル陛下への襲撃ですが、ダムラダ様からの指示ではなく、団長からの秘匿命令でした」

			「私も同じです。マサユキの護衛という命令を上書きされたので、変だとは感じていたのです」

			　ジウが言うには、マサユキに信用してもらえるよう、一つの村を救出してもらうストーリーまで用意したのだと。マサユキに救ってもらった恩返し──という立場を得て、ようやく護衛の一人に加わったのだそうだ。

			「同時に正体をバラすなら、最初から協力して事に当たっていた方が良かった」

			「──私もその意見に同感です。絶好の機会だったのは間違いなかったので、貴方から疑われないようにマサユキを利用していたのだろうと信じていました……」

			　今思い返すと疑問点があると、バーニィは締めくくった。

			　二人の話に嘘がないと仮定して、総合的に考えるに、ダムラダと団長の思惑が違った可能性がある。全てのお膳立てをしたのがダムラダなのに、それを完全に放棄する命令を出すとは思えないからだ。

			　いや、成功率を高める為の犠牲、という線もないではないが、それにしても違ったやり方があったのではないかと俺も思った。バーニィ達が疑問に思うのは当然であり、そこに何らかの裏事情があったと思うのが自然であろう。

			「ところで、帝国の皆さんの中で、皇帝ルドラの顔を拝謁した事がある方はいます？」

			　ふと気になって、俺はそんな質問をしてみた。

			　挙手したのは、ガドラ一人だけ。

			「嘘だろ？　自分達が仕える人物の顔を知らないだと？」

			　ベニマルも驚いたのか、そんな呟きをこぼしている。

			「旦那はまあ、支配者らしくないわな。町で買い食いするほど気さくだし、誰とでも気軽に会話したりするしな」

			「おいおい」

			「けなしてんじゃねーさ。旦那と比べたら厳格な方だが、ガゼル王にもそういう面があるしな。だがよ、普通の王侯貴族ってのは、ちょいとばかし格式を大事にするもんなんだよ。下々の者には顔を見せないってヤツも、それなりにいると思うぜ」

			「そりゃあ、まあ」

			「カイジン殿の意見も頷けますが、腑に落ちぬ点もあります。護衛を任せるべき者達にまで顔を隠すというのは、少しばかりやり過ぎではないですかな？」

			「まあな。俺もその点についちゃあ、有り得ねえ話だと感じてるさ」

			　カイジンに対して意見を述べたリグルド。それに対し、カイジンもアッサリと同意した。

			「やっぱり、変っすよね？」

			「変というより、異常じゃな。バーニィと言うたか、一つ聞きたいのじゃが」

			　ゴブタに答えつつ、ハクロウがバーニィへと問いかけた。

			「何でしょう？」

			「皇帝を守護する立場にあるお主等が、どうして主君の顔を知らぬのじゃ？　それでどうやって、主君を守れるというのかのう？」

			　その鋭い眼光に晒されて、バーニィは気合を入れ直すようにして口を開く。

			「簡単な話ですよ。序列六位までしか陛下の顔を存じていないのです。団長と副団長は留守にしている事が多く、残りの四名が常に陛下に付き添っておられるのです」

			　その四名は四騎士と呼ばれているそうだが、バーニィやジウの知る限り、長き年月に渡って入れ替わった事がないほどの猛者なのだという。

			「つまり、お主達はそこまで信用されておらぬのじゃな。実力面でも、その四騎士に劣るという事かの？」

			　聞きにくい事をズバリと聞くハクロウ。

			　少し悔しそうに、バーニィが答える。

			「そう受け取ってもらっても構いません。確かに、私ではあの四名に勝つのも難しい。それだけではなく、陛下の傍らにはあの方がおられます。私では絶対に勝てない恐るべき御方、〝元帥〟閣下が。あの方には、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が全員で挑んでも勝てないと思いますよ」

			　また出たよ、強者っぽいのが。

			　現時点で、近藤とダムラダ、そして四騎士に〝元帥〟か。

			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟は九名だとして、バーニィとジウを除いて残り七名。数はピッタリ一致──いや、違うな。序列六位までで区切るのなら、〝元帥〟は別口だと考えるのが自然だ。ならば、もう一人別行動している〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟がいると考えるべきだろう。

			　つまり、警戒すべきはその八名だ。もしも近藤が団長と別人だったなら、警戒対象が一人増える事になる。実に厄介な話であった。

			　それがわかったのは収穫だが、俺が確かめたかったのは別の事だ。

			「実はさ、そこにいるガドラから聞いたんだけど、マサユキと皇帝ルドラの顔は瓜二つらしいんだよね」

			　俺の言葉にガドラが頷く。

			　それを見て、思案気に沈黙する一同。

			「ダムラダの命令は、『マサユキを守れ』だったんだよな？　それも、互いの事を秘密にしたまま、絶対に疑われたりしないように配慮して。そこまでしておいて、その設定を全て無視した命令が出たと。ダムラダと団長では、目的が違ったんじゃないかな？」

			　もう間違いないと思って、俺は自分の考えを披露した。

			　多分だが、ダムラダは本心からマサユキを守らせようとしていた気がする。その理由は不明だが、皇帝ルドラと瓜二つというのが絡んでいるのは間違いあるまい。

			「お前は、マサユキを利用していたと言っていたよな？」

			「ええ。守る理由に心当たりがなかったので。だから、団長からの命令も素直に納得したのです」

			「私も同じく。ダムラダ様からは、何も理由を説明されていませんでした」

			　俺に接近する為に、マサユキを利用していた。ダムラダがバーニィ達に命令していたのなら、その考え方で納得しただろう。しかし、団長とやらが出しゃばった事で、どうしても確認しなければならない疑問点が浮かんだのだ。

			「その団長ってさ、マサユキの顔について知っていると思う？」

			「ふーむ、難しいところですな。ワシの睨んでおる通り近藤が団長であるならば、知っておったと見るべきでしょう」

			「私共には事情は察せられませんが、近藤という男については存じております。油断ならぬ男で、帝国内の情報を全て握っていると噂されておりました」

			「〝情報に巣食う怪人〟というのが、情報局局長である近藤中尉に付けられた二つ名でしてな。我々軍部と情報局は犬猿の仲でして、ヤツの事は苦々しく思っていたものです。敵対行為を何度か仕掛けた事もあるのですが、そのことごとくが失敗に終わりました。その点を鑑みても、ヤツが只者ではない証拠となるでしょう」

			　カリギュリオはボカシて話そうとしていたのに、ミニッツは隠す気がまるでなかった。裏事情まで暴露して、近藤が危険人物だと説明してくれた。

			　ミニッツほどの男が手玉に取られたのだとすると、近藤とやらの実力は本物だ。

			「少なくとも、ワシでは勝てぬ相手でしたわい」

			　ガドラの爺さんだが、こう見えてかなりの強者である。俺の見立てだが、下手をすれば〝聖せい人じん〟に匹敵する強さだと思われた。魔素エネルギー量は低いものの、魔法技量レベルがずば抜けて高いのである。

			　そんなガドラが勝てないと断言する以上、近藤とやらは間違いなく〝聖人〟だと考えていい。つまり、ヒナタやガゼル王に並ぶ強者という事だ。

			　ついでに言うと、バーニィやジウも〝聖人〟だったし、カリギュリオだって覚醒していた。究極能力アルティメットスキルを使えないガドラでは、そんな彼等に勝てなかったと思う。

			　ともかく、近藤が強いのはわかったし、〝情報に巣食う怪人〟と呼ばれるくらいの事情通であるならば、マサユキについても把握していたと考えるべきだろう。

			「近藤がマサユキについて知っていたなら、ダムラダとは別の思惑があったのだろうな。バーニィ達の攻撃は、マサユキが死んでも構わないという勢いだった。ダムラダの命令とは矛盾するよ」

			　俺がそう言うと、バーニィが言い難そうに発言する。

			「……実は、団長からは『マサユキは用済みだから始末しろ』と命じられておりました」

			　バーニィやジウとしては、マサユキと一緒に旅をしている内に愛着も湧き、殺すのがためらわれたらしい。そこで、俺を始末した後に処分について検討する予定だったのだそうだ。

			　どこかに匿かくまえればそれで良し。無理なら無理で、魔法で記憶を奪う予定だったらしい。

			　ともかく、これで確定した。

			「マサユキには何かあるって事だな。アイツには悪いけど、当分の間は護衛を付けよう。ソウエイ、任せていいか？」

			「御意」

			　うむ。やはりソウエイは頼もしい。

			「ダムラダと団長には、別の思惑があると見み做なそうか。マサユキを守りたい者と、消したい者。その理由は不明だが、対立しているのは間違いなさそうだ」

			「そうですね。そこに付け入る隙があれば儲けものですが」

			「そこまで甘くはありますまい。じゃが、敵が一枚岩でないというのは朗報じゃな」

			　朗報と言えば朗報かな？

			　敵味方の識別が困難なら、どっちも敵として見做すしかないけど。まあ、それを見定める為にも、もっと詳しく話を聞くとしよう。

			


			＊

			


			　バーニィ達の事情はわかったので、次は帝国内での派閥について確認したい。と言っても、軍ではなくて上位者、究極能力アルティメットスキルを扱える者の動向だけは押さえておきたいと思う。

			「それじゃあ、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟について教えてくれ」

			　俺がそう言うと、バーニィが頷いた。

			「はい。私達〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟は、どの時代においても九名しかおりません。より強い者がその座に入る為、知り合いが蹴落とされているという事態もあり得るのです」

			　つまり、末端の強さはそこまで違いがない？

			「九位と十位では、入れ替わっても不思議じゃないって事か？」

			　そう問うと、バーニィが首を横に振って否定する。

			「序列十一位は、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟の補助要員です。そして序列十位は、スペア要員と呼ばれています。ですがそれは、あくまでも一時的なもの。〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟から脱落者が出た場合に、代行する役目を担っているのですよ」

			　九位と十位では、越えられないほどの大きな隔たりがあるらしい。それは多分、究極能力アルティメットスキルの有無だと思われた。

			　つまり、覚醒した上に究極能力アルティメットスキルを獲得出来て初めて、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟として認められるという事なのだろう。

			　ちなみに、バーニィが序列七位、ジウは序列九位だったそうだ。警戒すべきは序列一位から六位までと序列八位、それに〝元帥〟を加えた最低八名で正しかった。

			　ダムラダ派閥については、バーニィ達も知らないらしい。自分以外に誰が〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟なのかも知らなかったほどなので、その言葉も嘘ではないと思われた。

			　メンバー以外の情報も知りたいので、有益な話が出るのを期待しよう。

			「スペアである序列十位は、常に本国で待機しています。何かあったら直ぐに動けるように。そして、序列十一位以下の近衛騎士ロイヤルナイトは常に三人一組で行動しており、大きな事件の解決に従事しているのです」

			　バーニィの説明によると、序列十位もそこそこ強そうだった。究極能力アルティメットスキルを獲得していないだけで、覚醒した魔王に匹敵するほどかも知れない。

			　そして、残る九十名の近衛騎士ロイヤルナイト達にも、二十番台までと三十番台以降で隔絶した強さの差があるそうだ。

            　それでも、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンに所属する最低ラインが、〝仙せん人じん級〟へと至っているというものなのだ。上位者には〝聖人〟に近しい実力者もいるらしいので、東の帝国の総力を上げるならば、魔王複数を同時に相手取っての戦争を起こせそうだった。

			「何を言っておられるのですか。そんな我等を相手に、たった一人の犠牲者も出さずに勝利した御方が」

			　とは、ミニッツからの突っ込みだ。

			「そうなんだけど、百万の軍勢よりも帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアン百名の方が脅威ってのも、考えさせられる問題だな」

			「仕方ありません。所詮帝国軍は、目に見える形での武威なのです。本物の強さを理解出来ない愚か者の為に、目に見える形での暴力装置を必要としたのですよ」

			　バーニィがそう言って溜息を吐いた。

			　これは、西側各国に向けてだけの発言ではなく、自国──つまりは帝国臣民に向けての言葉でもあるのだろう。

			　自分達が納めた税金で安全を担保してもらう訳だが、たった百名の軍隊などと言われては不安が募る。無駄があろうとも、数を揃えるのには意味があるのだ。

			　それに、攻める時はいいが、守る際には数が要る。拠点の数が多くなればなるほど、防衛する為には数が必要となってくるからだ。

			　そういう意味でも、帝国の方針は理に適っていると言えなくもないのだろう。

			「昔はのう、軍隊の存在意義として防衛を主目的においておったようじゃぞ。精鋭のみで他国を攻め落とし、反抗の意志を根こそぎ奪う。その上で軍を派遣し、皇帝の名の下に統治を行わせておったのじゃ。しかしいつしか、最初に軍を派遣するようになっていった。何故なのかは疑問に思っておったのじゃが、その目的が覚醒者を生み出す事じゃったとはのう……」

			　そうじゃったのかとガドラも感心しているので、これはかなりの重要機密だったみたいだ。

			　そうなると、皇帝ルドラの目的も見えてくるな。

			「今回の遠征そのものも、勝利そのものが目的ではなかったんだろうな。実際にカリギュリオ殿は覚醒したのだし、他にも覚醒しそうな者達が何名かいた。この戦で手駒を増やす事こそが、皇帝ルドラの真の目的だったのだろう」

			　俺と同じ考えに至ったのか、ベニマルもそう意見を述べる。

			　それに頷き、バーニィがポロッと口を滑らせる。

			「今回の遠征には、覚醒しそうな対象者が複数名おりました。カリギュリオ大将だけではなく、ミニッツ少将やカンザス大佐、他にもクリシュナなどがそうですね。私が受けた指令では、覚醒者と協力して脱出を図るようにとなっていましてね。団長の読みがここまで外れたのを見るのは、これが初めてですよ」

			　バーニィはそう言って苦笑しているが、俺としては笑えない。もしもそれだけの人数が覚醒していたら、苦戦どころでは済まなかったからだ。

			　それに、帝国の目的が覚醒者を生み出す事だったと判明した今、俺達の読みが完全に間違えていた事になる。

			　俺はてっきり、帝国側が俺達を含めた西側諸国に勝利出来る確信があるからこそ、今回の戦争へと踏み切ったのだとばかり思っていた。智慧之王ラファエルさんの予測も俺と同じだったし、その考えに間違いないと思っていたのに……。

			


			《……告。情報不足により、定義付けに失敗しておりました。万全となるよう、再定義を行います》

			


			　智慧之王ラファエルさんから、ちょっぴり恥ずかしそうな気配を感じた。いやまあ、そこまで読み解けというのは高望みし過ぎだし、俺だってそんな無茶を言うつもりはない。

			　今回はドンマイだったねという事で、次に活かしてくれればそれでいいさ。

			


			《了。見落としがないように、情報の見直しを行います》

			


			　頼りにしてるよ、本当に。

			　帝国の今後の動きについては、智慧之王ラファエルさんの予測を参考にするとして。今は、判明した内容についての意見を纏めよう。

			「ルドラは覚醒した強者を集めていた。認めたくはないが、バーニィやジウにそうしたように、究極能力アルティメットスキルを与える事が出来るんだと思う。そして、俺を含めた〝八星魔王オクタグラム〟や、名立たる西側諸国の英雄達。これらを同時に潰せるだけの人数を集めて、世界を掌握しようとしていたんだろうな」

			　俺がそう口にすると、ベニマルやディアブロ達も同意してくれた。

			「厄介ですが、俺も同意です。それこそ、覚醒した者以外はどうでもいいと考えているんじゃないですか？」

			「ふむ。確かに、人間は弱い。ですが、究極能力アルティメットスキルがあるだけで、我等とも互角に戦えるようになるでしょう」

			「不本意だわね」

			「ボクも面白くないな」

			「まあいいじゃないか。それが有用だというなら、私達も習得すればいいだけの事さ」

			「でも、それだと戦いが面白くなくなるわよ？」

			「クフフフフ、それは古い考え方ですよ、テスタロッサ。持たざる者を相手にする場合には、使わなければいいだけの事。私はそう考え、既に究極能力アルティメットスキルを手に入れましたよ」

			「何ですって？」

			「ズルくない？」

			「抜け駆けは駄目だな」

			「持たぬ者共の嫉妬の感情、実に美味です！　これを与えるのが嫌で、私はギィを無視していたのですがね」

			　ディアブロって、かなりワガママだよね。

			　同意してくれていたと思ったら、話がどんどんおかしな方向へ向かっている。そろそろディアブロの暴走を止めないと、テスタロッサ達から不穏な気配が漂い始めてしまったよ。

			「話を戻しますと、リムル様の御考えでは、帝国の目的は強者の選別だった訳ですな？」

			「俺も旦那の考えに賛成だ。ガゼル王を筆頭に、ヒナタの嬢ちゃんやエルメシア陛下のような人外の強さを誇る方々もいる。そうした上位者の守護によって、世界の戦力バランスは保たれていた訳だしな。それを崩せるだけの数を集めてからが本番ってのは、俺にも納得出来る話だぜ」

			　リグルドとカイジンは、俺の考えを見事に読み取ってくれた。

			「なるほど。強者には強者をぶつけ、その手助けを行える者で周囲を固める。弱者は邪魔にしかならぬという考え方ですな」

			「酷い話っすけど、弱者的には楽が出来るっす」

			「そうよのう、強者だけで戦争が片付くなら、それは弱者に取っても幸せであろうな。じゃが、強者を生み出す為に犠牲を出すというのは、ワシの美学に反するがな」

			　ガビル達の反応を聞いて、カリギュリオやミニッツも苦い表情を浮かべていた。当事者としては、それがどれだけ非道な考え方なのか身に染みるのだろう。

			　そして俺も、ハクロウの意見が大事だと思う。

			　戦争はしたい者が頑張ればいい。弱者を巻き込むなど、言語道断だと思うのだ。

			　まあ、そうも言っていられない状況があるから、世の中難しいのだけれども。

			「そう言えば、ユウキの小僧が言っていたのじゃが、魔王ギィも帝国側の戦力増加が面白くないと考えていたそうですぞ。あの、最強とうたわれるギィが、どうしてそこまで警戒するのかと疑問に感じてはおったのですが……」

			　と、思い出したようにガドラが言う。

			　確かに、究極能力アルティメットスキルがあれば、ギィにも攻撃が届く可能性があるのだろう。警戒するのも当然なんじゃないかな。

			「ギィの目的は、魔王勢力による世界の統一ですからね。それに真っ向から対抗しようとする帝国とは、利害の対立以前の話でしょう。ですが──」

			「おかしいよね。あの傲慢なギィが、どうして帝国の存在を許容しているのかな？」

			「強者が集った方が戦いは面白いだろうが、ギィは意外と真面目だからね。動けるものなら直ぐにでも、自ら出向いて愚か者を消してしまいそうな気がするのだがね……」

			　ディアブロ、ウルティマ、カレラが、疑問を口にした。

			　それに答えたのはテスタロッサだ。

			「簡単よ。あの地には、ヴェルグリンド様がいるからよ。帝国に手出しすれば、ヴェルグリンド様の逆鱗に触れかねないもの。わたくしもそれが理由で、帝国内では大人しくしていたものね」

			　それを聞いていたカリギュリオが驚きの表情を浮かべ、ミニッツが小さな声で「あれで？」と呟いている。

			　テスタロッサが帝国で何をしていたのかは知らないけど、俺とは関係のないお話なのだ。昔の事まで俺のせいにされてはたまらないので、そこはスルーしておいた。

			　俺が気になったのは、〝ヴェルグリンド〟という名前についてである。

			　ヴェルグリンドというのは、もしかして──

			「意外です。原初の白ブラン──いえ、テスタロッサ殿が、〝燃え盛る神山〟に住まう〝灼熱竜〟を敬っていたとは」

			　テスタロッサから「何かしら？」と笑顔を向けられ、ミニッツが誤魔化すようにそう述べた。

			　それで俺も、ヴェルグリンドの正体を確信する。

			　この世界に四体しかいない〝竜種〟の一体にして、〝灼熱〟を司るヴェルドラのお姉さん。それこそが、帝国の隠し玉だったとは……。

			「敬っていた、というのは違うわね。わたくし達と〝竜種〟の方々との関係は、少々複雑なものでしたの。ですが、我等の主たるリムル様とヴェルドラ様が盟友である以上、その姉君達にも敬意を払うのは当然でしょう？」

			　えっと、つまり、俺とヴェルドラの関係がなければ、テスタロッサ達が〝竜種〟に敬意を払う事はなかったって話かな？

			「それじゃあテスタロッサは、ヴェルグリンドに勝てないから大人しくしていた、って事？　というか、ギィでも勝てないの？」

			「勝てるか勝てないかで言えば、勝てませんわね。ギィはともかく、わたくしでは勝利するのは不可能です。それは別に強さの次元での話ではなく、〝竜種〟という不滅の存在の理不尽さに対して、ですけれど」

			　理不尽の権化のようなテスタロッサに、理不尽と言わしめる〝竜種〟とは一体……。

			　ヴェルドラの高笑いが聞こえてきそうなので、絶対に本人の前では言わないで欲しいと思った。

			「そうだね。ギィにとっては〝竜種〟すら脅威じゃないけど、滅ぼすのは不可能なんじゃないかな？」

			「うーん、どうだろう？　少なくとも、魔法では無理だろうね」

			　殺しきれなければ勝利ではない──というのが、悪魔にとっての常識みたいだ。それならば確かに、〝竜種〟を相手に勝利は不可能だろう。

			　確か、ヴェルドラも言っていたっけ。

			　〝竜種〟は死んでも復活する、と。

			　悪魔達デーモンの場合は心核ココロを砕けば滅ぼせるが、〝竜種〟の場合はそれでも復活してくるって話だ。その場合は記憶の一部と人格がリセットされるみたいだけど……一部の悪魔達デーモンみたいに、記憶を保持したまま復活可能な〝竜種〟もいるのかも知れない。

			　そうであれば、文字通り〝不滅〟って感じだな。

			「そうか、そんな相手が帝国にいるのだとすれば、こちらからは迂闊に攻め込めないか」

			　ギィにとってはともかく、俺達にとっては脅威以外の何者でもない。何とも厄介なと思いつつそう言うと、カリギュリオ達が戸惑いながら顔を見合わせた。そして、カリギュリオを皮切りに、ミニッツ、ジウ、バーニィの順で発言する。

			「恐れながら、申し上げます。私の知る限り、帝国がヴェルグリンド様を守護竜として祀っているのは事実です。歴史を紐解いても、天使の襲撃より守護されたりしております。ですが──」

			「それはあくまでも、帝国がヴェルグリンド様への貢ぎ物を差し出しているからであり、気まぐれに縋すがっているだけでしかないのです」

			「あの、気高く美しい真紅の竜は、帝国の繁栄の象徴なのです。私達〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟は、ルドラ陛下に認められた後、必ず彼の竜への拝謁を行う事になっております。その場で顔と名前を憶えて頂き、絶対に敵対しないという意思を示すのです」

			「確かに、私もその儀式を行いました。敵対とか、有り得ない。あれは、人が勝てる存在ではありませんよ」

			　帝国とヴェルグリンドに繋がりはあるが、帝国側が何かをお願いする事など出来ないみたいだな。それと、バーニィの反応を見ていて、ちょっと気になる事があった。

			　いや、ちょっとどころではなく、メチャクチャ気になっていた。

			「あのさ、言いたくなかったら黙秘してくれても構わないんだけど、お前が誰も勝てないと言っていた〝元帥〟とヴェルグリンドが戦ったら、どっちが勝つと思う？」

			「──え？」

			「言い方を変えるか。もしかしたらだけど、その両者から似たような気配を感じたとか、そんな覚えはなかったかな？」

			「まさか……」

			　バーニィは俺の言いたい事を理解して、それを笑い飛ばそうとしたようだ。しかし、失敗して真顔になってしまった。

			　そんなバーニィの隣では、ジウが顔を青褪めさせて思案している。

			　もう間違いない気がする。

			　〝元帥〟の正体は、〝灼熱竜〟ヴェルグリンドなのだ。

			　魔王ギィが帝国を攻めないのは、ヴェルグリンドがいるからで間違いあるまい。

			　そして恐らく、帝国にはヴェルグリンドに並ぶ何らかの脅威がある。そうでなければ、ギィが動かぬ理由が弱いと思うのだ。

			　俺は大スクリーンに目を向けて、溜息を吐いた。

			「やれやれ、下手な手出しはヴェルグリンドを刺激する事になるんだな。軍勢を差し向けたりしたら、一気に殲滅されかねない訳だ。となると、ユウキ達と連携しての侵攻作戦なんて無謀の極みだな」

			　やっぱり、情報って大事だね。

			　ここでヴェルグリンドの存在に気付けた事で、地雷を踏み抜く前に踏みとどまれた。帝国との和平を勝ち取りたいのだが、逆侵攻など愚の骨頂という訳だ。

			「ヴェルドラ様の姉君が敵になるのだとすれば、俺達の中で勝てる者などいないかと。ヴェルドラ様に出向いてもらいますか？」

			　ベニマルの発言だ。

			　弱気に見えるが、これは冷静に判断した結果だな。

			　〝竜種〟というのは神をも超える存在であり、戦って勝てるという者の方が現実が見えていないものなのだ。

			「いやあ、それはどうだろう？　俺達の都合に、ヴェルドラを巻き込みたくはないかな」

			　姉弟で戦うのは嫌だろうし、ヴェルドラに頼むのは止めておこうと思った。そうなると、今後の対応をどうしたものか悩ましい。

			「ユウキの小僧にも、この情報を知らせてやらねばなりますまいな。展開させておる軍団も、いつまでもあのままにはしておけぬでしょうし」

			「そうだな。思いっきり戦略の見直しが必要になるし、ユウキとも連絡を取り合わないと駄目だろうな」

			　うーん、と頭を悩ませる俺。

			　その時、問題児ディアブロが爆弾を落とす。

			「どうやらギィも関係するようですし、呼び出しました。もう間もなく来ると思うので、ヤツからも話を聞こうではありませんか！」

			　は？

			　思わず俺も真顔になり、しげしげとディアブロを見つめてしまった。そこで照れた顔を見せられて、思わず殺意が芽生えそうになる。

			　この悩ましい時期にこの馬鹿は、何という余計な真似をしてくれるのか……。

			「呼んじゃったの？」

			「はい！」

			　はい、じゃねーよ！

			　そう憤いきどおりつつも、無視は出来ない。

			　ともかくこの場は解散として、俺はギィの来訪に備える事にしたのだった。

			


			＊

			


			　やって来たギィは、不機嫌そのものという様子だった。

			「よう、来てやったぜ。それにしてもよ、オレを呼び出すとはいい身分じゃねーか」

			　ごもっとも。

			　でも、それは俺じゃなくて、ディアブロに向けて言って欲しい。

			　荒々しく椅子に座るギィ。

			　機嫌を損ねぬようにと、貴賓館にある豪華な応接室に案内したのだが、早まったかも知れない。対応する相手を選び、本来ならば王侯貴族クラスしか案内しないのがここ、貴賓館なのである。

			　もしもここで暴れられたら大損害なのだ。

			　ここの調度品には、審美眼に定評のあるミョルマイル君が見繕ったものが飾られている。各国から流入してきた、かなりの価値がある美術品なんかも置かれていた。

			　俺の趣味にあわせてあり、派手派手しいものよりも奥ゆかしいものが多い。侘び寂びが感じられるあたり、ミョルマイルの高い感性が窺えた。

			　この域に達するには、リグルド達ではまだまだ年季が足りないだろう。美術品など触れる機会もなかったのだから、そう簡単には物の良し悪しなど理解出来ないと思う。しかしながらリグルドなど、「この場所は落ち着きますな」なんて言っていたから、案外趣味が合うのかも知れないけども。

			　それはともかくとして、ギィが暴れたらそれはその時。

			　他に持て成すに相応しい部屋がない以上、ある程度の被害は諦めるしかない。仮にも最強の魔王であるギィを一般の応接室に案内するなど、そんな命知らずな真似を出来る訳がないのだった。

			


			　椅子がミシリと嫌な音を立てていた。

			　香木を削り出した、木製の最高級品である。

			　柔らかいソファーもいいのだが、全てを受け止めるような木製椅子もなかなかの座り心地なのだ。

			　森林に囲まれた、大自然と一体化したような気持ちになれるのである。

			　壊れたらディアブロに弁償させるとして、他の皆を解散させておいて良かったと安堵する。

			　帝国チームは七十階層に戻ってもらった。ガビルを案内役としておいたので、アダルマンが不在の間の面倒を見てもらう予定だ。

			　ソウエイはマサユキの護衛の手配に。

			　リグルドは、迷宮内に避難させている都市部が円滑に運営されるように、関係各所への連絡を取り持ってもらっている。

			　カイジンはベスターと相談の上、先程の会議の内容をガゼル王に伝えてもらう事にした。隠し立てする気はないので、後から俺も連絡を入れる予定である。

			　そしてガドラは、ユウキとの情報交換を。今後の方針を決める為にも、現状を伝え合っておく必要があると考えたのだった。

			　ゴブタとハクロウは、別室にて待機してもらっている。何かあった時の対処の為に、悪魔三人娘達も待機組に交ざってもらっていた。

			　この三名も何を仕出かすかわからないので、ギィの前に出さない方が無難だろう。そう考えての措置であった。

			　てな訳で、応接室に移動したのは四名。

			　俺と、元凶であるディアブロ。後は、ベニマルとシオンだ。

			　対するギィ側は、三名の女性を引き連れての登場だった。

			　ギィの隣には、ミリムと似た顔立ちの女性が座る。

			　艶のある白い髪は輝きを放ち、その瞳は吸い込まれるような深い青。ビックリするような美人だが、見ようによっては幼くも見える不思議な女性だった。

			　ギィに気兼ねするでもなく自然な感じに座ったのを見るに、そこに上下の関係などない。

			　つまりは同格という事であり、そんな存在は限られるだろう。

			　恐らくは彼女こそ──

			「お前は初めてだったな。紹介するぜ、リムル。コイツがヴェルドラの姉、ヴェルザードだ。〝白氷竜〟という二つ名の方が通りがいいが、ま、覚えておいてくれや」

			「初めまして、魔王リムル様。私の名はヴェルザード。〝白氷竜〟ヴェルザードと言えば、御存じでしょうか？　弟がお世話になっているようでしたので、ご挨拶に伺いたいと思っておりましたの」

			　間違いなかった。

			　彼女こそがヴェルドラの姉にして、最強たる〝竜種〟の一体。

			　〝白氷竜〟ヴェルザードその人であった。

			　優雅に一礼する姿も美しい。

			　優雅に椅子に腰掛ける姿は、とても絵になった。

			　木の香りを堪能し、満足気である。

			　しかし──

			　上品な笑顔だが、俺の背筋には冷や汗が流れるような感覚が走っている。

			　ヴェルドラを見て〝竜種〟に慣れ親しんでいると思っていた俺だが、コイツはヤバイ。別次元の存在という方がしっくりくるほど、危険な感じの女性だった。

			　ヴェルドラも最近になってようやく、かなりの精度で妖気オーラをコントロール出来るようになった。俺もそれで完璧だと思っていたが、目の前に立つヴェルザードさんを見ると甘かったのだと理解させられる。

			　この人は、極自然に妖気オーラをコントロールしていた。一切の気配を感じさせない事からも、その支配力の高さが窺えた。

			　紹介されなかったら、決して〝竜種〟だと気付かなかっただろう。それどころか、人間だと信じて疑わなかったかも知れない。

			　ただし、その美貌と覇気は隠しようもないので、侮るなど有り得なかったけど。

			「あ、どうも。リムルと申します。これでも一応、魔王やってます。こちらこそ、弟さんにはいつも助けられていますよ」

			　何で俺は、こんな挨拶しか出来ないのか。

			　そして何故、こんな時には智慧之王ラファエルさんも沈黙してしまうのか。

			　不条理だと思いつつ、俺はにこやかな対応を心掛ける。

			「あらあら、謙遜が上手いこと。そんなにあの子を庇わなくてもいいのよ」

			　ヴェルザードさんは嬉しそうに、ころころと笑った。その途端、落ち着いていた雰囲気が霧散して、可愛らしい少女のような印象へと変わる。

			　正直、女子高生くらいにしか見えない。

			　やはりミリムとの血縁なのだと、強く再認識する。重苦しい空気が緩和されたので、その笑顔に救われる思いだった。

			　そして挨拶は進み、互いの面子を紹介し合う。

			　残り二人は、俺も会った事がある原初の緑ヴェールのミザリーと、初めて会う原初の青ブルーのレインだった。

			　相変わらず暗あん紅こう色しょくのメイド服を着こなして、一いち分ぶの隙もなくギィの背後に控えている。

			　ディアブロ達と同格らしいが、一歩引いた姿からはとてもそうは見えない。

			　それでも、〝原初〟なのだ。悪魔族デーモンの中でも最強であり、単なる悪魔公デーモンロードとは隔絶した存在であるのは間違いないのである。下手な対応をしてしまわないように、細心の注意を払うとしよう。

			　そう決意しつつ、慎重に紹介を終わらせる。

			　俺の隣に座ったベニマルはいいが、シオンの時は緊張した。ディアブロの時など、爆弾処理をしている気分を味わえた。

			　どうしてこの面子にしたのかと、反省しても後の祭りなのである。

			


			＊

			


			　皆が席についたのを見計らい、案内してくれたシュナにお茶の用意を頼んだ。

			　シュナは心得たもので、一切の動揺を見せずに仕事をこなしている。

			　いや、シュナだけではなく。給仕を務める者達は皆、相手が誰であっても関係ないとばかりに、普段通りに仕事をこなしていた。

			　プロになったものである。

			　これも全て、ベスターが厳しく鍛えてくれた成果であった。

			　シュナが運んでくれたお茶でひと息つき、本題へと移る。

			「今日来てもらったのは他でもない。ギィに聞きたい事があったんだよ」

			「ほう？」

			「えっとだな、帝国が攻めて来たから撃退した。で、今度はこっちから攻め込もうかと思っていたんだが、帝国本国にはヴェルグリンドが──あ、妹さんがいるという話を聞いたものでね。それに、色々と聞きかじった情報を総合して判断するに、お前と帝国の間には何らかの因縁があるんじゃないかって……」

			「ほう、良く気付いたじゃねーか」

			　俺の説明を受けて、ギィが嬉しそうにニヤリと笑った。

			　もう嫌な予感しかしない。

			　これ以上聞きたくない気持ちでいっぱいだったが、そういう訳にもいかないよね……。

			「お前はさ、帝国の戦力増強を邪魔したがってたもんな。ユウキを生かしたままにしておいたのも、それが目的だったんだろ？　西側諸国を滅ぼしたくないというのも本音だったんだろうけど、それだけじゃないよな？　〝ゲーム〟って言ってたが、お前は誰と勝負しているんだ？」

			　気にはなっていたけど、気にしないフリをしていた。

			　しかし、帝国にヴェルグリンドがいて、それと同等と思われる脅威が隠れ潜んでいるのだとしたら、聞いておかない訳にはいかない。

			　知らずに攻め込めば、俺の仲間に犠牲が出る可能性が高いのだから。

			　俺はギィの目を真っ直ぐに見つめながら、その問いを口にしたのである。

			「クックック。いいぜ、そこまで気付いたのなら教えてやろうじゃねーか」

			　もったいぶるでもなく、ギィはアッサリとそう答えた。

			　それがかえって怖いと思いつつ、俺は大人しく話を聞く事にする。

			「実はよ、オレはとある野郎と賭けをしてるんだ。ソイツがあんまりにも無茶な理想を口にするもんで、オレが現実を教えてやるってな。で、直接戦うのはナシにして、互いの持ち駒だけで勝負しようと決めた訳だ」

			　つまり、本人以外に戦わせて、相手の手駒を全部倒せば勝ち、って事か。

			「持ち駒ってのは……？」

			　もう、聞かなくても薄々気付いている。

			「フッ、お前等だよ」

			　だよね。

			　そうだと思ったよ。

			　人を勝手に手駒にするのは止めて欲しいが、ここで文句を言っても始まらない。こちらも割り切って、有益な情報を聞き出すとしよう。

			「それで、お前との勝負の相手ってのが、帝国の皇帝なのかな？」

			　間違いないだろうけど、確認だ。

			　ギィの隣にヴェルザードが座っているのだから、ヴェルグリンドの隣に座す者こそがゲームの対戦相手に決まっている。しかしそれが皇帝とは限らないので、ギィの口から正確に聞き出しておかないとね。

			「正解だ。帝国の皇帝ルドラはよ、俺が認めた好敵手ライバルなのさ」

			　隠す気なんてなかったみたいで、ギィが嬉しそうに教えてくれた。

			　自分のライバルだと言うくらいだから、そのルドラってのもギィと同等の強者って事かな？

			　勝てないよね、それ。

			　勝利への道筋の見えないゲームほど、参加するのが嫌になるものはない。

			「発言してもいいですか？」

			　頭を抱える俺の横で、ベニマルが恐れもせずに発言した。

			　ギィを前に、堂々たるものである。

			「いいぜ」

			「ではお聞きしますが、ゲームの勝利条件はどうなっているのです？　皇帝ルドラを倒さなければならないのか、それとも、彼の持ち駒を全て制圧するだけでいいのか、正確に教えて頂きたい」

			　ほほう、それは確かに大事だな。

			　俺はルドラを倒さなければならないと思い込んでいたが、手駒を──つまりは、帝国の戦力を無力化するだけで勝利となるのなら、そちらの方が勝算が高い。

			　まだまだ厄介な奴等が残っているけど、ギィと同格のヤツを相手にするよりはマシだと思った。

			「クフフフフ、ここでギィを始末する、というのも一つの解決策──」

			「「馬鹿か、お前は──ッ!!」」

			　思わず怒鳴った俺と、ギィの怒声が重なった。

			　疲れるわ、ホント。

			　ギィも俺と同じ気持ちだったのか、思わず頷き合ってしまったよ。

			　こんな事でギィとわかり合えるとは思わなかったので、その点だけはディアブロに感謝だ。だがしかし、ギィを怒らせかねない発言が大きくマイナスなので、評価点は大幅に下げておかないとね。

			　ともかく、ディアブロには暫く黙ってろと告げた。

			「それで、ギィ。ベニマルの質問への答えはどうなんだ？」

			　そう問うたものの、ギィは答えずに俺を見る。

			　その口元がニヤリと笑みを浮かべた瞬間、俺の中の危険察知が全力で警報を響き渡らせた。

			「リムルく～ん！」

			　うっわ、めっちゃ嫌な予感。

			　もうこれ、予感というレベルじゃないね。

			　ミョルマイルやヴェルドラが、俺に君付けで呼ばれた瞬間に微妙な顔をする理由がわかった気がする。今の俺も同じような表情を浮かべているに違いあるまい。

			「実は君に、頼みたい事があるんだよ」

			「断る」

			「まあ聞けよ」

			　お前こそ俺の話を聞け、と言いたい。

			　言いたいのだが、相手はギィだ。この横暴な相手を怒らせるのも得策ではないので、話を聞くしかないのが俺の立場なのだった。

			　ミョルマイル君なんて、微妙そうな表情ながらも嬉しそうに対応してくれるのに。俺の場合は、全力で拒否したいという思いでいっぱいだ。

			「お前には、ルドラの野郎を止めてもらいたい。倒せとまでは言わねーから、野郎の持ち駒をどうにかして、オレの勝利を確定させてくれや」

			　これ以上ないほどの悪い顔で、ギィが言う。

			　椅子から立ち上がり、俺の背後に回って。俺の肩を揉みながら、ギィは言葉を続けた。

			「やってくれるよね？」

			　俺の肩を揉む手に力が入る。

			　脅迫ですよね、これ？

			


			

			


			「その頼みを聞いたとして、俺に何かメリットはあるのか？」

			　断れない以上、より良い条件を引き出したい。

			　ギィ相手に無謀かも知れないが、出来るところまで交渉してみる事にした。

			「あのさ、お前のせいでオレが管理してた世界のバランスが壊れたんだけど、それについてどう思う？」

			「スミマセン」

			　一瞬で完敗した。

			　新しいバランスを構築しようと、今頑張っている最さ中なかではあるのだが、ギィ側の戦力の大半を奪ったのが俺なのは間違いない。

			　もっとズバリ言うと、テスタロッサ達三名を俺の陣営に取り込んだのが不味かった。ここでギィの依頼を断った場合、俺まで敵対者だと見做されかねない危険性が残っているのである。

			　仕方ない。

			　俺は諦めて、ギィの申し出を受け入れる事にしたのだった。

			


			＊

			


			　ギィが席に戻った時、丁度よくノックの音が聞こえた。

			　扉が開き、シュナが入って来る。

			　紅茶の香りが漂い、緊張感が薄れていく。お盆の上にはケーキも並んでおり、休憩タイムを取る事にした。

			　もう逃げられないと覚悟を決めたので、これは断じて問題の先送りなどではないのだ。

			　隣の部屋にも用意してあるらしく、秘書二人とメイド二人はそちらへ。渋るかと思ったが、思ったよりも素直に移動して行った。

			　シュナが淹れてくれた紅茶を飲む。

			　優しい味わい。テスタロッサの淹れてくれたものは完璧で完成された味わいだったが、これはこれで心が安らぐ感じでとても美味しい。

			「ほう、こいつはなかなか美味いじゃねーか」

			　いたくご満悦のようで何よりだ。

			「あら、本当だわ。このケーキも単に甘いだけではなく、何層にも変化するような奥深さがあります。芳ほう醇じゅんな香りも素晴らしいけど、苦味が甘味を引き立てているのね」

			　ヴェルザードさんにも好評なようで一安心。

			「それに、この部屋の趣味も好ましいぜ。オレもよ、こういう調度は好きなのさ」

			　意外な事に、ギィが褒めてくれた。

			　こいつは暴君で、侘び寂びには縁がないものと勝手に決めつけていた。先入観で他人を判断しては駄目だと、反省する必要がありそうだ。

			　考えてみれば、織田信長なんかもこういう趣味があったような気がする。身分を気にしなくていい茶室とかを好んでいたみたいだし、自分の心を見つめ直す時間を大切にしていたのかも知れないな。

			　いやまあ、俺の勝手なこじつけだけど、ギィをここに案内したのは正解だったようだ。

			　少し安堵した俺は、次の反応を引き出そうと発言する。

			「あ、そう？　気に入ってくれて良かった。ここに案内したのはお前が初めてだよ。この部屋は最上級の応接間でね、見栄を張りたい相手しか案内しないからな」

			「ああ？　お前はオレに見栄を張っているのか？」

			「ああ、張ってるよ。それをなくしたら、魔王なんてやってられんだろ。誇りを捨てられるくらいなら、最初から陰でコソコソして、それなりに楽しく生きていたよ」

			　先ずはジャブだ。

			　ギィの依頼を聞く前に、お前の言いなりにはならないという意志を示しておく。

			　この反応次第では、ギィへの対応を変える必要があった。

			　しかしギィは、俺の反応が過剰だと笑い飛ばす。

			「あっはは。オレ相手に腹の探りあいか？　面白いな、お前！」

			　面白くないが、やはり俺はギィの手の平の上で遊ばれている感じだった。

			「そいつはどうも」

			「まあいいさ、面倒はナシだ。オレの頼みだが、お前達にとっても無関係じゃない。このまま戦争を継続して、帝国を潰して欲しいのさ」

			　そこまで言って、ギィは優雅な動作で紅茶に口をつけた。

			　様になっている。まるでどこぞの王様のようであった。

			　いや、魔王だから一応は王様であっているんだろうけど。

			　しかし、ギィのヤツ。

			　ここにきて、直球で来たな。

			「つまり、ルドラを殺さずにルドラの手駒をゼロにしろってか？　ベニマルへの質問の答えを言い渋っている時点で、そんな予感がしていたよ」

			「まあよ。ゲームの勝利条件だが、そこまで厳密に定めちゃいねーんだわ。唯一決めてあったのが、『プレーヤーが互いに手出ししない』ってルールだけだったのさ」

			「相手が敗北を認めるか、死ぬか、それともゲーム続行そのものが不可能になるのか、勝利条件はどれでもいいって事だな？」

			「ま、そういう事になるわな」

			　またも紅茶を口に含みつつ、ギィが頷く。

			　曰く、帝国の皇帝ルドラとギィは、二千年以上争っているらしい。

			　争っていると言っても、直接対決はなし。それ以前は何度も手合わせしていたらしいのだが、ミリムが生まれて、〝星王竜〟ヴェルダナーヴァがいなくなってからは、互いに自重するようになったのだと。二人の戦いは世界への影響が大き過ぎて、いつしか本気を出せなくなっていたのも原因なのだそうだ。

			　ぶっ飛んだ話だが、目の前にいるギィを見ればホラではないと思えた。

			　そうして、現在に至るまで戦いが続いた、と。

			　ギィは世界の均衡を保ちつつ、手駒を増やしてきた。寿命の長い魔物が多く、ゆっくりと進化するのを待ち続けていたらしい。

			　しかし、〝八星魔王オクタグラム〟の中にさえ、ギィの本心を知る者はいない。ミリムでさえも、ギィとルドラのゲームについて何も知らないとの事だった。

			「じゃあ、何で俺に言うんだよ！」

			「ああ？　決まってんだろ。ここまでルドラを追い詰めたのは、お前が初めてだからさ」

			　ギィは俺が言うまでもなく、帝国軍が殲滅されたのを知っていた。まあ、あれだけ大魔法が連発されたのだから、ギィが気付かない方が不自然なのだけど……。

			「しかしよ、皆殺しにしたのは正解だぜ。ルドラの野郎の手駒が増えなかったからな」

			　やはり、ギィもルドラの行動目的を知っていたのか。

			　ギィの口から、正確な話が聞けた。

			　ルドラの目的はやはり、敗北という試練を与えて、生き残った者を進化させる事にあったのだ。

			　臣民が納得する理由を作りつつ、軍を鍛え上げてから脅威に晒して、生き残った者の中から進化する者を見出すのがルドラの基本戦術なのだとか。

			　その証拠に、前回の帝国遠征軍はヴェルドラに一網打尽にされた訳だが、その中から仙せん人じんへと進化した者が出ているそうだ。

			　ギィにしても、同様の策を取っていた。

			　覚醒に至らぬ者など、手駒としての利用価値がない。そう考えたギィは、魔王同士が争うのを黙認していたのだそうだ。

			　真なる魔王へと覚醒する者が多ければ多いほど、ゲームが有利になる。それが大前提であり、後は仕掛けるタイミングが問題だった。

			　相手より自分の方が確実に上だ──と、そう判断した瞬間が勝負の賭け時。これが意外にも難しく、また、邪魔が入ったりもして、今の今まで勝負が付く事もなく争いが続いていたのだそうだ。

			　ルドラにしろギィにしろ、壮大な長期計画で気の長い話であった。

			　この世界に生きる者達にとっては迷惑な話ではあるが、二人にとっては暇つぶしだったのだろうな……。

			「今回の場合もよ、ヴェルドラを相手に数十名でも生き残りがいたならば、その中から覚醒する者が出現する予定だったのだろうさ」

			　つまり、ルドラにとっては俺の事なんて眼中になし。ギィにとっては優秀な手駒、か。

			　ちょっぴり悔しいが、これが現実であった。

			「それで、この隙を狙って俺に帝国を攻めろと？」

			「やり方は任せるさ。言うまでもないが、見せかけの戦力なんざ意味がねーからな」

			　確かに、言われるまでもない。

			　武威を示しても脅しにならないのなら、犠牲者が増えるだけで戦略的な意味も皆無だし。軍勢を派遣するのは却下だな。

			「知ってるなら教えて欲しいんだけど、ルドラの手勢には警戒しなきゃならないような相手がいるのかな？」

			「さあな。オレはよ、自分の手札をどれだけ鍛えられるかに主眼を置いていたのさ。こっちが最強なら、相手の手札の強弱なんざ関係ねーからな」

			　強者らしい、傲慢な発言ですな。

			　コイツ、アレだな。

			　麻雀とかで、相手の捨て牌を見ないタイプだ。それで、こっちが楽勝とか思ったあたりで、平然と役満を上がっちゃうんだろうな。

			　まあ、マサユキなんかは幸運だけで天和テンホーとか引いちゃいそうだし、どっちもどっちだから相手にするのは避けたいよね。

			　ゲームの話から変な連想をしてしまったけど、話を戻そう。

			「どっちにしろ、俺達としても帝国とは白黒ハッキリさせる必要があるんだ。お前の頼みだからって訳じゃなく、俺は俺の信念に基づいて行動するさ」

			　このまま問題の先送りが出来ない以上、皇帝ルドラとは話をつけないといけない。だったら、こっちが有利な状況で出向く方が賢明というものだった。

			「リムル様、まさか自ら出向く気ですか？」

			　驚いたようにベニマルが言うが、ここは譲れない。

			「仕方ないだろ。ユウキ達を見捨てる訳にもいかないし、合流して、こっちが有利な条件で和わ睦ぼくを目指すさ」

			「危険では？」

			「どっちにしろ危険なんだって。仮にさ、誰かが出向いて和睦が成立したとする。お前、それを信じられるか？」

			　俺は無理だな。

			　そんなの、絶対に油断させる為の謀略に違いない。俺がのこのこ出歩いているところを狙って、密かに暗殺を試みるはずだ。

			　そうなると、俺はずっと警戒を続けねばならず、のんびり暮らすという目標が達成出来なくなってしまうだろう。

			　そんなのは御免被るので、ここで必ず決着を付ける必要があるのである。

			「それもそうですね。護衛は？」

			「勿論、お前だよ」

			　俺の言葉に、ベニマルがニヤリと笑う。

			「ならば構いませんよ」

			　その態度には、自分がいるから俺を守り切る、という自信が満ち溢れていた。

			　やはり、ベニマルは頼もしいのだ。

			　そんな俺とベニマルのやり取りを見て、ギィが面白そうに笑った。

			「あっはは。お前も面白いが、部下も楽しいヤツだな。何やら妙な気配もするし、まだまだ進化の余地を残してる感じだな」

			「まあね。ベニマルは俺がもっとも頼りにしている右腕だからね」

			「ほう、ディアブロの野郎じゃねーのかよ？」

			「ああ、アイツは強いんだけどさ、何というか、問題児なんだよね……」

			「わかるぜ」

			　ギィに深く同情された気がする。

			　しかも何故か、仲間認定までされたみたい。

			　ギィも苦労しているんだなと、その反応から理解したのだった。

			「それで、一つ確認しておきたいんだけど」

			「何だ？」

			「ルドラってさ、究極能力アルティメットスキルを他人に付与出来るよね？」

			　俺がそう問うと、ギィは感心したように目を細めた。

			「良く気付いたな。お前の言う通り、ルドラは面白い特技を持っていてな、自分の権能を他人に貸し与える事が出来るんだわ」

			　やっぱりか。

			「それで、その貸し与える為の条件がどんなものかわかるか？」

			　これが大事なのだ。

			　もしもギィがその条件を知っていたならば、帝国側の要警戒人物が絞り込めるだろう。今の認識では十名いないと判断してるけど、思い込みは禁物だしね。

			「安心しな。ヤツの権能も万能じゃねーのよ。貸し与えられるのは、劣化している限定的な権能だけなのさ。与える対象は、そうだな。最低でも覚醒していなきゃ、権能の受け皿にはなれねーわな。それに、オレも知らない条件があるみてーだし、それほど脅威ではないさ」

			　あわよくばと思って聞いてみれば、ギィがサラッと答えてくれた。これで、俺の知りたかった情報が揃った事になる。

			　というかだ。

			　究極の権能持ちを脅威ではない──と言い切れるのは、お前だけだと叫んでやりたい。

			　ひょっとすると、ミリムもギィの同類かも知れないけれど……。

			　そういう感覚の違いが、事態をややこしくするのかも知れないな。

			　出されたケーキを美味しそうに食べているギィを見て、俺はそう思いつつ憤ふん慨がいする。発言内容にマッチしていない姿にも腹が立つが、俺が頼みを引き受けるなり他人事になった感じも苛立たしい。

			　ちょっと待てよ、今、かなり重要な話をしているはずだ。そう思うのだが、なんかもう、密談終了の気配が濃厚だった。

			　悔しいので、俺も自分のケーキにフォークを突き刺す。

			　考え事をするには、糖分摂取は大事なのだ。

			　ギィに惑わされず、落ち着いて情報を整理する事にしたのだった。

			


			＊

			


			　静かな時間。

			　穏やかな空気が漂う。

			　しかし──

			　用事は終わったはずなのに、ギィが帰る気配はない。

			　シュナがそつなく、空になったギィのカップにお代わりを注いだ。残った茶葉から抽出が進まないように、サーブ用の別のポットに準備しておいたようだ。

			「お前、やるなあ！　ウチのボンクラ共では、ここまでは無理だぜ」

			「お褒め頂き、光栄です」

			　ベニマルは心配そうにしているけど、シュナは堂々たるものだ。ギィを相手に気圧される事もなく、平然と対応している。

			「ウチのミザリーとレインだが、しばらくの間お前の所に修行に出していいか？」

			「修行？」

			「ああ。このケーキを仕込んでやって欲しい」

			　魔王達の宴ワルプルギスで食べた彼女達の料理もかなりのものだったけど、スイーツにかんしてはシュナの方が一歩秀でていた。何しろ、吉田さんと競い合うように新作の開発に勤しんでいるから、どんどん腕前も上がっているのだ。

			　それが普通だと思っていたけど、かなりの贅沢だったのだと思い出した。というか俺、この世界に来てから今まで、やりたい放題だったんだなと実感する。

			　好きだった物を再現しようとしたり、美味しいものを食べれるようにしたり。

			　どれだけ情熱や技術があっても、材料が揃わなければ再現出来ないレシピだって存在する。吉田さんという優れた人材でさえも、我が国で生産された品質の良い酒類があって初めて、このケーキの再現に成功したのだった。

			　その事に感謝の気持ちを忘れないようにしよう。

			　それはそれとして、ギィへの返事をどうするかだな。

			　買いに来いと言ってやろうかとも思ったが、それくらいケチる事もないだろう。

			　そう考えた俺は、吉田さんから教えられた分は隠しつつ、俺達で開発したレシピだけを教える事にした。

			「シュナ、後で隣室にいる二人に作り方を教えてやってくれるか？」

			「はい、喜んで！」

			「材料もちゃんとしたものを使用しないと駄目だから、それについては今後取引しよう」

			　砂糖一つとっても、不純物が混ざらないように精製してある。俺の美味い物へのこだわりと、カイジン達の技術力が合わさって、前世に劣らぬほどの品質を実現させていた。

			　流通させるほどの量はないが、自分達が楽しむには十分な量を確保しているのである。そこに少しばかり追加して、ギィにも回せるように手配するとしよう。

			「いいのかよ？」

			「勿論さ」

			　これは本音だ。技術はともかく、製品にかんしては出し惜しみする気はない。

			　心配なのは、我が国にギィまで出入りするようになると面倒事が増えそうな点だが……しかしそれは、ミザリーのように〝転移門〟を扱える者がいるから大丈夫だろう。こちらで材料を用意しておけば、運搬については考慮しなくても済むはずだ。

			　そして、別の思惑もある。

			　ギィが俺達に有用性を見出せば、我が国の安全も担保されるのだ。外国との付き合いは、深ければ深いほど安全保障に繋がるものなのである。

			　互いが互いを必要とする事で、迂闊に武力行使へと発展させない為に。

			　経済圏とは即ち、強固な軍事同盟を結ぶに等しい。それが俺の持論なのだった。

			　ギィとは揉めたくないので、手札は多い方がいいのである。

			　何しろ、ここまで相手に気を使ったのは初めてだ。

			　いや、ヴェルドラに出会った時に続いて、二度目、かな？

			　勝てる勝てないは置いておいて、もしも戦いになったら面倒では済まされない。間違いなく実害が出るだろうし、余程の事がない限りはギィの意見を尊重するつもりだった。

			　今回のように無茶振りされる事もあるが、そこは甘受する他ないだろう。

			　もっとも、それにも限度がある訳だが……。

			　これまで何度か会話して思ったのだが、ギィは思っていたほど話の通じぬ暴君ではない。意外にも理性的で、物わかりのいい人物であった。

			　ディアブロの相手をしている姿からも、苦労性な面が垣間見えるほどだ。ちゃんと俺達の有用性に気付き、無茶な要求はしてこないと信じたい。

			　という事で、そろそろ帰ってくれないかな？

			　そうした俺のささやかな願いは、ギィの一言で無残に散った。

			「待て。帰る前に一つ、お前に聞いておく事がある」

			　何だよ、まだ何かあるってのか？

			「何かな？」

			「どうしてディアブロが進化してんだ？」

			　ドキッ!!

			　気付かれてないと思ったのに、ちょっと甘かったか。

			　だから嫌なんだよね、目端の利くヤツって。

			「えっと、それはですね……」

			　どうする？

			　どう答えれば、ギィが納得してくれる!?　

			「ディアブロだけじゃねーよな？　ラミリスの迷宮内だったせいで気配を探るのに手間取ったが、どうしてここには〝真なる魔王〟に覚醒した者が大勢いるんだ？」

			　笑顔で俺に問いかけるギィだったが、その目はまったく笑っていない。

			　下手な誤魔化しなぞ通用しないだろうな……。

			


			《解。主様マスターの権能である『暴食之王ベルゼビュート』で実験した成果だ──と言い切って問題ありません》

			


			　天の声キタ──ッ!!

			　よし、それでいこう。

			　流石は智慧之王ラファエルさんだ。こういう時は頼りになるぜ。

			


			「実は、な。帝国との決戦に向けて戦力の強化が出来ないかと思ってね、自分の力を色々と試していたんだ。そうしたら、俺の権能に面白い効果があると判明したのさ」

			「ほう。どういう効果だ？」

			　どういう効果なんだろうね？

			　俺も知らない。

			　教えて、智慧之王ラファエル先生!!

			


			《解。〝魂〟をエネルギーへと還元し、覚醒の資格を有する者へと付与する効果です。そうして強制進化を促したと説明すれば、個体名：ギィ・クリムゾンも納得してくれるでしょう》

			


			　まんまだな。

			　確かに、進化の儀式は『智慧之王ラファエル』の権能じゃなく、『暴食之王ベルゼビュート』の力を利用していた。なので、今の説明は何も隠し立てせずに、本当の事を言っているだけだ。

			　確かにそれが正解なのかも。

			「俺の権能である『暴食之王ベルゼビュート』は、人の〝魂〟をエネルギーへと還元出来るのさ。そして、それを他者に付与する事も可能でね。資格なき者には意味のない行為だが──」

			「ふむん。魔王種を得た者ならば、覚醒に至るという事か？　スゲエな」

			　説明に嘘がないからか、ギィはみなまで聞かずとも納得してくれた。

			　これも全て、智慧之王ラファエルさんのお陰である。

			「まあね。この世界の戦争では、数を集めるよりも個の力の方が重要だろ？　個人の能力を高めるのは当然だろう」

			「もっともだな。ところで、前から気になってたんだがよ、お前って普通じゃないよな？」

			「はあ？　普通だよ」

			「いやいや。普通はさあ、スライムって喋らねーんだよ。そこはスルーしてたんだが、ヴェルドラを懐柔した手腕といい、この町の発展ぶりといい、どう考えても普通じゃない。お前ってさあ、〝転生者〟だろ？」

			「ん？　あれ、知らなかったのか？　俺ってさ、こっちとは違う世界で死んで、その心を持ったままスライムに転生したんだよ」

			「マジで？」

			「マジで」

			　見詰め合う、ギィと俺。

			　というか、知らなかったのか。

			　その辺の話はとっくに知られていると思っていた。

			　別に秘密にせずに公言してるし、西側諸国でも有名になっている。ギィならば当然、把握しているものだとばかり思っていたのに。

			　相手が全ての情報を知ってると思い込むのも、考えものなのかも知れないな。

			　失言というほどでもないが、今後は気にする事にした。

			　コチラから迂闊な話題を提供して、下手に情報を与えないように気を付けないとね。

			「本当かよ？」

			「ええ、本当の事ですよ」

			「リムル様は嘘など申しておりません」

			　おいおい、どうしてそんなに疑うわけ？

			　本人を前にして、ベニマルやシュナにまで確かめやがって……。

			「あっははははは！　スゲーな！　魔物の癖に変わったヤツだと思っていたが、そんな事情だったとはな。界を渡っての転生ってだけでも珍しいのに、まさか魔物に生まれ変わったのかよ。お前もとことんついてねーな」

			　そう言って、ギィはゲラゲラと笑う。

			　そこまで爆笑する話でもあるまいに。

			「だが、それなら納得だぜ。〝魂〟だけで〝界かい渡わたり〟して自我と記憶を保てたのなら、そりゃあ心核ココロも鍛えられるだろうさ。お前が人の姿にこだわるのも理解出来るし、異常な早さで進化して究極能力アルティメットスキルを獲得したのも有り得るだろうな」

			　要するに、俺の心が強かったって事かな？

			　まあね。俺は自分で言うのも何だが、結構図太いからね。

			　諦めない、へこたれない、常に前向きに考えるっていうのが信条だし。

			「納得してくれたかな？」

			「ああ、怪しいヤツだと思っていたが、これでお前を信用してもいいと思えたぜ」

			　本気で失礼だな。

			　だが、許そう。戦っても勝てないしな。

			　それに、変に疑われて敵対視されるよりはマシだと考えよう。

			　これこそ、前向きな考え方ポジティブシンキングの手本なのだ。

			「それじゃあ疑いも晴れたようだし、聞きたい事も聞けた。そろそろお帰り──」

			「これ、お代わり」

			「はい、どうぞ」

			　さっさと帰ってもらおうと思い、そう言いかけた。しかし、ギィが俺の言葉を遮り、図々しくも二つ目のケーキを要求する。

			　平然と対応するシュナ。

			　仕方ないので、俺もお代わりを頼んだ。

			　ケーキの甘さに癒やされよう。そう思ったのだが、ギィがそれを許してくれなかった。

			「で、リムル君。さっきの話に戻ろうか」

			　何となくわかる。これは絶対に悪い話だと。

			「あん？　どの話だよ」

			「お前が配下を覚醒させた話さ。さっきの説明では、オレの下僕共にもお前の力を分け与える事が出来るように聞こえたんだが、どうなんだ？　実際に可能か？」

			　コイツ……。

			　もしかして、俺に似てるんじゃねーか？

			　抜け目ないトコとか、有用ならなんでも活用しようとするトコとか。

			　話が終わったと油断させてから、ズバッと斬り込んでくるトコとか。

			　いやいや、俺はここまであからさまじゃない──とは言い切れないかな？

			　ま、気にしたら負けである。

			　それよりも、ギィの質問に答えねばならない。

			　そこんとこ──

			


			《解。可能です》

			


			　あ、俺が心で質問するより早く答えやがった。

			　何だかちょっぴり寂しい気分だ。

			　何というか、もうお前の相手するの面倒なんだよ的な、そういう感じの意図を感じる。

			


			《解。そのような意図はありません》

			


			　何だか少し、怒っているような気配。

			　これ以上怒らせるのは不味いな。

			　俺には智慧之王ラファエルさんしか縋れないので、ここで見放されるとどうしようもないのだ。

			　それでは、真面目な質問。

			　ギィの下僕とやらには〝魂の回廊〟が繋がっていないんだが、それでも大丈夫なんだろうね？

			


			《是。〝魂の系譜〟に連なる魔物でなくとも、強制的な介入が可能となりました。対象が抵抗レジストしないというのが条件になりますが、覚醒の資格さえあればエネルギーの付与によって進化を促せます》

			


			　了解だ。

			　ならば、残る問題は後一つ。

			　俺が確保している〝魂〟の数だけだな。

			　何名覚醒させるつもりなのか知らないけど、肝心なものが欠けていては話にならないのだ。

			「問題ないと思うよ。やってみないとわからないが、多分、大丈夫だ。ただし、俺にはもう分け与えられるだけのエネルギーなんて残ってないけどね」

			　ギィを怒らせずに上手く断れるように、俺はそう答えた。

			　実際には十万と少し残っているけど、ギィには確かめようもないだろうし、これで諦めてくれるに違いない。

			「ほう。それはつまり、〝魂〟さえ用意すれば出来るって事でいいんだな？」

			「えっと……」

			　諦める気配なし？

			「実はオレもよ、ミザリー達に一万個ほどの〝魂〟を与えた事があるんだわ。けどな、何の反応もなく覚醒する気配もなかったから、てっきり無駄なんだと判断したんだよ」

			　〝魂〟をそのまま与えるとか、悪魔族デーモンって器用な真似をするよね。

			　しかし、それで覚醒しないものなの？

			


			《解。進化を促すには〝魂〟をあるべき姿へと変換させて、対象に適合させる必要があります。ただ与えるだけでは、〝魂〟の有効活用は不可能でしょう。また、他者に与える場合にはエネルギー効率が非常に悪くなる為、有効値は一割程度となっております》

			


			　なるほど。

			　〝魔王種〟を発芽させるには、正しい水やりを行う必要がある訳だ。まあ、正しいやり方を知っていても、出来るかどうかは別の話みたいだけど。

			　それじゃあ、配下が自主的に覚醒する方がいいのかな？

			


			《否。上位存在に〝名付け〟られた魔物は、その性質に変化が生じます。自力獲得した〝魂〟であっても、覚醒には至らないでしょう》

			


			　つまり、名付けられた時点で進化の道が閉ざされる、という事か。

			　資格を得るだけでも大変なのに、思わぬ落とし穴があったものである。

			　もっとも、大半の魔物は資格を得る事も出来ないだろうし、名付けによる進化も大概なものなので、良し悪しではあるだろうけど。

			　ともかく、名付けられた魔物は性質が変化するので、獲得した〝魂〟から自身に適合するエネルギーを抽出出来なくなる訳だ。ギィもそれを知らなかったみたいだし、智慧之王ラファエルさんの知識には恐れ入る。

			　まさに、先生と呼ぶに相応しい御方だよ。

			


			《……》

			


			　おっと、いかんいかん。

			　結構本気で褒めたのだが、褒め殺しと受け取られてしまいそうだ。ギィの質問への答えもわかったし、話を進めるとしよう。

			「ミザリーさんね。他にも試したっていうのは、レインさんかな？」

			「呼び捨てでいいって言っただろ」

			　それは許可ではなく、命令ですね。

			「今度からそうするよ。で、その二人だけど、〝名付け〟たのはお前なんじゃないのか？」

			「良くわかったな。その通りだぜ」

			「それが原因だよ」

			「ああん？」

			「上位存在に名付けられると、性質が変化するみたいなのさ」

			「……ふむ。そういう事かよ。それじゃあ、どれだけ〝魂〟を与えようが無駄だった訳だ。それで、お前なら相手の性質に合わせて、エネルギーを適合させられるってか？」

			　俺が必死に説明を受けたというのに、ギィの理解はとても早いね。しかも、文句なく正解だし。

			「そうなるかな」

			「それじゃあ、君にお願いがあるんだ」

			　そうなるよね。

			　だんだんギィの性格が読めてきたぞ。

			　猫なで声を出すギィだが、俺が断るとか絶対に考えていないんだろうな……。

			　ガツンと拒否ってやりたいけど、そんな真似は怖くて出来ない。そんな自分が可愛いと思う今日この頃、俺は仕方なくギィの願いを聞く事にした。

			「一応言っておくけど、必要なだけの〝魂〟があっても、資格がなければ進化しないぞ」

			「大丈夫、両者とも覚醒条件は満たしてるさ。だからよ、アイツ等を覚醒させてやってくれや」

			　今のままじゃカス過ぎて大して役に立たない──と、ギィはそんなふうに二人を評した。

			　ギィの判断基準はどこかオカシイようだ。

			　俺が聞いていた話では、ミザリーやレインはテスタロッサ達と同格の〝原初〟だったはず。それを、言うに事欠いて役に立たないとか……。

			　そんなギィを煽る馬鹿が身近にいるので、考えれば考えるほど不安になるね。

			　まあいい。

			　後は〝魂〟の数が足りるかだな。

			「覚醒させるのは、ミザリーとレインの二名だけでいいんだな？」

			「ああ。それで、どれだけの〝魂〟が必要なんだ？」

			　自己覚醒なら一万で、〝魂の系譜〟に連なる配下の場合は十倍の十万個。今回は関係のない第三者だから、もっと効率が悪いと考えねばならない。

			　それでは、必要な個数だが──

			


			《解。五十万個です》

			


			　五十万？　一体につき二十五万個か!?　

			　通常の二十五倍、系譜の魔物と比較しても二倍以上とはね……。

			　えらく多いけど、智慧之王ラファエルさんが言うなら必要なんだろう。

			「五十万個もあれば足りると思う」

			「あ？　それだけでいいのか？　なら、これ以上人間共を殺さなくても、オレが溜め込んでいる分量だけで足りそうだな」

			　持ってるのかよ。

			　というか、足りなかったら何をする気だったんだ!?　

			「あ、そうなの？　そりゃあ、良かった」

			　乾いた笑いしか出ない。

			　もしもの場合は、必死でギィを止める事になっていた。そうならなくて良かったけど、今までの犠牲者の数を思えば複雑な心境でもある。

			　価値観の違いと言ってしまえばそれまでだが……。

			　今後も利害で対立しないようにと、俺は密かに祈りを捧げたのだった。

			


			＊

			


			　ベニマルやシュナも緊張した様子で、俺とギィのやり取りを聞いていた。

			　この二人になら、ギィとの会話を隠し立てする必要はないという判断である。

			「という訳だから、お客さん達を呼んできてくれ」

			　ついでに、シオンやディアブロも。

			　ギィは上機嫌になり、ケーキを食べている。

			　三個目だ。

			　かなりお気に召したらしい。

			　俺に五十万個分の〝魂〟を渡すなり、自分の仕事は終わったかの如き態度であった。

			　これで条件が整ったのは智慧之王ラファエルさんに確認済みなのだが、釈然としないものを感じるのは俺の心が狭いからだろうか？

			　そんな事を考えていると、シュナがミザリー達を連れて戻ってきた。

			「流石は魔王リムル様、とても素晴らしいケーキでした」

			「惜しげもなくレシピを教授して下さるとの事、感激で御座います」

			　とは、ミザリーの絶賛とレインの謝辞である。

			　ちゃんと話が伝わったようで、シュナに対しても礼節を守った態度を取っていた。

			　こういう事で喜ぶのなら、つまらない世界を賭けたゲームなんてしなきゃいいのに。

			　世の中は、もっと驚きに満ち溢れていると思うけどね。

			　この二人は、メイドとして完璧に見える。

			　シオンのような壊滅的な味覚ではなさそうだし、あっという間に技術を学んでくれそうだ。

			　その前に、進化の儀式を行う必要があるんだけどね。

			「感謝の言葉は受け取った。これからも協力し合えるなら、俺としては望ましいと思っているよ」

			　協力し合う、というのが大事なのだ。

			　一方的では駄目なんだと、ちゃんと理解して欲しいよね。

			「お前等、リムルが力を授けてくれるそうだ。もっと感謝しとけ」

			　お前もな。

			　その言葉を飲み込み、俺はミザリー達へと笑いかける。

			「進化の際の注意だが、収穫祭ハーベストフェスティバルという眠りに誘われると思う。その状態で帰還するのは大変だろうし、数日の間だからここに泊まっていけばいいよ」

			　ギィ達だが、迷宮の外までミザリーの〝転移門〟で来ている。そこからラミリスの許可を得て、迷宮内部に御招待という流れだった。

			　進化の儀式を行ってからでは、帰るのも困難になるだろう。ギィがこの二人を連れ帰るほど優しいとも思えないので、ちゃんと部屋を用意しておくつもりなのだ。

			　それに──

			「宜しいのですか？」

			「勿論さ。だから、先にギィとヴェルザードさんを送り届けてあげてくれ」

			　これが狙いだ。

			　交渉も無事に終わったので、そろそろギィにはお引取り願いたい。

			「あん？　そこまで迷惑はかけられねーよ。その二人はオレが連れ帰るから、気にせずにさっさと力を与えてやってくれや」

			　えっ!?　

			　ギィの思わぬ反応に、俺は思わず驚きの声を上げかけた。

			　それは俺だけではなく、当の本人であるミザリーとレインまでも驚愕の表情を浮かべていた。彼女達の為にギィが何かをすることなどないと、その表情が物語っている。

			　それはつまり、ギィには何らかの思惑がある事を意味するのだ。

			　正直、迷惑だった。

			　俺の力をギィに見せたくないし、さっさと帰ってもらいたい。

			　というか……ここでふと、思い至る。

			　俺とギィには似ているトコがあるとか思っていたが、もしかしたら本当にソックリなのかも知れない。

			　俺だったら、相手が何をしているのか観察して、智慧之王ラファエルさんに再現出来ないか検討してもらうだろう。再現が無理でも、対策を練る為にも情報は必要なのだ。

			　そういう視点から判断するに、ギィも同じ事を企んでいる可能性が高い。ならば猶更、ギィに手の内を明かすのを避けねばなるまい。

			　というか、既にバレていたりして？

			


			《解。問題ありません。御命令通り『暴食之王ベルゼビュート』のみを前面に出していますので、他は隠し通せております》

			


			　流石だった。

			　智慧之王ラファエルさんにお任せすれば、ギィすらも欺あざむけるという事だ。

			　多分バレていないだろうというだけで、油断は出来ないだろうけど。

			　だからこそ、これ以上の情報を与えるのは避けたいよね。

			「いやいやいや、遠慮しなくていいって。客室はちゃんと余ってるから、気にせずどうぞ！」

			　ここは譲れない。

			　ギィの目的は間違いなく、俺の力を観察する事だ。

			　俺だけが手札を晒すなど赦されない。ここは何としても、この場からギィを追い出さねば……。

			　俺とギィは笑顔を向け合い、水面下では激しい心理戦を繰り広げる。丁度そんなタイミングで、部屋の扉が勢いよく開かれた。

			「探したぞ、リムルよ！　〝管制室〟の監視映像が消えてしまったから、もう一度映し出して欲しいのだ」

			「そうなのよさ！　アタシも協力して、世界の動向を監視してるんだからね！」

			　ヴェルドラとラミリスは楽しそうだね。でも、今はとっても大事な話し合いの最中なので、ちょっと空気を読んで欲しい。

			　それにさ、あそこは戦争目的で使う部屋でね、君達の遊び部屋ではないのだけど？

			　確かにまだ戦時中だが、君達はただ、大スクリーンでどこに遊びに行くかを調べたいだけだろうよ。

			　──と、色々言いたい事は山盛りだ。

			　しかし、原因は俺なので文句は言えない。

			　戦争が終わったら遊びに行こうか──と、この前ポロッと言ってしまったのだ。

			　それ以降、二人はどこに行くかの検討を始めた。

			　長年生きている割に、世界を旅した事のない二人。旅行というものに憧れでもあったのか、俺以上に乗り気になってしまったのだ。

			　そんな訳でこの二人は、俺の物理魔法：神之瞳アルゴスを利用して、暇があったら世界各地の景色を楽しむのを日課にしていたのである。

			　低コストで維持出来る監視魔法は、常時発動させたままにしておける。しかも、視点変更だけならば、誰でも簡単に扱えるようにしてあった。

			　世界中のどこでも映せるという訳ではないが、それなりに広範囲を映し出す事が可能なのだ。

			　ただし、使い過ぎれば魔法効果が消えるのが当然。

			「後で俺も行くから、それまで大人しく待っててくれ」

			　お客様がいる時は騒がないようにと、後できちんと指導してやらねばなるまい。

			　それが保護者としての責任というものだ。

			　俺だって一緒になって下調べしたいし──とかではなく、二人の今後の為を思って叱るのも大事なのだ。

			　それはともかく。

			　今の俺はギィとの交渉で忙しいから、とりあえずヴェルドラ達を追い出そうとしたのだが……。

			「あれ、ギィじゃん？　リムルに何か用事なの？」

			　ラミリスがギィに気付いた。

			　続いて、ヴェルドラも。

			「楽しそうね、ヴェルドラちゃん」

			「ぎゃわ!?　な、なな、何故ここに姉上がァ──ッ!?」

			「少しは成長しているかと思えば、相変わらず騒がしいのね。でも、人の姿になれるようになったのは偉いわよ。それに、封印が解けたばかりにしては元気そうだし、私も安心したわ」

			「あ、姉上もお元気そうで、我も嬉しいです……」

			　楽しそうな雰囲気が一変し、ヴェルドラがガチガチに緊張している。

			　優しそうに見えるヴェルザードだが、ヴェルドラにとっては違う感じに見えているようだ。

			「久しぶりに会えたのだし、ゆっくりとお話ししたいわね」

			「い、いや……姉上もお忙しいでしょうし、我も仕事があって、暇という訳ではありませんので……」

			「気にしなくてもいいのよ。ギィとリムル様のお話も長引きそうだし、ゆっくりと、お話ししましょう」

			　ゆっくりと、を強調するヴェルザードさん。ヴェルドラが言った「仕事があって」という部分は、完全にスルーする構えであった。

			　ヴェルドラは助けを求めるように俺を見た。

			　だから俺は、力強く頷いて見せる。

			　頑張れ、と。

			「リムル様、隣の部屋をお借りしても？」

			　ヴェルザードさんの綺麗な笑顔を向けられて、俺に断る事など出来ようか？

			　いや、出来ない！

			「勿論です。積もる話もあるでしょうし、どうぞごゆっくり！」

			　そう答えるしかないのだった。

			　さらば、ヴェルドラ。

			　僕達は君の雄姿を忘れない！

			　俺の助けが期待出来ないと知って、ヴェルドラはとても悲しそう。しかしその手は素早く動き、ラミリスをがっしりと掴んでいた。

			「ちょ、ちょっと師匠！　アタシは関係ないんですけど!?」

			「頼む！　我を一人にしないでくれ！」

			　その何とも情けない姿を見て、確信を得た。

			　ヴェルドラは、姉であるヴェルザードが苦手なのだろう、と。苦手というより、怖がってるようにも見えるけど……。

			　姉が苦手と言うと、俺の前世での友達もそうだった。

			『あいつ、暴君なんだよ……』

			　と、悟ったような目で愚痴っていたものだ。

			　〝竜種〟といえども、似たようなものなのだろう。

			　ちなみに、妹を苦手とする者達との間で激しい不幸自慢合戦をやっていたが、兄しかいない俺には関係ない話。どっちもどっちなのだろうな、というのが感想であった。

			　ヴェルドラからも、そんな彼等と同じ匂いがした。

			　ふと思いだす。

			　そう言えば以前、ヴェルドラと何気ない会話をしていた時の話だ。

			　旅行先をどこにするかで揉めていたのだが、ヴェルドラは頑なに北方へ行こうという案に反対していた。

			　あそこは寒いとか何とか言い訳していたが、寒さを感じないのに不自然だとは思っていたのだ。

			　今思えばそれは、ヴェルザードさんがいるのを知っていたからなのではなかろうか？

			　今にも死にそうな顔で扉をつかみ、必死になって行きたくないと駄々をこねているヴェルドラを見ていると、だんだん哀れに思えてきた。

			　俺の勘違いという可能性もあるし、下手に火傷したくないので見捨てるつもりだったが、少しだけ手助けしてみよう。それで無理なら諦めてくれと思いつつ、俺は話を切り出す。

			「確かギィ達って、イングラシア王国の更に北方に住んでたよな？」

			「ん？　ああ、こっちでは〝氷土の大陸〟と呼ばれている、極寒の地に住んでいるぜ」

			「あそこでは私が魔力を抑えていないから、生物が住める環境ではなくなっているのです。ギィが弱者を嫌うものだから、誰も寄せ付けないようにという配慮ですわ」

			　ギィだけではなく、立ち上がってヴェルドラの肩に手を置いているヴェルザードまで、俺へと振り向いて答えてくれた。

			　良いぞと思いつつ、問い返す。

			「ひょっとして、ヴェルザードさんの力って冷気系？」

			「──冷気、というのは正確ではありませんが、結果だけを見ればそう思われるかも知れませんね」

			　なるほど、ならば間違いない。

			　あれだけ自信たっぷりで、怖いもの知らずのヴェルドラに、苦手なものがあったとは意外である。

			「ヴェルドラってさ、ヴェルザードさんの事を苦手としているだろ？」

			「ば、馬鹿を言うでないわ！　我に苦手なものなど存在せぬ！」

			　強がるなよ、こんな時に。

			　そんなだから、被害が拡大しちゃうんだぞ。

			「そうよね？　だって私、ずっとお世話をしてあげていたものね」

			　一点の曇りもない笑顔でヴェルザードが言う。

			　自分が苦手とされているなど、微塵も疑っていないという様子だ。

			「生まれたてのヴェルドラちゃんが大暴れしていた時は、速やかに破壊して更生させたし。生まれ変わっても暴れた時は、動きを止めて大人しくさせたり、優しく説教してあげたりしたものだわ。人化も出来ない困った子だったから、被害が大きくなり過ぎだったもの。後始末オシオキしてあげていなかったら、もっと手が付けられなくなっていたでしょうね」

			　良い事をしてあげたという感じに、ヴェルザードが過去に行った数々の所業を語ってくれた。

			　涙なしでは聞くに堪えない話だった。

			　間違いなく、それが原因だ。

			「ヴェルドラ、お前、苦労していたんだな……」

			「わかるか、リムルよ。わかってくれるか！」

			　そりゃあ、苦手意識も生まれますわ。

			　悪意がないだけに、質たちが悪過ぎる。

			　この誤解というか、ヴェルザードの思い込みを解いてやらねば、ヴェルドラはずっと怯えて過ごす事になりかねない。

			　そして、ヴェルドラもヴェルドラだ。

			　強がり過ぎているせいで、ヴェルザードに逆らえなくなっている。やせ我慢も大概にしないと、人間関係が上手く行く訳がない。

			　この場合は竜種関係、かな？

			　まあ、それはどうでもいいか。

			「ヴェルザードさん、お節介を承知で言わせて頂きますが、ヴェルドラは貴女に苦手意識を持っています」

			「あら、どうして？」

			「一言で言うと、やり過ぎだからです。頭ごなしに強制して言う事を聞かせるのではなく、こうした方がいいと教え導く事で、自分から善悪を学ぶようになる。ヴェルドラだって、話せばちゃんとわかってくれるんですよ。だからどうか、暴力はナシで本音を語ってあげてくれませんか？」

			　何なら、今日は泊まって行ってくれてもいいから──と、俺はヴェルザードさんに申し出た。

			　暫し沈黙し、溜息を吐きつつ首肯するヴェルザードさん。

			　良かった。俺の提案を、ちゃんと検討してくれたらしい。

			「リ、リムルよ……」

			「良かったね、師匠！　だからアタシを放して欲しいワケ」

			「わかりました。よく思い出してみれば私、ヴェルドラちゃんの考えを聞いた事がなかったかも。この機会に、是非ともゆっくりお話ししましょ？」

			　ゆっくりお話しするのは変わらないのね。

			「わ、わかりましたぞ。お手柔らかに」

			　ヴェルドラも落ち着きを取り戻し、観念したようである。

			　これで、姉弟の間にあった溝がなくなればいいのだが……。

			　今度は抵抗せず、ヴェルドラも隣の部屋へと去って行った。しかしその手にはラミリスが捕獲されたままだったのだが、それは見なかった事にしておこう。

			「ちょ、ちょっと!?　本当にアタシ、関係ないんですけど!?」

			　そんな声が聞こえたような気もしたが、部屋の扉が閉じると同時に聞こえなくなった。それは気のせいだった事にして、俺は残っているギィへと向き直ったのだった。

			


			＊

			


			　騒がしかったヴェルドラ達が去った後、急に静かになった。

			「さて」

			　と、ギィが呟く。

			　俺はゴクリと唾を飲み込み、次の言葉を待った。

			「ヴェルザードのヤツもゆっくりしたいみたいだし、今日は泊まらせてもらうとしようか」

			「わかった。それじゃあ、三人分の部屋を用意するから、安心してくれていいよ」

			「あん？　何で三人なんだよ」

			「え、いや、だってお前は帰るんだろ？」

			　帰って欲しいなと思いつつ、そう問いかける。

			　しかし、その期待はアッサリと裏切られた。

			「馬鹿言うなよ。オレとお前の仲じゃねーか。今日は世話になるぜ」

			　だからさっさと、ミザリー達の進化を行え──と、その目が雄弁に物語っていた。

			　ぐぬぬ、このままではギィの思うつぼだ。

			「いやいや、どうせなら今度ゆっくり、最高のおもてなしをしたいからね。だから今日のところは──」

			「お前さっき、部屋は余ってるって言ってたよな？　オレも多少の事は我慢するから、空いてる部屋ならどこでもいいさ。この前言ってた天てん麩ぷ羅らとかも食べてみてーしよ、そういう事で一つ頼むぜ」

			　負けた。

			　ここまで言われてしまったら、もう断る口実はない。

			　かなり重要な手の内を一つ晒す事になるが、断って角が立つよりはマシだろう。

			「わかった。それなら、空いてる中では最高の部屋を用意するよ。晩御飯も、期待に応えて天麩羅を手配しよう」

			　俺はそう頷き、シュナへと目配せする。

			「承知しました。それでは、準備しておきますね」

			　シュナはニッコリと笑顔で答え、丁寧に御辞儀して部屋を出て行く。代わりにハルナさんが入って来て、何も言わずに部屋の片隅に控えてくれた。

			　空気のように気配を感じさせない様は、熟練のメイドそのものだ。ミザリーとレインも感心した顔をしているので、一流と評して問題なさそうだった。

			　俺との攻防に勝利して、ギィはとても満足そうだ。

			　悔しいが、ここは諦めて──そう思った瞬間、それまで沈黙を守っていたディアブロが口を開いた。

			「クフフフフ、そうですか。今日は泊まるのですね、ギィ？」

			「あん？　そうだが──」

			「なるほど。それでは、時間はたっぷりとありそうですね」

			「お前、何を言って……」

			「いえいえ、丁度いいなと思ったのです」

			「丁度いいだと？　何がだ？」

			「私の方でも以前のお話の続きがありますし、貴方も大昔に、究極能力アルティメットスキルについて自慢していたでしょう？　それを今日、詳しく聞いておきたいと思ったのですよ」

			　おお!!

			　やるじゃん、ディアブロ。

			　一気に形勢が逆転し、ギィが押されているぞ。

			　このチャンスを逃がす手はない。

			「そういう事ならディアブロ、奥座敷にギィを案内してやってくれ。今日はそこでゆっくりと、二人して語り明かすといいよ！」

			「ありがとうございます、リムル様。その御心遣いに、感謝の言葉しかありません」

			　そう言うなり、ディアブロがギィの肩に手を回す。

			「え、ちょ、待てよ！」

			「待ちません。行きますよ」

			　ギィは案外、攻められると弱かった。

			　有無を言わさぬディアブロによって、あっという間に連れ去られて行ったのだった。

			　ディアブロも、思わぬ役に立つものである。

			　ギィが消えた今、俺も安心して力を行使出来るというものだ。

			　いつ帰ってくるかわからないし、さっさと儀式を終わらせるとしよう。

			　俺は早速、ミザリーとレインに魂を注ぎ込み、進化を促した。

			


			《告。規定量［十万個の魂］に到達、個体名：ミザリーの進化が開始しました》

			


			　ん？

			　あれれ、おかしいぞ。

			　ギィからは五十万個も受け取ったのに──

			


			《続いて、個体名：レインの進化を促します……成功しました》

			


			　減った魂は合計して、二十万個だった。

			　あれ？

			　資格さえあれば、魂の繋がりがなくても進化させるのが可能って事かな？

			　──って、おい！

			　それ以前の話だぞ、これ。

			　お前、三十万個も余ってるけど、ひょっとして──!?　

			


			《告。コツを掴んだ為、必要数が想定よりも少なくなっております》

			


			　そうか、コツを掴んじゃったか──って、そうじゃねーだろ！

			　そんな言い訳が通用しないくらい、大量の〝魂〟を貰ってるじゃねーか!!

			


			《解。個体名：テスタロッサ、ウルティマ、カレラの三名についても、必要量としてカウントしておりました》

			


			　何してくれてんのッ!?　

			　無茶苦茶だよ、智慧之王ラファエルさんってば。

			　恐れ知らずかよ。

			　魔王ギィ・クリムゾンを相手にして、手玉に取る気満々じゃねーか！

			　いや、待てよ？

			　それって、バレた時に恨まれるの、俺じゃねーか!!

			


			《解。問題ありません》

			


			　いや、問題だらけだよ。

			　ちょっと今、お前の事が怖いと思ったよ。

			　これだから、怖いもの知らずは恐ろしい。

			


			《否。想定よりも〝情報子〟を扱う技量レベルが上昇していただけの事です。余剰分は報酬であると考えられます》

			


			　いや、どうだろ？

			　ちょっと無理があると思うけど……。

			　ヤクザ相手に詐欺を働くよりも怖いよね。

			　もしもバレたら、滅ばされても文句は言えないだろう。

			　汗をかかないから動揺が顔に出ないけど、内心では冷や汗が止まらないよ。

			　スライムで良かった、と久々に思ったのだった。

			


			　その夜は宴会となった。

			　ギィは若干不満そうだったが、俺に文句を言ってくる事はなかった。

			　それどころか、感謝の言葉まで頂けた。

			「色々と言いたい事はあるが、今日は疲れたからな。進化は成功したようだし、礼を言っておくぜ」

			　本当に、とても疲れた表情をしていた。

			　何故だろう？

			　ギィとは対照的に、ディアブロが生き生きしている。

			　不思議だね。

			「いえいえ、どういたしまして」

			　関与しない方が賢い。

			　俺は何も気付かないフリをして、その話題には触れずにおいた。

			　料理には満足してもらえたし、温泉で機嫌も直った模様。ヴェルザードもヴェルドラと会話して御機嫌だったし、突発的な接待としては及第点だったと思われる。

			「また来るぜ」

			「その時は、全力で接待させてもらうよ」

			「楽しみです。私達の国は寒いから、温泉というのはとても癒やされました」

			「気に入ってくれたみたいで、俺も嬉しいです。またのお越しを楽しみにしてますよ」

			「あら、お上手ね。またヴェルドラちゃんとも会いたいし、次はゆっくりとお邪魔させてもらうわね」

			　そのヴェルドラだが、今は姿が見えない。

			　何故ならば、ヴェルザードと迷宮で手合わせしたらしく、満身創痍で動けなくなっていたからだ。

			「クックック、クアハハハ！　少々手加減してやったから、次は容赦せぬと伝えておいてくれ」

			「本当に伝えてもいいのか？」

			「ゴメンナサイ」

			　とても小さな声で何か言い訳してたけど、俺は優しいから聞き流してやったのだった。

			　ま、ヴェルザードさんも本気じゃなかったみたいだし、あの程度の怪我なら数日で完治するだろう。逆に言えば、ヴェルドラが怪我を負う姿などクロノアの時ぐらいな訳で、改めて〝竜種〟という存在の強さを再認識したのだった。

			　帝国にも、ヴェルドラのもう一人の姉がいるのだ。

			　ちゃんと対策を考える為にも、後ほど智慧之王ラファエルさんに頼んで竜種同士の戦闘情報を見せてもらおうと思ったのである。

			


			＊

			


			　ギィ達は有益な情報を残し、帰って行った。

			　その情報を参考にしつつ、今後の方針についての検討を再開するとしよう。

			　そう意気込んだ俺の下に、慌ただしくやって来る者がいた。

			　ミョルマイルである。

			「おお、リムル様！　ここにおられましたか。探しましたわい」

			「どうしたんだ、そんなに慌てて？」

			「慌てもしますぞ。姉御がお出でで、リムル様を呼んで来いと仰せです」

			「姉御が!?」

			　俺は驚き、慌てて出向く事にした。

			　行き先は、一等地にあるとある旅館だ。姉御が来るのはいつもソコだと決まっているのだった。

			　姉御というのは隠語であり、俺とミョルマイルの間だけで通じる言葉である。そう、名前を呼ぶと何かと問題がある人物を、姉御と呼んでいるだけなのだ。

			　その人物とは勿論──魔導王朝サリオンの天帝、エルメシア・エル・リュ・サリオンその人であった。

			　そして別の名を、俺達〝悪巧み三人衆〟のエルという。

			　俺が、リム。

			　ミョルマイル君が、ガド。

			　エルメシアさんが、エルだった。

			　立場的には、エルが一番上で俺が二番目。ガドが三下役で、本人達もノリノリで付き合ってくれている。

			　そんなエルからの招集ならば、駆け付けない訳にはいかないのである。

			　だけど、今は戦時中だって知ってるはずなんだけどなあ……。

			「今って俺達は戦争中なんだけど、エルさんにも知らせてあるよね？」

			「勿論ですわい。次に来るのは落ち着いてからになると、本人の口から聞いておりましたぞ」

			　実はミョルマイル君、俺よりもエルメシアさんとの付き合いが多い。忙しい俺に代わり、色々と交渉関係を取り持ってくれていた。

			　それは表と裏、両方にかんしてである。

			　表というのは、魔導王朝サリオンとの正式な外交関係についてだ。これについては俺自身ノータッチで、全てミョルマイル君やリグルド達にお任せであった。

			　工事の進捗や物流の取り決め事。各種関税や、その他の権利関係の取り纏め。互いの国の商人や逗留に訪れる旅行者の、安全保障等々について。これでもかというほどに雑多な確認を何度も繰り返し、互いに納得のいく条件へと落とし込む。

			　そんな気が遠くなりそうな交渉を、文句も言わずに頑張ってくれていた。

			　それに対して裏の関係とは、俺達〝悪巧み三人衆〟の本領発揮とでも言うべき悪事にかんしてである。悪事というと人聞きが悪いが、決して褒められる内容ではないのは事実であった。

			　その悪事とは何なのか？

			　それは、新たに誕生した巨大経済圏を牛耳る事だった。

			　………

			　……

			　…

			　最初は単なる飲み仲間だった俺達三人。しかしいつしか商売関係の相談をするようになり、気が付けば国家運営の重要事項までも語り合うようになっていた。

			　俺の口が軽かったのも悪いが、止めなかったミョルマイル君も同罪だ。それに、俺達だけが愚痴ったワケではなく、エルメシアさんだってかなりの機密を洩らしてくれている。

			　油断するのも仕方ない。

			　酔っ払いって怖いよねと、三人揃って酒のせいにした。

			　この関係は勿論極秘である。

			　三人だけの秘密。

			　当たり前だ。

			　こんな話をしているとバレたら、メチャクチャ怒られるのは間違いないからだ。

			　俺だって皆から無言の圧力をかけられるだろうし、ミョルマイル君なぞ胃に穴が開くレベルで責められるだろう。

			　エルメシアさんも、エラルドあたりから嫌味を言われるに違いなかった。

			　という訳で、三人の結束は固い。

			　〝悪巧み三人衆〟として、立場を越えた友ゆう誼ぎを結んでいるのだった。

			


			　そんな俺達の関係が本格的に始まったのは、思い起こせばロッゾ一族との戦いに勝利した頃にまで遡さかのぼる。

			　ロッゾ一族が衰退した当時、西側諸国の裏組織は壊滅状態に等しかった。纏め役がいなくなり、群雄割拠の様相を呈し始めてしまったのだ。

			　これはいけないとテスタロッサに治安維持を命じていたので、そこまで大きな混乱は生じなかったけど、放置出来るような状況とも言い難かった。

			　各国の警察──というか、軍──が手に負えない場合だけ、密かに手助けさせていた。

			　そこで問題になったのが、犯罪者達の扱いについてだ。

			　各国の軍が手に負えないというのは、犯罪組織からの報復があるからである。下手をすると、地方領主が元締めなどというパターンまであり、犯罪を明るみにするのがためらわれる場合もあった。

			　勿論、犯罪を野放しには出来ないのだが、追及すると内乱が勃発する可能性まである。それを恐れて、国家としては手出し出来ない。黙認するしかない、という状況が多かったのだ。

			　こうした事態で悩んでいた俺は、ついポロッと旅館に入り浸っていたエルメシアさんに愚痴ってしまった。

			「もっと楽しい事で相談して欲しいものねえ」

			　と、最初は乗り気ではなかったエルメシアさん。しかし、俺の言葉を聞く内に、だんだんと目の色が変わってきて、身を乗り出して詳しい説明を求めてきた。

			　俺の説明とはつまり、俺だけでなくエルメシアさんにとっても利のある話だった。というか、興味を持ってもらおうと、またも夢物語を語ってしまったのだ。

			　経済と犯罪は、切っても切れない縁がある。

			　富める者と貧しき者、格差が広がれば妬みを生み、治世にまでも影響が出かねない。貧しき者達の受け皿として犯罪組織が肥え太り、国家を乱す原因となりかねない訳だ。

			　ミョルマイル君も、元はそうした裏社会のドンだった男。身に染みていたのか、俺の説明に理解を示してくれた。

			　大事なのは、受け皿を用意する事。

			　どれだけ落ちこぼれても犯罪に手を染めなくてもいいように、誰にでも出来る仕事を用意してやるのが肝要なのだ。

			　それが普通なら軍隊だったりする。

			　軍隊内での仕事は多岐に渡り、常に人材を求めているもの──なんだろうけど、国家が貧しければそれもままならない。

			　そこで、俺達の手で陰から支援を行おうという訳だ。

			「先ずは、犯罪組織を作る。各国で潰した組織を吸収し、既に下地は出来上がっているんだ。今は泳がせている組織も、その内には一網打尽にしようかと考えている」

			　と、酔った勢いで絵空事を述べた俺。しかしこれが、エルメシアさんの興味を引く事に成功する。

			「なるほどねえ。西側諸国には、秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟に対抗出来るほどの組織は存在しないものね。衣食住の保証さえしてあげれば、組織に忠誠を誓う者も多いと思うわねえ」

			　ここまでは乗り気ではなかったエルメシアさんだが、次の発言が決め手となった。

			「だろ？　これで貧民側への配慮をしつつ、次に行うのは富裕層への対応だ」

			「ほーん？」

			「グランベルが死んだ今、ロッゾ一族の衰退は間違いない。今は余力がある組織も、いずれは弱体化していくはずさ。その後釜を狙って、俺の企画が動き出すって感じ」

			「企画ですって？　聞かせなさいな」

			「アレですな。以前仰っていた、ブルムンド王国を産業集積都市として機能させるという案。フューズ殿も準備を進めてくれており、人員の確保も進んでおりますぞ」

			　ミョルマイルにも、この一大構想について相談していた。共存共栄を果たす為にも、周辺諸国との利害調整は重要だからだ。

			「ドワーフ王国の工業、ファルメナス王国の農業、サリオン王朝も工業かな。競合しないように調整する必要はあるけど、そうした産業はブルムンド王国へと流入する。そしてそこを窓口として、西側諸国へと広まっていく訳だ」

			「ああ、エラルドちゃんから報告があったわね。アレ、本気で実行する気だったの？」

			「当然だろ？」

			「で、リムっちの利益はどこに求めるわけ？」

			「利益なんて二の次」

			「ほーん？」

			「ウッソでーす！　俺達はアレだよ。根幹技術を掌握して、それを流す。一大学園都市を建造しちゃったりして、各国からの優秀な生徒達を取り込もうかなって。観光立国を柱に据えて、裏ではコソコソっとね！」

			「ワハハハハ！　特許ですな、特許！　働かなくても金が舞い込んでくるという、夢の制度！　概念自体は理解しましたが、周知させるとなると困難でしょうな」

			「なーるほど。その技術を使わなければ作れない商品を開発して、知的財産権を確保するのね！」

			「エルたん、察し良過ぎ！　話早くて助かるけど、真似しないでよ？」

			「早い者勝ちでしょ？　なーんて、ウッソォ！　真似しない代わりに、一枚噛ませてよ」

			「ワハハハハ！　姉御が協力して下さるなら、この企画は成功したも同然ですわい！」

			「もう、ガドちゃんたら。本当の事だけど、褒め過ぎよう！」

			　そんな感じで、飲み会は盛り上がった。

			　そして翌日。

			　しゃべり過ぎたと反省しつつ、三人で顔を見合わせたのである。

			「えっと、昨日の話だけど……」

			「うん、覚えてる。アレ、言っちゃ駄目な事までぶちまけてたよね？」

			「うん……」

			「ど、どうか、どうか御内密にお願いしますわい。ここで企画が潰えるのは──」

			「もう、心配しないでよガドちゃん。酔った勢いでの発言とはいえ、約束は守るわよう」

			　という、飲みニケーションの失敗からの結束成立なのだった。

			


			　それから俺達は、どんどん企画を推し進めた。

			　超大国のトップが二人もいるのだから、話が早い。

			　他所が聞いたらビックリするような勢いで、水面下での西側支配が進行していった。

			　たった数ヶ月で、犯罪組織の統一も完了。秘密結社〝三賢酔リエガ〟が誕生したのである。

			　構成員達は、〝三賢酔リエガ〟という名の由来に頭を悩ませる事になったようだが、そんな事は俺達の知った事ではない。本題からもズレるし、その話は置いておく。

			　それよりも本題としては、企画の進捗具合であろう。

			　各国で虐げられていた貧民達は、新興勢力である謎の秘密結社〝三賢酔リエガ〟が受け皿となった。そして、一ヶ月ほどの適性検査を経て、適材適所を選別していく。

			　特に優秀だと判断すれば、我が国に招いて本格的な勉強をさせるという寸法だ。

			　そんな面倒な役目を押し付けたのは、グレンダ・アトリー。元〝三武仙〟の一人で、今はソウエイの手下をやっていた。汚れ仕事でも何でもすると言っていただけあって、なかなか堂に入ったボスっぷりを演じてくれている。

			　グレンダの部下として、傭兵団〝緑の使徒ヴェルト〟の団長だったジラードと、その部下だった精霊使役者エレメンタラーのアインの二名を付けた。

			　この二人も西側諸国で活躍していただけあり、荒くれ者共を束ねるのもお手の物だった。裏の世界での知名度も高く、グレンダを支えてくれている。

			　〝三賢酔リエガ〟とはこの三名の事だと、誰もが考えているようだ。

			　本当は三名の酔っ払いがいただけの話なのだが、夢に酔ってるとか恰好良い感じに誤解されているので、真実は胸の奥にしまっておく事にする。

			　これが、裏組織。

			　続いては、表世界で活躍している組織について。

			　一つの組織に任せたのでは、いずれ腐敗の温床を育む事になる。それを避ける為にも、対立し合う組織を並び立たせる方がいい。

			　そう考えた俺達は、二つの組織を用意する事にした。

			　一つ目は、ミョルマイル君が担当する新興組織。

			　ブルムンド王国で教育された従業員を軸に、評議会とも連携して商業活動に従事している。

			　正式名称は、〝四ヶ国通商連盟〟という。

			　我が魔国連邦テンペストを筆頭に、ブルムンド王国、ファルメナス王国、ドワーフ王国が加盟している。代表者がミョルマイル君なので、俺の息がかかっているのが丸わかりだった。

			　二つ目は、エルメシアさんが裏で手を回す西側諸国の商会連合である。

			　ドラン将王国のドラン王に資金を融通し、旗印として立てる事で、ロッゾ一族の生き残りを吸収させた。俺達への敵てき愾がい心しんが強い者達が集まる土壌を用意した訳だが、思っていたよりも大きな勢力が誕生していた。

			　こちらは、〝西方総合商社〟と呼ばれている。

			　代表者はドラン王の息子の一人で、ロッゾの血を引くだけあり優秀な人物らしい。

			　ドラン王と、その息子であるフィガロ・ロス・ドラン王子だけは、エルメシアさんの関与を知っている。エルメシアさんの庇護を受ける事を条件に、俺達の計画に乗ってくれたのだ。

			『ロッゾ一族では、柔軟な思考を持たねば生き残れはせぬ。この世の覇者となるであろう魔王と、世界に絶大なる影響を及ぼす天帝が手を組んだのならば、与せぬという判断は滅亡を意味するであろうからな』

			　というのが、計画を打ち明けられた際のドラン王の第一声だったらしい。

			　ロッゾ一族は、契約を重んじる一族だ。互いが契約を履行している間は、この関係も維持されると信じられた。

			　ついでに言うと、エルメシアさんと俺の持ち分を合算すれば、西方総合商社の株式の六十一パーセントを保有している形になる。筆頭株主がエルメシアさんなので、フィガロが裏切った時点で商社の崩壊を意味するのだ。

			　優秀なフィガロならば、そんな愚かな選択をするとは思えない──と、エルメシアさんが言っていた。俺もその意見に賛成なので、当面はフィガロを信用して代表取締役を任せる事にしたのだった。

			


			　そんな感じに、時を同じくして二つの組織が活動を始めた。

			　表向き、この両組織は競合する敵対関係にある。

			　値を競り合い流通を奪い合うが、武力は介在させる事なく法の下での健全な競争だ。

			　卑怯にも裏組織を利用しようとする者も現れるのだが、そうした者達は何故か手痛い目にあうんだよね。不思議な話もあったものだと、〝三賢酔リエガ〟から報告を受けていた。

			　敢えて止めはしないけど、やり過ぎれば不幸が起こると理解して欲しいものだ。

			　過激な手段に出る者がいるのは嘆かわしいが、両者ともにやる気だけは十分みたいだ。俺の想定していた以上の速度で、どちらも急成長を遂げている。

			　たった数ヶ月で、組織の構造も安定した模様。各分野に細分化した役職が生まれ、階級も定まっていた。

			　俺達が帝国に攻められている今現在も、戦争特需で潤っていると聞いていた。

			　商魂たくましいにもほどがあるが、その利益は俺にも還元されるので、必要悪だと割り切るべきだろう。

			　何でもかんでも規制すればいい、というのは違うと思うのだ。

			　ま、今回は俺にも利があるから、余計にそう思ってしまうのだけれども。

			　とまあこんな感じで、経済圏の掌握は着々と完了へと近づいていたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　エルメシアさんが予定もないのにやって来たという事は、緊急事態が発生したに違いない。

			　考えられるとすれば、フィガロ王子が裏切ったパターンかな？

			　その場合の対策も考案済みなんだけど、俺の持ち株まで拠出する必要がある。エルメシアさんが出向いて来たのも納得、というものであった。

			


			＊

			


			　旅館に到着し、エルメシアさんの待つ離れまで案内される。

			「お待たせ。今日はどうしたのエルさん？」

			　ともかく、余計な憶測はいらない。

			　本人の口から用件を聞く事にした。

			　エルメシアさんは不機嫌そう。

			　憂ゆう鬱うつそうなのを隠そうともせず、俺の方にジトッとした眼差しを向けてきた。

			「あ、あれ？　御機嫌ななめ？」

			「ナナメにもなるわよう！　貴方ね、自分が何をしているのか、ちゃんと理解しているの？」

			　お、おっと!?　

			　かなりのマジ切れっぽいですよ？

			　しかもどうやら、〝三賢酔リエガ〟関連の話ではないような気がする……。

			「と、言いますと？」

			「正座」

			「あ、はい」

			　目の据わっているエルメシアさんを怒らせるのは得策ではないので、俺は素直に畳の上で正座した。

			　俺の横にはミョルマイル君も正座する。俺と違って、かなり辛そうだ。

			「リムっちさ、部下を何名か進化させたって、本当の話なの？」

			　な、何故それを!?　

			　横目でチラッとミョルマイル君にアイコンタクトを取ってみたが、必死に顔を横にふって知らないとジェスチャーされた。

			　となると、どこからその話が洩れたのだろう？

			「ガゼル坊から緊急通信が入ったのよ。言うか秘匿するか悩んだが、伝えておくべきだろうってね。律儀よね、あの子も」

			　エルメシアさんからすれば、海千山千のガゼルでさえも子供扱いである。

			　しかし、そうだったのか。別に隠していなかったから驚くべき事ではないのだろうけど、情報伝達の速さは予想外だった。

			「東の帝国は俺が思っていた以上にヤバそうだったから、皆を強化しておきたくてね。で、それを隠す方が不味いかと思って、ジェーンさんも招待した」

			「そっか、本当だったか……」

			　立ち上がり、俺に背を向けて窓の外へと目をやるエルメシアさん。

			　その背中には哀愁が漂い、何故か物悲しげだ。

			「──って、何を他人事みたいに頷いてるのよ！」

			　スパコーンッと、エルメシアさんが取り出した扇で頭をはたかれた。

			「い、いやいや、そんなつもりは……」

			　重苦しい空気を軽くしたかっただけなのに。

			「貴方ねえ、それだけの大戦力を集めて何がしたいわけ？」

			「え、別に何ってほどのものじゃないよ。楽しく暮らせる国造りだね」

			「ガゼル坊から聞いたけど、ディアブロ以外にも〝原初〟を手下にしたそうねえ？」

			「ああ、言ってなかったかな？　俺も最近知って驚いたんだよね。エルっちもテスタロッサを知ってるだろ？　メッチャ優秀だと思っていたけど、彼女も〝原初〟の一柱ヒトリだったみたい。それに、後二名。カレラとウルティマといって、我が国の最高裁判所長官と検事総長を任せているんだ」

			　そう説明すると、エルメシアさんがプルプル震え出した。

			「これも事実、だったのねえ……」

			　そう呟いた後、エルメシアさんは俺の前に正座して真っ直ぐに見つめてきた。そして、直球で俺に質問をぶつけてくれた。

			「貴方ね、世界を滅ぼす気？」

			「ま、まさか」

			「傍から見てるとねえ、そうとしか見えないのよう!!」

			　怒鳴られた。

			　俺は慌てて言い訳を始める。

			　ミョルマイル君も加勢してくれて、三十分ほど言葉の応酬が続いた。

			「つまり、ギィとルドラが雌雄を決すべく、互いの駒を利用してゲームしていると？」

			「その通りですとも！」

			「そうなの、ガドちゃん？」

			「いや、ワシはそこまで詳しい事情を知らないと申しますか、それ以前に、これってワシが聞いたら駄目な話なんじゃないかと愚考したりしなかったり？」

			「駄目なんだけどさあ、仕方ないじゃん？」

			「仕方ないで済まされるのはワシも辛い、と申し上げる次第ですわい……」

			　だよね。

			　完全に巻き込んじゃったよね。

			　本当、ゴメンね？

			　でも、俺とミョルマイル君の仲だから、きっと許してくれると信じよう。

			「はあ、事情はわかったわよう。ギィに脅されたんじゃあ、貴方も断れないわよねえ……」

			　そう、それだよ！

			　俺って、ギィに脅されてた──そういう事にしておこう。

			「でしょう？　まあ、そんな理由で俺も辛いんですわい」

			　ミョルマイル君の口調が移っちゃったけど、これでどうにか誤魔化せそうだ。

			　ふうと、溜息を一つ吐くエルメシアさん。

			　怒りが解けたのか、冷静さを取り戻した様子。

			「それで、どうする気なの？」

			「どう、とは？」

			「ギィの手駒に甘んじている貴方ではないでしょう？」

			「いや、甘んじるつもりだよ」

			「どうしてよう？」

			「いや、考えたんだけどさあ──」

			　俺が何を考えているのか理解出来ない、といった感じのエルメシアさん。そんな彼女に、俺は自分の考えを打ち明ける。

			　帝国には確かに、実力不明の強者が待ち受けているだろう。ここで戦いを避けるというのも一つの手だが、それでは問題の先送りでしかないと思う。

			　帝国からの暗殺者を警戒して、俺はずっと隠れて生活する事になってしまう。暗殺者との小競り合いも発生しそうだし、下手をしなくても犠牲者が出そうであった。

			　そうならない為にも、主導権はコチラが握っておきたいのだ。

			　そもそも、帝国にとっての戦争は、覚醒者を生み出す為の儀式なのだ。であれば、今後もずっと相手をする必要に迫られる。無視するというのは、相手に時間的猶予を与えるだけだと思われた。

			「というのが、俺の判断なのさ。数を揃えても意味がないからこそ、主力だけで乗り込んで和平交渉に臨むつもりなんだよ。そこでルドラの手駒をどうにかすれば、後はギィが何とかしてくれるかなってね」

			　本当はギィなんて当てにならないし、そこまで期待してないけどね。そこで問題となるのが、誰を連れて行くかであった。

			「リムル様、大丈夫なんでしょうな？」

			「おいおいミョルマイル君。俺を誰だと思っているんだい？　俺はこう見えても、〝八星魔王オクタグラム〟の一角なんだぜ？　帝国の皇帝だろうがその近衛だろうが、俺にとっては敵じゃないとも！」

			「そうでしたな！　ワシにとっては女神──」

			「ん？　女神？」

			　コイツ……まだ俺の事を、そんな目で見ていやがったのか？

			　ジト目で見ると、慌てたように言い直した。

			「──じゃなくて、頼もしい魔王陛下ですわい！」

			「お、おう。まあ、任せ給えよ！　ハッハッハ！」

			「ワハハハハ！」

			　高笑いする俺達。

			　恰好つけといて何だけど、ヤバかったら逃げ帰って来る予定である。その時は引き篭もるのも辞さない覚悟なので、難しく考えるだけ無駄なのだ。

			「ほーん。皇帝ルドラの部下を切り崩すだけに留めるか、あるいは弑しいするのか、どう考えているのか教えてくれる？」

			　俺が勝つのを前提に質問されても困るけど、これについては決まっていた。

			「なるべく殺さない。ゲームの勝利条件から判断すると、ルドラ以外を無力化した時点でギィの勝ちだしね。そこから先は、俺が口を出す問題じゃないと考えている」

			　そう答えると、エルメシアさんが満足そうに頷いた。

			「わかったわ。朕ちんを失望させぬよう、全力を尽くしなさいな。もしもの場合は、貴方の国の面倒も私が見てあげるから」

			　止めてよね、そういう不吉な事を言うのは！

			「心配ご無用！　俺はね、自分を犠牲にするのが大嫌いなんだよ！　皆で楽しくがモットーなんだから、死ぬつもりなんて毛頭ないからね」

			　そう答えると、エルメシアさんはとても楽しそうに笑った。

			「それで良い。心せよ。お前が死ねば、この世は破滅するとな。ディアブロを筆頭とした〝原初〟を飼い慣らせるような化け物は、お前以外に存在せぬわ。お前が生み出した魔王達も、全員の意見が合致するとは限らぬ。対立が生じれば、戦乱が巻き起こるのは避けられぬぞ。良いな？　お前が為そうとしている事を、途中で投げ出すような真似はするでないぞ。ゆめゆめ忘れるな」

			　それは、エルメシアさんの心からの忠告だった。

			「わかってるさ。本当に」

			　だから俺も、真面目な顔で誓ったのだ。

			


			　ゲームは大詰め。

			　あと数手で、俺達の勝利が確定する。

			　しかし一手間違うと、形勢をひっくり返されかねない怖さがあった。

			　落ち着いて、慎重に。

			　先ずはユウキと連絡を取り、皇帝ルドラへの対応を相談するとしよう。

			　そして、翌日。

			　俺達は帝国を目指して旅立つ事になる。

		

	
		
			幕間　天上のゲーム

			


			　それは、戦いの記録。

			　長き年月に渡って続けられた、天上の遊戯。

			　地上の覇権を賭けた、魔王と勇者の勝負である。

			　しかし──

			　〝灼熱竜〟ヴェルグリンドにとって、そんなゲームなど意味を持たない。興味がないので、どちらが勝とうがどうでも良かった。

			　そんな面倒な真似をせずに、直接戦ってどちらが上かを決めればいい──と、そう考えていたほどである。

			　もっとも、ギィとルドラの直接対決は、何度やっても決着が付かなかった。だから始まったのがこのゲームであり、唯一のルールが〝直接対決の禁止〟なのである。

			　文句を言っても始まらないが、それでもヴェルグリンドとしては不満なのだ。

			　そもそもの話──正直な感想を述べるならば、この勝負は不利だと考えていた。

			　ギィの持ち駒でルドラを倒せる可能性があるのはヴェルザードのみであり、逆に言えば、ヴェルザードを何とか出来れば勝利となる訳だ。

			　これは、ギィにとっても同じ事が言える。

			　ギィを倒せるような者など、ヴェルグリンド以外にいないのだ。

			　それなのに、ヴェルグリンドとしてはギィに勝つのが難しいと考えていた。

			　ヴェルザードにはルドラに勝てる可能性があるのに、自分はギィに及ばない。それが、このゲームが不利だとヴェルグリンドが考えている理由であった。

			（ああ、面倒臭い）

			　それが本音。

			　策を弄ろうする事が嫌いなヴェルグリンドは、何百年もかけて準備するという緻密な行動が苦手だった。

			　だから全てをルドラに任せて、自分はただ従うのみだったのだ。

			　それでもルドラが勝利を望む以上、ヴェルグリンドも協力は惜しまない。要請があれば自分も戦うつもりだ。ヴェルザードをどうにかして、勝利を確定させようと考えていた。

			　ギィは紛れも無く最強の魔王であり、姉たる〝白氷竜〟ヴェルザードはヴェルグリンドとの相性が最悪だ。天敵のような相手であり、真っ向勝負では勝利するのが難しいのである。

			　ヴェルザードとヴェルグリンドが戦えば、良くて共倒れ、下手をすればヴェルグリンドが転生する破目になる。

			　いや、それすらも楽観的な推測であろう。

			　ヴェルグリンドの属性は、熱。

			　対するヴェルザードは、氷。

			　言い換えれば『加速』と『減速』となり、相反する性質であると言えた。

			　もしも両者が本気で戦えば、その結末は悲惨なものとなる。

			　どちらかが生き残るという事はなく、どちらもが倒れる。つまり、両者共に消滅する可能性が高いのだ。

			　その場合は両者共に転生する事になるだろうが、今の自我は消え失せるだろう。

			　記憶は継承するだろうが、それは別人である。

			　ヴェルグリンドは、それが怖い。

			　自分が消えるのは構わないが、ルドラを愛する気持ちがなくなるのは嫌だった。

			　愛などという些さ細さいな感情──そんなものに固こ執しつするとはと、ヴェルグリンドは自嘲する。

			　完全なる勝利とは、自分とルドラが無事であるのが大前提なのだ。だからこそ保険を必要とする訳だが、その保険というのが扱い難くて困っていた。

			（まったく、あの子にも困ったものね。運良く封印が解けたみたいだけど、どうして挨拶にも来ないのかしら？）

			　などと、自分が怖がられているなどと思いもしないヴェルグリンドは、保険──つまりは、ヴェルドラに対して不満を抱いていた。

			　ヴェルグリンドの知るヴェルドラならば、とっくに世界各地で大暴れを始めているはずだった。それなのに、何を考えているのか新参の魔王に懐いてしまっている様子。魔王達の宴ワルプルギスにまで参加したと聞いた時は、封印されておかしくなったのかと疑ったほどだ。

			　それでも、お祭り好きのヴェルドラならば、百万の軍勢を前に黙っているとは思えなかった。だからこそ絶対に出て来ると思っていたのに、結果は意外や意外。未だに迷宮の奥に引きこもり、姿を現さないでいる。

			　それがヴェルグリンドには予想外だった。

			（本当にあの子は好き勝手して──でも、今回はどうして出てこないのかしら？）

			　前回の遠征時もそうだったが、ヴェルドラは自分のテリトリーを侵犯される事を嫌う。ジュラの大森林に侵攻した以上、ヴェルドラとの遭遇戦は避けては通れぬ道だと考えられていた。

			　そしてそれは、ルドラの思惑通りでもある。

			　ルドラにとって大事なのは精強な軍団ではなく、限界を超越した個々人なのだから。

			　前回も、生き残った数名が進化に成功していた。

			　恨みと恐怖と絶望と。

			　そうした極限の状況下で希望を失わなかった者のみが、人という殻を破りその先へと到達出来るのだ。

			　百万の軍勢が文字通りに全滅しようとも、数名の覚醒者が出たならば採算は取れる。それがルドラの考えであり、ヴェルグリンドも納得していた。

			　情報局から上げられた詳細な情報を開示しないのも、各軍団長を勘違いさせてやる気を出させる為であった。

			　ヴェルグリンドからすれば、軍団長達の自信が滑こっ稽けいですらあった。

			　今回の作戦が上手く行く可能性は低い。

			　というか、皆無だ。

			　科学とやらで強化した程度の軍勢では、ヴェルドラに勝つなど不可能なのだ。

			　だから今回も、大勢の死者が出るだろう。

			　だが、それが希望に繋がる。

			（フフフ、今回は何名が生き残り、覚醒するのでしょうね。ルドラの力の受け皿になる者が増えれば、それだけ勝率も高まるでしょう。楽しみね）

			　そう思っていたヴェルグリンドだが、遠征の思わぬ結果に言葉を失う事になる。

			


			＊

			


			「全滅ですって？」

			「フッ、余も驚いたが、お前もか。そんな表情を見るのは久方ぶりだな」

			「茶化さないで欲しいわね。誰一人として生き残りがいないって、そこまでの大敗は流石に想定外よ。それじゃあ、覚醒者を得るという目的も失敗してるじゃないの」

			　将兵に出来るだけ経験を積ませて、最低でも近衛騎士ロイヤルナイト級の強者を育て上げる。そうした者達の中から覚醒者を出すというのが、遠征の隠された目的であった。

			　それなのに、生存者が皆無だという。

			　ヴェルドラに滅ぼされた時の方がマシ、などというレベルの話ではなかった。

			　この世界における最強の力の一端に触れて絶望を味わい、生存してこそ、人が進化する可能性が高まるというもの。

			　その為の大軍を組織した遠征だったのに、生存者がいないのでは意味がない。

			　その上、他に潜り込ませていた複数名の近衛騎士ロイヤルナイト達までも、全員が消息を絶ってしまったらしい。

			　これでは貴重な持ち駒を消費しただけであり、大損害というものだった。

			「まあ、そうなるな」

			　ルドラの返事は淡々としたものだった。それに不満を覚えたヴェルグリンドだったが、ルドラの目を見て怒るのを止める。

			　そこに宿っていたのは、激しい不満。

			　ルドラも自分と同じ気持ちなのだと、ヴェルグリンドは悟ったのだ。

			　だからヴェルグリンドは気持ちを切り替える。

			　軍団一つが失われようとも、ヴェルグリンドにとってはどうでも良かった。覚醒者が生まれれば重ちょう畳じょうだが、今回のように失敗したとしても問題はない。

			　ただし、それを為した存在を無視する訳にはいかなかった。

			　帝国軍百万が文字通り全滅したとなると、相手の戦力も馬鹿にならない。それをやったのが誰なのか、それをハッキリとさせておかねばならぬのだ。

			「それで、今回もあの子ヴェルドラがやったのかしら？」

			　冷静さを取り戻し、ヴェルグリンドがそう訊ねる。

			　ヴェルドラが暴れる気配など、まるで感じなかったヴェルグリンド。しかし、以前にもヴェルドラが、ファルムスの軍勢二万を滅ぼしたという報告があった。

			　その際には情報局の目も行き届いていなかった為、詳細な情報が得られなかったのだが、今回は違う。

			　全てが把握されているはずであり、間もなくすれば“元帥”たるヴェルグリンドにも報告が届く事だろう。

			　ルドラが先に知っているのは、それが彼の権能によるものだからなのだ。だからヴェルグリンドは、絶大な信頼を寄せてルドラからの答えを待つ。

			　ヴェルグリンドの予想では、お祭り好きの弟が暴れる機会を逃すとはとても思えなかった。百万の軍勢で攻め入れば、必ずヴェルドラが出て来るものと考えていた。

			　そしたら、ヴェルドラの力を観測する手筈だった。自分に悟れぬほどに妖気オーラを制御出来るようになったのか、それを確かめられると考えていたのである。

			　ヴェルドラの成長は、ヴェルグリンドにとっても喜びであった。

			　愚かな弟ではあるが、ヴェルグリンドにとっては可愛い存在なのである。

			　ただし、厄介な存在であるのも確かだ。

			　ギィの陣営に渡らぬように、何としても仲間に加えなければならない。ヴェルグリンドはそう考え、常にその算段を考えていたのである。

			　ヴェルドラの今の成長ぶりを知る事は、ヴェルグリンドにとってはとても大事な事なのであった。

			　ところが。

			「それが違うのだ。しかも驚くべき事に、余にも詳細な状況が把握出来ぬのだよ」

			　ルドラは、自分が知る全てをヴェルグリンドへと語って聞かせる。

			　緒戦の大敗北から始まり、迷宮に突入した部隊が帰還しなかった事や、最後に大魔法による掃討が行われた事まで。

			　カリギュリオの覚醒と、その戦いの結末を。

			　機甲軍団がどのように敗北したのか、見て来たように正確に。

			「嘘でしょう？」

			「本当だとも。残る〝原初〟四柱全員が、魔王リムルの陣営に助力していた。あの悪魔共が暴れるならば、お前の弟の出番などあるまいよ」

			「ゲームバランスが崩壊しているわね。これにはギィも頭を抱えているかしら？　それとも、狙い通りなのかしら？」

			「さて、な。もしもこれがギィの狙い通りなのだとしたら、戦況が圧倒的に不利になったと認めるしかあるまいがな」

			　そう言ってルドラは苦笑する。

			　長い年月をかけて戦力を蓄え、最高のタイミングに向けて準備を整えてきた。

			　無理をせず、堅実に。

			　それなのに、瞬きするような短時間で、想像を絶する戦力を集める者がいた。

			　それは、眼中にもなかった小さき存在──〝新星ニュービー〟リムルだ。

			　これはもう、認めるしかない。ヴェルグリンドはそう思い、密かに闘志を燃やす。

			「それで、貴方に把握出来なかったというのは、迷宮内部の様子の事？」

			「フフッ、そうだとも。忌々しい事に、余の力でもラミリスの権能を破るには至らなかったのだよ」

			　その答えを聞き、ヴェルグリンドも納得する。

			　〝迷宮妖精ラビリンス〟ラミリスは、不可侵存在アンタッチャブルだ。ゲームの審判役というには頼りないが、盤上に関与していないのは間違いない。

			　そう、今までは。

			　今回は完全に、魔王リムルに与したという事。ギィとのゲームとは無関係に、ジュラの大森林に攻め入った帝国と事を構えるつもりなのだ。

			　ラミリス自身の力は大した事がない。無視出来る程度のものであり、ゲームには何の影響も及ぼさないとヴェルグリンドも考えていた。

			　しかし、その権能である『迷宮創造チイサナセカイ』には、内側と外側で情報を遮断する効果があったのだろう。

			　その権能は少々面倒だと、ヴェルグリンドも舌打ちしたい気分になった。

			「ラミリスは〝調停者〟としての力は失っているはずよね？」

			「ああ、その通り。脅威ではない故に放置していたが、アヤツの迷宮が秘密を隠すには最高の場所となっておるようだ。今までは、バーニィやジウの目を通して視えていたのだがな……」

			「急に視えなくなったのね？」

			　その問いに、頷うなずくルドラ。

			「余を油断させる為の策であったのだろうさ」

			「そういう事なのね。それは確かに、思ったよりも厄介だわ……」

			　ヴェルグリンドも事態の深刻さを理解する。

			　つまり、迷宮内では何が起きたのかわからないという事なのだ。

			　ヴェルドラが何かしたと考えるのが普通だが、それだけではないようにヴェルグリンドには思えた。

			「問題なのは、迷宮内にも複数名の強者が隠れ潜んでいるらしい、という事よな。その最たるものがお前の弟だが、どの程度、あの新参者に飼い慣らされているのやら……」

			「あの子の性格上、大人しく他人の命令に従うとは思えないわ。貴方ならいざ知らず、スキルで縛るような真似が出来るとも思えないもの」

			　魔王リムルに協力していると聞いているが、ヴェルドラは誰かの言いなりになるような性格ではない。

			　ヴェルグリンドや、もう一人の姉であるヴェルザードの言葉にさえ反抗するくらいなのだから、力で従えるのは不可能だと考えて間違いなかった。

			　だとすると、ヴェルドラを言いなりに出来るだけの何かを、魔王リムルが用意したという事になるのではないか？

			　そんな事を考えたヴェルグリンドは、それが何かについて想像してみる。

			　だが、何も思いつかなかった。

			（そんなモノがあったら、今まで苦労しなかったわね。魔王リムルに直接聞き出そうかしら？）

			　結局ヴェルグリンドは、考える事を放棄した。

			「本人の口から聞くのが確実ね」

			　ヴェルグリンドの呟きを聞き、ルドラも嗤わらう。

			「フッ、であろうな。余の出した結論と同じで、嬉しく思うよ」

			　リムルという名の魔王は、二人にとって無視出来ぬ存在となった。

			　〝原初〟を従えた手並みから考えても、どうやってかヴェルドラを言いなりにしていると見て間違いない。そうであれば、ギィの陣営から寝返らせる必要があると判断したのだ。

			「動くなら、今が好機でしょうね。私達の策が失敗した今だからこそ、ギィにも油断がある。あの気の長い魔王ならば、私達が次の機会を待つだろうと疑いもしないでしょう」

			「そうよな。今までずっと、賭けに出ずに慎重に行動していたものな。猶予もなし、ここで一気に動くのも悪くあるまい」

			　ヴェルグリンドは歓喜した。

			　ルドラが決意したのは、ギィとの決着である。

			　雌伏の時は終わったのだ。

			　この機にヴェルグリンドが動く事で、一気にヴェルドラを掌握する。その勢いのままリムルという名の新参の魔王を潰して、ギィとの全面対決に向かう事になるだろう。

			「フフフ、任せなさいな。私が出て暴れた後に、貴方が地じ均ならしすればいいわ。信じているわよ、ルドラ」

			「無論だ。ヴェルドラさえ手中にすれば、後の事はどうとでもなろう。達也も面白い策を思いついておるようだし、今回の失態はそれで帳消しに出来るというものよ」

			　厄介極まりない〝原初〟達であろうとも、〝竜種〟たるヴェルグリンドが正面から挑めば敵ではない。後で暴れられても面倒なので、逆らうならば一緒にねじ伏せるべきだろう。

			（他にも問題になりそうなのがいそうだけど、私が出るなら関係ないわね）

			　と、ヴェルグリンドは自信を漲らせた。

			「肩慣らしとして、お馬鹿さん達も血祭りに上げましょうか？」

			　不遜にも、ルドラに背く者達が集まっている。

			　今までは泳がせていたが、それも今日までだ。

			　皇帝に対しクーデターを画策した愚か者達の末路など、〝死〟以外に有り得なかった。

			　ヴェルグリンドはそう思って口にしたのだが、ルドラはニヤリと笑って首を横に振る。そして、意外な答えを口にした。

			「その者共は、殺さずに生かしておきたい」

			「あら、珍しい。優しい貴方なら、苦痛なき死を与えるものだと思っていたのに」

			「いや、達也の策に必要なのだ。ギィの注意を引く為にも、ここでもう一つ大きな戦を起こしておきたいとな」

			「近藤らしいわね。裏切り者まで利用するなんて、私には考えられないわ」

			「お前は気に入らないか？　まあ確かに、達也の計画は人道的ではないな。合理的なのは間違いないのだがな」

			　そんなふうに話すルドラに、ヴェルグリンドは曖昧に頷いた。

			　どれだけ非道な計画であろうが、ヴェルグリンドにとってはどうでもいい。ただ、自分の手で天てん誅ちゅうを喰らわしてやりたかっただけなのだ。

			　ヴェルグリンドはルドラを愛しているが、別に人間が好きという訳ではない。

			　嫌いではないし、滅ぼそうとも思わないが、ルドラを裏切るような愚か者を許しておけないだけだった。

			（まあ、いいわ。ルドラの役に立てるのなら、その命、見逃してあげましょう）

			　そう納得し、ヴェルグリンドは話の先を促す。

			「それで、近藤の計画とやらは？」

			「それはおいおい話すとして、その前に現時点における作戦を見直す必要がある」

			　それを聞いたヴェルグリンドも、直ぐにルドラの意図を理解した。

			「ああ、そうね。こうなった以上、両面作戦を行う意味はなくなったもの」

			「その通りだ。作戦を撤回し、ルミナスを攻めるのは後回しにするとしよう」

			「私と貴方でヴェルドラを説得してしまえば、後はどうとでもなるものね。万が一にも邪魔が入らぬように、グラディム達も呼び戻すわね」

			「頼めるか？」

			「ええ、勿論。このまま反乱軍を平定し、ついでにドワルゴンも攻め落としましょう。そうすれば、ギィの目も欺あざむけるというものだわ」

			　その会話を最後に、二人の企みは終わった。

			　立ち上がるヴェルグリンド。

			　彼女が本気で動くのは、数千年ぶりとなる。

			　こうして──〝紅ぐ蓮れんの粛しゅく清せい〟と呼ばれる事になる惨劇の幕が上がったのだ。

		

	
		
			

			


			

	

第三章　帝都、混迷

			


			　帝都の闇は深い。

			　科学文明の恩恵により、帝都の町並みは天然ガスを利用した街灯によって照らされるようになった。しかしそれでも、人目につかない裏通りが存在する。

			　発展を続ける帝都ではあったが、闇を全て駆逐するのはまだまだ先の事となりそうだった。

			　そんな帝都の闇を、ミーシャは静かに歩いていた。

			　その闇は、ミーシャが生まれ育った場所である。

			　恐怖よりも、心が落ち着く心地良さを感じる。それが、ミーシャという女性なのだ。

			　ユウキへの報告を終えてから数日、ミーシャは隠れ潜みながらもクーデターの準備に追われていた。

			　現状、帝国軍は遠征中となっている。そんな中、軍属であるミーシャが出歩くのは危険だった。敵前逃亡と見み做なされれば死刑となるし、実際のところ、それはあながち間違ってはいないからだ。

			　しかし、ミーシャは堂々としたものであり、その顔に怯おびえの色などない。

			　帝都の闇を知り尽くしているという自信が、ミーシャの態度から如実に窺えた。

			　そもそも、ミーシャは裏方仕事にまわる事が多いが、戦闘能力にも秀でているのだ。ヴェガやダムラダには劣るものの、ミーシャも頭ボスとしての実力は確かなのである。

			　情報収集はお手の物であり、ドワルゴンの暗部やブルムンドの諜報員にも勝ると自負していた。であるからこそ、帝国情報局からも隠れおおせるとミーシャは考えていたのだった。

			　事実として、今までも帝都で生き延びてきた実績がある。ミーシャは普段通りに、目的地へと向かっていたのだった。

			　だがそれは失敗であったようだ。

			　ミーシャが油断していた訳ではないが、行く手を塞ぐように一人の男が現れたのである。

			　その男の名は、近藤達也タツヤ・コンドウといった。

			　帝国情報局に所属する、〝情報に巣食う怪人〟と呼ばれる男。ダムラダが洩らした訳ではないが、その正体は恐らく、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの団長であると思われた。少なくとも、ミーシャでは絶対に勝てない相手というのは間違いなかった。

			「こんな夜中に、どこへ行くつもりだ？」

			　近藤の冷たい声が響く。

			　ミーシャは内心で舌打ちしつつも、笑みを浮かべて返事する。

			「あら、近藤中尉ではありませんか！　近藤中尉こそ、こんな夜分遅くまでお仕事ですか？」

			　内面はともかく、表面上は悠然と切り返したミーシャ。しかし、この状況は最悪であった。

			（この広い帝都で、こんな辺へん鄙ぴな場所まで嗅ぎつけるとは……流石は怪人ですわね。戦っても勝てないでしょうし、護衛共では時間稼ぎにもならないか）

			　突然目の前に現れた近藤だったが、どうやら一人だけで行動しているようだ。だからと言って楽観視出来るはずもなく、ミーシャはどうにかしてこの場から逃れる方法はないかと模索する。

			「君は、カリギュリオ軍団長付きの参謀である、ミーシャだな？　戦時作戦行動中に、どうして帝都に戻っている？」

			　近藤は至極真面目な口調で、ミーシャに問うた。

			「怖かったですわ、近藤中尉！　実は私、カリギュリオ閣下から密命を受けて、帝都に戻って参りましたの」

			　ともかく誤魔化そうと考え、ミーシャはそう返事した。それと同時に、油断なく周囲の気配を探る。

			　狭い路地には人影はない。それはいいのだが、問題なのは護衛達の気配が消えている事だ。

			（もう既に始末されているの？　この私が戦闘の気配にも気付かないなんて、どれだけの実力差があるというのよ……）

			　一瞬の間に、ミーシャは状況を把握する。

			　直接の面識はないが、近藤がミーシャを知らないはずがない。どのように見られているか不明だが、言葉巧みにこの場を乗り切るのは困難であろう。問答無用で護衛が始末された今、誤魔化しは通じないと考えるべきであった。

			　そう判断したミーシャは、この先で会う予定だったダムラダに助けを求める事にした。

			　そこでふと、嫌な考えが脳裏を過る。

			（どうして私の居場所がバレたの？　ユウキ様はダムラダを信じると決定なされたけれど、本当に信じてもいいのかしら？）

			　待ち合わせ先を指定したのはダムラダであり、今日の話し合いでは、明日に予定されている魔王リムルとの極秘会談の内容について連絡する手筈となっていた。

			（不味い、これは不味いわ。ダムラダが裏切っている可能性──いえ、それはないと思いたい。ユウキ様の判断もそうだけど、私もダムラダには恩があるもの）

			　ミーシャとダムラダは、二十年以上にも渡る長い付き合いだ。秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟を統べるボス同士、ユウキ以上にダムラダという男について知っている。そんなミーシャだからこそ、余計に混乱する。

			　ダムラダは冷徹な面を持つ合理的な男だ。そんな彼が口にした情報から判断するに、ミーシャ達を裏切る理由がないように思える。

			　ミーシャがそう信じたいというだけではなく、ユウキの説明を聞いてそう納得していた。であれば、今は迷っている場合ではなく、最後まで仲間を信じ抜く事である。

			　ミーシャは心を定めて、近藤を見据えた。

			「ここで貴方に会えた幸運を、偉大なるルドラ陛下に感謝しますわ」

			「ほう？」

			「中尉でしょう？　私への追っ手を始末して下さったのは。私一人では、あの数を相手にするのは厳しいと思っておりましたの」

			「なるほど、そういう筋書きでいく気か」

			「あら、もしかして私、疑われているのですか？　何としても入手した情報を届けなくてはと、あの地獄から必死に舞い戻りましたのに」

			　ミーシャは堂々と演技を続ける。

			　近藤へと歩み寄り、その胸へとしな垂れかかった。

			　自身の〝女〟としての魅力を存分に駆使して、男を篭ろう絡らくする。それがミーシャの得意技なのだ。

			　手口としては、〈香水系呪術カースパフューム〉と幻術魔法の〈魅了チャーム〉を併用して、対象の思考へと影響を及ぼす。思考力を阻害しつつ本能を刺激して、ミーシャの虜にするというものだった。

			　より深く心と身体を重ねる事で、ミーシャへの依存度を高められる。そうなればもう、思惑通りに相手を支配したも同然であった。

			　カリギュリオとも交渉中であり、何度か抱かせてもう少しで篭絡が完了するという段階まで漕ぎつけていた。

			　カリギュリオだけではなく、ミーシャの手練手管に嵌はまった男は多い。今までに失敗した記憶のないミーシャにとって、これこそが最強の切り札なのだった。

			　実力では遠く及ばない相手であろうとも、肉欲の前には陥落する。ミーシャはそう確信し、しなやかな手を近藤の背中に回した。

			　豊満な胸を近藤に押し付け、自分の魅力をアピールする。そして、近藤の反応を窺った。

			　フッと、近藤の気配が緩むのを感じた。

			　ミーシャはほくそ笑む。

			（フフッ、良かったわ。硬派を気取っているようだけれど、近藤もやはり男だったという事ね）

			　思っていたよりも好感触であり、これならば何とかなりそうだと考えた。

			「ねえ、もっといい場所に行きましょう？　ここよりも、落ち着いた部屋で。ね？」

			　近藤の耳元まで唇を近付け、そっと囁くようにそう告げる。それに呼応するように近藤の右手が動き、「わかった」という呟きがミーシャの耳に届いた。

			（上手く行きそうね。最善なのは、目的の場所でダムラダと合流する事。それが無理でも、近藤に私を抱かせてあげて、そのまま虜にしてしまえば──）

			　それがミーシャの最後の思考となった。

			　パーンという乾いた音が響く。

			　崩れ落ちるミーシャ。その左側頭部からは真っ赤な血が流れだし、地面を彩っていく。

			　近藤の手には、いつ抜いたのか南なん部ぶ式しき大おお型がた自じ動どう拳けん銃じゅうが握られていた。その銃口から立ち上る硝煙が、ミーシャのこめかみを撃ち抜いた凶器であると自己主張している。

			　近藤は表情も変えず、何事もなかったかのように拳銃を仕舞い込む。

			　情報は既に採取済みであった。

			　接触した対象の思念思考を読み取る、ユニークスキル『解読者ヨミトクモノ』によって。

			　ミーシャの目的も、ユウキの企みも、遠征に向かった帝国軍の末路までも。その全ての情報を読み取るのに、一秒も要してはいなかった。

			　そして、それだけの重大な情報を読み取ったにもかかわらず、その表情に変化はない。

			　ただつまらなそうに、闇に向かって話しかける。

			「──クーデターか。愚かな。貴様はこんな真似をして、陛下を裏切っていないと主張するつもりか？」

			　答える者など誰もいないはずの闇から、一人の男がゆらりと現れた。近藤からの問いかけに答えるでもなく、倒れ伏すミーシャへと歩み寄る。

			　その男はダムラダだった。

			「近藤よ、殺す必要はなかったのではないか？　この者もまた、育てれば陛下の役に立てたであろうに」

			「いや、その可能性はゼロだった。その女を序列に換算すると、精々が三十七位程度だ。十位台ならばまだ可能性を残しているが、その女程度では陛下のお役には立てぬよ」

			　わざわざ無防備になってやったのに、俺の防御を抜く事さえも出来なかったのだからな──と、近藤は冷徹に言い捨てた。

			　ダムラダはそれを聞き、肩を竦すくめる。

			　近藤がそう言うのならばそうなのだろうと、反論もせずに納得したのだ。

			　ただ──仲間だったミーシャに対して、複雑な思いを胸に抱くのみ。

			　ダムラダはミーシャの隣に跪ひざまずき、遺体の左側頭部へと手を翳かざした。柔らかい光が遺体の傷を塞いでいく。ミーシャの飛び出た眼球を押し戻して、その瞼まぶたを閉じさせた。

			　最後に顔の汚れを拭い、少しでも美しさを取り戻せるようにと処置を施した。

			　死んだ者を生き返らせる事など出来ぬダムラダだが、せめて安らかに眠らせてやろうという心遣いであった。

			「無駄な事を。放っておけば、夜が明ける前に死体の処理など終わる。それよりも、俺の質問に答えろ」

			「私は、お前のように割り切れぬのさ」

			「甘いな」

			「お前の方がおかしいのだよ。その若さで、何故そこまで徹底して感情を押し殺せるのだ？」

			「俺に感情などない。ただそれだけのこと」

			「馬鹿な──」

			「俺は地獄を見た。その地獄から救ってくれたのが、ルドラ陛下だ。貴様が敵に回るというのなら、容赦はせんぞ」

			「私は陛下の忠実なる下僕だよ。裏切るなど、有り得ぬさ」

			「どうだかな。忘れるなよ、貴様は俺の術中にある。信用して欲しいのならば、行動で示すがいい」

			　それだけ言い捨てると、近藤は後ろを振り返りもせずに去って行った。

			　ダムラダもまた、ミーシャの死体を一瞥してからその場を後にする。

			　帝都の夜は長い。

			　やるべき事は、まだ残っているのだった。

			


			　その後──

			　情報局に所属する者達の手によって、ミーシャの死体は痕跡を残さず処理される。

			　帝都の夜の闇は深く、全ての出来事をなかった事にして葬り去るのだ。
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			　ユウキの指示を受け、カガリは即座に動いた。

			　クーデターを決行するには、入念な準備が必要不可欠なのである。

			　その日の内に伝令が走り、数日の間に世界各地から主立った者達が集合する。

			　帝都に構えるユウキの豪邸には、三十名近くの幹部連中が押しかけていた。

			　今回召集したのは、ユウキに絶対的な忠誠を誓う者達である。

			　ヴェガのように他の軍団に潜入中で参加出来ない者もいる為、半数ほどの幹部が集まっていた。

			　クーデターの計画自体は、以前から準備が進められていた。この場に集った者達は、遂にこの時が来たかという心境でユウキの言葉を待つ。

			　全員がひとかどの実力者だ。

			　自身の力を頼りに、軍部で頭角を現している。

			　皇帝ルドラへの忠誠心など、最初から存在していない。自分達がこの国に革命をもたらすのだと、興奮して盛り上がる者達までいた。

			　異世界より来た、来訪者。

			　異種族との混血を重ねた、異能者。

			　強さを求めて非道な実験を繰り返された、実験体。

			　ユウキが育てた、一流の冒険者達。

			　ダムラダが集めた奴隷戦士や、ミーシャが保護していた魔人達もいる。

			　彼等が信奉するのは暴力だ。

			　それが、混成軍団での価値観なのだった。

			


			　大きな吹き抜けのフロアにある階段を上ると、会議用に作られた大部屋がある。

			　全員が椅子に座った頃合いを見計らい、カガリを伴ってユウキが入って来た。

			「やあ、みんな。よく集まってくれたね」

			　いつもの調子で朗らかに。ユウキが笑みを浮かべながら挨拶を行った。

			「明日、魔王リムルとの会談を予定している。ミーシャにダムラダを呼びに行かせているから、詳しい話はダムラダが来てからにしよう」

			　その発言を聞いて、会場が騒ざわめいた。

			「我々だけで行うのではないのですか？」

			「魔王リムルは狡こう猾かつで油断なりません。信用出来るのですか？」

			「いや、待て。そもそも今は戦争中だろう？　魔王リムルは戦争当事者なのに、本人が抜け出してここまで来れるはずがない」

			　と言った声が、会場の各地から聞こえる。

			　ユウキは笑みを深めた。

			「帝国軍は壊滅したよ。リムルさんはね、攻め込んだ九十四万の帝国軍を皆殺しにしたそうだぜ？」

			「馬鹿な！」

			「早過ぎる。移動時間から計算しても、接敵してから数日程度しか経っていないはず……」

			　その信じ難い話に、会場は騒然となる。

			　ユウキは笑ってそれを制した。

			「帝国をひっくり返すには、戦力が必要なのさ。だから僕は、リムルさんと手を組む事にしたんだ」

			　それを聞き、納得まではいかなくとも、ユウキの発言に理解を示す者も出始める。抜け目のない彼等は、その情報が信頼出来るものかどうかへと関心が移ったようだ。

			「その情報は、ミーシャ様が持ち帰ったものですか？」

			　会場には〝三巨頭ケルベロス〟に所属する者もおり、ミーシャが従軍しているのも知っていた。それゆえの問いであった。

			「その通りさ。事前に同盟関係になっていなければ、ミーシャも殺されていたと思うよ」

			「ミーシャ様が!?」

			「それほどまでとは……」

			　ミーシャは裏方に徹する事が多いが、その知名度は高い。〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの名は伊達ではないのだ。

			　この場にいるのは実力主義者だけだからこそ、仲間に対しても正当な評価を下しているのである。

			　実力で劣る者を重宝する事などないと、変な意味でユウキへの信頼も厚いのだった。

			「なるほど。それならば同盟に賛成です。今まで黙秘されていた点は不満ですが、それもボスなりの思惑があったのでしょう？」

			「思惑ってほどでもないんだけどね。単にギィに負けて、強制的に約束させられただけでさ」

			「ギィ？　まさか、ギィ・クリムゾンですか!?」

			「〝暗黒皇帝ロード・オブ・ダークネス〟と戦ったのですか？　ボス、無茶過ぎですぜ！」

			「ありえん。よくぞ生き残れましたね」

			　違う意味で会場が騒然となったが、これもユウキが黙らせた。

			「言いたい事はいっぱいあるだろうけど、それを説明するには時間がなくてさ。全部事後承諾になっちゃうけど、我慢して欲しい。それよりも、明日の会談での取り決めと、どのように作戦行動に移るかを協議しておきたい」

			　帝都に残る公式な戦力は、情報局と新米兵団のみ。

			　情報局の上位実力者は脅威だろうが、末端の局員は戦力にカウントする必要はない。

			　新米兵団は十万名と数だけは多いものの、実力はお粗末なもの。脅威でも何でもなく、数だけのコケ脅しに過ぎなかった。

			　他にも警察代わりの衛兵が二万名ほど常駐しているが、装備の面から考えても軍部の敵ではない。軍と警察では武力に違いが有りすぎて、大人が子供を相手にするようなものなのだ。精々が、足止めにしか役立たないだろう。

			　しかし皇帝の手札には、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンという最強戦力が残されている。

			「情報局にも近衛が紛れ込んでいる。だから厳密に言えば、真に警戒すべきなのは近衛のみって話なのさ」

			「それは確かに。序列強奪戦で当たった事もあるが、上位者は本当に強いからな」

			「おいおい、自画自賛かよ。近衛の中にも、お前さんのような裏切り者がいるじゃねーか」

			「まあな。俺が信じるのは力のみで、エバってるだけの皇帝なんざに忠誠など誓わんよ」

			　そこで笑いが起きる。

			　近衛の中にも自分達の味方がいる。その事実を再認識する事で、どれだけ自分達が有利な立場にいるか理解したのだ。

			　その流れを作った男は、少し小柄なのに傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度をしていた。

			　名を、アリオスという。

			　〝異世界人〟だが、召喚者ではなく迷い人だった。

			「それで、魔王リムルの援軍は明日までに間に合うのですか？」

			　黒髪の少女がユウキに質問する。

			　古城舞衣マイ・フルキ──彼女もまた、来訪者だ。日本の女子高生だったが、召喚されてこの世界にやって来た。

			　マイは自由組合総帥グランドマスターだったユウキに拾われ、色々と援助を受けていた。その関係もあり、ユウキを信頼して慕っているのである。

			「そうだぜ。軍勢を引き連れてやって来るのなら、どれだけ急いでも時間がかかるってもんだ。空を飛ぶならいざ知らず──って、まさか飛んで来たりしないだろうな？」

			　マイの質問に被せるように、筋肉質の大男が発言する。

			　名をトルネオットと言い、元は奴隷戦士だった。ダムラダに見出されなければ、鉱山奴隷として使い潰されていただろう。

			　トルネオットは軍に放り込まれて、教育を施されて、学ぶ楽しみを知った。だから見かけによらず博識であり、混成軍団でも参謀という立場についているのだ。

			「飛行魔法は精神力が奪われるものね。魔王ならば問題ないのかも知れないけど、末端の魔物まで飛べるとは限らないわ」

			　トルネオットに同意するのは、小柄な少女だ。

			　名はアリア。魔法使いであり、重戦士でもあった。

			　見た目通りの年齢であるはずもなく、ガドラ老師の弟子でありながら改造手術を自らに施した、異色の人物であった。

			　そんなアリアに、トルネオットが呆れて返事する。

			「そうじゃねーよ。いくら大軍勢が留守にしてるって言ってもだ、帝都上空にも監視網は張られてる。空から大軍が押し寄せりゃ、かなり遠くに着地しようが気付かれちまうってもんさ」

			　意外にも的を射た指摘をされて、アリアは顔を赤くして恥じ入った。アリアは魔法使いにしては珍しく短気で、思慮が足りない面があるのだった。

			「まあまあ、意見を言うのは大事だよ。色々な角度から分析する事で、違ったものの見方が出来るようになるからね」

			　ユウキがすかさず取り成して、そのまま議題の軌道修正を行う。

			「リムルさんからは、ガドラの爺さんを通して連絡が来たんだけどね、明日は少数だけで来るそうだよ」

			　リムルとの連絡は、ガドラが秘匿する〝魔法通話〟にて行われた。帝国情報局が仮に傍受しても、内容は暗号化されているので解読するのは不可能である。

			　その際、ガドラは要点だけを伝達するのだが、それによると誰が行くかは未定との事だった。

			　リムルは確定として、護衛をどうするのか？

			（どうやらリムルさんも、ルドラ相手に示じ威い行こう為いは意味がないと判断したみたいだね。量より質を徹底する気みたいだし、やって来るのは幹部連中だけと見て間違いないかな）

			　多くても十名程度だろうと、ユウキは予想する。

			「それって、帝国を舐なめてるの？　それとも、同盟相手である私達をコケにしてるのかしら？」

			　しなやかに身体をくねらせつつ、細身の美女が小首をかしげて疑問を投げかけた。

			　それは質問というよりも、思ったままを口にしたという感じだ。一見すると天然系に見えるその女性は、オルカという名の戦士である。見た目に反比例して、いくつもの特技を隠し持つ異能者なのだった。

			「オルカよ、そいつは違うぜ。さっきも言ったが、大軍だと準備に手間取るし、何事につけて時間を食っちまうもんなのさ。少数精鋭で行動する方がいいと、そう判断したんだろうさ」

			　今回もまた、トルネオットが解説する。

			　ユウキは手間が省けたとばかりに微笑んだ。

			「その通りだね。だから、僕達の方針を定めておく必要があるのさ」

			　リムルが精鋭のみを引き連れてやって来る──ここで問題となるのは、誰が誰を相手にするか、だ。

			「リムルさんがどう考えているのかは、明日の会談で聞くつもりだ。だからこそ、僕達は僕達の考えを纏めておく必要がある。たとえば、皇帝ルドラをどうするのか、とかね」

			　ユウキの発言は傲慢とも取れるものだった。敗北するなどまるで考えず、勝利する未来のみを見据えている。

			　クーデターが成功してもいない内から、皇帝の処遇を相談する時点で異常なのだ。しかし、それを指摘する者はいない。

			　突っ込み属性を持つトルネオットでさえも、ニヤリと笑ってユウキの言葉を待つ構えだった。

			「ドワーフ王国側も事情は承知している。だからさ、現在展開中の混成軍団主力も背後を気にせず帝都に向けて打って出れるんだ。帝都に残る戦力だけなら楽勝ってもんだろ？」

			「確かにそうですね。脅威なのは近衛のみですか」

			「そうなるね」

			　笑顔のままに応じるユウキ。

			　本当は、真なる脅威が別にいる事を知っている。

			　〝元帥〟という、未知なる存在がいる事を。

			　そして更に、ギィがユウキを生かした意味を考えるならば──

			（今回、リムルさんはどうして動いたのか？　平和主義者で、自分から他国を攻めるのを嫌いそうなものなのに……）

			　後腐れがないようにというのも、一つの考え方である。しかしどうしても、それだけが理由ではないように思えて仕方なかった。

			　そうしてユウキは、一つ一つのピースを組み立てて考えを纏めていく。すると、リムルの背後にもギィの影がチラついて見えた。

			　だとすれば、帝国にはギィの相手になるほどの化け物がいる、という結論に辿り着く。

			「場合によっては、皇帝を殺すのもやむなしだろ？」

			「気が早いぞ、アリオス」

			「そうだよ。手柄の一人占めは良くない」

			　集った者達は興奮し、皇帝弑しい逆ぎゃくについてまで口にする者が出始めた。

			　皇帝の処遇にまで口を出すのは気が早過ぎるとユウキは思ったが、血気盛んなのは良い事だと思い直す。

			　実際、皇帝ルドラの扱いも、明日の会談で話し合う予定だ。

			　ガドラは殺害に反対していたし、ダムラダの忠誠も皇帝ルドラに捧げられている。この二名が重要な協力者である以上、心象を悪くするのは避けたいとユウキは考えていた。

			　それ以前に、ギィが警戒する相手が、皇帝ルドラである可能性が高い。であるならば、迂闊に仕掛けるのは自殺行為だと思われた。

			（ここは様子見だね。無理をして火中の栗を拾う必要なんてないし、皇帝はリムルさんに譲るとしようか）

			　と、ユウキは結論を出したのだった。

			　詳細な打ち合わせはダムラダが来てから行うとして、概要だけは草案がある。

			　混成軍団本隊で帝都を制圧する。

			　邪魔になる近衛達は、この場にいる者達で受け持つ予定なのだ。

			　ここにいるユウキが見込んだ者達ならば、実力的にも近衛騎士ロイヤルナイトに劣らない。上位者には及ばぬものの、数の上では有利である。

			　一人に対して数名で挑めば、この程度の実力差ならば覆せる計算だった。

			　ルドラや〝元帥〟といった化け物の相手は、わざわざ参戦してくれるリムルに任せればいい。リムルもそのつもりだろうから、この提案は受け入れられると思われた。

			　帝都防衛には、何処からも援軍は来ない。

			　三大軍団の内、機甲軍団はリムルによって崩壊した。

			　魔獣軍団は遠い空の上。状況を知ってから全力で駆け付けようにも、その頃には全ての決着が着いている。

			　この状況下で、最後の混成軍団が裏切るのだ。

			　ここまで計画が進んだ以上、王手である。

			　焦らずとも勝利は間近に迫っていた。

			　そのはずなのに、ユウキは何か見落としているような不安感が拭えずにいた。

			　それが果たして何なのか──

			「お待たせしました」

			　熱気に包まれた会場に、その落ち付いた声が響く。

			　その声を聞くなり、誰もが冷水を浴びせられたように身を縮こまらせた。

			「やっと来たか、ダムラダ」

			　その男──ダムラダが、会場に到着したのである。

			


			＊

			


			　ダムラダはいつもの偽装用商人服ではなく、珍しい事に帝国の軍服を着用していた。

			　その時点で、ユウキは違和感を覚える。

			「ミーシャはどうしたんだい？」

			「死にました」

			　会場が静まり返った。

			　誰もが不穏な気配を感じ取り、臨戦態勢になっている。ここにいる者はいくつもの修羅場を潜り抜けているので、そうした気配に敏感なのだ。

			「どういう意味だい、ダムラダ？」

			「言葉通りですよ。たった今、ミーシャは近藤の手によって始末されました」

			　それを聞いたユウキは、ずっと残っていた胸のシコリが消えるのを感じた。

			　何かを見落としているような、そんな不安感。

			　その正体に、ようやくたどり着いたのだと悟って。

			　ユウキとダムラダの付き合いは短いが、内容はとても深い。表には出せぬ悪事を、数え切れぬほど共有している。

			　帝国の裏社会を統べていた闇の母エキドナを潰せたのも、ダムラダの協力あってこそだ。その後も秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟を設立し、幹部としてずっと働いてもらっていた。

			　そう思っていたユウキだが、どうやらそれも勘違いだったようだ。

			　全ては、帝国の思惑通りだったのだ。

			　ダムラダが集めた者達が中枢を占める組織、それが秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟である。

			　その目的は、有能な者と無能な者を選別する事にあった。世界各地に情報網を張り巡らせて、優秀な人材を探し出して取り込んできたのだ。

			　迷い人を保護するのもその一環。

			　それは何も、ここ最近の話ではない。ずっと昔から、それこそ闇の母エキドナが猛威をふるっていた時代から、同じ事は繰り返されていたのだろう。

			　だとすれば、ユウキ自身もダムラダに見出された者の一人である、と言えるのではあるまいか。

			　強者を見出し、自分達の陣営に取り込む。そうした目的に沿って動くダムラダの目に止まったのが、ユウキだったのだ。

			　ダムラダ自身が表に出れば目立ち過ぎるから。

			　目立つ神み輿こしとして白羽の矢が立った、それだけの話。

			　つまりは、利用しているつもりで逆に利用されていたという事である。

			　かと言って、それはダムラダが裏切った事を意味しない。

			　ダムラダの忠誠は本物だった。

			　疑い深いユウキを信用させる為に、ダムラダも何者かに操られていた──そう考えれば、今まで感じていた疑惑の答えも解き明かされるように思えた。

			　そう悟り、ユウキはやれやれと溜息を吐く。

			「見事に騙されたぜ。何時からだい？」

			「──？　何の話ですかな？」

			　淡々と答えるダムラダ。

			　それはいつもと変わらぬ口調ではあったが、決定的に何か違うとユウキに感じさせた。

			　とぼけているという感じではなく、本心から何を言われているか理解出来ないという様子。それはつまり、ダムラダ自身も操られている自覚がない、という事を意味した。

			（そりゃあ、気付けない訳だ。本人が自覚していないんだから、見抜けるはずもないよね）

			　そう考えつつ、前回の様子を思い出すユウキ。

			　あの時のダムラダは、自分は裏切っていないと主張していた。それは本心からのものであると感じたし、事実、あの後に何かされた可能性もある。

			　自身の直感を信じるならば、ダムラダが操られたのはごく最近の話だろうと思われた。

			（そうだ。ダムラダを信じるって決めたのは僕だ。今更それをどうこう言うつもりはないし、重要なのはダムラダをここに寄越したヤツの目的の方だね）

			　ダムラダを操る者がいる。それはユウキの中では確定事項であり、それを踏まえて考えるならば、今の自分達の状況は非常に厳しいものであると推察された。

			　ダムラダの相手をしている内にも、ユウキ達への包囲網は完成してしまうだろう。

			　思考に耽るユウキ。

			　その横ではカガリも、静かに状況の分析を開始している。

			　しかし、会場に集う血気盛んな若者達は、ダムラダの態度に激昂していた。

			「ダムラダ、ユウキ様に対し無礼でしょう！」

			　アリアが糾弾する。

			　続いてトルネオットが、事情を聞きたいと問いかけた。

			「ダムラダさんよ、何を考えているんだ？　もしかして、裏切るつもりかい？」

			　ダムラダは飄ひょう々ひょうと答える。

			「裏切る？　不思議な事を言うものだな。私の忠誠は揺るぎなく、最初から最後までルドラ皇帝陛下へと捧げているぞ」

			「チッ、それを裏切りって言うんだよ！」

			　アリオスが吐き捨てるように言う。

			　金に汚いと有名で、一部の仲間達の間では下に見られていたダムラダ。金次第では裏切るのではと、陰口を叩かれる事もあったほどだ。

			　そんなダムラダだったからこそ、この状況に驚くよりも先に怒る者の方が多くいる。

			　真っ先に動いたのはトルネオットだ。

			　ダムラダの首元を片手で掴み上げ、恫どう喝かつする。

			「しらばっくれるな！　俺はアンタに拾われた。あのまま鉱山奴隷として死ぬよりも、大義の為に生きようってな。俺はよ、アンタに感謝してたんだ。それなのに、どうしてこんな真似を──グッ!?」

			　トルネオットとしては、ダムラダを庇う為の行動だった。他の者が動くよりも先に、自分の手で落としどころを探ろうとしたのだ。

			　しかし、ダムラダにとっては余計なお世話だったようだ。

			　ダムラダはトルネオットの手首をそっと握り返し、力の流れを操作して、逆に動きを固めてみせた。

			「トルネオットよ、私の言った言葉を覚えているか？」

			　ダムラダの目はとても冷ややかで、冷静なトルネオットの心胆を寒からしめるものだった。

			「な、何？」

			　手首を押さえながら答えるトルネオット。

			「大義の為に強くなれと、私はあの時に教えてやっただろう？　その程度かね、君が得た力は？」

			　全ての力が一点に収束し、トルネオットの手首が軋む。

			　そしてそのまま──砕けた。

			「お、俺の手首を一瞬で……」

			　そう呻き、手首を摩りつつダムラダから距離を取るトルネオット。常備している回復薬を取り出し、治癒を行う。

			　そんなトルネオットに追撃を仕掛けるでもなく、ダムラダは悠然と立つ。

			　その姿に一切の油断はない。

			　骨折など一瞬で治る魔物もいるこの世界では、相手を確実に無力化するまで油断してはならない。そういう認識でいなければ、この世界では生き残れないのだ。

			　そんなダムラダを見て、ユウキは目を細めた。

			　ダムラダが強いのは知っていた。

			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟の上位者なのだから、この部屋に集った者達より強くても不思議ではない。

			　重要なのは、究極能力アルティメットスキルの有無。

			　そして、どの程度まで操られているかの見極めであった。

			（果たして、僕の『能力殺封アンチスキル』で解除出来るのかどうか、それが問題だね）

			　それ次第では、ダムラダを殺害しなくてはならない。

			　ユウキはそれを見極める為に、敢えて仲間達を制止しない。

			「貴様は、皇帝の犬だったってか。金に汚いだけかと思えば、見事に騙されたぜ。だがな、たった一人で乗り込んで来て暴露するなんて、臆病なお前らしくもない愚行だな！」

			　アリオスが叫び、それを手始めに、状況が動いた。

			「その通りだぞ、ダムラダさんよ。アンタには恩がある。だから俺が、苦しまないように殺してやる」

			　本気を出したトルネオットが、今度は全力でダムラダへと挑む。

			「遅い」

			　トルネオットが腰に下げた戦棍メイスを両手に持って全力で振り下ろしたのだが、ダムラダはそれを難なく掻い潜る。

			　自然な動作でトルネオットの懐に潜り込み、左手の平をそっと押し出した。

			　軽やかな動きに似合わぬ、重い衝撃がトルネオットを襲う。

			


			

			


			　螺ら旋せん浸しん透とう破は──発はっ勁けいの一種であり、練りこんだ闘気オーラを相手に叩き込む技だった。

			　指向性を持たされて浸透する闘気オーラは、武具や筋肉を貫通して対象を内側から破壊する。その威力は闘気量に比例し、ダムラダが練り上げた螺ら旋せん浸しん透とう破はならば、戦車砲の威力をも上回る必殺の一撃と化すのであった。

			　トルネオットがこれに耐えるのは不可能。

			「グフッ！」

			　と吐血して、その場にうずくまる。

			　立ち上がろうにも、両足に力が入らない。当然だ。今の一撃で、トルネオットの内臓は破壊されているのである。

			「ば、馬鹿な……アンタがこれほど強いとは……」

			「ふう、やれやれ。見た目で人を判断するなど、強者特有の驕り高ぶったエゴだな。もしかして、私が貴方を護衛として雇っていたから、自分の方が強いのだと勘違いしてしまったのか？」

			「クッ」

			「私は君に強くなれと言った。人間だって馬鹿にしたものではない。能力スキルに頼らずとも、鍛えればどこまでも強くなれるのだ。私のように、ね」

			　そう言うなりダムラダは、後ろも見ずに後方へ旋回脚を放った。

			　背後からダムラダを狙った襲撃者は、その蹴りに反応出来ずに首の骨を折られて命を刈り取られる。

			　あまりにもあっけなく殺されたが、それはユウキも認めた強者の一人であるアリオスだ。

			　アリオスはユニークスキル『殺人者コロスモノ』を有しており、『無音移動』と『存在隠蔽』という暗殺任務に適した特性を獲得していた。それは殺す事に特化したような能力スキル構成であり、序列四十四位に相応しいだけの実力者だったのだ。

			　対人戦こそがアリオスの真骨頂だと思われていたのに、ダムラダによってアッサリと葬られてしまう結果となった。

			「このように、能力スキルに頼るだけでは駄目なのだ。肝心な時に頼れるのは、鍛え上げた己の肉体と精神なのだよ。私から言わせれば、君達は役立たずだな」

			　ダムラダの言葉は辛しん辣らつだった。

			　戦技指導教官からも嘲あざけりを受けた事のない者達は、それを聞いて憤いきどおる。まるで弱者を教え諭すような言い草に、怒り心頭に発したのだ。

			　全員が気色ばみ、ダムラダへ向けて殺意を放つ。

			　そんな中、ユウキは冷静に状況分析を続けていた。

			　そして、一つの結論を下す。

			（やっぱりね。ダムラダは裏切ってなんかいない。何者かに操られているんだ。アリオスは近衛だったから、ひょっとすると皇帝側だった可能性もある。トルネオットを殺していないのに、アリオスには手加減しなかったのがその証拠だね。つまり、自由意思は残しているものの、支配者にとって都合の悪い事は出来ないような状態、って事かな？）

			　ダムラダを操っているのは、とても強力な支配力なのだろう。しかしそれを掻い潜り、ダムラダは何とかしてユウキに現状を伝えようとしているのだ。

			　その判断に従って、ユウキは最適解を導き出す。

			「はい、全員注目！　今から撤退戦に移るように！　全権はカガリに委ねるから、お前達は全力で混成軍団と合流するんだ」

			「ボス？　何も逃げ出さなくても、裏切り者を始末してから、そのまま決起すれば──」

			「ダメだ」

			　アリアの提案を、ユウキは一刀両断に拒絶した。

			　いつものように余裕ある笑みを浮かべつつも、その目は真面目に全員を一巡する。

			「ダムラダは、時間稼ぎが目的なのさ。だから長々と説明してくれてるし、それは許されてるんだろ？」

			「許されている、ですって？」

			　カガリが問う。

			　それに頷うなずきながら、ユウキが断定した。

			「そうさ。ダムラダは裏切ってなんかいない。何者かに操られているんだ。そしてソイツは、僕達をここで根絶やしにするつもりなのさ」

			　ユウキの言葉を聞いての反応は様々だったが、仲間達に冷静な判断力を取り戻させる効果はあったようだ。ダムラダへの殺意を抑えて、副官であるカガリへと視線が集中する。

			　カガリの判断もユウキと同様であった。

			　本能が警鐘を鳴らし続けており、今が危機的状況にあるとカガリも悟っていた。そこにユウキからの指示が出た事で、自分が為すべき事を理解したのである。

			　状況は切迫している。ユウキの指示に反論している場合ではないと、カガリも行動に移る。

			「ここは放棄して、混成軍団の野営地に向かいます」

			「ですが、ユウキ様は？」

			「僕の事は気にしなくていいよ。ダムラダが逃がしてくれるとは思えないし、相手をしてやらないとね」

			　だから行け──と、ユウキは全員に背を向けてダムラダと対峙した。

			「行くわよ」

			「「「了解！」」」

			　誰もが自分の為すべき事を自覚した。

			　ダムラダが裏切り者なのかどうか、そんな事などどうでもよくなっていた。ユウキの背中を見て、その覚悟を知ったのだ。

			　今すべきなのは議論を戦わせる事ではなく、生き残る為に必死になる事なのだと、強者たる彼等が理解したのである。

			　倒れ伏すトルネオットを、アリアが担いだ。

			　小柄な少女が大男を背負う姿は滑こっ稽けいだが、笑う者などいない。治癒魔法の使い手がトルネオットを癒やしつつ、一同の後列に加わる。

			　そしてそのまま整然と、夜の闇へと去って行ったのだった。

			　数分後。

			　広い会議室には、ユウキとダムラダを残すのみとなっていた。

			「今から逃げても手遅れでしょう。貴方は常に詰めが甘い。ユウキ様は、情報局を甘くみておられます」

			「かもね。だけど、足掻いてみれば、そこに活路を見い出せるかも知れないぜ？」

			「笑止。これは、子供の遊びではないのですよ」

			「勿論さ。僕はいつだって本気だよ」

			「世界征服などという夢物語もですか？」

			「当然！　そしてそれは、君だって同じだろ？」

			　それを聞いて、ダムラダも笑う。

			　そう、その通りだと、心の底から満足そうに。

			


			　神楽坂優樹ユウキ・カグラザカは、ダムラダにとって良き主人であった。

			　子供っぽさが抜けない幼稚な思考も見受けられたが、冷徹な面もある。

			　実に計算高く、ダムラダを飽きさせない。

			　だからこそ、ダムラダはユウキを信頼していた。

			　今の自分が、近藤によって操られている事に気付いてくれる、と。

			　………

			　……

			　…

			　ダムラダの、皇帝ルドラに向ける忠誠心は本物だった。ユウキの事も認めているが、ルドラに対するそれには及ばない。

			　そもそも、比べる対象ですらなかった。

			　皇帝ルドラは、ダムラダにとっての全てだったのだ。

			　そしてダムラダは、ルドラとの約束に従い行動している。その約束を果たす事こそが、ダムラダの人生を賭けた目的となっていた。

			　近藤よりもダムラダの方が、ルドラとの付き合いが長いのだ。だからこそ、近藤もダムラダには手を出さないだろうという油断があったのは否めなかった。

			　疑われているのは自覚していた。だから警戒もしていたのだが、近藤はダムラダが思っていたよりも危険な男だったようだ。ミーシャへの別れを済ませた直後、ダムラダの意思は近藤の支配下に置かれてしまったのである。

			　その方法は不明だが、ダムラダが如何なる手段を用いようとも解除する事が出来ずにいた。ダムラダの意識はそのままに、その行動は全て近藤に掌握されてしまったのだった。

			　………

			　……

			　…

			（近藤め、まさか私までも操るとはな。ヤツの用心深さは筋金入りだが、ここまでするとは思わなかったぞ。しかし、流石はユウキ様だ）

			　自身の力では解除出来ない以上、残された希望はユウキに頼る事のみ。そうなると、ダムラダの置かれている状況に気付いてもらう必要がある訳だが、これがとても困難であった。

			　誰がどう見ても、ダムラダが裏切っているようにしか見えないからだ。これで信じてもらうのは無理があると、ダムラダ自身が諦めかけていたほどである。

			　しかし、ユウキは見事に気付いてくれた。

			　ダムラダはその事実に感動しつつ、近藤に許された内容のみを発言する。

			「ユウキ様、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの副団長、序列二位の実力をお見せしますよ」

			　この支配は許可制であり、ダムラダの行動には制限がかけられていた。そんな状況でありながらも、ダムラダは可能な限りの情報をユウキへと流そうと試みる。

			　名乗りもその一つ。

			　与えられるだけの情報を全てユウキが知れば。後は好きに役立ててくれるだろう。ダムラダはそう確信し、事後をユウキに託すつもりなのだった。

			（後は、私がユウキ様に殺されれば全てが終わる。ルドラ陛下との約束も、ユウキ様が成し遂げて下さるだろう。それを自分の目で確かめられぬのが残念だが──）

			　ダムラダの意志は、きっとユウキが継いでくれるはずだ。ユウキが野望を成就する為には、ダムラダの目的をも果たす必要があるのだから。

			　高望みはすまいと、ダムラダは思った。

			「安心しなよ。お前にはまだまだ働いてもらうつもりなんだ。助けてやるさ」

			「ハハハ！　そんな甘っちょろい事を言っていると、私を倒す事も出来ぬでしょうな」

			　心から込み上げてくる愉快な気持ちは、操られていても消せるものではない。ダムラダは心の赴くままに、その感情を解き放つ──

			


			[image: ]

			


			　帝都の大通りを、三十数名の戦士達が走る。

			　ユウキに命じられるままに、カガリ達は混成軍団との合流を目指して夜の帝都からの脱出を試みていた。

			　混成軍団が野営している地点だが、ドワーフ王国との国境線付近である。帝都の南西方向に五百キロは離れており、行商人が十日以上かけて進む距離であった。

			　魔力の高い者ならば、帝都に張り巡らされた『転移門』を利用出来る。定められた都市間を、一瞬にして移動出来る優れた魔法技術の賜たま物ものであった。

			　しかし、百人が一斉に利用出来るような代物ではないし、重要施設である以上、警備は厳重である。こんな夜更けに押しかけても、争いになるのが明白であった。

			　カガリは迷いなく、自分の足で踏破する道を選ぶ。

			　ここで揉め事を起こすよりも、先ずは戦力を整える事を優先すべきとの判断であった。

			　この集団ならば、誰もが人外レベルの超人である。休みなく走り続ければ、数時間もあれば目的地まで到達出来るだろう。

			「カガリ様は大丈夫？」

			「ええ、何の問題もないわ。心配してくれてありがとう、ティア」

			　カガリは、横を並走する仮面の少女──ティアへと御礼を述べた。

			　カガリは元魔王であり、魔王レオンに敗北した後、精神体スピリチュアル・ボディーのままで何十年も彷徨さまよった過去を持つ。精神生命体ではなかった当時のカガリ──魔王カザリームは、自身の自我を保つだけでも精一杯だった。

			　そんな過去を乗り越えて、ユウキのお陰でようやく人造人間ホムンクルスという肉体を得た。そして何の問題もなく、強力無比に鍛え上げているのだった。

			　故に今では、上位魔人に匹敵するほどの戦闘能力を身に付けている。この強者の集団の中にあっても、決して後れを取るものではなかった。

			「そう？　ならいいけど。こんな時、ラプラスがいてくれたら良かったのに……」

			「そうね、ラプラスならば、ダムラダにも勝てたでしょうに」

			「ホッホッホ。ボスも強い。必ずや勝利して、我等の前に戻って来てくれるでしょう！」

			「そうだね！」

			「ええ、その通りよ」

			　そう答えて笑ってみせるカガリだったが、内心では焦りが大きくなっているのを自覚していた。先程から警鐘が鳴り止まず、カガリの不安はどんどんと大きくなっていたのである。

			（──不味い。これは不味いわね）

			　本能的な直感だが、これに何度命を救われたかわからない。だからカガリは根拠がなくとも、何か打開策を取らねばならぬと考えていた。

			　そして、もっとも信用している仲間達である、ティアとフットマンへと視線を向ける。

			「ラプラスを呼びなさい」

			「え？」

			「戻って来いと伝えてちょうだい」

			　ティアやフットマンならば、ラプラスとも『念話』による会話が可能だ。どれだけ離れていても、道化同士で繋がりあっているのである。

			「ラプラスは使者に出向いてるけど──」

			「構わないから。急いで！」

			　カガリにだけ聞こえる警鐘が大きくなった。

			　説明している時間はない。そう判断し、カガリはティアを放置して次なる命令を下そうとした。

			「全員、ここから散開しなさい！　そして、各自の判断で生存を優先し──ッ!?」

			　混成軍団との合流を目指しなさいと、最後まで言葉を発する事は叶わなかった。もう既に手遅れだと悟ったのだ。

			「──驚いたな。気配は完全に消していたつもりだが、よくぞ気付いたものだ」

			　そう言いながら、闇の中から軍服を纏った男が姿を現した。

			　近藤中尉である。

			　近藤だけではなく、大通りに面する建物の屋根の上から、次々と音もなく舞い降りて来る者達がいた。

			　その数は、五十名ほど。

			　しかし、一人一人から圧倒的なまでの気配が感じ取れた。

			「帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアン……」

			「その通り。無駄な抵抗は止めて、降伏しろ。そうすれば、皇帝陛下の為に死ぬ栄誉を与えてやろう」

			「そう、認めるのね。近藤中尉、貴方が帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの団長だ、と」

			　そう指摘されても、近藤は無表情を崩さない。

			　否定も肯定もしないが、カガリにとってはそれで十分だった。

			　カガリ達は密集しつつ、自分達を囲うように立つ騎士達を警戒する。こうなった以上、戦闘は避けられぬ状況なのである。

			　近衛騎士ロイヤルナイト達は、伝説級レジェンドの武具で完全武装済み。実力の上では互角でも、装備の差は大きかった。

			　圧倒的に不利なのだが、ここで諦めるような者などユウキの部下にはいない。

			「ハッ、やってやろうじゃねーか。かえって手間が省けていいってもんだぜ！」

			「その通りね。近衛の実力、見せてもらいましょう！」

			　先程まで死にかけていたトルネオットが気炎を吐けば、アリアもそれに乗っかって大見得をきる。

			　超常的な実力者らしく、何もせずに敗北を認める気などさらさらないのだ。

			　そんな中、カガリは必死になって状況の分析を続けていた。

			　全員が生き残る確率など、ゼロに限りなく近い数値になっている。今の段階での戦術的勝利目標は、より多くの仲間が混成軍団との合流を果たす事だった。

			　その為には、時間稼ぎが必要だ。

			　ユウキがダムラダを倒すまでの。

			　ラプラスが助けに戻って来るまでの。

			　貴重な時間を稼ぐ事。それこそが、カガリの使命であると認識する。

			（さあて、どちらか間に合ってくれたらいいけど、どうなるかしらね）

			　そう思いつつ、カガリは近藤の前に一歩踏み出した。

			「ほう？　貴様が俺の相手をするつもりか？」

			「ええ。近衛のトップの力、どの程度のものか確かめさせてもらうわ」

			　そう答えるカガリだが、自分の実力では近藤に遠く及ばないのを理解している。カガリの目的は、自身を囮おとりとする事だった。

			（勝てないまでも、精々時間を──）

			　そう気合を入れつつ、近藤に向かって身構えた。

			　対する近藤は、カガリなど眼中にない様子だ。周囲で始まった戦闘に、やれやれと溜息を吐いている。

			「俺は無駄が嫌いだ。時間稼ぎに付き合うつもりなどないし、精神論では戦争に勝てないと理解するがいい」

			「どうかしら？　祈れば奇跡が起きるかも知れなくてよ」

			「フッ、笑止。元魔王が寝言をほざくな」

			　それを聞き、カガリも舌打ちを一つする。

			　自分が元魔王であった事は、数少ない仲間にしか知られていないはずだった。それを近藤は、いとも簡単に暴露した。つまりは、その程度の情報など些さ事じであると、そう判断しているという事に他ならない。

			「舐められたものね」

			「別に、そんなつもりはない。それよりも、一つ教えておいてやろう。お前達は混成軍団との合流を目指しているのだろうが、それは無駄だぞ。既に先程、皇帝陛下御自ら、討伐軍を組織して出陣したからな」

			「何ですって？」

			　皇帝が出陣というのは異常事態である。

			　しかしカガリが気にしたのは、討伐軍という言葉だった。

			「当然だろう。重要なのは強者のみ。ルドラ陛下へ忠誠を誓っているならいざ知らず、進化の可能性もないような雑魚共など不要だからな」

			「それはどういう──」

			「理解出来ぬか？　貴様達が今生かされているのは、進化の可能性が残っているからに過ぎん。全ては、ルドラ陛下の計画通りに事は運んでいるのだよ」

			「何を馬鹿な！　ワタクシ達の企みは、全てお見通しだったとでも!?」

			　激昂するカガリ。

			　近藤は面白くなさそうにカガリを一瞥して告げる。

			「愚問だな。それともまさか、この帝都で俺の目を欺あざむけているとでも思っていたのか？」

			　カガリの心に、仄ほの暗ぐらい怒りの炎が灯った。

			　その炎の名は、屈辱である。

			　ユニークスキル『企画者クワダテルモノ』によって、カガリは様々な計画を立案し、成功させてきた。リムル関係では失敗続きだったものの、自分はユウキの懐刀であり、策士であるというのが、カガリの誇りだったのである。

			　それを、近藤は鼻で笑ったのだ。

			「人間風情が……」

			「それは、神楽坂優樹ユウキ・カグラザカの事だろう？」

			　カッと頭に血が上るような激しい怒りで、カガリは目の前が真っ白になったような錯覚を覚えた。しかし、それが近藤の策であるというのも見抜いている。怒りにまかせて感情的になってしまっては、勝てる戦も負けてしまうのだ。

			　その証拠に、カガリの怒りに触発されたのか、フットマンが理性を失ったように近藤へと攻撃を仕掛けている。道化連の中でも最大の攻撃力を誇るフットマンが、自重もなく街の破壊を厭わずに、極大魔力弾を放っていた。

			　近藤はそれを危なげなく避けているが、街の方では警報が鳴り響き大騒ぎになりそうな気配だ。このままでは近衛だけではなく、警備兵や野次馬まで駆け付けて来るだろう。

			　こうなった以上、カガリ達が気を遣う必要はない。邪魔する者を敵と見做して蹴散らせばいいのだが、そんな事は近藤達とて百も承知であろう。

			　では、どうして今の状況を許容しているのか？

			　それがカガリには疑問だった。

			（落ち着いて、冷静に。コイツは、ワタクシを怒らせようとしているだけ……）

			　近藤の目論見を見抜いているのだから、相手をしなければいい話。そう考えて、カガリは怒りを押し殺す。そしてふと、何か重大な見落としをしているような、そんな不安感に包まれる。

			（待てよ……？　ダムラダは何者かに操られていた。それが近藤の仕業なのだとすれば──）

			　フットマンだけではなく、ティアも戦闘に参加している。そして周囲では、近衛とユウキの仲間達との間で、凄まじいまでの殺し合いが始まっていた。

			　近藤は、そうした状況でも顔色一つ変えない。

			　何時の間にやら右手に拳銃を握り、左手に刀を構えて対処している。フットマンとティア、魔王をも凌ぐ二人の魔人を相手にして、余裕の態度を崩さずにいた。

			


			

			


			　強いだろうとは予想していたものの、これは想定以上であった。

			　間違いなく、ダムラダよりも強い。そう感じ取ったカガリは、改めて近藤の恐ろしさを思い知った。

			　近藤は銃を構えるだけで、撃つ素振りは見せていない。刀だけでフットマンとティアの相手をしていた。

			　その刀だが、カガリの目から見ても名刀だった。事実、カガリは知らぬ事だが、その刀は海軍太刀型軍刀と呼称される拵こしらえながらも、肝心の刀身は魅入られるような美しい刃紋を描く業物だった。近藤の家に代々伝わる家宝であり、素人が持てるような安物ではないのである。

			　当然ながら、片手で扱う類の武器ではない。それなのに近藤は、柄の下の部分を左手で握って片手だけで扱っていた。そのような特殊な流派であるとは思えず、本来の実力を発揮していないのが丸わかりだったのだ。

			（この男は危険だ。あの二人を相手に、まるで本気を見せないとは……。でも、どうして？　殺すつもりなら、もっと本気で相手をするはず。それをしないという事はやはり、ワタクシ達に何らかの利用価値を見出している？　それはやはり──）

			　そしてカガリは、その答えへと辿り着いた。

			　カガリが叫ぶ。

			「気を付けなさい！　近藤は何らかの手段で、他人を操れる可能性があるわ！」

			「フッ、その通りだ」

			　近藤は否定するものと思ったら、素直に認めた。それを不気味に思うカガリ。

			（この男が手の内を晒す？　いえ、既にワタクシ達が疑っている以上、否定しても意味がない。逆に肯定すれば、ワタクシ達の警戒心を高める事になる。でも、わからないわ。どうして──）

			　カガリは疑心暗鬼に陥っていた。

			　近藤の考えが理解出来ず、どうするのが正解なのか読めないのだ。

			　戦っても勝てない以上、時間稼ぎに徹するという当初の作戦に従うのが一番いいはず。そう思うのだが、どうしてその作戦に近藤が付き合ってくれているのかわからなかった。

			（──いいえ、おかしいわ！　この男は時間稼ぎに付き合うつもりはないと言いながら、どうして──ハッ！　そうか、そういう事だったのね!!）

			　カガリはその時になってようやく、近藤の本当の怖さを知った。会話一つ一つに意味があり、嘘を織り交ぜる事で、この場の流れを完全に支配していたのだと理解して。

			「貴方も時間稼ぎを……」

			「ようやく気付いたか？　この俺が、貴様達の下らない時間稼ぎに付き合ってやっているのだと」

			「クッ」

			「貴様如きの考える事など、読み解くのは容易いぞ」

			　冷静さを保とうとしても、近藤の挑発がカガリを刺激する。

			「適当な事を──」

			「俺がどうして、〝情報に巣食う怪人〟などと呼ばれているかわかるか？」

			「……」

			「貴様もさっき言っていただろう？　俺が、他者を操れると。だったら、操っている者の知識を手に入れるのも容易だろうと、どうして思いつかないのだ？」

			　コイツは何を言っているんだ──と、カガリは驚愕した。

			　嘘というには稚ち拙せつ過ぎる。しかしそれが真実ならば、重要な機密の漏ろう洩えいである。自分の手の内を晒すような真似を、この慎重な男がするとは思えなかった。

			「面倒だな。俺とて、全てを見通している訳ではないのさ。貴様達と接触するのは、郊外に出てからの予定だった。帝都に被害が出たのも心外だし、こうして手加減して相手をしてやるのも余計な手間だ」

			「手加減だって!?」

			「ホッホッホ、舐められたものですね!!」

			　近藤の言葉に反応し、ティアとフットマンが激昂する。それは相手の策に乗せられているだけに過ぎず、この場合は悪手となる。そう理解するからこそ、カガリは焦った。

			「落ち着きなさい、貴方達！　相手の言葉で感情を乱されないで!!」

			　そう叫び、何とか二人の暴走を止めようとした。

			　近藤は面白くなさそうに、そんなカガリを一瞥する。そして、拳銃にチラリと視線を投げかけてから、何を思ったのか懐に仕舞い込んだ。

			「面倒だ。殺さぬ程度に戦闘力を奪ってやろう。来い」

			　近藤が両手で軍刀を構えた途端、空気が一変した。

			　それは、達人のみが身に纏う気配。

			「ティア、ここは私に譲ってもらいましょうか。いきますよ、人間!!」

			　両者の気配が膨れ上がり、戦闘中だった者達までも気圧されるように戦いを止めた。

			　近藤は八相の構えを取り、静かに敵を待ち受ける。

			　対するフットマンは、防御などまるで考慮していない特攻の構えだ。全身を闘気で覆い、巨大な弾丸と自らを化して突撃していく。

			　その太った身体からは考えられぬほどに機敏に動き、転がるように移動する。そして、地を跳ねるごとに加速して、近藤の周囲を飛び跳ね始めるフットマン。不規則な動きを繰り返し、どんどん加速していく。

			「ほーーーっほっほっほ。この動き、見切れるものなら見切ってみよ！」

			　フットマンは己の全力に達したと確信し、近藤に向けて最終奥義を繰り出した。

			　フットマンの力の正体は、ユニークスキル『増幅者フトルモノ』と言う。

			　この権能の本質は、増幅。

			　波動だろうが、質量だろうが、意のままに増やせるのだ。跳ねるだけで加速するし、自分の体重も増加し続けて、見た目にそぐわぬ重量となっている。この運動エネルギーをぶつけられれば、どんな相手だろうが木っ端みじんになるだろう。

			「喰らいなさい、〝怒りの爆発飛散アングリースプラッタ〟──ッ!!」

			　絶対の自信と破壊力を秘めて、フットマンが近藤へと迫る。しかし、近藤は表情一つ変えずに剣技を放った。

			「〝地ち天てん轟ごう雷らい〟を振るってやったのだ、光栄に思うがいい」

			　その声が静かに聞こえたのは、全てが終わった後だった。

			　フットマンの両手両足は、今の一瞬で切断されていた。誰の目にも止まらぬ早業である。圧倒的な実力差がなければ、ここまでの芸当は不可能だった。

			　首は繋がっているものの、真っ赤な血が噴き出ている。それでもフットマンならば死ぬ事はないが、戦闘の継続は困難だろう。

			「ティアとか言ったな。その男の手足を縛って、ついでに首も止血してやれ。まだ死なれては困るからな」

			　平然とそう告げる近藤。

			　その右手にはまたも拳銃が握られ、最初のスタイルへと戻っている。その姿はどう見ても、これ以上相手をする気はないという意思表示であった。

			「何を、何を考えている──!?」

			「貴様達は殺さない。特にお前だよ、カガリ──いや、元魔王カザリーム。お前には利用価値がある。だから、殺す訳にはいかないのさ」

			「馬鹿ね、こんな真似をされて協力するとでも？」

			「フッ、許きょ諾だくなど必要あるまい。教えてやっただろう？　俺は他者を操れるのだよ」

			　どこまでも憎々しい男だと、カガリは憎悪の目を近藤に向けた。

			　その言い方がどこまでも腹立たしい。自分の考えは正しいはずなのに、間違っているのではと不安にさせられてしまう。近藤の言葉の一つ一つが、カガリを苛立たせるのだ。

			　その時、近藤の持つ拳銃に紅い光が灯った。

			　それを見て、近藤が口元を緩める。

			　それは、小さな小さな笑みだった。この男でも笑うのかと思うのと同時に、今までで最大級の警鐘がカガリの心に鳴り響く。

			（時間稼ぎ……そうか、それは本当だったのね!?）

			　今更気付くも後の祭りだ。

			　ここまで翻弄される自分が嫌になるが、それでもカガリは最善の道を探り続ける。

			　それが何かは不明だが、近藤の手札が揃ったのは間違いない。このまま逃亡するのは不可能だし、これ以上時間を稼ぐのも難しそうだ。

			　であれば、取れる手段はただ一つ。

			　カガリに残された道は、仲間に及ぶであろう危険の芽を摘み取るだけ。

			　即ち、自殺である。

			　死を選ぶ事で、情報漏洩を防ぐ決意をしたのだった。

			　といっても、妖死族デスマンであるカガリは本当の意味で滅ぶ事はない。この肉体は失う事になるが、もう一度誰かに宿る事で生き永らえる事は出来る。

			　フットマンやティアも、カガリの思惑に気付くだろう。彼等もまた妖死族デスマンであり、カガリ同様、本当の意味では死なない。三人で同時に近藤に仕掛ける事で、カガリ達の思惑に気付かれる事なく目的を達成出来るはずだった。

			　たとえ肉体を失おうとも、逃げ切りさえすれば最悪の事態は避けられる。それがカガリの判断であり、取って置きの切り札だったのだ。

			（せっかくユウキ様が手に入れてくれた肉体なのに、忌々しい。定着するまで時間もかかったけれど、全てを失うよりはマシね。フットマンやティアも巻き込む事になるけれど、次はもっと強靭な肉体を用意してあげましょう）

			　と、カガリは決断を下した。

			　後の事は、ラプラスが何とかしてくれると信じて。

			　予想外にも、近藤は強過ぎた。現段階でのカガリの見立てでは、近藤とラプラスの強さは互角である。いや、少々近藤の方が上回っている可能性があった。

			　ここで上手く合流出来たとしても勝利が確実ではない以上、ラプラスまで危険に晒すのは愚策である。カガリはそう判断したのだった。

			　不安なのは、近藤が他者をどのように操っているのか、だ。

			　それを見極めてから逃亡したいが、欲張り過ぎるのは危険である。カガリは迷いを捨てて、即座に行動に移った。

			「やれやれ、人間如きに舐められたものね。フットマン、ティア、遊んでいないで全力で仕掛けるわよ。そして、魔王と呼ばれたワタクシの真の力、とくと味わうがいいわ！」

			　カガリは全身に妖気オーラを張り巡らせて、限界を超える力を出す。こんな無茶に仮かり初そめの肉体が耐えられるはずもなく、もって数分という状態だ。しかし逆に、これで自殺を疑われずに済むと考えている。

			　フットマンやティアも、カガリの状態を見て作戦を理解した。

			「ホッホッホ、手足を失ったくらいでは、私を止められませんとも！」

			「アタイだってまだまださ！　本気を出すのなんて久々だから、ワクワクが止まらないよ！」

			　カガリに合わせるように、フットマンも身体を丸めて跳躍を開始する。そしてティアも、カガリと同じく妖気オーラの解放を始めた。

			　帝都の中枢で、巨大な妖気オーラが膨れ上がっていく。近藤に相打ち狙いの特攻とでも思ってもらえれば、カガリ達の作戦は成功なのだった。

			　だが、しかし。

			　近藤はそんな状況であるというのに、眉一つ動かさない。落ち着いた動作で軍刀を仕舞い、拳銃の具合を確かめている。

			　そして何気ない調子で、カガリ達に冷水を浴びせるような発言を投げかけた。

			「妖死族デスマンというのは、精神体スピリチュアル・ボディーだけで生存が可能らしいな」

			　その発言はとても無視出来ないものだった。

			　カガリ達の種族を知る者など、仲間達の中ではユウキのみなのだ。ダムラダでさえ知らぬ超極秘情報であり、いくら近藤と言えども知るはずのない事柄なのである。

			「ど、どうしてそれを──」

			「戦いとは、始める前に全て終わっているものだ。機甲軍団が全滅したのも、敵を侮って情報収集を怠おこたったからだ。確実な情勢を知りもせずに暴走するなど、敗北が約束されているようなものだろうに。そう思わないか？」

			「……」

			「そう言えば、貴様の部下も期待外れだったな。最高のタイミングで仕掛けさせてやったのに、新参の魔王如きに後れを取るなど。あれで魔王とは笑わせる」

			「──何ですって？」

			「まあ、負けてくれた方が都合が良かったのだがね。あの地で何が起きたのか、おおよその事情は把握出来たし、クレイマンよりも面白い存在が生まれたからな」

			「どういう意味かって聞いているのよォ──ッ!!」

			　カガリの怒りは爆発した。

			　冷静にならねばという思考は消し飛び、目の前の男、近藤中尉への憎悪で我を忘れる。

			　近藤の発言はすなわち、クレイマンを操っていた、という自白に他ならなかった。

			　思えばクレイマンは、何時の頃からか暴走するようになっていた。ラプラスからの報告では、数十年前くらいからその傾向が強まったとの事だった。

			　魔王になったストレスによるもので、気にし過ぎだと思っていたカガリだが、それが近藤のせいだったのだとすれば話は違ってくる。

			　自分が立案した作戦がことごとく失敗に終わったのも、邪魔が入っていたのだとすれば許せるものではなかった。それに何よりも、可愛がっていたクレイマンが死んだのも、近藤によって操られていたのが原因なのだとすれば……。

			（許さない。絶対に許さない）

			　カガリの怒りは、自制出来るような代物ではなかった。怒りという感情に敏感なフットマンもまた、カガリの怒りに反応してそれを増幅させてしまう。

			　結果、全てが近藤の思い通りになるとは皮肉なものであった。

			　いや、それこそが近藤の狙い通りだったのだ。

			「甘いな。戦いの最さ中なかに、感情的になるなど。その程度の覚悟だから、こうして簡単に罠に嵌るのさ」

			　近藤はそう告げるなり、引き金を引いた。

			「あっ」

			　パンッ──という小さな音が響き、カガリがビクンと跳ねる。

			　血は流れない。

			　それはとても特殊な弾丸であり、肉体ではなく精神に影響を及ぼすからだ。

			　その名を〝支配の呪弾ドミニオンブレット〟と言う。

			　皇帝ルドラより与えられし秘宝であり、近藤の奥の手の一つである。

			　〝支配の呪弾ドミニオンブレット〟にはルドラの権能の一部が込められており、他者を支配して操る効果がある。ただし、一度に一人にしか効果がない上、精神力の強い者には抵抗レジストされる可能性がとても高い。

			　数は余分に預けられているが、使いどころを考えるのは慎重に行う必要があった。もしも失敗すると、敵に手の内を晒した上に、手駒を一つ失う事になるからだ。

			　魔王級の者を支配しようとすれば、睡眠時を狙うか、もしくは興奮状態にしなければならなかった。

			　欲望に目を眩ませるか、もしくは怒りや嘆きといった負の感情にのまれるか。対象をそうした状態に陥らせてから〝支配の呪弾ドミニオンブレット〟を撃ち込む事で、ようやく支配が可能となるのだった。

			「手間取ったが、計画通りだな。カガリよ、仲間達に戦闘行為を中止させろ。慎重な貴様の事だから、召喚者には〝呪言〟を刻んでいるのだろう？」

			「承知しました、近藤様」

			「様はよせ。俺の事は中尉と呼ぶがいい」

			「はい、近藤中尉。御命令のままに」

			　こうしてカガリは、近藤の手に落ちた。

			　そして近藤の見立てた通りに、ユウキの仲間達の魂には〝呪言〟が刻まれていた。ティアやフットマンも同様で、命令者であるカガリの言葉に逆らえなくなったのである。

			　〝呪言〟が刻まれていなかった者達もいたのだが、彼等も状況の不利を悟る。仲間同士で戦っても待つのは犬死にであり、抵抗するよりも捕らわれる方がいいと判断したのだった。

			


			　帝都の夜に、闇の静けさが戻る。

			「恨むなら、力なき己を恨め。正義とは人の数だけ存在し、より強き意志に統合されるものなのだ。理想もまた同じ。貴様達の野望は、ルドラ陛下の大義の前に露と消えた。ただそれだけの事なのだ」

			　これこそが、弱肉強食という絶対のルールだった。

			　近藤は、それを良く知っていた。

			「もっとも、踏み潰される覚悟なき者は、野望を持つ資格すらないのだがな。だから俺が、貴様達の無念も覚えておいてやるさ」

			　近藤自身もまた、覚悟を持って生きている。だからこそ近藤は、カガリ達の事を馬鹿にしたりはしない。

			　負けたら自分も同じ運命を辿る事になるのだと、経験から学んで理解していたのだった。
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			　ユウキとダムラダは拳を交差させ、激しい戦闘を行っていた。

			　もう何度目だろうか、二人の攻防が入れ替わる。

			　迷いなく顔面の急所を狙って放たれる裏拳を、手の平で受け流すユウキ。そのままダムラダの手首を極めようとするが、それを許すダムラダではない。手刀を放ち、ユウキを牽制する。

			　その手刀を予想していたユウキは、上半身を後方へ反らしつつ二連蹴りを放った。それを察知したダムラダは、その場で沈み込み足払いを実行する──が、ユウキはそれも読んでいたのか跳躍し、回転蹴りにてダムラダの頭を刈り取ろうとした。

			　しかし、その蹴りは空を穿つのみ。

			　ダムラダは既に距離を取り、立ち上がっている。

			　人の範はん疇ちゅうを超えて行われている、洗練された武技の応酬。何度も何度も繰り返されて、今では約束組手を見ているかのように規則正しい動きとなっていた。

			　ただし、常人の目では追いきれないほどの速度である。観客がいないのは残念だが、鑑賞するに足るほどの実力者を探すのは困難であろう。

			　鍛え上げた己の肉体のみで行われる、達人同士の格闘戦であった。

			　しかし、実際に行われているのはそれだけではなかった。

			　ユウキはダムラダと意思の疎通を図ろうと、会話ではなく『念話』を試みている。ダムラダもそれに応えようと、ユウキの行動の手助けを行っていた。

			　無駄に肉体同士の接触が多いのは、その一瞬で情報交換を行っていたからなのだった。

			『やれやれ、やっと繋がったか。まさかダムラダ、君まで究極能力アルティメットスキルを獲得しているとは思わなかったよ。こっちの『思念』を伝えるのに、これほど苦労させられるとはね。もしかして、僕と出会った頃から持っていたのかい？』

			『借り物でしてね。当然ながら、ユウキ様に出会った時から所有しておりましたよ』

			　滅多に使わないから気付かなかったでしょうが──と、ダムラダはそつなくフォローを入れる。

			　ユウキとしては苦笑するしかない。

			　自身も究極能力アルティメットスキルに目覚めた今、ユニークスキルとの絶対的な〝格〟の違いに気付いているからだ。

			　それにしても、ダムラダの返事には聞き逃せない言葉があった。

			『借り物だって？　それはどういう意味だい？』

			　本来、能力スキルとは自力で獲得するものである。

			　ユウキのように創り出せる者もいるが、それにしたって無から有を生み出せる訳ではない。自身の願望を糧として、〝魂の力〟の形を変えているに過ぎないのだ。だからこそ、能力スキルを譲じょう渡と出来るという話は無視出来なかった。

			　ダムラダは答える。

			『言葉通りですよ。私の力は、皇帝陛下から与えられたものに過ぎないのです』

			『そんな真似が可能なのかい？』

			『疑う気持ちは理解出来ますが、私という証人がいる。可能なのだと理解してもらうしかありませんな』

			『なるほど、もっともだ』

			　そう言われてしまうと、ユウキとしても納得するしかなかった。

			　そうなると、次の疑問が湧いてくる。

			『その、スキルの譲渡だけどさ、誰にでも可能なのかな？』

			　まさか、とダムラダは笑った。

			『普通の人間では、究極能力アルティメットスキルどころかユニークスキルの器にもなれません。権能を受け入れるだけでも、膨大なエネルギーを必要とするのですからね。それこそ、〝異世界人〟のように肉体を作り変えでもしなければ、ね』

			『それを聞いて安心したよ。皇帝が究極能力アルティメットスキルのバーゲンセールでもやってるのかと焦ったぜ』

			『ハハハ、それはまだ実現していませんよ。それを為そうというのが、陛下の目論見なのですから』

			　なるほど、とユウキも理解した。

			『その為に、強者を集めているのか』

			『その通りです。人間もね、修行の末に進化するのですよ。種族そのものが変化して、〝仙せん人じん〟となるのです。〝聖せい人じん〟へと至っているユウキ様ならば、その理屈も御存じでしょう？』

			『まあね』

			　ユウキにも実感がある。人間から〝仙人〟に、そして〝聖人〟へと至るには、普通に修行していただけでは不可能だと。

			　あの、西側諸国で最強という称号を得ていた“十大聖人”でさえ、真の意味で〝聖人〟まで至っていたのはヒナタとサーレの二人のみだったのだ。

			『人は〝仙人〟に進化して初めて、人同士で交わらねば生きられぬ人間という枠組みから抜け出せる。そして、個人でありながらも世界と繋がる事が可能となるのです。この段階まで至った者達を集めたのが帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンであり、ルドラ陛下の選別に最低ラインで合格したと言えるでしょう』

			『〝仙人〟で最低ラインだって？』

			『ええ、そうです。ユウキ様もギィと戦ったのならば、彼の者の強さを理解したでしょう？　〝聖人〟であろうが、勝利する可能性などないと』

			『それはまあ、そうだね』

			　ギィの強さは異常だった。実際に戦ってみて、それは重々承知している。生半可な力では、魔王ギィ・クリムゾンの相手をする事さえ出来ないだろう、と。

			『ギィに勝つには、究極の力に覚醒しているのが最低条件となります』

			『それが、究極能力アルティメットスキルか』

			　ユウキにも納得がいく話だった。

			　自分自身が究極能力アルティメットスキルを得た事で、それはより強く実感されるようになっていた。究極能力アルティメットスキルを持つ者には、究極能力アルティメットスキルでしか対抗出来ないのだ。

			『その通り。ルドラ陛下はその事をよく存じておられる。だからこそ、〝仙人〟へと至った者達に試練を与える事で更なる覚醒を促し、究極の力を与えるに相応しい器へと鍛え上げようとしておられるのです』

			『無茶苦茶だな。でも、僕だってそうするだろうね』

			『理解が早くて助かりますよ』

			　ユウキとダムラダは笑い合う。

			　常人には理解出来ぬ話だろうが、ユウキはその方法が理に適っていると見抜いた。方法論さえ確立させてしまえば、究極能力アルティメットスキルに目覚めた者を大勢集める事が出来るだろう。

			　先人に先を越されたのが癪だが、認めるべき点は認めようとユウキは思う。それよりも、その方法に欠かせないルドラの特異性の方が問題だった。

			『ルドラが他者に究極の力を与えられる、その事実が驚きだけどね』

			『フフフ、それこそがルドラ陛下の偉大さを証明する事例です。〝聖人〟へと至った者は、ルドラ陛下より究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』が与えられるのですよ』

			　ダムラダの『思念』は誇らしそうだった。皇帝ルドラへの敬意が感じられて、ユウキは思わず苦笑する。

			　ダムラダは依然としてユウキにも忠誠を誓っているのだろうが、それでも皇帝への想いは別物という訳だ。そうだろうと知ってはいても、もう少し隠すべきだろうとユウキは思う。

			　もっとも、普段のダムラダはそんなミスをしないので、これはもうわかっていてやっているのだろう。

			『それでルドラは、配下を覚醒させる為に戦争を起こしてるって感じかな？』

			『そうなりますな。前回の戦争もヴェルドラに邪魔されて頓とん挫ざしましたが、あれはあれで良かったのです。数名が〝仙人〟へと進化しましたし、失った以上の戦力が補充出来ましたのでね』

			　気の長い話だと、嫉妬しつつも感心するユウキ。

			　二人はそんなふうに、戦いを繰り広げながらも『念話』を行い情報交換を行った。

			　そしてついに、ユウキの力がダムラダの心理的防壁を突破する。

			『お、やったね。見つけたぜ、君を操っている力の〝核〟をね』

			『それは重ちょう畳じょう。それで、解除は出来そうですか？』

			『うん、問題ないね。けどさ、解除しちゃったら近藤にバレるんじゃないか？』

			『バレるでしょうが、構いませんよ』

			『それなら、一気にいくよ』

			　ユウキとダムラダは無闇に戦っていた訳ではない。

			　ダムラダはユウキの『能力殺封アンチスキル』を知っており、その力ならば自身へ近藤が仕掛けた『支配』を打ち破れると信じていた。ユウキもそんなダムラダの考えを見抜いて、言われるまでもなくダムラダの状態を探っていたのである。

			　そしてユウキは、新たに覚醒した力を使ってダムラダを元に戻そうと試みる──

			　ユウキが得た究極能力アルティメットスキル『強欲之王マモン』は、奪う事に特化していた。相手と接触するだけでエネルギーを奪い取れる『奪命掌スティールライフ』ならば、拳を交えるだけでも相手にダメージを蓄積する事が出来るのだ。

			　魔力であったり、体力であったり、相手次第で奪えるエネルギーの性質は違う。だが、それを自分のものとして利用出来るという点では変わらない。

			　ところが、ダムラダ相手には『奪命掌スティールライフ』が通じなかった。

			　ダムラダの力量は素晴らしく、近藤に操られながらも最善の状態を維持していた。本人の意思とは無関係に、全力でユウキの妨害を行っていたのだ。

			　それを可能としたのが、皇帝から与えられたという究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』の権能であった。これによってダムラダは、魂の保護ソウルプロテクトが施されていたのである。

			　如何なる精神攻撃をも無効化する、絶対的心理防壁。あらゆる防御を貫く、絶対的物理破壊。その相反する力を両翼として、ダムラダを無敗の存在へと押し上げていた。

			　近藤がダムラダを支配出来た理由は、皇帝より与えられた〝支配の呪弾ドミニオンブレット〟が『代行権利オルタナティブ』より上位に設定されていたからだ。もしも『代行権利オルタナティブ』が借り物の力ではなかったならば、ダムラダが支配される事はなかったのである。

			　そんな厄介な『代行権利オルタナティブ』を解除すべく、ユウキは『能力殺封アンチスキル』を駆使してダムラダの心理防壁を崩していた。そしてようやく、ダムラダの〝魂〟に刺さる〝支配の呪弾ドミニオンブレット〟を発見したのである。

			　ダムラダに確認を取るなり、ユウキは一気に力を集中させる。

			『奪命掌スティールライフ』

			　ユウキの掌底がダムラダの胸を打った。

			


			

			


			　その一撃は緻密に制御され、弾丸のみを砕く。実にアッサリとしたものだが、これによってダムラダは自由の身になれたのだった。

			「助かりましたよ、ユウキ様」

			「人を当てにするのも大概にして欲しいね。それよりも、カガリ達が心配だ。僕は行くけど、お前はどうするつもりなのさ？」

			「お供しますとも。どうせ明日には魔王リムルと会談するのです。その勢いでクーデターを行うのですから、下手に近藤の下まで戻る方が危険でしょうし」

			「そりゃそうか、取り繕う必要はないよね」

			　そう言ってユウキは笑い、ダムラダも笑い返した。

			「では行こうか」

			「そうですな」

			　ユウキが踵を返して扉に向かい、頷くダムラダも後を追おうとした。

			　しかし、その瞬間──

			「どうして異分子を始末せずに遊んでいるのかしら、ダムラダ。もしかして、ルドラ様を本気で裏切るつもりではないでしょうね？」

			　冷たい声が聞こえ、ユウキは緊張で動きを止める。

			　本当の危機は、これより始まるのだ。

			


			＊

			


			　音もせず。

			　いつの間にか彼女はそこに立っていた。

			　圧倒的な強者の気配。

			　蒼色の髪の、とてつもない美女である。

			　初めて会うはずだが、ユウキはその美女の気配を知っていた。

			　それは、御み簾すの向こう側にいた者の気配。

			　〝元帥〟と呼ばれ、皇帝の隣に座す人物──

			「ヴェ、ヴェルグリンド様……」

			　ダムラダの呟きが大きく聞こえる。

			（ヴェルグリンドだって？　それってまさか──ッ!?）

			　ユウキはその瞬間、自分の顔が引き攣ったのを自覚した。

			　この世界で最強と称される〝竜種〟──その存在を前にして、自分の力と比較してしまったのだ。

			（まいったね。前にヴェルドラを見た時には感じなかったけど、これは勝つとか負けるとかの次元じゃないね。こんなのを相手に真正面から戦うなんて、自殺行為以外の何物でもないじゃないか）

			　そう悟りつつも、ユウキは諦めない。

			　正面が駄目なら、裏口から攻めればいい。ユウキはまだ、とっておきの奥の手を隠し持っていた。今ある手札を上手く使いこなせば、十分に勝利出来ると踏んだのだ。

			「“元帥”閣下の正体が、まさか〝竜種〟だったとはね。ギィが自分で動かない理由がこれでわかったよ」

			「へえ、人間にしては珍しい。私に怖おじ気けづかないのは褒めてあげましょう」

			「そいつはどうも。ついでに、見逃してくれたら嬉しいんだけどね？」

			「私は別にいいわよ。貴方に用事があるのは私じゃなくて、私の愛する旦那様だから」

			　そう答えるなり、ヴェルグリンドは一歩下がる。

			　そこで初めて、ユウキはその男の気配に気付いた。

			　思わず目を見開き、その人物を凝視する。

			　ヴェルグリンドの隣に立つのは、天文学的な価値までありそうな、とても豪ごう奢しゃな衣装を身に纏った男であった。

			　その顔は、ユウキも良く知る人物である。

			「……マサユキ？　いや、そんなはずはないか。もしかしてお前が──」

			　マサユキと瓜二つ──そう思ったユウキだが、幾つかの差異に気付いた。

			　目立つのはその髪の色だ。

			　その男は輝かんばかりの金髪だった。それに対してマサユキは、普段から髪を金髪に染めているものの、地毛は日本人らしい黒茶色なのだ。

			　よく見れば、目つきも違う。

			　マサユキがどこか抜けたように締まりのない目つきなのに対し、その男は全てを見通すような覇気溢れる眼光である。気を抜けば飲まれるようなその男の気迫を前にすれば、同一人物とはとても思えなかった。

			（別人だね、これ）

			　そう確信し、ユウキはその男の正体に思い至る。

			　ヴェルグリンドが愛する旦那と呼ぶのならば、その正体は唯一人。

			「──皇帝ルドラか」

			「その通りですユウキ様。この御方こそが、帝国の頂点であらせられる皇帝陛下、ルドラ様で御座います」

			　答えたのはダムラダだ。ルドラへの敵意などないと示すように、服が汚れるのも気にせずその場に跪いている。

			　ユウキはそれを責めはしない。

			　ダムラダにとっての重要度が自分よりもルドラの方が上なのは、言われなくとも知っている。それよりも問題なのは、何故ここにルドラがいるのか、だ。

			「驚いたよ。まさか尊き御方が、このような場所まで出向くとはね。暇なのかな？」

			　からかうように問いかけるユウキ。

			　そんなユウキに怒るでもなく、ルドラはいたって普通に答える。

			「忙しいとも。ギィとの勝負も大詰めでな、遊んでいる場合ではないのだ」

			　驚いたのはダムラダだ。

			　まさか、ルドラが下げ賤せんの者と口をきくとは思わなかったし、それをヴェルグリンドが許すとも思っていなかった。

			「へえ、それじゃあサボってないで──」

			「御託はいい。余の部下となれ。そうすれば、自由意思を奪わずにおいてやろう」

			　それは命令だった。

			　遥か天上から、地を這う者への。

			　ユウキがもっとも嫌うタイプなのだが、何故か逆らえぬ感覚である。

			（これは、『思考誘導』かな？　マリアベルから仕掛けられた『支配』にも似ているけど、それの比ではないほどに強力だね）

			　忌々しい力だ。しかしユウキには『能力殺封アンチスキル』がある為、能力スキルに由来する命令ならば無視出来る。

			　そのはずだった。

			（違う！　これはそんな生易しい権能じゃないッ!!）

			　思わず膝を屈しそうになり、ユウキは戦慄とともに悟った。

			　これはカリスマなのだ、と。

			　万物を従えるほどの、想像を絶する支配者の覇気。

			　ユウキは死力を尽くして抵抗レジストする。

			「ペッ、やってくれるね。まさか初手から、こんなインチキめいた手で攻められるとは思わなかったぜ」

			　ユウキは血の混じった唾を吐き憤る。

			　それは自分の得意とするところだと、先を越された事に立腹した。

			　だが、それで正解だ。怒りという感情こそが、ルドラの支配を絶ち切った証拠なのだから。

			　ユウキは不敵な笑みを浮かべ、ルドラを見返した。

			　しかし、当のルドラは不思議そうな顔でユウキを見詰めている。

			「どうした？　自分の力が通じなくて不思議かい？」

			「いや──」

			　ルドラは困ったようにヴェルグリンドを振り返る。するとヴェルグリンドは、クスクスと笑って困惑するルドラに答えを返す。

			「駄目よ、ルドラ。その子は貴方の覇気を浴びて、精神攻撃を受けたと勘違いしたのよ。もっと優しく接してあげないと、部下にする前に壊しちゃうわよ」

			「まさか、これでも駄目だと？」

			「ええ。貴方が対等に話せる相手が少ないから、力の加減が難しいのではなくて」

			　戸惑う様子のルドラ。

			　ヴェルグリンドは楽しそうだ。

			　そしてユウキは、二人の会話を聞いて屈辱に震えた。

			（ふざけるなよ！　この僕が、まるで眼中にないってか？　だったら、その余裕を消し去ってやるよ）

			　スッと冷静さを取り戻し、ユウキは口を開いた。

			「いいさ、認めようじゃないか。確かにお前達は、この世界の支配者なんだろうね。でもさ、それだけの力を持ちながら世界を征服出来ないなんて、僕から言わせれば無能の極みだぜ」

			　挑発から入るのはいつも通り。

			　これに反応したのはヴェルグリンドだ。

			「生意気。ねえルドラ、やっぱり殺しましょう。その小僧を仲間に引き入れた程度では、ギィに対する戦力としては大差ないもの。不愉快になるだけ損よ？」

			　ヴェルグリンドに対し、ルドラは大らかなものだ。

			「そう言うな。お前からすれば取るに足らぬ相手でも、育てれば有用な駒となるものぞ。それに、反抗的な態度を取られるのも愉快ではないか。懐かぬ猫も、それはそれで可愛いものよ。余は気に入ったぞ」

			　それは、ユウキを完全に格下認定したものだった。

			　フンッと、ユウキは面白くなさそうに鼻を鳴らす。

			　肝心のルドラが平然としている以上、挑発は無意味だ。であれば、実力行使に出るまでだった。

			　ヴェルグリンドもいる以上、時間をかける訳にはいかない。初手で最大の攻撃を叩き込み、その勢いのままにヴェルグリンドまでも制圧する。そう決めて、ユウキは構えを取った。

			「部下になれって話だけどさ、僕は自分より弱いヤツに降る趣味はないんだ。僕を従えたいなら、それなりの力を示してもらわないとね！」

			　そう叫ぶなり、ユウキは行動を開始した。

			　御託は止めだ。

			　演技をしても意味がない。

			　究極能力アルティメットスキル『強欲之王マモン』は、自身の欲望の大きさがそのまま力へと還元される。ユウキは自分が強欲であると自負しており、マリアベルから奪った力が覚醒したのも当然だと考えていた。

			　だからこそ、『強欲之王マモン』という大罪系の権能を得た自分こそが最強なのだと、ユウキは信じて疑わない。

			　どちらを狙うか？

			　そんなもの、ルドラ一択だった。

			　ルドラを支配して、ヴェルグリンドへの人質とする。この危機的状況を乗り切れば、災い転じて福となすだろう。

			　そうした強気な考えこそがユウキの原動力であり、今までも成功し続けてきた。今回も勝利し、大きな前進を遂げる。それだけを考え、ユウキは走る。

			　数歩で拳が届く距離となる。

			　瞬きするよりも短い時間で、ユウキの手がルドラに触れようとしていた。

			　右手に『強欲之王マモン』の権能の一つである『吸きゅう命めい』を発動させて、それを『能力殺封アンチスキル』と併用する。こうする事で、相手の結界を貫通する凶悪な攻撃の出来上がりだ。

			　これこそが、『奪命掌スティールライフ』の本来の使い方。ダムラダの時と異なり、ユウキは相手が死んでも構わないという勢いで攻撃を放った。

			　もしもルドラが死んだら、ヴェルグリンドにのみ集中すればいい。強敵二人が相手では逃げるのも困難だが、一人だけなら何とでもなる。

			　ルドラが生き残ったなら、次は本命の左手の出番だ。

			　左手に込めた効果は『操そう心しん』だ。対象の感情を刺激し、記憶にまで影響を及ぼす恐るべき権能である。

			　マリアベルの〝欲望どく〟以上に凶悪で確実な、支配の力であった。

			　この二段構えの連続技で、ユウキは活路を見い出すつもりでいた。しかし、その考えは脆くも崩れ去る。

			「私の目の前で、ルドラに手出しなんてさせないわ」

			　身体能力を極限まで高めたユウキが目で追えぬほどの速度で、ヴェルグリンドが前に出た。そして、難なくユウキの右手を弾いたのである。

			　ユウキは驚愕した。

			　右手の掌しょう打だを防がれたのも驚きだが、それ以上に衝撃だったのは、ヴェルグリンドから流れ込んできたエネルギー量の方だ。

			　それは、ユウキが血反吐を吐くほどの荒れ狂う奔流であった。たった一瞬の交差で、限界を超えるほどの魔素がユウキの身体を侵食したのである。

			　ユウキは一瞬にして危険を察知し、強引に身体をよじって距離を取った。もしも反応が少しでも遅れていたら、ユウキの身体は完全に破壊されてしまっていただろう。

			　ヴェルグリンドが何かをした訳ではない。寧ろその逆で、ユウキの手を受け流す以外には何もしていなかった。

			　それなのにユウキがダメージを負ったのは、言ってみれば自爆である。『奪命掌スティールライフ』で、制御しきれぬほどのエネルギーを奪ってしまっただけの話だったのだ。

			　吐血し、血涙と鼻血を流しつつ、ユウキは考える。

			（ば、かな。僕の許容値を簡単に上回っただと!?　今の僕なら、上位精霊をダース単位で受け入れられるほどの限界値がある。それが一瞬で満たされるとか、〝竜種〟ってのはどれだけ非常識なんだよ!!）

			　神に向かって文句を言いたい気分で、ユウキはそう愚痴をこぼした。

			　恐るべきはヴェルグリンド。

			　それだけのエネルギーを奪われたのに、痛つう痒ようも感じていないという態度で平然としている。つまりは、ユウキの攻撃など防御する必要もないと言外に語っているのだ。

			　これは無理だな──と、ユウキは悟った。

			（クソッ、ここまで力の差があるとはね。そりゃあ、僕の事なんて眼中にない訳だよ）

			　これは紛れもなくギィと同等。そう悟り、ユウキは今更ながらに世界の高みを知った。

			　究極能力アルティメットスキルに覚醒したからこそ、その絶望的なまでの格差が理解出来たのだ。

			　自分から仕掛けるのは自殺行為だ。

			　こうなるともう、敵の出方を待つ他なかった。

			「無粋な真似は止めよ。せっかく余が自ら出向いたのだ、余の力を知りたいという願いに応えてやるのも一興であろう？」

			「悪い癖よ、ルドラ。怪我してもつまらないから、私に任せなさいな」

			「フフッ、それでは納得いくまい。そうであろう？」

			　それは挑発だった。

			　自分の十八番を奪うような真似をされて、ユウキも黙ってはいられない。

			「ハハハ、わかってるじゃないか。現実を受け止めるなら、とっくに僕の負けだと思うぜ。でもさ、僕は諦めが悪いんだよ。簡単に降るとは思わない事だね」

			　それが負け惜しみだと自覚しつつ、ユウキは大見得を切る。どうあってもヴェルグリンドには勝てないと理解した今、守るべきは自分の矜きょう持じだけである。それで死ぬ事になろうとも、最後まで自分のワガママを貫く所存だった。

			　そんな気迫を込めて、ユウキはルドラを睨みつけた。

			　それを受けて、面白そうに笑うルドラ。

			「やはり、余が相手をするとしよう。先に言っておくが、余が得意とするのは『支配』である。これに耐えられたならお前の勝ち、どこへなりと去るがいい」

			　その願ってもない申し出を聞いて、ユウキは目を細める。

			　ルドラの言葉は本気だった。

			　本気で、ユウキが逃げても構わないと言っているのだ。

			　ルドラの意図が読めないユウキだが、ルドラの思考は単純なものである。ここでユウキが経験を積む事で、より強大な力が得られるだろう。その上でもう一度交渉し、ユウキを手に入れればいいと考えていた。

			　ユウキとルドラでは器が違うのである。

			　だからユウキはルドラを不気味に感じ、馬鹿にされていると憤った。

			（支配を得意としているだって？　それは僕も同じだぜ。この力──『強欲之王マモン』に全てを賭けてやる）

			　ルドラはそんなユウキを面白そうに眺め、久方ぶりの勝負に心を沸き立たせた。

			　もしも自分の『支配』にユウキが耐えられたなら、獅子身中の虫を飼う事になるかも知れない。その可能性に思い至りつつも、ルドラは勝負する道を選ぶ。

			（ここで潰えるようなら、余の覇道もその程度のものだったのであろうよ）

			　と、負ける事など考えはしないのだ。

			　ユウキが従うふりをするなら、それはそれで一興である。そうした手駒を飼い慣らしてこそ、世に覇を唱える支配者なのだと自信を漲らせる。

			　ヴェルグリンドは、ルドラとの付き合いが長い。何を考えているのか、言われずとも理解していた。

			　だからこそ、窘たしなめても無駄だと悟っている。

			「わかったわ。それじゃあ、もしも貴方が負けたら仇かたきを取ってあげるわね」

			　そう言って、ヴェルグリンドは一歩下がった。

			「無用な心配であろうさ」

			　苦笑しつつ、前に出るルドラ。

			　そしてユウキも、悲鳴を上げる身体を無理やり立たせる。

			「面白いな、お前達は。ギィがお前の事をゲームの盤上をかき乱すジョーカーだと評したのも納得よな」

			「……どうしてそれを？」

			「フッ、中庸道化連だったか？　今、達也から報告を受けた。その会長も余の手に落ちたぞ。これも伝えておいてやるが、お前の情報は全て余の知るところとなった。そのつもりで挑んでくるがいい」

			　達也とは、近藤中尉の事だ。ルドラは近藤と如何なる手段を用いてか連絡を取り合っており、現時点でカガリを降したと報告を入れたのだろう。

			　そう理解したユウキは、最悪だと溜息を吐いた。

			　つまりは、ユウキの特異な体質の事も、ギィと戦いどのような会話をしたのかも、その全てが筒抜けになったという事である。

			　ユウキは、自分が究極能力アルティメットスキルに覚醒した事を、信頼出来る者達には伝えてあった。ダムラダは律儀にも秘密を守ってくれていたようだが、こうなっては意味がない。

			　カガリはユウキの腹心であり、当然ながら秘密を共有していたからだ。

			（やれやれ、まいったぜ。僕の手の内は全てバレているってかい……）

			　心底から万策尽きたと、ユウキは全てを投げ出したい心境に駆られた。しかし、ここで退くのはプライドが許さない。

			　それに何よりも──

			（カガリも死んだ訳ではないのか。ルドラ自身が支配系の能力者みたいだし、近藤もそれに準じた力を扱えると見た。だったら、逃げるよりもいっそ──）

			　ユウキはその一瞬で作戦を立てた。

			　非常に成功確率の低い作戦ではあるが、このまま無策で挑むよりは気持ちが軽くなる。

			「御親切にどうも。でもさ、その余裕が命取りだぜ！」

			「構わんとも。余は、相手の全力を上回って初めて、完全に勝利したと考える性質なのでな。だからお前も、悔いのないように全力を尽くせよ」

			　そう言うなり更に一歩、ルドラが前に出る。

			　そして、武器も持たずに独特の構えを取った。

			　ルドラは本来剣士である。その腰に下げた太刀がその証拠なのだが、ユウキ相手には宣言通り、『支配』の力だけしか使わないつもりなのだ。

			　ユウキは既に、ルドラの性格を見抜いていた。

			　その、支配者らしからぬ真っ正直な性質で、戦いには真摯に向き合うのだと。

			　だからこそ、読みやすい。

			（正直、真っ当な意味で勝つのは無理だね。万が一にルドラを何とか出来たとしても、ヴェルグリンドがいる。ここからの逃亡が不可能な以上、僕に出来るのはルドラの『支配』を無効化する事だけかな？）

			　いや、それすらもルドラは読んでいる。

			　その上で、ユウキを支配出来るという圧倒的な自信があるのだ。

			　であれば、ユウキに出来るのは──

			「来いよ、ルドラ！」

			　ユウキは、僅かな可能性に全てを賭けた。

			「皇覇──王権発動レガリアドミニオン!!」

			　とても美しい動作でルドラは動き、一瞬にしてユウキとの間合いがゼロになる。そして発動したのが〝王者の支配〟だった。

			　何者をも従えるルドラの権能──究極能力アルティメットスキル『正義之王ミカエル』の真骨頂である。

			　近藤に貸与している紛い物と違い、制限なく威力も桁違いだ。

			　究極能力アルティメットスキルにも〝格〟の違いがある。目覚めたばかりのユウキでは、この権能に抗うなど不可能な話なのだった。

			


			　悠然と立つルドラ。

			　その場に崩れ落ちるユウキ。

			　勝敗は明らかに見えるが、結果は不明だ。

			「本当に殺さなくていいの？　こういうヤツは従うフリをして、寝首をかこうとするわよ？」

			「構わん。それこそが醍醐味よ。余の支配に抗えた褒美として、見逃してやるだけの事」

			　その言葉とは裏腹に、ルドラの自信は揺らがない。

			　絶対的な『支配』を確信し、勝利を疑ってはいなかった。

			「ならいいわ」

			　勝者たるルドラは不敵に笑った。

			　そして、部屋の片隅で空気と化していたダムラダに目を向けて、親し気に話しかける。

			「許せよ、ダムラダ。今はまだ、お前に邪魔される訳にはいかんのだ」

			「全ては、陛下の御心のままに──」

			　それだけで、二人には通じ合えた。

			「その者が目覚めたら、お前が面倒を見てやれ」

			「御意」

			　その返事に満足したのか、ルドラはヴェルグリンドを従えて去って行った。

			　綱こう紀き粛しゅく正せいは始まったばかり。

			　皇帝が動いた以上、時代が変わる。

			　帝都もまた、激動の波から逃れられない。

			　その日。

			　真夜中であるにもかかわらず空は赤く染まり、真紅の雨が降り注ぐ事になる。

		

	
		
			

			


			

	

第四章　紅蓮の粛清

			


			　武装国家ドワルゴンの東部都市イーストは現在、六万名に達する者達によって封鎖されていた。

			　しかし、それは偽装工作である。

			　両陣営共に水面下では、互いが同盟関係にあると周知徹底されていた。間違っても不幸な事故が起きないように、それこそ指揮官達は頭を悩ませていたのだ。

			　そんな中、末端の兵士達の空気は軽い。

			　野営のテントが設しつらえられ、そこでは雑談の花が咲いている。それでいて、誰もが適度な緊張感を保っていた。

			　一兵卒に至るまで同様なのだから、驚くほど錬度が高いと言えよう。

			　彼等の士気が高いのも当然だ。

			　何しろ今、彼等の上司達が最終的な会議を行っている真っ最中なのだから。

			　帝国を打倒し、新たな国家を樹立する──その夢が、その会議で決定されるのである。

			　それを心待ちにしつつ、誰もが帝都へと期待に満ちた目を向けていた。

			　だからこそ、大勢の者が同時に気付いた。

			「赤い、ぞ」

			「燃えているのか、帝都が？」

			「何があった？　いや、計画がバレたのか!?」

			　この重要な日に、帝都で何かが起きている。

			　それが偶然だと考える者などいない。幹部達に何かあったのだと、その場にいる誰もが悟った。

			「偵察部隊を出すか？」

			「いや、組織立って行動する方が」

			「馬鹿め！　そんな真似をすれば、我が軍の裏切りが完全にバレてしまうだろうが!!」

			　上位者がいないというのは、指揮する者がいない事を意味する。元から寄せ集めと揶や揄ゆされるような混成軍団は、一気に収集がつかない有様となった。

			　それを一喝したのが、それまで黙って目を閉じていた大男だ。

			　名を、ゼロという。

			　ユウキから副軍団長を任された男であり、今この場における最高指揮官であった。

			「静まれィ──ッ!!　　勝手な行動は許さん。我等はこの地にて、ユウキ様達の到着を待つ。その方針に一切の変更はない」

			　ゼロがそう断言した事で、意見の割れていた者達も落ち着きを取り戻した。何が正解かわからぬ以上、上位者の命令に従う事にしたのである。

			　しかし、それでも不安が消える訳ではなく……。

			　そんな彼等の不安は、最悪の形で現実のものとなる。

			「こんばんは、お馬鹿さん達。気持ちいい夜だからといって、はしゃぎ過ぎるのは感心しないわね」

			　悠然と。

			　まるで散歩するような気安さで。

			　その女は街道を歩いてやってきた。

			　蒼色の髪のとても美しい女性、ヴェルグリンドである。

			「な、何だお前は？」

			　街道側の外縁部にいた兵士達が騒然となり、ヴェルグリンドに誰すい何かした。陣を張る軍勢に声をかけるなど、一般人であるはずがない。

			　それ以前に、ヴェルグリンドの尋常ならざる気配に気付かぬ者など、混成軍団では生き残れないのだ。正体を確かめるのと同時に、上長への伝令も走っていた。

			　ヴェルグリンドを取り囲むように、兵士達が動く。

			　そんな中、腕に覚えのある者が前に出た。

			「おいおい女、何者かは知らんが、この人数を相手に喧嘩を売るのは止めな。俺達はこう見えて、混成軍団という帝国最強の──」

			「やっぱり、弱者が最強を名乗るのは滑こっ稽けいね。士気が高まるのならと許容していたけれど、軍団レベルに許可するのは止めた方が良さそうだわ」

			「なっ!?」

			　ヴェルグリンドの言葉は、圧倒的な上位者のそれである。

			　軍隊という組織に対して、遥か頂上から命令を下せる存在。それが何者なのか、末端の兵士にも相手が危険な人物であると悟るには十分であった。

			　当然ながら、副軍団長であるゼロも状況に気付いている。

			　相手が一人であると聞いたゼロは、自らの目でその正体を確かめようと動いた。報告を聞くなり、現場まで駆け付けたのである。

			　そして、ヴェルグリンドを目の当たりにした。

			「げ、元帥閣下……」

			　ゼロとて、〝元帥〟の顔は見た事がない。しかし、その雰囲気は紛れもなく、御み簾すの向こう側で常に圧倒的な気配を放っていた存在と等しく同じだった。

			「あら、少しは賢い子もいるのね。いいわ。皆殺しにするなと言われているし、近藤達が来るまで遊んであげましょう」

			　その言葉を合図に、惨劇が始まったのである。
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			　ガゼルは憂ゆう鬱うつな日々を過ごしていた。

			　戦争は継続しており、それだけでも頭が痛い問題である。

			　だが、それよりも。

			　ジェーンからの報告を聞いて、胃に穴が開くかと思った。

			（部下共まで真なる魔王に進化させるなどと、リムルは一体何を考えておるのだ!!）

			　この場にいたら説教してやるのに──と、ガゼルは重々しく溜息を吐いた。

			　真なる魔王というと語弊がある。

			　〝魔王〟というのは称号であり、領土を支配する魔物の王を意味する。それに対して〝真なる魔王〟というのは、魔物の状態を表すのだ。

			　〝魔王種〟が覚醒して進化したから、〝真なる魔王〟と表現しているだけ。実際のところは、天災級カタストロフ未満で災禍級ディザスターの最上位というのが正確か。

			（──いや、災禍級ディザスターなどそんなにいないのだから、最上位もくそもないが、な）

			　災禍級ディザスターは、魔王を表す区分である。である以上、現在では八名しか該当しないのだ。

			　その上位の存在と等しい実力を持つ部下が、リムルの下に複数名誕生した、と。

			　考えるだけでも頭が痛い問題であった。

			　とりあえずガゼルは、エルメシアにも愚痴を入れておいた。

			　自分だけが悩むなど我慢出来ない。そう考えて、エルメシアとも苦悩を分かち合おうと考えたのだ。

			　結論的には、問題が発生するまでリムル達の観察を続行する、と決定された。

			　問題の先送りそのものだが、何も出来ないのだから仕方ない。本当に危険だと判断した時、それは人類の存亡を賭けた戦いの幕開けとなるだろう。

			「そうはなって欲しくないものよ」

			　と、一人溜息をこぼすガゼルである。

			　そんなガゼルに、またも凶報が届けられる。

			「大変です。混成軍団に動きあり！　何者かと交戦中である模様」

			　その声は平静であったが、暗部らしからぬ慌てようを感じ取るガゼル。より詳細な報告を聞くより早く、ドルフ達を呼び集めるように伝令を走らせたのだった。

			　そして、数分の後。

			『間違いねえな。アレは、人がどうこう出来るような相手じゃねえ。化け物だ。それも、魔王すらも下すような想像を絶する化け物だぜ』

			『竜種、か？』

			『ああ。見るのは初めてだし、人の姿をしているが、あの女こそがヴェルグリンドで間違いないだろうぜ』

			　東部都市イーストに出向いていた、軍部の最高司令官アドミラルパラディンバーンとの〝魔法通話〟であった。

			　映像を転送してもらい、ガゼル達も状況を把握する。

			　最悪の事態は、いつも思わぬ時に発生するものなのだ。その事を今、ガゼルは痛いほどに実感する事となった。

			　空が燃えている。

			　涼し気に舞う美女と、倒れ伏す強者達。

			　その炎撃は美しくも、見る者を畏怖させるような迫力があった。

			　だが、本当の恐怖はその後に起きた。

			　監視魔法用の水晶球に映るヴェルグリンドが、ガゼル達に視線を向けたのだ。

			　偶然かとガゼルが思った次の瞬間、水晶球が砕け散る。

			「ヤツも見ていたのか、私達を──」

			「し、信じられません。そんな馬鹿な話が……」

			「嘘でしょう!?　どれだけ距離が離れていると思っているのよ！」

			「これが事実だわえ。魔法を感知して術者を辿ったのじゃろうが、魔法の転送先にまで影響を及ぼすとはのう。そんな真似、わたしゃだって、いや、人の身では不可能じゃわい」

			　仲間達の言葉を、ガゼルは黙って聞いていた。

			　今の一件を見ても、相手が敵であるのは間違いない。

			　しかしその相手は……。

			　駄目よ、盗み見なんて──と、聞こえるはずもないのにガゼルの耳に届いた気がした。

			（竜種、か。正真正銘の化け物だな）

			　ガゼルは今、最強という言葉の本当の意味を知ったのだった。

			　帝国とヴェルグリンドに繋がりがあるという噂は知っていた。その真しん贋がんを見極める方法はなかったが、仮に攻められても耐えられるように想定を重ねてきたつもりであった。

			　しかし──

			　それは幻想に過ぎなかったかとガゼルは悟る。

			　帝国が何故、今になってヴェルグリンドを動かしたのかは不明だ。

			　皇帝ルドラが何を考えているのかなど、ガゼルがどれだけ考えても理解出来ない。

			　ガゼルに出来るのは、ただ一つ。

			「余も出陣するとしよう」

			「陛下、危険ですぞ!!」

			「それでも、行くしかないわえ。ここでバーンを見捨てたとしても、ドワルゴンが救われる訳ではないしのう。ドルフや、主も覚悟を決めるがええ」

			　ジェーンからそう言われてしまうと、ドルフとしても黙るしかない。もとよりバーンを見殺しにする気などなかったし、ここでガゼルを諫めたとしても状況は変わらないと思い直したのだ。

			「早急に出立出来るよう、準備を整えます」

			「任せた」

			　ガゼルは重々しく頷うなずき、目を閉じる。

			　やるべき事は山積みだ。

			　同盟各国に一報を入れる必要があるし、残された国民達への対応も指示しておかねばならない。

			　ガゼル達が勝利すればいいが、もしも敗北した場合はどうするべきなのか……。

			　国民達が逃げる場所などない。

			　帝国に臣従する他、生き延びる手段などないだろう。それはドワルゴンという国家の崩壊を意味し──そうならぬ為にも、ここでガゼル達が負ける訳にはいかないのだ。

			「東部都市イーストには、全軍を受け入れる余地などなかろう。後続は地上を行軍させるとして、指揮は老人共に任せるとしようか。ジェーンよ、説得は頼んだぞ」

			「心得たわえ。それで、ガゼル王はどうなさるおつもりじゃ？」

			「俺は、先に行く。遅れて来ると出番などないから、そのつもりでな」

			　そう告げて、ガゼルは不敵な笑みを浮かべた。

			　力強い王を演じて、皆の不安を和らげる為に。

			　こうして、可か及きゅう的てき速すみやかに軍の編成は整えられる事となった。

			　ガゼル一行はそれを待たずに、ドルフ率いる天翔騎士団ペガサスナイツのみを引き連れて出陣したのであった。

			


			　ガゼルは大空を飛翔しながら、ふと思う。

			（だからリムルは、部下共が生き残れるように力を授けてやったのか？　ならば、どこまでも甘いと言わざるを得んな）

			　真実に気付き、苦笑する。

			　どこまでも甘い考えを捨てきれない弟弟子リムルの事を想い、口元に浮かぶ笑みを止められなかった。

			「王よ、どうかされましたか？」

			「いや、他愛もない妄想よ」

			「と、いいますと？」

			「フフッ、こんな絶望的な状況であるというのに、リムルの事を思い出してな。そうしたら、何故か今回もどうにかなりそうな気がしたのだ」

			　楽観的過ぎると自分でも思ったが、それでも悲観するよりはいいとガゼルは笑った。

			「そうですな。あの暴風大妖渦カリュブディスの時もそうでしたが、リムル陛下もなかなかに出鱈目ですからな。魔王ミリムとの人脈には驚かされましたぞ」

			　そう答えながら、ドルフも笑う。

			「それを言うなら、監視していた私共の苦労にも言及して欲しいものです。何を報告しても嘘だと思われるのは、そろそろ嫌気がさしておりましたの」

			　たまに毒を吐くものの普段は寡黙で、聞かれた事にしか答えないアンリエッタまでもがそう口にした。これには、ガゼルやドルフも驚きを隠せない。

			「フフフ、すまんな。次からは善処するとしよう」

			「アンリエッタ殿にも不満があったのだな」

			「当然です！」

			「ワハハハハハ！　それならアンリエッタよ、リムルのヤツに直接言ってやれ。俺とて困っておるのよ。お前達の事は信用しておるのだが、リムルの仕出かしが余りにも非常識だからな。ジェーンからの報告を聞いた時は、正直、ジェーンの正気の方を疑ってしまったわ」

			「はは、あの報告は酷かったですからね」

			「いつもは自分が報告する立場なので、今回は他人事のように楽しめました」

			　アンリエッタの毒舌に、ガゼルとドルフが噴き出した。

			　大空に笑い声が木霊する。

			「ついでに申し上げておきます。苦情も兼ねて、リムル陛下にも一報を入れておきましたので」

			「で、あるか」

			　ガゼルは頷き、前を向く。

			　もう不安は消えていた。

			　英雄に相応しき覇気を放ち、ガゼルは戦場に向けて飛翔する。
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			　時は遡さかのぼる。

			　エルメシアさんと飲んだ翌日、太陽はとっくに天頂に達していた。

			「お早い起床ですね、リムル様」

			「ごめんなさい」

			　笑顔のシュナが怖い。

			　ここは謝罪一択とばかりに、俺は機先を制した訳だ。

			　酔った上に惰だ眠みんを貪むさぼる──これは俺の努力の成果なのだが、それで怒られるのはどうなのだろう？

			　シュナは大きく溜息を吐いて、ジト目で俺を見た。

			「それで、結論は出ましたか？」

			「な、何の話かな？」

			「昨晩も悩んでおられたのでしょう？　また無茶をなさるおつもりなのではないかと、私も──いえ、私だけではなく皆が心配しているのです」

			　そう言われて、俺も思わずジーンとなる。

			　大丈夫。無茶なんてするつもりないから。

			　駄目なら駄目で逃げてくるつもりだし、その時はギィに苦情を言って何とかしてもらうつもりなのだ。

			　その前に、やるだけやってみるだけの事。

			「何とかなるって。今回も安全第一で考えてるから」

			　明るく答えた俺だったが、シュナは不安そうな表情を浮かべたままだった。

			　ユニークスキル『解析者サトルモノ』を持つシュナを誤魔化すのは無理だったか。というか、そんなものがなくてもバレバレだったかも。

			　まあ、ね。

			　俺だって本当は、こんな危険な真似はしたくないのよね。

			　安全第一と言いつつも、敵の戦力が不明のまま。特に、近藤中尉、ヴェルグリンド、皇帝ルドラの三者は、どう見繕っても強敵だった。

			　勝てないどころか、その場で殺される可能性まである。どうにかしてその可能性を回避出来ないか思案したが、こればかりは智慧之王ラファエルさんでも答えが出なかった。

			　わからないなら、ぶっつけ本番である。

			　こっちも最大戦力を投入して、少しでも危険を減らすしかないのだった。

			　という訳で。

			「実はさ、誰を連れて行くかで悩んでいたんだ。今回は、上位陣のみで行く。言い方は悪いけど、実力が足りない者は足手まといになりそうだからね」

			「──はい。兄は絶対に付いて行くと、朝から張り切っておりましたよ」

			　俺の考えは本当にバレバレだったみたい。

			　昨日は朝からエルメシアさんの相手をしていたから、まだ全員にギィとの話の内容を伝えていないのだ。それなのに、全てを理解しているという顔でシュナが笑っている。

			　敵わないなと、俺は苦笑した。

			　そんな俺に、シュナが自然な態度で報告を述べる。

			「昨夜、あの怪しさ満点のラプラスがやって来ました。リムル様に伝言があるとの事でしたが、事前に申し入れ一つなかった為に待たせております」

			　いきなり話が変わったけど、重要度はそこまで高そうじゃないな。本当に緊急なら、ガドラ辺りからも連絡が入るはずだし。

			　伝言相手はユウキなんだろうけど、果たして用件は何なのやら。

			「面倒臭いけど、会うか」

			「そうですね、追い返したいというのが本音ですが、一応は同盟相手ですし。それでは、応接室に通しておきます」

			　シュナもラプラスの事を嫌ってるよね。

			　滅多に好き嫌いを態度に表したりしないシュナにしては珍しく、あからさまな感じで道化達には接している。やはり、オーガの里が亡ぶ原因となったラプラス達を、心の底から許す事は出来ないのだろう。

			　同盟相手ではあるが、その点は忘れないようにしよう。

			「ラプラスと話している間に、起きている幹部達を会議室に集めておいてくれ」

			　そうシュナに頼んだ。

			　色々考える事は多いけど、それらは全部、帝国との戦が決着してから悩もうと思う。俺は迷いを吹っ切って、先ずは目先の問題を片付ける事にしたのだった。

			


			　会議室には、俺を含めて二十名が集まった。

			　リグルドと、その配下の長老連中四名。ルグルド、レグルド、ログルド、そしてリリナさんだね。

			　他にも、カイジンとベスター、そしてミョルマイル君。

			　〝聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おう〟からは七名。

			　ベニマル、シオン、ディアブロ、ガビル。そして、テスタロッサ、ウルティマ、カレラの悪魔三人娘だ。

			　残るはソウエイと、ハクロウとゴブタ、ついでにガドラだな。

			　ガドラには、帝国内での案内役を頼むつもりだ。正直、自分でもちょっと酷いと思うけど、何かあっても一番悲しくないのがガドラなので、今回の作戦に白羽の矢を立てたのだった。

			　そう言えば、バーニィも帝国の案内を買って出ていた。しかし、力を失った彼は足手まといなので、その申し出を却下している。

			　ガドラがいれば十分だろう。

			　さて、と。

			　会議ばかりしている気がするが、こればかりは文句を言っても始まらない。自分の意思だけで全てを決めるには、我が国は大きくなり過ぎていた。

			　てな事を言いつつも、今回は俺が決定した内容を伝えるだけなのだけど。

			　シュナがいつものように、皆にお茶を配ってくれた。静かに退出したのを確かめてから、俺はおもむろに口を開く。

			「皆に集まってもらったのは、帝国との最後の戦いについての決定事項を伝える為だ。っと、その前に。入ってくれ」

			　誰を連れて行くのかは決めているので、今更慌てる事もない。

			　それよりも、使者としてやって来たラプラスを、皆に紹介しておく事にした。

			　ラプラスがやって来た用件は、思った通り共闘にかんする内容だった。ドワルゴンの東口を封鎖している軍団で帝都を攻めるから、俺達もそれに乗っかって欲しいという要請である。

			　ギィに聞いていた通りだし、否やはない。ただし、俺が出した結論は軍勢による決着ではなく、精鋭による頂上決戦だ。

			　民間人には被害を出したくないので、ユウキとは詳細を話し合う必要があるとの結論に達した。そこで、急な話だが会談の場を設ける事になったのだ。

			　それはラプラスを通じてユウキとも相談済みであり、日取りは明日の昼間と決まっていた。

			　集まった皆には俺の口から説明する。

			　本当はラプラスに任せたいけど、怪しすぎるから却下だ。

			　信用って大事だなと、再認識した次第である。

			「どーもどーも、ワイはラプラス言う者です。〝中庸道化連〟いうなんでも屋の副会長を任されとりまして、今回はワイらのボス、ユウキはんからの使いなんですわ」

			　うっわ、やっぱり胡散臭いわ、コイツ。

			　どうしてこのタイミングで踊るのか、俺にはサッパリ理解出来ないね。でもまあ、コイツが使者として遣わされたのだから、無む下げには出来ないのだよ。

			


			

			


			　イラッとしたのは俺だけではなかったようで、ソウエイが物騒な真似をしようとしていた。気持ちはわかるけど、ここは我慢してもらう事にする。

			「ソウエイ君、そのクナイを仕舞いなさい」

			「──御意」

			　油断ならないね、ソウエイも。

			　大人しく座り直してくれたけど、油断は出来ない。さっさと紹介を済ませてしまうとしよう。

			「こちらのラプラスさんは、ユウキとの連絡要員だ」

			「ラプラスと呼び捨てにしてくれて構わんですよ？」

			「あっそう？　じゃあ、遠慮なく」

			　本人もそう言っているのだし、この際お言葉に甘えよう。使者とか関係なく、したいようにさせてもらう事にした。

			「ユウキとは、明日会談の場を設ける事になった。急な話だが、ラプラスが向こうまで運んでくれるらしいので、移動時間は気にしなくていい。大事なのは、誰が一緒に行くか、だな」

			　と、ようやく本題に入る。

			「ワイが同時に運べるんは、全員で六名までや。ワイとリムル陛下は決定っちゅう事らしいんで、残りの四名を教えてもらえまっか？」

			　本当は、最大戦力を投入したい。

			　けれど今は、どのみち幹部が全員揃ってはいなかった。

			　ランガは俺の影の中で睡眠中。

			　ゲルドも未だ目覚めず。

			　クマラ、ゼギオン、アダルマンの迷宮組も、自分の領域に引き篭もったまま目覚める気配がないとの事だった。

			　進化の眠りには個体差があるらしいので、そんなものかと納得する。その上で、出動出来る面子を確認する。

			「ベニマル、お前には一緒に来て欲しいんだが、体調の方はどんな具合だ？」

			「なんや、風邪でもひいとるんでっか？」

			　油断ならない目をしてラプラスが聞いてきたが、こいつに覚醒の件を話すつもりはない。どうせその内バレるだろうけど、わざわざ説明してやるほど親切ではないのだ。

			「問題ありませんよ。絶好調ってヤツです」

			　不敵に笑うベニマル。ラプラスを完全に無視して、クールな態度を崩さない。

			　俺と違って器量が大きいなと、こういう時には感心させられる。

			　うんうんと思いつつよく見ると、ベニマルはいつの間にか種族が変わっていた。上手くモミジやアルビスといたしたようで、無事に進化した様子。

			　後で聞いた話によると。ベニマルは二晩に渡って新妻の相手を順番にこなしたらしい。

			　大変だったねというべきか、くっそ羨ましいというべきか……。

			　肉体を捨てた上で再度受肉して、完全な精神生命体へと至っている。

			　種族名は〝炎えん霊れい鬼き〟といって、聖霊の一種だ。〝竜種〟と同じく聖属性と魔属性の両方の性質を持ち合わせているので、聖魔霊と呼べるだろう。

			　聖魔霊というのは〝竜種〟の下位的な存在。〝竜種〟と同様に各種属性があり、炎は火の上位に位置するとされている。

			　属性というのはこの世の原理となる法則で、全部で八種類ある。

			　自然属性の〝地・水・火・風〟と、〝空間〟属性。これがいわゆる五大属性だな。

			　地より火、火より水、水より風、風より空、空より地が強いとされている。

			　大地は炎で焼き尽くされ、火は水によって勢いを消し、水は風によって散らされて、風は空間によって隔離され、空間は大地によってのみ指標を得る。そんな感じで、五大属性は相克の関係にある訳だ。

			　この五大属性に加えて、〝光〟と〝闇〟という背反する属性があり、何者にも囚われない〝時〟属性が全ての属性の上に君臨しているとされていた。

			　炎の巨人イフリートのような精霊も、こうした物理法則に縛られている。というか、この世の法則の具現化した存在が精霊であり、八属性いるっぽい。

			　〝光〟と〝闇〟は特殊で、光は天使、闇は悪魔、に派生するみたいだね。今確認されている天使族エンジェルや悪魔族デーモンも、大本を辿っていけば精霊と呼べなくもない感じに思える。

			　ディアブロとかに聞けば詳しく教えてくれそうだけど、それを知ったところで意味はないし、特に興味もない。

			　大事なのは、精霊よりも上位に位置するのが聖霊であり、これもまた八種いるという事。そんな聖霊の中でも最上位なのが〝竜種〟であり、これは現時点において四体しか確認されていないという事実だね。

			　〝星王竜〟ヴェルダナーヴァは、星から連想して空間と大地属性だと思う。もしかしたら、もっと多属性かも。

			　〝白氷竜〟ヴェルザードは、多分だけど水属性。

			　〝灼熱竜〟ヴェルグリンドは、これも多分だが火属性。

			　我等がヴェルドラさんは、水や風だけでなく空間まで支配していたりする。意外とああ見えて凄いヤツなのだ。

			　ともかく、〝竜種〟は聖霊達の頂点だと考えて間違いない。そしてベニマルも、〝竜種〟に準じた存在に進化したと言えるだろう。

			　〝炎えん霊れい鬼き〟は精神生命体でありながら、ちゃんと物質世界に影響を及ぼせるように肉体まで有していた。寿命の限界もなくなったようだし、鬼き神しんと称しても過言ではないだろう。

			　本当に特殊な進化をしたものだと感心させられた。

			　肝心の魔素エネルギー量だが、これまた大きく増えている。

			　俺の見立てでは、カリオンの数倍。最大値ではルミナスには及ばないだろうが、いい勝負をするんじゃないかと思えるほどだ。

			　これならば、帝国の〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟達とも互角以上に戦えるだろう。

			「良し！　それじゃあ一人目はベニマルで決定だ。続いて、二人目だけど──」

			　ガドラは決定として、残るは二名。

			　シオンとディアブロも連れて行くつもりだから、これでピッタリ四名か。

			「道案内としてガドラ。俺の秘書として、シオンとディアブロだな」

			　ラプラスに連れて行ってもらうのは、俺とガドラ、そしてベニマル、シオン、ディアブロだな。

			「お任せ下さい、リムル様！　私がいれば安心安全ですよ！」

			　満面の笑みでシオンが言う。

			　安心、というのはどうだろう？

			　かなり不安が大きいけど、護衛としてはシオンは頼りになる。格上だったラズルをも撃破してみせたし、戦闘面ではシオンは外せない。

			「クフフフフ。ギィが何を企んでいたのかは知りませんが、リムル様の御手を煩わせるとは言語道断。私が同行し、その憂いを全て消し去って御覧に入れましょう！」

			　相変わらずの凄い自信だ。

			　だが、ディアブロに任せておけば安心というのは間違っていない。仕事は出来るから、こういう時こそ頼りにさせてもらおう。

			　少数精鋭だが、これだけで安心してはいけない。残りの面子も後続として、遅れて帝国まで来てもらうつもりだ。

			　そう告げようとしたのだが、その前に不満を表明する者がいた。

			「お待ち下さい、リムル様。案内役ならば、わたくしの方が適任かと愚考致します。どうか、わたくしの同行をお許し下さいませ」

			　テスタロッサだ。

			　確かに、テスタロッサは帝国方面の出身らしいし、地理にも詳しそうだ。外交武官としての活躍も目覚ましいし、交渉事に長けている。

			　戦闘能力も申し分ない──どころか、下手すると俺よりも強そうだ。

			　ガドラを連れて行くメリットは、ユウキとの顔つなぎがあるかないかぐらい。よく考えてみれば、いなくても何とかなる。

			　ガドラもこう見えて強いのだけど、テスタロッサには遠く及ばない。それに、若干だが気軽に裏切られそうな怖さがあるしな。

			　それもあって、何があっても悲しまなくて済むと思えたのだが、少し可哀想かなと思ってもいたのだ。

			　ここはテスタロッサの言い分を聞き入れるとしよう。

			「わかった。それじゃあ、ガドラは外してテスタロッサに来てもらおうかな」

			「ありがたき幸せで御座いますわ」

			　テスタロッサが麗しく笑みを浮かべる。

			　いやあ、華やかだね。

			　ガドラにも文句はないようだし、これで決定だな。

			「それじゃあ決まったようですし、ワイは準備しておきまっさ。出発する時には声をかけて下さいや」

			「それはいいけど、準備？」

			　何の準備が要るんだと思って聞いてみたら、ラプラスはギクッとした顔をした。

			「そ、それはでんな……」

			「温泉ですよ。コイツ、昨日からずっと食堂と温泉を行ったり来たりで、我が物顔で保養施設を満喫しておりました」

			　めっちゃ切れた感じで、ソウエイが報告してくれた。

			　そりゃあ付けるよね、監視。

			「ハハハ、バレてたんかいな。人が悪いで、ソウエイはん」

			　バレない訳がないだろ。

			　やっぱり凄い度胸だよな、ラプラスって。

			「お前、ちゃんと料金は払ってるんだろうな？」

			「そこはほれ、自分、客人やよってに。今後の働きでお返しするつもりですんで、今回は一つ、ツケっちゅう事で頼みますわ」

			　いけしゃあしゃあとよく言うよ。

			「お前ねえ……」

			「まあまあ、まあまあ、この国が素晴らし過ぎるんが悪いんでっせ？　今やこの地こそが、世界で最先端である言うて間違いなし！　極楽浄土や。誰かてここでは寛くつろぎたいと思うもんでっせ!!」

			　そう言って、この国の良さを力説するラプラス。

			　そこまで褒められると悪い気はしない。

			　ちょっと良いヤツじゃんと、俺はラプラスを見直した。

			「騙されてますよ、リムル様！」

			「ベニマル、安心しろ。リムル様が油断しても、俺が目を光らせておく」

			　おっと。

			　ベニマル達の会話を聞いて気を引き締める。

			　ゴホンと咳払いを一つ。

			「ほどほどにな」

			「わかってますよって！　ほな、お先に失礼しまっさ」

			　そう挨拶するなり、ラプラスはウキウキした様子で会議室から出て行った。

			　自由なヤツだなと見送ってから、俺達は次の議題に移る事にしたのである。

			


			＊

			


			「敵地に五名だけで出向くというのは、いささか危険過ぎはしませんか？」

			「我輩も同感です。リムル様に何かあれば、どれだけ戦で勝利を重ねても取り返しがつきませんぞ」

			「左様。頂上の戦いに軍勢が無意味というのは同感じゃが、万が一の場合にリムル様の盾となる者も必要でしょう」

			　ソウエイ、ガビル、ハクロウの順番に、先程の方針への反対意見を述べてくれた。ラプラスの手前黙っていたようだが、内心では不満に思っていたようだ。

			「ハクロウ師匠の言う通りっすよ。オイラだって、いざとなったらリムル様の身代わりになる覚悟っす。肉の盾って言うんすよね？」

			「これ、ゴブタ」

			「あっ！」

			　肉の盾、だと？

			　何を言いたいのか想像出来てしまった。そういうのはホント、俺としては勘弁して欲しい。

			「ハクロウ、そういう事をゴブタに教育するのは止めるように」

			「承知ですぞ。ですが、そういう場合の覚悟を教えておくのも重要であると、どうか御理解して下され」

			　ハクロウの言い分も、理解は出来るのだ。

			　ただ、俺の心が納得してくれないだけで……。

			「俺の事を心配してくれるのは嬉しいけど、俺だって皆を大事に思っているんだ。最初から犠牲を前提とした作戦は立てたくないし、そうした状況にならないように、皆で知恵を出し合おうじゃないか」

			「そうですな。少し先走り過ぎたようです」

			　多分だが、納得はしてくれてないんだろうな。

			　この問題に関しては、ベニマル達だってハクロウの肩を持っている感じだし。

			　俺だって、立場が変われば同じような気持ちになるかも知れない。

			　でもなあ……。

			　皆の気持ちは嬉しくもあるけど、それでもやっぱり誰かが犠牲になるのは嫌なのだ。

			　ワガママだと思うが、ここは俺の気持ちを優先させてもらう。

			「ともかく、犠牲ありきの作戦はナシだ。それを前提として、対帝国戦の最終段階に進もうじゃないか」

			　俺の言葉に、皆が頷いてくれた。

			　心情はともかく、作戦立案は冷静に行えそうである。

			「リムル様、自分から一つ」

			「何だ、ソウエイ？」

			「現在、自分の『分身体』を帝国内へと忍ばせております。邪魔が多いので帝都までは辿り着けておりませんが、以前よりも警戒網が緩んでいるようですね。ラプラスが『転移』した先へは、自分も『影移動』にて合流しようかと考えております。宜しいでしょうか？」

			　なるほど、それは心強い。

			　ソウエイは〝隠おん密みつ〟としてとても優秀だが、こういう場合は特にそれを感じさせられる。

			　それに、戦闘能力も申し分ない。

			　よく見ると、しれっと進化している様子だし。

			　ソウエイは妖鬼オニではなく、いつの間にか〝闇あん霊れい鬼き〟という種族になっていた。どうやらベニマルの進化に連動して、ソウエイも祝福ギフトを授かったみたいだ。

			　ソウエイは、オーガの里ではベニマルの影として育てられていた。

			　ベニマルが表で、ソウエイが裏。上下関係にありながらも、親友という立場だった模様。

			　言ってみれば、ベニマルの対となる存在という感じだな。

			　そんな二人だったからこそ、ベニマルの覚醒の影響が一番色濃く表れたのだろう。多分だが、ベニマルに従属という扱いになるのだと思う。

			　まあ、態度は今までと変わらないようだし、そこは大した問題ではなさそうだ。

			　〝闇霊鬼〟は闇属性の聖魔霊で、ベニマルと同様、精神生命体でありながら肉体を有している。

			　ベニマルの従属神、的な扱いになるのだろうか？

			　上位ではないが、中位の魔素エネルギー量を秘めていた。大きくベニマルに劣るものの、半覚醒したクレイマンなどよりも上だ。

			　強さは十分。今のソウエイならば、カリオンやフレイといった元魔王だった者達とも、互角以上の戦いが出来るだろう。

			　それだけ強化されたからこそ、帝国の警戒網をかいくぐれるようになったのでは？

			　そうも思ったが、どっちでもいいな。

			　ソウエイも来てくれるなら頼もしいので、文句などない。ただそうなると、マサユキの護衛をどうするかという問題が残されるな。

			「心強いな。だが、マサユキはどうなる？」

			「自分の『分身体』による監視は続行させます。何かあれば、十分に対処は可能かと」

			　自信満々に答えるソウエイ。

			　それに加えて、横からディアブロも口を挟んできた。

			「それならば、ヴェノムをマサユキの仲間として潜り込ませましょう。あの小僧にも内緒にしておけば、護衛と監視の両役を担えるかと。ソウエイ殿の負担も軽くなるでしょうし、保険にもなるかと愚考します」

			　うん、なかなかいい案だね。

			　ヴェノムは悪魔らしからぬ常識的な性格をしているし、それなりに強くなっている。マサユキとも話が合いそうな感じだし、意外と仲良くなれるかも。

			　任せてみるのも面白そうだ。

			「そうなると、お前の副官がいなくなる訳だが」

			「クフフフフ、問題御座いません。テスタロッサ達がいるので、私自身の仕事には影響しませんので」

			　それなら問題ないな。

			「ソウエイもそれでいいか？」

			「陰から見守るより、内側に入る方が確実かと。そうしてもらえるならば、『分身体』に回す力を節約出来るかと」

			　ならば決定だな。

			「それじゃあ、その方向で頼む」

			「承知！」

			「お任せを」

			　こうして、ヴェノムがマサユキの護衛に回り、現地でソウエイも合流する事となった。

			　残るは、軍を動かすかどうかだが……。

			「ドワルゴンとの共闘に際して、帝国に対して武威を示す必要があるよな？」

			　第一と第三軍団は、遺体の回収が終了した時点で一緒に帰国済みである。つまり、全軍がここ、首都〝リムル〟に滞在していた。

			　第二軍団長のゲルドが進化の眠りについている以上、第二軍団は動かせない。となると──

			「リムル様、ここは我輩の出番ですな？」

			「ちょっと待つっすよ！　オイラ達が出向くっす!!」

			　ガビルはともかく、ゴブタも珍しくやる気だな。

			　だけど、今回は前回と違って、数頼みは危険な気がする。相手が大軍だったなら、味方を巻き込むような大規模攻撃はないと思えるけど、今度は相手が少数精鋭だ。遠慮なく核撃魔法を使用されるかも知れないし、それ以上の攻撃手段に晒される可能性もある。

			　対軍での魔法合戦は、軍団魔法レギオンマジックの強度頼みになりがちだ。これが破られる前に精鋭部隊による強襲を仕掛け合うのだが、相手が一定レベル以上の強者だけだと、末端の兵士は足手まといにしかならないと思われた。

			「ハクロウ、考えを聞かせてくれ」

			「ホッホッホ。リムル様が何を考えておられるのか、ワシにもわかりますぞ。その見立てで間違いないでしょうな」

			「つまり、見習いは論外で、下級兵も連れて行かない方がいいって感じかな？」

			「なるべく犠牲を出さない為には、そうすべきかと」

			「そうなると……」

			「オイラのとこは、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーのみっすかね？」

			「我輩の軍団からは、〝飛竜衆ヒリュウ〟のみで出陣するのである！」

			　そうなるか。

			　狼鬼兵部隊ゴブリンライダーは、コンビの総合力ではＡランクに達する。今回の戦争でも囮おとり役やくを見事にこなしてくれたし、そう簡単にはやられたりしないだろう。逃げるだけなら一流なので、問題ないように思える。

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟の方は文句なし。ガビルの覚醒によって、全員がＡランクを超えている。力の制御に不安はあるが、まあ大丈夫だろう。

			「それじゃあ、ゴブタとガビルはその方向で準備を進めて──って、待てよ？」

			　それで決定と言いかけた俺だったが、そこで大事な事を思い出した。

			「ゴブタ、お前達は今、相棒の星狼族スターウルフを呼べるの？」

			「へっ？」

			「いや、ランガがまだ覚醒が終わってないんだけど、眷属達も眠ったままなんじゃないか？」

			「あっ！」

			　どうやら、呼べなかったようだ。

			「留守番だな」

			「で、でも……」

			「ゴブタよ、自分の力量を見極められぬと申すか？」

			「すんませんっす」

			　ゴブタはしょんぼりと項うな垂だれているけど、こればかりはしょうがない。

			　狼鬼兵部隊ゴブリンライダーの優位性は、星狼族スターウルフの高い機動力あってこそなのだ。乗り手個々人がA+ランクであろうとも、連れて行く訳にはいかないのである。

			「お前が悪いわけじゃないさ。リグルに協力して、治安維持の方をしっかりと頼むぞ」

			「わかったっすよ！」

			　こうして残念ながら、ゴブタ達はお留守番となった。

			　となると、他に出陣出来そうな部隊は……。

			「〝紅炎衆クレナイ〟は大丈夫か？」

			「問題ありませんよ。全員がＡランクに到達しましたからね」

			　流石だな。

			　指揮官として優秀だったゴブアを筆頭に、今回の祝福ギフトを受けて鬼人族キジンに進化した者が複数名いるそうだ。参戦させても頼りになるはずだ。

			「〝藍闇衆クラヤミ〟は？」

			「各地に散って、情報収集と索敵を行わせております。必要とあらば呼び戻しますが──」

			「いや、引き続き裏方を任せる」

			「承知しました」

			　無理して呼び集める事もない。情報が大事なのは言うまでもないので、このまま続行してもらう。

			「残るは〝紫克衆ヨミガエリ〟だが──」

			「お任せ下さい！　いつでも準備万端で、活躍の機会を待ちわびております！」

			「うーん、そうね……」

			　シオンの覚醒は、変化が見られなかった。しかし、〝紫克衆ヨミガエリ〟の戦闘能力は大幅に上昇しており、Ａランクに達した者までいる。

			　死ににくいという特性も利点だし、参戦させても大丈夫な気はした──のだが、〝紫克衆ヨミガエリ〟はシオンとセットじゃないと真価を発揮しないのだ。指揮出来る者がいないと、勝手気ままに行動してしまうのである。

			　今回はゴブタ達と同じく、留守番させておく方が無難だと判断した。

			「やっぱり、留守番かな」

			「そんな!?」

			「〝紫克衆ヨミガエリ〟は軍というより護衛集団だし、シオンが俺と一緒に来るなら安心だしな」

			「なるほど！」

			　それもそうですねと、シオンは簡単に納得してくれた。

			　これで、出陣させる部隊も決定した。

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟が百名と、〝紅炎衆クレナイ〟が三百名。合計して四百名だが、全員がＡランクオーバーという優れた戦闘集団である。

			　数では見劣りするが、戦闘能力としては申し分なしであろう。

			　だが、これだけでは安心出来ない。

			「さて、ウルティマ、カレラ、お前達にも任務を与える」

			「やるやる！　何でも言ってよ！」

			「何かな、我が君？」

			「ウルティマには引き続き、ガビルの部隊に情報武官として付き添って欲しい。そしてカレラは、今度はゲルドではなく、ゴブアの補助に回ってくれ」

			「ええ……また、トカゲ？」

			「任せて欲しい。ちゃんと目立たぬように、手助けさせてもらうとしよう」

			　そこはかとなく不安にさせられる返事だな。

			　ウルティマはガビルに対して苦手意識が芽生えているようだし、カレラが自分で目立たないようにすると言うのが信じられない。

			「なんと、ウルティマ殿は我輩に不満が？」

			「あるよ、ありまくりだよ！　ノリがキモイって言うか、ボクの常識では計れないって言うか」

			「ハッハッハ、心配御無用！　我輩達、戦には真面目に取り組みますぞ！」

			「戦いの最さ中なかに敵の攻撃で実験するとか、真面目って言わないからね？」

			「何を仰いますか。戦いを有利に持ち込む為には、ありとあらゆる戦術を試すのが吉。実験もその一環であり、真面目に取り組むべきでしょう？」

			「違うよ！　それは戦いが始まる前に終わらせておくべき事だよ!!　　って言うかさ、何でボクがこんな講釈をしないと駄目なのさ!?」

			　これはまあ、苦手意識を持つのも自然かも。

			　俺が聞いていても、ウルティマが正しいように思える。

			「スマンが、今回だけは我慢して付き合ってやってくれるかな？」

			「リムル様からの命令なら、ボクも頑張るよ！　どうせ、色々と教えてあげないとダメかなって思ってましたし、いい機会だと前向きに考えようかなって」

			　ジト目になっても可愛らしい顔をしたウルティマが、ガビルを値踏みするように見ながらそう答えてくれた。

			　相性は悪そうだが、ガビルの面倒は任せても大丈夫だろう。

			「カレラはまあ、目立たないようにとか考えなくていいから」

			「ほう？」

			　どうせ暴れるだろうし、目立たないようにとか無茶だと思う。それよりもカレラには、適切なタイミングを見極めるようにして欲しい。

			「味方に被害が出ないようにと、それを第一に考えてくれ。後は、戦いが始まるまでは大人しくしていてくれたらいいから」

			「シンプルでいいね！」

			　そうかな？

			　これ以上の要求はしないから、絶対に守ってねと念を押しておいた。これで何とかなると信じたいところである。

			「ハクロウ、お前もゴブアに付き添ってやってくれるか？」

			「承知ですじゃ」

			「カレラの手綱を頼むな」

			　ハクロウが苦笑しつつ、頷いてくれた。

			　これで一安心である。

			


			　さてさて、これで出撃する面子は決まったか──と思ったら、ガドラが挙手して発言を求めてきた。

			「リムル様、差し出がましいようですが、具申したき議が御座いますじゃ」

			「何かな？」

			「魔王の守護巨像デモンコロッサスも、今回の戦に参戦させてはどうかと愚考しますじゃ」

			　なるほど。

			　アレを迷宮から出すのは少々問題だが、壊れても人的被害はない。搭乗して操作していたとしても、ガドラならば無事に脱出出来るだろうし。

			　ガドラには、〝復活の腕輪〟と緊急帰還の魔法があるからな。どんな激戦区に放り込もうとも、安心して見てられるのは大きな利点であった。

			　だけど、アレの戦闘能力を公開するのは問題か？

			「ベスター、どう思う？」

			　意見を聞こうとベスターに問えば、その表情に浮かぶのは不敵な笑みだった。

			　眼鏡をくいっと上げて、ベスターが口を開く。

			「お披露目には最適の場ですな。ガゼル王にも詳細な報告を上げておったのですが、以前から実物を見たいとの申し出を受けておりました。あらゆる状況下でのデータも欲しいですし、実際の戦場でどのような活躍が出来るのかを知るのも、私としては興味深いところですな」

			　やっぱりベスターって研究者だね。

			　兵器の価値は、どのような威力があるのかで決まる。示じ威い行こう為いを目的にするにも、一度は使って見せなければ意味がないのだ。

			　そうした観点から判断するならば、今回の戦場はいいデモンストレーションの場となる。ベスターはそう考えたのだろう。

			　確かに、魔王の守護巨像デモンコロッサスならば大量破壊兵器と違って局地戦にも向いている。相手に威圧感を与えて、戦意を挫くのにも役立つだろう。

			　悪魔三人娘の活躍を許容した俺が、道義的理由で拒否するのは間違っているよな。

			「もしも敵に奪われたら、技術が流出する事になるが？」

			「そんなヘマはしないと誓いますぞ！」

			「そうなったらそうなったで、次はもっと優れた性能のゴーレムを開発するとしますよ。技術に終点などないのですから。とは言え、その場合には自爆装置も取り付けておりますので、技術が流出する心配は不要ですとも」

			　待て待て。

			　いい話ふうに言っていたけど、無視出来ない単語が聞こえたぞ。

			「自爆装置？」

			「そうです。ヴェルドラ様の発案で、是非とも組み込むように、と。何の冗談かと思っておりましたが、流石はヴェルドラ様ですな。こういう事態を見越しての発案だったのでしょうな」

			　違うね。絶対に違う。

			　もしやとは思ったが、アホな提案をしたのはやはりヴェルドラだったか。

			　自爆装置とか思いつくのは、俺の漫画を読み漁っていたラミリスかヴェルドラだろうと思ったよ。

			　ホント、こういう無駄なところに拘るのは止めて欲しいものである。

			　だけどまあ、ないよりはあった方がいいのは確かだな。

			「わかった。壊れたり敵の手に落ちたりするのは別に構わないけど、無茶だけはしないようにな」

			「それでは!?」

			「ああ、出撃を許可する。ガドラの出番はないかもだが、いざという時に備えて参戦してくれ」

			「承知しましたぞ。ワシとしても、元同僚相手に無体な真似をしたいとは思いません。ワシも知らぬような新型兵器があった場合にこそ、魔王の守護巨像デモンコロッサスの出番と心得ておりますじゃ！」

			　そういう事なら、安心して任せよう。

			　ガドラはフットワークが軽いから、俺達が敗戦濃厚となったら裏切るかも知れない。そうした場合に備えて、迷宮の外に出ておきたいという心理も働いているのかも。そんなふうにも思えたが、それを追及するのは野暮というものだ。

			　ここは前向きに考えて、ガドラに二心を抱かせないようにしたいと思う。つまりは圧倒的に、帝国との戦に勝利すればいいだけの話なのだ。

			　こうしてガドラの参戦も決まり、出陣する面子が決定したのである。

			


			＊

			


			　会議が終わったのは夕方だった。

			　解散するなり、各々が明日に備えて準備を始める。

			　俺はというと、食堂で寛ぎのひと時を楽しむつもりだ。

			　明日の予定だが、朝は出撃メンバーの鼓舞。その後、全員を〝転送術式〟で送り出す手筈だ。

			　昼からはユウキとの会談。ラプラスが送ってくれるので、時間的には余裕がある。

			　日帰り予定だし、大した準備は必要ない。当然だが、ユウキ相手にお土産なんて用意するつもりがないので、気軽な気持ちで明日を迎えられるというものだった。

			「そんな呑気にしていて大丈夫なんですか？」

			「大丈夫だろ。それよりお前こそ、モミジとアルビスさんを放っておいてもいいのかよ？」

			　俺と一緒に食堂までやって来たベニマル。新婚なんだから、家でゆっくりと過ごせばいいのに。

			　そう思っての問いかけだったが、それに対してベニマルがフッと笑う。

			「今日は二人して、シュナから料理を教わるらしくて。互いに抜け駆けしないよう協定を結んだらしいんですが、そのせいで追い出されましてね……」

			　おいおい、それって新婚さんとしてはどうなの？

			　駄目なんじゃないかな──と思ったけど、他所の御家庭の事情に口を挟むのは野暮だ。

			「そ、そうか」

			　と、俺は大仰に頷いておいたのだった。

			　ディアブロがいそいそと食事を運んできた。

			　その姿は本物の執事の如く。

			　いや、原初の悪魔がそれでいいのかとは思うけど、本人が嬉しそうにしているのだから、俺が止める筋合いではない。俺も慣れっこになってしまったし、今更なのだ。

			「ありがとさん」

			「いえいえ、これも私の役目ですので」

			　そうなのかな？

			　まあ、本人がそれで納得しているのだから問題はあるまい。

			「リムル様、どうぞこちらも」

			　そう言ってワインを注いでくれたのはシオンだ。

			　当然だが、このワインを作ったのはシオンではない。なので安心して飲める訳だが、何だかすっごく息苦しさを覚える。

			　だって今日のメニューは、馴染み深い普通の豚カツなんだよね。給仕してもらわずとも、気軽に食べられるんだよ。

			　それなのに、ディアブロとシオンが俺の背後に立っているもんだから、かえって気疲れしてしまうのだ。

			「お前達も座って一緒に食べようぜ？」

			「お優しいお言葉、感激です」

			「そんな！　私はもうお腹いっぱいですので、お気遣い無用です！」

			「シオンは厨房でつまみ食いしてましたからね」

			「ディアブロ、貴様！」

			　隙あらば喧嘩である。

			　心配するのも馬鹿らしいので、俺とベニマルは二人を放置して食事を楽しむ事にした。

			「それで、ユウキを信用するつもりですか？」

			「本心からは難しいけど、信用するしかないだろ。それに、信じたいって気持ちはあるしな」

			「ならば、俺はリムル様に従いますよ。作戦は全て、ユウキを信じる前提で立案します」

			「もしも裏切られたら？」

			「ヤバイですが、まあ何とかなるでしょう」

			「そうか、面倒をかけるが頼む」

			「望むところです」

			　ベニマルの笑みは頼もしいね。

			　戦争する上では、友軍たる同盟相手を信じなければならない。ここを疑っていては、どんな作戦行動も成功は覚束ないのだ。

			　もしも裏切られたら被害が甚大なので、難しい選択を迫られていると言える。

			　だが、俺はユウキを信じる事にした。

			　そう決めた以上、悩んでいても仕方ないのだ。

			「それより気になったんだけど、お前って食事する必要があるの？」

			　目の前で俺と同じく豚カツを食べているベニマルに、そう聞いてみた。

			「あるかないかで言えば、ないですね」

			「あ、やっぱり」

			「でも、リムル様も同じでしょ？　味覚が消えていなくてホッとしましたよ」

			「わかる。俺も三大欲求が満たされなくなった時は、正直言って人生終わったって思ったもん。頑張ったお陰で食欲と睡眠欲は復活したから、今も毎日が楽しいけどね」

			「でしょうね。俺もそこが心配だったのですが、元のままだったので安心しました」

			　うんうんと頷き合う俺達。

			　そこでふと、俺は違和感を覚えた。

			「あれ？　元のままってお前、三大欲求が全部残ってるのか？」

			「ええ。幸いな事に、全部」

			「睡眠も？」

			「眠る必要はありませんが、瞑想していると睡眠状態に入れます。しかも、疲労が回復しますね」

			　何それ、俺が苦労して眠れるようになったってのに、最初から出来るのかよ。しかも、俺よりも優れた効果まであるってか。

			　いや、それよりも気になるのは──

			「性欲も？」

			　俺は小声でコソコソと聞いてみた。

			　するとベニマルは、ちょっと恥ずかしそうに小さく頷いて肯定する。

			「何だよ、それ。お前、子供が出来なくなるから進化出来なかったんじゃ……？」

			「その通りですよ。モミジもアルビスも妊娠しました」

			「それはおめでとう──って、それなら性欲も消えたんじゃないのかよ!?」

			「消えるだろうと俺も思っていたんですが、子供は作れなくても性欲は残ってました。これであの二人を悲しませずに済みそうです」

			　羨まし過ぎる。

			　俺にはなくなった機能まで備えているとか、完璧な進化じゃん。

			　クッソ、俺にはどうして……。

			「良かったね」

			「ええ──って、どうして俺の飯を奪うんですか!?」

			「うるせえ！　この裏切り者めが!!」

			　俺の嫉妬が火を噴き、ベニマルの豚カツを奪う。

			　俺には食べる楽しみしかないってのにこの野郎──と思ったのは当然であろう。

			　ともかく、その夜も大騒ぎしつつ、俺達は愉快に過ごしていた。

			　いつも通りの光景だった。

			　だが、しかし──

			　それは唐突に終わりを告げる。

			


			＊

			


			「た、大変や！　えらい事が起きたみたいで、ワイは直ぐに戻らなあかんようになったんや!!」

			　そう叫びつつ、ラプラスが食堂に駆け込んで来た。

			　そしてその直後、別の者が。

			「大変です、リムル様！　たった今、ガゼル王の名で連絡が入りました。展開中の混成軍団の前に、ヴェルグリンドが出現したそうでして、至急応援を求む、との事です!!」

			　目を血走らせて叫ぶベスター。

			　驚きの内容に、俺も思わず席を立つ。

			「大急ぎで、出撃予定の者達を集めろ！」

			「承知」

			　俺の命令を聞くなり、ベニマルが即座に動いてくれる。

			　これで、時間を置かずに皆が集まるだろう。

			「ラプラス、戻るのは少し待ってくれ。俺達も行くから」

			「せ、せやけど……」

			　ラプラスの慌てようを見て、演技かもと疑った。また何か企んでいて、俺達を罠に嵌はめるつもりではないかと考えたのだ。

			　だが、続くベスターからの報告を聞いて、これは違うと理解した。

			　ラプラスも把握していない、何か重大な出来事が帝国で起きているのだと。

			　こういう時は冷静にならねばならない。

			「大事になってるのはわかったが、慌てるな。俺達は今、同盟関係にある。お前が一人で戻るよりも、俺達が付いて行く方が何かと便利だろう？」

			「便利て、そんな」

			　混成軍団の前に敵方の最大戦力がいるのなら、逆にチャンスだとも考えられる。ユウキ達も何者かに襲われているようだが、そいつらを倒してしまえば後の交渉を有利に進められるというものだ。

			　そう考えた俺は、ラプラスから詳しい情報を聞く事にした。

			「それで、何が起きたんだ？」

			　ラプラスはしばらく迷った後、俺の問いに答えてくれた。

			「ティアから連絡があったんや。会長、カガリ様がワイを呼び戻せ言うとると。どうやら、近藤らに襲われとるみたいなんや」

			　近藤中尉か、厄介そうな相手の一人だな。

			　やはりここはラプラスに協力して、叩いておくのが正解だろう。

			　だけど気になるのは、ユウキ達の戦力ではどうにもならなかったのか、という点だな。

			「ユウキは何をしている？　アイツも負けたのか？」

			「それが、ボスの相手はダムラダがしとるらしい」

			「ダムラダ？　〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人で、その正体は帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの副団長だろ。やっぱりユウキを裏切ってたのか？」

			　ユウキの仲間かと思わせて、違ったのかな？

			　会った事がないから、何を考えている人物なのか読めないんだよね。

			「わからんのや。ティアもフットマンも、言う事がコロコロ変わりよる。ともかく、ボスと戦っとるんは間違いないらしい」

			　ふーむ、わからん。

			　だけど、厄介そうな敵が分散しているのは確かなようだ。

			　ともかく、状況を確かめるのが第一。そう考えた俺は、時間を惜しんでこの場で物理魔法：神之瞳アルゴスを発動させる。

			　座標は把握済みなので、ピンポイントで混成軍団の駐屯地を指定。食堂の壁に、現地の様子が映し出された。

			「こ、これは……」

			　思わずそう呟いたのは誰だったのか。

			　艶然とした笑みを浮かべた美女が一人。特徴的なのは、頭上でシニョンっぽく纏められた蒼髪だ。

			　その女性は中華風の豪華な衣装を纏い、肩には軍服を羽織っている。

			　無人の野を行くが如く、六万の大軍の前に佇んでいた。

			　いや──大軍ではなく、大軍だった者達の前に、というのが正確だ。

			　舞い上がるのは死体、かな。

			　天と地を繋ぐ真紅の柱──あれは、そう、超重力力場だ。

			　血の雨が降り、力場が赤く染まって見えるのである。

			「〝重力崩壊グラビティーコラプス〟か。まいったね、私の十八番を勝手に使うとは」

			　軽口を叩くカレラだが、その表情は真面目だ。

			　それもそのはず。ヴェルグリンドだろうと思われる人物が行使する魔法は、カレラが使用したそれよりも優れた精度だった。

			　完璧に範囲を指定し、暴走させる事なく制御してみせている。

			　破壊の痕跡がない点からも、重力にのみ影響を及ぼしていると推測された。

			「重力を制御して、大地に影響を及ぼさず軍勢のみを吹き上げたのか？」

			「その通りだ、我が君。しかも憎らしい事に、砂粒一つ巻き込んでいない。敵と見み做なした人間だけを、天空に吹き飛ばしているのさ」

			　出来るのか、そんな真似？

			　いや、出来るんだろうな。

			　その結果が目の前にある以上、そこを疑っても始まるまい。

			「アレと戦うんですか？」

			「クフフフフ、流石はヴェルドラ様の姉君。面白い。一度本気で相手をしてみたいと思っておりました」

			　ディアブロは強気だが、正直言って勝てるとは思えない相手だ。

			


			《否。全戦力で挑めば、勝機はあります》

			


			　心強いが、全戦力というのがネックだな。絶対に犠牲が出そうだし、出来れば戦うのは避けたい。

			　となると、ヴェルグリンドよりも皇帝ルドラを狙うのが正解か。

			　ギィとルドラの勝負に決着をつけさせて、この戦いを終わらせる。そうすれば、無駄な犠牲を出さなくて済む、か。

			「しかし、解せないな。どうして魔法を完成させないんだ？」

			「ボク達と違って、自然破壊が嫌いなんじゃないの？」

			「違うでしょうね。見なさいな。血を抜き取られた死体が積み上げられているわよ」

			　テスタロッサが、映像の一角を指さす。

			　そこには確かに、何体かの死体が積み上げられていた。

			　俺は画面を分割させて、その場所を拡大して映し出す。するとそこには、軍服を着た男と見覚えのある女性がいた。

			「ユウキの秘書──カガリさんか」

			「ワイらの生みの親にして、中庸道化連の会長や。クソッたれっ!!　　信じたくなかったが、ホンマやってんな。フットマンとティアからの『念話』でわかったんやが、どうやらカガリ様は、近藤に操られてしもうたみたいなんや」

			「操られたって、精神支配系の術か？」

			「せや。しかも最悪な事に、ティアやフットマンはカガリ様に逆らえん。さっきから『念話』が届かんようなったんも、止めろて命令されたからやったんやな」

			　最悪だな。

			　精神支配とか、人の自由意思を奪うのは最低だと思う。

			　──って、それよりもだ。

			　現状がヤバイ。

			「その、カガリさんが支配された影響って、どこまで出るんだ？　お前は大丈夫なのか？」

			　仮面を着けているからよくわからないけど、本気で悔しがっているように見える。そんなラプラスだが、ティアやフットマンとかと同じように命令に逆らえなくなるのなら大問題だ。

			「ワイは大丈夫や。カガリ様に生み出してもろたんはホンマやけど、ワイだけは命令に従わんでもええようになっとる。それよりも問題なのは、ユウキはんが集めた仲間達の大半に、〝呪言〟が刻まれとる事やろな。無論、心配なんは幹部連中だけやけど、それ以外の者達はあの様ざまやから、今更考えてもしゃーないしな」

			　確かに、ユウキの軍勢はもう駄目だ。生き残っている者がいたとしても、あの魔法からは逃れられないだろう。

			　魔法の影響外にはまだ無事な者達がいるようだけど、あの惨劇を見せつけられて戦意喪失しているみたいだし。〝呪言〟どうこう以前に戦力にはなりそうもなかった。

			　そんな状況だからこそ、ラプラスが大丈夫というのは朗報だと思えた。

			「まあ、お前だけでも無事で良かったじゃないか」

			「気休めはええて。ワイらの仲間はもうオシマイや」

			　あくまでも淡々と、ラプラスが言う。

			　その声は平然としていて、何も感じていないように見えるけど、俺にはそうは思えなかった。

			　仲間が操られて悔しがっていた。その姿は紛れもなく本心だったに違いない。

			　俺は何も言わず、ラプラスの肩をポンポンと叩く。

			　驚いた様子で俺を見るラプラス。

			　俺は自然に見えるように気を付けながら、明るい口調でラプラスに語りかける。

			「まだ諦めるのは早いんじゃないか？　カガリさんだって、死んだ訳じゃない。近藤って野郎に操られているのなら、元凶ソイツを倒せば元に戻るだろ。ユウキだってまだ戦っているだろうし、さっさと助けに行って反撃といこうぜ」

			　ちょっと気休めも入ってるけど、後ろ向きに考えるよりもマシなはずだ。

			　ともかく、絶望するのは後からでも出来る。

			　今、何が出来るのか？

			　それを考えるのが大事だろう。

			「けったいなお人やな、ボスと同じような事を言うなんて。ワイ等を迫害して追放したんも人間なら、ワイ等に救いの手を差し伸べるんも人間なんか……。かなわんわ」

			　ラプラスはそう呟き、仮面の下で苦笑したようだ。

			　俺ってこう見えて、魔物なんですけど……。

			　いやまあ、スライムだけど元は人間だったからね。そこを突っ込むのは野暮というものかな？

			「一つ聞きたいんやが、ええかな？」

			「何だよ」

			「アンタは魔王として、何がしたいんや？」

			　そんな事か。

			　それなら一貫して変わりないな。

			　この世界に転生して来た時から、俺の野望はただ一つなのだ。

			「みんなで楽しく暮らせるようにする。その為に、町を作り、国を創り、他の国々との交流を持った。後は、多様性を大事にしつつ、趣味嗜好の合う者達と仲良くやりたいと考えてるよ」

			「世界を手に入れたいとか考えへんのか？」

			「え、何それ？　めんどくさい」

			「はあ!?　世界を手に入れたら、何でも自分の想いのままやろがい！」

			「だからさ、そんなの絶対に飽きちまうだろ。色々な考えがあった方が、可能性の幅が広がって、思いもしてなかったような楽しい作品も生まれるってもんだろが！」

			　俺が力説すると、ラプラスがキョトンとなった。そして慌てたように、待て待てと手を振りながら叫ぶ。

			「おかしいやろ！　作品って何やねん。今はそんな話してなかったやろ。世界を手に入れた後の話をしとったやろがい！」

			　わかんねーヤツだな。

			「だからさ、何でもかんでも自分の思いのままにするって、それは他人に対して思想統制でもしろってのか？　それとも、カガリさんみたいに精神支配されてる方がいいとでも言うつもりか？」

			「いや、それはやな……」

			「思想、言論、表現、この三つの自由は保障されるべきだと俺は考えている。それこそが基本的人権の尊重に繋がり、多様性を生み、文化を発展させる原動力になるってな」

			「はあっ!?　そんなん、わがままな口だけ野郎を増やすだけで、まとまるもんも纏まらんようになるやろがい。そんなんで、国の舵取りが出来る訳がないやろ！」

			　それも一理あるよね。

			　民主主義の最大の弱点は、国益と個人の感情をどう割り切るかってところにあると思う。

			　だけど、それも含めての多様性な訳で。

			「いいんだよ。それは今後の課題として、皆でどうするか考えていく予定なんだから。俺も基本的にはワガママだし、流石に自分の望まぬ方向に国を動かす気はないからな」

			　俺は口だけ番長でいいのだ。

			　〝君臨すれども、統治せず〟

			　この言葉を胸に、今まで通りにやっていくのみである。

			　幸いにも、お手本となるべき人物は多い。

			　ルミナスのような宗教を隠れ蓑みのにした統治の仕方や、エルメシアさんのような国の上位に座す支配体制も参考になる。

			　まあ、先は長いのだから、今直ぐどうこう決める必要はない。

			「だからな、国の政策とかそんなものは後回しなの。それよりも大事なのが、文化の発展だ。娯楽だよ、娯楽。それなくして、国の発展なんて意味がないね」

			　ここ、試験に出るほど大事なトコよ。

			　面白おかしく暮らす為には、沢山の娯楽作品が生み出されなければならない。その為にも、思想や表現に規制なんてかけるべきではないのだ。

			　そう説明する俺を、ラプラスが戸惑うように見つめてきた。

			「わからん。ワイには理解出来んわい。あの人は……ボスはな、世界を征服して楽しく暮らせる世の中にすると約束してくれた。だからワイはボスの事を、ユウキはんの事を信じる事にしたんや。それなのに、何やねん、アンタ」

			「何がだよ？」

			「そんないい加減な覚悟で、ワイらの野望を馬鹿にするんかい」

			「馬鹿になんてしてねーだろうが。ただ、世界征服なんて思ってるより楽しくなさそうだし、思っている以上に大変そうだと思うだけでさ」

			　そう答えると、ラプラスは暫くの間沈黙していた。

			　そして、ポツリと。

			「……わかっとるわい、そんなん」

			　力なく床に座り込むラプラス。

			　その顔は魔法によって映し出された映像に向いており、その視線の先には、積み上げられた死体と、その前に佇むカガリがいる。

			「あそこで何をしとるんかって、さっき言うとったやろ。教えたるわ。これはな、秘中の秘なんや。ワイらが妖死族デスマンなんは知っとると思うけど、どうやって数を増やすのか、ちゅう話や」

			　うん？

			　待て待て、本当に重要な話っぽいぞ。

			「落ち着くんだ。それって、食堂で話してもいいような話ではないんじゃないか？」

			「かまへん。そんな事を言っとる場合とも違うやろしな。ええか、ワイらはカガリ様の手で生み出されたんや。それこそが〝呪術王カースロード〟たるあの御方の真骨頂でな、死者の死体と怨恨の念を集合させる事で強力な魔人を生み出すちゅう禁断の呪術──それこそが、禁忌呪法：妖死冥産バースディなんや」

			　食堂と言っても、ここは幹部用の部屋である。一般人の姿はなかったが、ラプラスも思い切った真似をするものだ。

			　こんな場所で極秘事項を話すとはね。

			　残っていたのは、指示を出して戻っていたベニマルと、ソウエイ。ディアブロにシオン。ハクロウ、悪魔三人娘と、報告を終えてからも一緒に映像を見ていたベスターだ。

			　いつの間にかガビルも、皆に指示を出し終えたのか戻って来ていた。

			　重要な話だったが、聞かせて困るような者がいなかったのは幸いである。

			「それはそれは。懐かしい呪法ですね」

			「知っているのか、ディアブロ？」

			　ディアブロは魔法マニアだし、こういう時にも役立つね。知っててくれて助かった。

			「私がリムル様より頂いた肉体も、その妖死冥産バースディを応用したものでして。私の場合は〝魂〟がありませんでしたが、受肉する為の肉体としては最高でした。本来の使用目的としては、万を超える死体を統合して、その力を我が物にする事にあるのです」

			　非人道的な邪法の類、禁忌呪法とはよく言ったものだ。まあ、その〝魂〟を奪った俺が言えた話ではないので、そこは置いておく。

			「その力を我が物にするという事は、特定の誰かの意思を宿らせる感じなのかな？」

			「場合によりけりでしょうが、そう考えても宜しいかと」

			「ディアブロはんの言う通りや。フットマンも、ティアも、クレイマンも、カザリーム様の生き残っとった同郷の者達でな。祖国を失って、その屈辱を忘れんようにと、禁忌に手を染めたんや」

			　ラプラスも首肯する。

			　俺の推測で正しかったようだ。

			　となると、その呪法が完成すると不味い感じだな。

			「あそこにいた混成軍団は、およそ六万名や。それだけの素材を使つこうたら、クレイマンに匹敵するほどの妖死族デスマンを十名くらいは生み出せるやろな」

			「おいおい……」

			「しかも厄介な事に、あそこには強靭な魂の持ち主が仰山おる。フットマンやティアと違うて、そいつらならもっと強大な力を制御出来るやも知れへんわ」

			　どういう事かと問うと、ラプラスは嫌そうに答えてくれた。

			　曰く。

			　フットマンやティアは、強大な力に呑まれてしまって精神が未熟なままなのだと。カザリームが最初に妖死族デスマンを生み出した時、魂と力の配分が未熟だった。そのせいで、持て余すほどの力を与えてしまったという事である。

			　クレイマンはその反省を活かし、見事に成功させたのだそうだ。

			　ただし、フットマンやティアが失敗例なのかというと、そうではない。精神が未熟なせいで知性の成長が遅れているけど、力だけは大したものなのだ。

			　現に、進化前のゲルドはフットマンに遅れを取っている。その事から考えても、戦闘能力だけを見れば、クレイマン以上の成功例だと言えるだろう。

			　もしも、六万の死体から力に特化した妖死族デスマンを生み出そうと考えたならば。その場合は、六から七名に凝縮されるのではないか、との事だった。

			　覚醒者を生み出す為なら、百万の軍勢を犠牲にする事も厭わない奴等だ。その程度の事は、悩むまでもなくやってきそうである。

			「──あの時はまだ、みんなガキやってん。ティアなんて今も子供みたいなもんやし、フットマンなんて言わずもがなや。大人になったんはクレイマンだけ。そのクレイマンも、馬鹿な暴走をして自滅してもうてんけどな。せやけど、アンタらに悪い事をした、とまでは思っとらん。所詮この世は弱肉強食や。信用でけへん相手を試すんは当たり前やし、自分らの勢力を拡大する為なら、他人の犠牲なんて屁でもないわい。これがワイの本音や。それでも手を組むっちゅうんか？」

			　言わなくてもいい事を、ラプラスは敢えて言ったんだろうな。

			　ここで俺達を怒らせる意味はないし、悪手ですらある。

			　それでもラプラスがこんな発言をしたのは──

			「舐なめるなよ。お前達がオークを扇動し、オーガの里を滅ぼした事、絶対に許さん。けどな、手を組むとリムル様が決めた以上、俺が異を唱える事なんざねーよ」

			「ベニマルの言う通りです。里のみんなの無念、それを想うだけで胸が張り裂けそうになる。ですが、貴様をどうこうしたところで、気が晴れる事もないでしょう。リムル様が望む世界、皆が笑って暮らせる世界を実現して初めて、私も後悔を忘れられるというものです」

			「フッ、どうせ自分に憎悪を向けさせて、禍根を絶とうとでも考えたのだろうが、甘いな。俺達の怒りは、その程度では消せはしない。お前達を嬲なぶって消えるような小さなものではないのだ」

			「ま、そうじゃな。貴様の言う通り、弱肉強食こそ全てよ。何よりも悪いのは、未熟だったワシらじゃ。貴様達も、自身の未熟に泣いたクチなのじゃろう？　だったら、ワシらの気持ちも理解出来るじゃろう」

			　ベニマルが、シオンが、ソウエイが、そしてハクロウが。ラプラス達への憎悪を胸に抱きつつも、それを飲み込んで共に戦うと決意してくれた。

			　ラプラス達の行いを許せないのは当然として、それを乗り越えようとしている。ゲルドの時も思ったけど、ベニマル達って器が大きいのだ。

			「いいか、お前達を許した訳じゃないし、完全に信用した訳でもないが、今は同盟相手だ。わだかまりを忘れて、共闘しようじゃないか」

			「──こっちこそ、頼むわ。お願いや、ボスや会長達を助けたいんや。ワイを手伝って下さい」

			　深々と頭を下げるラプラス。飄ひょう々ひょうとした男らしからぬ、真摯な態度である。

			　これが演技だったら、俺は人間不信になるね。

			　今だけは、コイツを信じようと思ったのだった。

			


			＊

			


			　ラプラスの要請に、ベニマル達も頷く事で了承の意を示した。

			　その仕草は決まっていて、惚れ惚れする。

			「よし。それじゃあ、俺達は予定通りに六名で潜入し、ユウキの救助に向かうとしよう」

			「そうですね。後でキッチリと謝罪させる為にも、あの野郎を救い出しましょう」

			　ベニマルはやる気だ。

			　まあ、あのユウキの事だ。ダムラダを倒して、ケロッとしてそうな気もするけど。

			　問題なのは、ヴェルグリンドへの対策をどうするか、だな。それを指示しようかと思った瞬間、シオンが驚くべき発言を行った。

			「近藤という男が黒幕なのですよね？　カガリとやらを操るほどなのだから、クレイマンも操られていたのかも知れませんね」

			「「「…………」」」

			　思わず黙り込む俺達。

			　ベニマルは驚きの表情で固まっているし、ラプラスは「なんやて!?」と呟いている。

			「ク、クフフ。第一秘書は面白い事を言いますね」

			　そう言って笑い飛ばそうとしたディアブロだが、かつての状況を思い出したのか、その発言を否定する要素がない事に気付いたようだ。

			「ありえるのう……」

			　と、ハクロウまで言い出す。

			　いや、そう考えるのが自然に思えるぞ。

			　ラプラスが言うには、ユウキはクレイマンに大人しくしているように命じていたらしいし。

			　オークの騒乱の際はともかく、その後の暴走は意図しないものだったとの事だし。

			


			《是。新たに得た情報を基に、状況を再定義してみました。個体名：クレイマンの行動に一部不明な点が見られましたが、近藤とやらの意思が介在していたならば、辻褄は合います。得られる利益が最大となるのが帝国である、と答えが導かれました》

			


			　うん、そうなるよな。

			「──って事は何か？　その近藤の思惑のせいで、俺達は迷惑を被った訳か？」

			「クソが」

			「下品ですよ、ベニマル。改めないと、シュナ様に言いつけますよ」

			「止めろ。改めるから」

			　ベニマルとシオンの掛け合いはともかく。

			「悔しいですが、シオンの意見に賛成するしかなさそうです。私も犯罪心理分析プロファイリングしてみましたが、クレイマンの行動には不明な点があった。もっと慎重に行動すべき時にも、何故か焦って軍を動かした形跡が見られます。愚かだからかと見過ごしていましたが、第三者の介入があったとすれば納得出来ますね」

			　うわ、ディアブロの意見が智慧之王ラファエルさんと同じだ。

			　こうなったらもう、疑う理由もない。

			「真実はわからないけど、クレイマンも近藤に操られていたと考えて行動するとしよう。つまり、近藤と相対する際には、自分が操られる可能性があると警戒するように！」

			「「「ハッ!!」」」

			　注意しても無駄かも知れないけど、しないよりはマシだ。

			　ともかく、近藤という男は要注意である。下手をすれば、ヴェルグリンドよりも厄介である可能性まであった。

			　皆にも共通認識として、近藤の顔を覚えてもらった。

			　さて、作戦を纏める。

			「ガビル達はガゼル王の救援要請に応じてくれ。ただし、ヴェルグリンドとはまともに戦うな。幹部達でも危ないだろうが、兵士達は無駄に死ぬ結果になるからな」

			「承知しておりますぞ。我輩とて、偉大なる〝竜種〟を相手に挑もうとは思いません」

			「ホッホッホ、勝てる相手ではないわのう」

			　ガビルとハクロウも、十分に理解してくれていた。

			　援軍の目的は時間稼ぎである。

			　俺達がユウキを救出した後、ヴェルグリンドの相手をするのだ。

			「でも、あの儀式は放置でいいのかな？」

			　ウルティマが問う。

			　儀式というのは、カガリが行っている妖死冥産バースディの事だな。

			「それについては安心しなさい。あの呪法は、発動までに時間がかかります。一体を生み出すのに、最低でも二時間。エネルギーを凝縮しようとすれば、より多くの時間を必要とするでしょう」

			　ディアブロがそう教えてくれた。

			　儀式が始まってから、まだ一時間も経過していない。

			　ユウキと合流し、皇帝ルドラを倒す。それから急いで戻れば──

			「それが、違うんや。本来の方式やとディアブロはんの言う通りなんやが、カガリ様は裏技を使こうとるんや」

			「裏技──まさか!?　そうか、それでヴェルグリンド様が協力しているのですね」

			　ディアブロは理解出来たようだが、俺達には何がなんだかチンプンカンプンだ。しかし、ここで詳しく説明を聞いている暇はない。

			「つまり、猶予はどれだけあるんだ？」

			「クフフフフ。最悪、二時間もあれば数体の妖死族デスマンが生み出せるでしょう」

			　二時間、か。

			　たったそれだけの時間で、皇帝ルドラを倒せるだろうか？

			　いや、悩むまでもない。やるしかないのである。

			　俺はラプラスを見た。

			「お前が一番強いよな？　少なくともクレイマンよりは上だし、力に特化したとかいう他の二人よりも強そうに見えるんだが」

			「まあ、ワイは特別製やからね」

			「だったら、カガリの行っている呪法は無視だな」

			「えっ、それで宜しいのですか？」

			　驚くガビル。

			「ああ。考えてもみろよ、ガビル。ラプラスはかなり強いけど、それでも何とかならない相手じゃない。他の二人なら、今のお前達なら勝てるだろう」

			　それが俺の見立てだ。

			　ラプラスは力を隠しているが、俺の目は誤魔化せない。つまりは、究極能力アルティメットスキルには覚醒していないように感じる。ガビルでは厳しいが、ソウエイならば互角に戦えそうだった。

			　つまり、ラプラスほどの妖死族デスマンが生み出されてしまうと厄介だが、それ以下なら何とでもなる訳だ。成長されると厄介なので、放置する訳にはいかない。だけど、絶対に邪魔しなければならない、というほどの脅威ではないと判断したのである。

			「ヴェルグリンドが呪法に協力しているのなら、かえって好都合。可能ならば、集中出来ないように邪魔をしろ。それが無理なら、ヴェルグリンドも放置で構わない。というか、こっちから虎の尾を踏む事もないだろう」

			　俺がそう言うと、ガビルとハクロウが顔を見合わせてから頷く。納得してもらえたようである。

			　そして、万が一の場合には。

			「もしも彼女がお前達やガゼル王に矛先を向けるようなら、その時はウルティマとカレラが相手してくれ」

			　俺の部下の中でも最強格の彼女達ならば、ヴェルグリンドという強者が相手でも時間稼ぎになるだろう。

			　カガリの儀式がどうなろうが無視出来るが、ヴェルグリンドが動き出したら軍は壊滅する。それだけは絶対に避けるべく、俺は非情な命令を下した。

			「ボクを頼ってくれてアリガト！　ヴェルドラ様の姉君だろうと、手加減しないでやっちゃうもんね！」

			「そうだな、勝てるかどうかは試せばわかる。これでも不敗記録更新中の身なんでね、せいぜい楽しませてもらうとするさ」

			　ウルティマとカレラが頼もしく応じてくれた。ゼギオンに負けたって話は、聞かなかった事にしておく。

			　これで方針は決まった、と思ったのだが。

			「お待ち下さいませ。ウルティマとカレラがヴェルグリンド様の相手をするだけでは不十分でしょう。自ら道案内を申し出ておいて非礼なのは重々承知ですが、わたくしもヴェルグリンド様の相手を致したく存じます」

			　テスタロッサの提案である。

			　これを聞き、俺は悩んだ。その提案は魅力的に思えたのだが、帝都中枢に侵入するならば、最大戦力で挑むのが確実という考えがあったからである。

			　ギィが好敵手と認める相手に加えて、護衛として〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が四名以上。それだけの強者を相手にするなら、テスタロッサの戦力を外したくないと思えた。

			　だが、ヴェルグリンドを相手に時間稼ぎしてくれるなら、それはそれでアリだとも思える。

			　それならば、やはりガドラを──

			「自分が代わりに同行しましょう。少しでも時間短縮に繋がりますし、作戦の成功率も高まるかと」

			　ソウエイの申し出だが、妥当な案かも。

			　少なくとも、ガドラを連れて行くよりは良さそうだ。

			　ベニマル、シオン、ソウエイ、そしてディアブロ。この四名がいれば、どんな相手だろうが負ける気がしない。

			「それでいこう。頼むぞ、ソウエイ」

			「御意！」

			　ガビル達は、主目的として時間稼ぎ。可能ならば、近藤を含む敵勢力の排除に動く。

			　万が一の場合は、テスタロッサ達の出番だ。今取れる中では最善の手だな。

			「決まりだ。ガビル達も、俺達が戻るまで無理をしないようにな」

			「「「ハハッ!!」」」

			　こうして、慌ただしくも方針が決まったのだった。

			


			　その時、ずっと映像を見ていたベスターが上ずった声で叫んだ。

			「おおっ！　ガゼル王も到着したようですぞ！」

			　言われて映像に目を向ければ、そこには天空を舞う天翔騎士団ペガサスナイツの姿があった。

			「急ごう。ガゼル達に被害が出る前に、合流して作戦を伝えるように！」

			「お任せ下され！　不肖、このガビルめが、その大役を仰せつかりましたっ!!」

			「それでは、各自行動を開始せよッ!!」

			　俺はそう号令を下す。

			　こうして、長い長い夜が始まったのである。

			


			＊

			


			　ガビル達を〝転送術式〟で送り出した後、俺達はラプラスに連れられて帝都へと跳んだ。

			　何が起きても対応出来るように、俺も最初から人の姿になっている。

			「着いたで。ここがワイらの秘密基地──って、どこやここ？」

			　魔法でやって来たわけだが、ラプラスの様子がおかしい。

			　その時点で、果てしなく嫌な予感がした。

			　周囲を見回すと、我が国には存在しない広大な広間である。

			　彫刻が施された柱が立ち並び、高級そうな絨毯が敷き詰められている。

			　どこかの帝城の謁見の間かと見まごうが、どこか歪な感じが拭えない。

			「おい」

			「ちゃ、ちゃうって！　いつもはちゃんと目的の場所にしか跳ばへん。こんなん初めてやって！」

			　焦ったように答えるラプラスを、俺はジト目で見やった。嘘を吐いているようには見えないが、だとすればこれはどういう事なのか。

			　そう思いつつ周囲を見回すと、五十メートルほど先に数段高くなっている場所があった。

			　玉座らしきものも見えるので、謁見の間という感じである。

			　偉そうな人物が椅子に座っており、その隣には蒼髪の美女。特徴的なシニョンは見間違うはずもなく、ヴェルグリンドその人だと思われる。

			「ヴェルグリンド!?　いや、今さっきまで戦地にいたんだし、ここにいるはずがないよな？」

			「転移すれば間に合うでしょうが、そうした雰囲気ではありませんね」

			　俺の疑問に、ベニマルが答える。

			　ベニマルも困惑している様子。それは、ソウエイやシオンも同様だった。

			「囲まれましたか。どうやら、罠だったようですね」

			　冷静に告げるのはディアブロだ。

			　俺も気付いたが、この広間には数十名の気配があった。

			　それも、かなりの強者っぽい気配がする。

			「ラプラス、貴様。やはり俺達を嵌めるのが目的だったのか──」

			　と、ソウエイが剣けん呑のんに問うも、ラプラスの様子はそれどころではない感じである。

			「そんなアホな。ワイの術に干渉した言うんか!?　嘘やろ、ありえへんで……」

			　正に、困惑の極み。

			　ラプラスにとっても予想外だったらしい。

			　ラプラスが仕組んだ罠じゃないな、と俺は思った。

			　警戒を強める俺達の前に、一人の男が近付いてくる。

			「やあ、よくやってくれたねラプラス。魔王リムルの一行を上手く騙してくれて、ボクとしても嬉しい限りだぜ」

			　ユウキだ。

			　帝国の軍服に身を包み、笑みを浮かべている。

			「ボ、ボス!?　ちょ、待ってや。これはどういう事なんや？」

			「アハハ。もう演技は止せよ。この場で魔王リムルを始末すれば、ボク達の勝利じゃないか」

			　ユウキの発言を聞いて、シオンとソウエイが殺気立った。しかし、ベニマルと、意外な事にディアブロも、冷静なままユウキとラプラスの会話に耳を傾けている。

			　それを見て、俺は感心した。

			『お前達もラプラスを信じたんだな』

			『あ、いえ。二人が油断したらサクッと殺ろうかと思ってました』

			『おい！』

			『クフフフフ、流石はベニマル殿ですね。殺気を向ける前に殺す。基本ですよ』

			　馬鹿野郎、どこのマフィアだよ！

			　我が国にはそんな基本など存在してねーよ!!

			　呆れた俺は、ともかく様子を見るようにと二人を説得した。ついでに、殺気駄々洩れのシオンとソウエイも宥なだめておく。

			　そうこうしている内に、ユウキとラプラスの言い合いは過熱していた。ラプラスが必死になって、俺達に無実を訴えかけてくる。

			「信じてーや！　今回はホンマに、ワイは何も悪い事をしてへんねんて！」

			　必死になればなるほど胡散臭いのだから、ユウキの手は見事という他ない。

			　俺はラプラスが哀れになり、この茶番を終わらせる事にした。

			　ポンポンとラプラスの肩を叩き、言う。

			「落ち着きなさい。アイツはユウキであって、ユウキじゃないんだろうよ」

			「へっ？」

			「残念ながら、近藤にでも操られてるんだろうさ」

			　ダムラダに敗れた上で操られたのか、勝負の最中に不意討ちでもされたか。何にせよ、敵に心を支配するヤツがいるというのがややこしい。

			　本気で信じていないと、直ぐに同士討ちに持ち込まれてしまいそうだった。

			「あっ、せやったんか！　ちゅうか、他人を騙すんは愉しいけど、自分がやられるとごっつ腹立つな」

			　いい性格してるよね、ラプラスも。

			　俺が信じていると知って、元気を取り戻したみたい。

			　だけど、別に状況が改善された訳ではない。相変わらず俺達は囲まれてるし、危機に陥ったままなのだ。

			「ちぇっ、そんなにアッサリと見抜かれるとはね。もっと疑心暗鬼にさせて、同士討ちさせたかったのにさ」

			　ユウキもなあ、操られても性格が悪いままだな。

			　これが地なんだろうし、ここは大人の余裕を持って流す事にする。

			「陛下、残念ながらボクの作戦は失敗に終わったよ」

			「つまらぬ余興であったな。まあよい。戦いを始める前に、余としても少し語らいたいと思っていたのだ」

			　ユウキが檀上に座す人物に向けて話しかけると、そいつは立ち上がり歩き始めた。

			　大人しく横にずれて道を譲るユウキ。それから判断出来るのは、ユウキは皇帝ルドラに臣しん従じゅうしているという事実である。演技である可能性は捨て切れないが、楽観視しない方が良さそうだ。

			　ルドラに連れ添うように、ヴェルグリンドも後ろに続く。美人である点を除けば普通の人間にしか見えないが、それは明らかに隠蔽された情報だ。

			　俺には視えている。

			　ヴェルグリンドは、自身の身体と前を歩く男を囲むように、薄い『結界』を張っているのだ。その『結界』に阻まれて、全ての気配が遮断されているのである。

			「凄い威圧感。これは偽物だと思えないな」

			「同意です。近くで見ると、ここまで凄まじいものなのですね」

			　俺の言葉にベニマルが頷く。しかし、違った反応をする者もいた。

			「そうですか？　ヴェルドラ様によく訓練に付き合わされていましたので、私には同じように感じられます。勿論、勝てませんけれど」

			　シオン……ヴェルドラとも特訓してたんだね。

			　コイツ等の言う訓練って、迷宮内での実戦だからな。命を懸けた戦いなので、半端ない成果が出るのである。

			　そして、勝てないのなら意味はない。自慢にも負け惜しみにもなっていなかった。

			「確かに見事な『結界』です。ですがシオンの言うように、ヴェルドラ様とそこまで大差があるようには思えませんね」

			　ディアブロの意見もシオン寄りだった。

			　ヴェルグリンドの評価が低いのか、ヴェルドラの評価が高いのか。俺も判断に迷うところである。

			　ただし、自信家のディアブロまでも、勝てると断言しなかった。

			　ここが重要だ。

			　ディアブロは意外にも嘘は吐かないので、出来ない事は言わないのである。つまりはそういう事なのだろう、と俺は理解する。

			「そちらの予定にはなかっただろうが、トップ会談というのも面白かろう」

			　そう言って笑顔を見せるルドラは、なるほど、マサユキにそっくりだった。

			　髪の色は輝くような金髪で、髪型も少し違う。瞳の色も、ルドラは青でマサユキは茶色。よく見ると違う点も多いが、雰囲気は何故か同じ印象を受ける。

			　そう言えば、マサユキが変な事を言っていた。

			『最近、髪の毛が──』

			『ハゲたの？』

			『そうそう、ストレスで──って、そんな訳ないでしょう！　髪の色が薄くなって、黒より茶色っぽくなってきたっていうか？』

			『ふーん。メラニン色素が失われたとか、そんなんじゃないの？』

			『そうですかね？　だったら気にし過ぎかな──』

			　というような、どうでもいい感じの少年の悩み。そう思っていたのだが、何故か今、思い出していた。

			　気になるが、今は深く考え込んでいる場合ではない。

			　目の前までルドラがやって来たのだ。

			「確かに、こっちには予定になかったね。だけど、俺としても話したい事があったんだ」

			「それは良かった。まあ、掛けるがいい」

			　ルドラがそう言って手を振ると、そこに椅子が二つ出現した。

			　手品かな？

			　原理はまったくわからないが、罠とかそんなちゃちな真似はしないと思う。

			　ここは雰囲気重視。俺は遠慮なく腰掛けた。

			　俺の右隣にベニマルが立ち、有無を言わせずにディアブロが左隣を押さえる。シオンが素早く俺の真後ろに立ち、その右隣にソウエイが。

			　所在なげだったラプラスは、ちょっと視線を彷徨さまよわせてからシオンの左隣に滑り込んだ。

			　場所決めが終わった俺達に、ヴェルグリンドのからかうような声がかかる。

			「あら、先に座るとは礼儀がなっていないわね」

			　礼儀？

			　そんなの知らねーよ。

			　座れって言われたから座ったんだよ。

			「よせ、ヴェルグリンド。間違ってはおらぬさ。この者も魔王という立場である以上、国を統べる者としての立場は同じ。対等な存在であると余は思うぞ」

			　流石は皇帝陛下。どうやら本音で語っているようだし、器が大きいね。

			「貴方がいいなら、私にも文句はないわ」

			　ヴェルグリンドは簡単に納得したみたい。

			　本当はどうでもいいと思っていたみたいだし、脅すのは止めて欲しかったよね。

			　対となる椅子に堂々と座るルドラ。

			　その右横には、自然にヴェルグリンドが控える。

			　一歩後ろには、神話級ゴッズで武装する四名の騎士が並んだ。この四名こそ、バーニィが言っていた四騎士だろう。

			　そして最後に、黒ずくめの軍服を着た男がルドラの左側に立った。日本人には見えないので、コイツがダムラダなのだと思う。

			　ユウキはちゃっかりとダムラダの横に立ち、自分の立場を明確にしている。割り切って、敵だと見做しておく事にした。

			　それにしても、この場に近藤を除いた帝国の上位者達が揃った事になる。こっちも上位の幹部達を引き連れて来たけど、数の上では圧倒的に不利だった。

			　帝国側には、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの序列上位者が数十名。しかも、最上位の〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟まで五名いる訳だ。

			　それに加えてヴェルグリンドまでいるので、正直言って勝てるかどうか怪しい感じになってしまった。

			　ついでにユウキもいる。

			　かつてない危機だと言っても過言ではなかった。

			　ルドラの言葉から推察するに、この状況はラプラスのせいではなく、最初から仕組まれていたようだ。相手の思惑通りというのは、ここまで不安になるものなのか……。

			　俺はそんな内心を悟らせないように、ふてぶてしい態度を演じつつ口を開く。

			「今回は一本取られてしまったかな？　俺達が来ると予想されている可能性は考慮していたけど、こうした状況になるとは想定外だったよ」

			　嘘である。

			　精鋭による不意討ちを狙ってるんだから、こっちが主導する立場だと思っていた。

			「ハハハ、そう謙遜するな。余としても想定外なのだ。侵攻させた機甲軍団が敗北するであろうとは思っていたが、生き残りが皆無な上に、覚醒者が生まれなかったのは計算外であったわ」

			　生まれたけど、ディアブロが倒しちゃったからね。

			　いちいち教えてあげないけど、その計画を立てたヤツはかなり優秀だと思うよ。もっとも、人としては外道な思考だと思うけど。

			「で、それを計画したのは誰なのかな？」

			　どうせ教えてくれないだろうと、軽く聞いてみた。

			　すると意外な事に、ルドラが楽しそうに自分の口で語ってくれたのである。

			　曰く。

			　計画立案は近藤中尉。

			　予想通りと言いたいが、俺が想像していたよりもヤバイ計画だった。

			　・侵攻させた軍から数名を覚醒させる。その後、敗走したと見せかける。

			　・追撃してくる軍勢を、混成軍団にて迎え撃つ。ただし、この軍団は裏切りの可能性がある為、敵勢力と同一視して対処する。

			　・裏切りが確定した時点で、まとめて排除。その役目は“元帥”が担う。

			　と、この段階で計画に狂いが生じてしまった。

			　そこで近藤は、大きく計画を変更させたらしい。

			　・泳がせていたユウキ一派の篭ろう絡らく。魔王クレイマンより得ていた情報からも、ユウキ達の裏切りは間違いないものと判断する。

			　・ユウキ一行を撃破。その目論見を確認し、計画の最終調整を行った。

			　・集まった混成軍団はおよそ六万。これを生いけ贄にえとして、魔人を量産する。

			　・この際、“元帥”が出陣して派手な演出を行う事で、ギィ達の目を引き付ける。

			　・厄介な者達を集めて、一気に叩く。その為にも、戦力を一点に集中させておく。

			　・派手に動く利点として、帝都が手薄に見える。必ず襲撃を仕掛ける者がいるだろうし、それは間違いなく精鋭であるはず。これを最大戦力で叩くべし。

			　・最重要項目。魔国も戦力が手薄になっていると推定し、“元帥”という最大戦力で挑む。ギィの目が別方向に向いている隙に、最強の駒である〝暴風竜〟を手中に収める事。

			　というのが全容だ。

			　魔王クレイマンから情報を得ていたという事は、クレイマンも近藤の支配下にあったとみて間違いない。疑わしいだけだったが、これで明確になった訳だ。

			　しかし、大事なのはそこではない。

			　ここまで情報を開示してくれたのも驚きだが、それも置いておく。

			　今の話には、もっと大事な点があった。

			　背筋がゾワッとした。

			　おいおい、ちょっと待てよと。

			　その計画には、“元帥”が──ヴェルグリンドが何人登場しているんだよ。

			　そうだよ。

			　おかしいとは思っていたけど、現在の戦場であるドワーフ王国の東部都市イーストでも、ヴェルグリンドが暴れていたはずなのだ。

			　それじゃあ、俺の目の前にいるコイツは一体……。

			


			《──ッ!!　察。究極能力アルティメットスキルの権能には、自身と同一存在を創り出せるというものが存在します。それは──》

			


			「──『並列存在』──？」

			　外れていて欲しいと願いつつ、智慧之王ラファエルさんの考察を口にする俺。しかし、現実はとても無慈悲だった。

			「あら、知っていたのね。お利口さんだこと」

			　ヴェルグリンドの笑みはとても美しく、そしてとても恐ろしい。外れて欲しい予想ほど、的中するものなのである。

			　勝てるかよ、そんなもんッ!!

			　というのが、俺の偽らざる心境である。

			　そりゃあ、テスタロッサが自分では勝てないと断言する訳だ。

			　俺が余裕だったのは、ここでヴェルドラを呼んで形勢を互角に持ち込めると判断していたからだ。しかし今、そんな事を言っていられない状況だと理解してしまったのである。

			　智慧之王ラファエルさんによると、『並列存在』とはとてもヤバイ権能らしいのだ。

			　単純に考えると、ソウエイが得意とする『分身体』と大差ないように思える。ソウエイの場合は、複数の『分身体』を同時に操る事が可能だ。どれが本体かなど見分けがつかないし、『分身体』がどれだけ倒されようとも本体さえ無事なら問題ない。

			　魔力が尽きぬ限り、何度でも『分身体』を出せるのも反則である。何しろ、本体と『分身体』の身体能力的には差がないので、ソウエイが複数いるのと同じようなものなのだからだ。

			　ただし、ここでネタバレしておこう。

			　この『分身体』というのは、同時に操るにはコツがいる。意識が分裂している訳ではなく、『思念伝達』で時間差をなくして操っている訳だ。反応も『思考加速』によって調整する事で、違和感なく同時に動いているように見えるだけなのである。

			　俺があまり『分身体』を多用しないのは、これがかなり難しい芸当だからなのだった。

			　ソウエイは言ってみればゲームの達人であり、センスの塊みたいなもの。素人の俺では、ここまで上手く扱えないのである。

			　それと、もう一つ。

			　身体能力は互角だが、魔力は当然本体の方が多い。故に、保有するスキルを全て使えないという欠点もある。ソウエイの『分身体』が消費魔力の少ないスキルしか使わないのは、こうした理由からなのだった。

			　だからこそ、この条件を熟知していれば、どれが本体なのか見分ける事が可能となる。本体が倒されれば『分身体』も消えるので、無敵とも呼べないのがこのスキルの特徴なのだった。

			　ところが──

			　ヴェルグリンドが使って見せた『並列存在』とは、完全に自分の意識を分割する事を可能とする。

			　本体が複数名同時に存在する──と考えていい。

			　つまり、こちらのは『別べつ身しん体たい』であり、仮に倒せたとしてもどれか一体でも『別身体』が残っていれば、それが本体となり得るのだ。

			　しかも、魔力を分割する必要もなし。

			　全ての『別身体』が本体と繋がっているようなもので、いくらでも魔力を補給し合える感じらしい。

			　もっとも、流石に最大値に限界はある為、分割した魔力分、本体を含めた他の『別身体』の最大魔力も減少する。

			　ここが攻略の鍵となりそうだが、相手は魔素エネルギー量が凄まじい事で有名な〝竜種〟である。消費速度より回復速度の方が速いので、生半可な消耗では意味がないと考えるべきだった。

			　ぶっちゃけ、どうやったら倒せるのかわからない。

			　テスタロッサじゃないけど、『勝利するのは不可能』と断言したい気分になってしまったのは、仕方のない話なのだった。

			　俺はヴェルグリンドへと視線を返しながら、敢えて傲慢に笑ってみせた。

			「そいつはどうも。俺には優秀な相棒がいてね。こと知略にかんしては負ける気がしないんだ。それで、俺達を罠に嵌めたつもりみたいだけど、何が目的か聞かせてもらえるかな？」

			　こういう時はハッタリしかないよね。

			　こっちはお前達の企みなんてお見通しですよと、そういう感じに話を進める。相手の動揺を誘い、こちらを警戒させられれば儲けものであった。

			　だが、そう上手くいく訳がないのが実情である。

			「生意気ね。素直に負けを認めないのは、愚弟によく似ているわ」

			　愚弟というのはヴェルドラの事だな。

			　こんな姉がいれば、ヴェルドラもさぞかし苦労した事だろう。

			　わかるか、リムルよ！　と聞こえた気がしたが、ルドラが口を開いたので、そちらに意識を向ける。

			「目的か。知略に自信があるのなら、余が言うまでもあるまい？」

			　そう申されましても、困るんだよね。

			　俺達を消すつもりなら、もう既に戦いになっているはず。それがこうして会談の場が設けられたという事は、交渉の余地があるという事。

			　導き出される答えとしては、俺達を懐柔する気なんじゃないだろうか？

			


			《是。その線で間違いないかと。ただし、時間稼ぎをしている可能性があり、その場合は個体名：ヴェルドラ＝テンペストを斃たおして仲間に迎え入れるつもりなのだと推測します》

			


			　俺もなかなかだね。半分正解という感じだ。

			　確かに近藤が立案した計画では、“元帥”＝ヴェルグリンドがヴェルドラを手中に収めるとか言っていた。出来る訳がないと思って聞き流していたが、『並列存在』があるという事は、今まさにヴェルグリンドは迷宮攻略に向かっているのではなかろうか？

			　気になった俺は、〝魂の回廊〟を通じてヴェルドラに問い合わせてみた。

			『おーい、元気してる？』

			『馬鹿め、それどころではないわッ!!　た、大変な事になっておる。姉上が、姉上が我を狙っておる。今は迷宮の外だが、このままでは攻め込まれるぞ!!　』

			　絶賛取り込み中だった。

			『大丈夫そうか？』

			『我が出るしかあるまい。このまま迷宮に攻め込まれるよりはマシであろうさ』

			　ヴェルドラなら、『並列存在』が相手でも負けはしないだろう。俺はそう思い、ヴェルドラに全力戦闘の許可を出す。

			『全責任は俺が持つから、ヴェルグリンドを何とかして欲しい。頼めるか？』

			『ほほう？　そういう事であれば、我に任せるがいいぞ！　クアッハッハッハ!!　』

			『任せた！』

			　俺は安心し、通話を終える。

			　ヴェルドラに任せれば安心だ。そして、ルドラの目論見も把握した。

			　交渉再開である。

			「お前達の目的は、俺達の懐柔だな。そしてもう一つ。俺達と会談して時間を稼ぐ事で、ヴェルドラとの戦いを邪魔させないようにしているんだろう？」

			　どうよと思いつつ、俺はドヤ顔で答える。

			　少し驚いた表情のヴェルグリンド。

			　そしてルドラは、嬉しそうに笑った。

			「愉快なヤツよな。達也と知恵比べさせても面白そうだが、今は余興に興じているほどの暇はない。そこまで理解しているなら話は早い。余の配下となれ。領土はそのまま保証し、大公の地位もくれてやるぞ」

			「ルドラ！　血縁もない者を大公に任ずるのは、他の貴族から反発されるわよ？」

			「構わんさ。余に協力してくれるのならば、それだけの価値があろうからな」

			　公爵よりも上の地位、それが大公である。

			　普通なら、皇帝の血族が一代限りでなれるかなれないかといった感じらしいけど、その地位を用意するとルドラが約束してくれた。

			　これは帝国からすれば、過去に例がないほどの優遇だな。戦争相手国には降伏を許さず、領地を増やす為に併合を認めた事すらないと聞くし。

			　常に侵略戦争で領土拡大してきた帝国が、俺に最高の地位を用意した。これは正直、思っていた以上に評価されていると考えて間違いなさそうだ。

			　だが、しかし。

			　残念ながら俺の答えは決まっている。

			「素晴らしい申し出なのは理解しているが、答えは『ＮＯ』だ。逆に提案だが、ここで手打ちにしないか？　賠償とか求めないから、互いに不可侵という形で条約を締結して欲しい」

			　自分に仕える者達からどれだけ犠牲が出ようが構わない──というような思考をする者に与するなど、自殺願望以外の何物でもあるまい。自分だけは例外とか、そんな甘えた考えは破滅に向けて一直線というものだった。

			　なので、ルドラからの申し出は断固拒否である。

			　それよりも、だ。

			　せっかくの機会なので、こちらの要望を述べておいた。

			　俺としては、被害も出ていないのだから謝罪を求めるつもりもない。これ以上ちょっかいをかけてこないと約束してくれるなら、今回の侵攻を不問に付してもいいと考えている。

			　文句を言うヤツもいるだろうけど、これ以上の血が流れずに丸く収まるなら、それが一番いいと思うからだ。

			　甘いのはわかってるし、約束が当てにならないのも理解していた。信用出来ない相手である以上、いつかは条約破棄されるだろうと。

			　けれど、大事なのは時間を稼ぐ事なのだ。

			　ここで和わ睦ぼくする事によって、互いに相手を知る猶予が得られる。相互理解を深める時間があった方が、戦争を回避する未来に繋がるという希望があった。

			　このまま戦い続ければ、行きつくところまで行くしかなくなる。それならば、僅かな可能性に賭けてみたいと思ったのだ。

			　しかし、ルドラの答えは冷笑であった。

			「やはり、お前は支配者の器ではないな。余の慈悲を理解せず、戯たわ言ごとを紡つむぐとは」

			「本当に生意気。ルドラが最大限に譲歩したというのに、それを蹴るなんてね」

			　百万の軍勢を失った立場のはずだが、その物言いは圧倒的に上位者のそれだった。本当に心の底から、敗北したとは考えていないのだ。自身の命令によって失われた将兵の命をも、大した損害ではないと考えているのである。

			　そんなルドラが、とても恐ろしく思えた。

			「余は、人間は理解し合える生き物だと考えている。やがて一つの意志に纏まり、より良い世の中を創り出していける存在だとな。その為には、圧倒的武力による世界統一が必要不可欠なのだ」

			　ルドラの言葉は、俺が語る理想と似通っているように思える。それなのに、埋めがたいほどの大きな隔たりがあった。

			　それがとてももどかしい。

			　スタート地点は同じなのに、俺とは正反対の結論を言い出したのがその証拠だ。

			　俺以上の理想主義者なのかとも思ったが、そうじゃない。ルドラは自分の独善が絶対正義だと主張し、他者の考えを一切認めない独裁的な思想の持ち主なのだ。

			　やはり、相容れそうもなかった。

			　ここまで主張が食い違ってしまえば、もはや話し合いで落しどころを探る事も不可能だろう。

			「人間は、自由意思を持つ生き物なんだぞ。世に不変の正義なんてないし、考え方なんて千差万別だろう？　それを認めないというのは、争いの種をまくだけじゃないか」

			「愚かな。余の考えこそが至高であり、正義なのだ。愚民の我が儘に付き合っていても、理想の世界には到達し得ぬと知れ」

			「人は誰しも、間違う事だってあるだろうが！」

			「否定はせぬ。余とて、信用する家臣の声には耳を傾けるとも。それよりも、愚民の声を全て拾う事など出来はせぬぞ。そんな真似をすれば、それこそ世が乱れるであろうが」

			　ぐぬぬ、それはその通りかも知れないけど……。

			　口喧嘩でも負けそうな気配。認めたくはないが、支配者としての年季はルドラの方が遥かに上であった。

			「さて、ここで口論しても意味はないわね。私達が望むのは、貴方からの忠誠よ。魔王リムル、ギィを捨てて、私達の仲間になりなさいな」

			　勧誘、再び。

			　ギィを相手に、勝負をかけるつもりなんだろうな。

			　ここで俺がルドラに与すれば、確かに天秤が傾くだろう。だからこそ、今の俺達が生かされているとも言えそうだ。

			　とは言え、俺の答えはさっき言った通り。

			　交渉が決裂した以上、戦いは避けられそうにないか。

			　そんな俺の考えを読んだのか、ヴェルグリンドが冷笑を浮かべながら人差し指を優雅に振った。

			　軽く二回。

			　すると、何もない空間に映像が浮かぶ。

			　俺の神之瞳アルゴスと同じ原理。その映像は、現在の戦場の様子が映し出されていた。

			　そこに映っていたのは──

			　ヴェルグリンドの前に倒れ伏す、テスタロッサ、ウルティマ、カレラの三名。驚きの光景である。

			　我が国の中でも最高戦力と呼べる三人娘が、たった一人に敗北していた。

			「嘘だろ！」

			　思わず呟く俺。

			　映像では、テスタロッサ達は再び立ち上がっている。まだまだ闘志を失っていないようだが、覆せぬほどの実力差を前に苦戦を強いられていた。

			　長くは保たないなと、俺は悟らざるを得ない。

			「貴方が頼りにする〝原初〟達も、私の前ではこの有り様よ。慎重に考えなさいな。お利巧さんな貴方なら理解していると思うけど、私は手加減してあげているのよ」

			　言われなくとも、それが脅迫なのは理解していた。

			　ヴェルグリンドがその気なら、悪魔三人娘以外の仲間達も無事では済まない、と。

			　誰の思惑かは知らないが、ルドラ達は最大限に譲歩してくれていたのである。

			　何しろガビル達にも、悪魔三人娘を手助けする余裕などない。いつの間にか戦場の空に飛空船が姿を現し、そこから続々と帝国の軍勢が参戦していたからだ。

			　地上でも、近藤の手勢がいる。

			　儀式中のカガリを除くユウキの仲間だった者達が、ドワーフの軍勢と戦っていた。

			「ティア!?　それに、フットマンまでかい！」

			　ラプラスの叫びで気付いたが、あの厄介な仮面の魔人達まで敵側にいた。混戦に近い形だが、形勢は思わしくなさそうだ。

			　状況は最悪。

			　ベニマルから、俺を心配している気配が伝わる。

			　しかし、ここで俺が屈する訳にはいかなかった。

			「そっちの狙いはわかってるさ。ヴェルドラを仲間にするには、俺を篭絡する方が簡単だろうからな。アイツは自由気ままだから、上から命令されても絶対に従わないしね」

			　まあ、俺の言う事は結構聞いてくれるけど。

			　しょっちゅう怒ってるから、俺に対して苦手意識を持ってるのかも知れないね。

			　ともかく、それが俺を取り込みたい理由だろう。そう考えた俺は、あくまでもルドラからの勧誘を突っぱねる事にした。その上で、別の落としどころを探ろうとしたのだが──

			「交渉は望まぬ。是か否か明言せよ」

			　と、選択を突き付けられてしまった。

			　断れば、このまま勝率の少ない戦いへと突入する事になる。

			　しかし受諾すれば、俺は意に沿わぬ戦いに身を投じる事になってしまうだろう。

			　それこそ、自分の意思ではなく他人の意思に従い、多くの犠牲を生み出す事になりかねないのだ。

			「一つの意志に纏まり、より良い世の中を創り出すって言うけどさ、それって誰もが笑って暮らせる世界なのかよ？」

			「何？」

			「戦争もなく、飢えもなくても、自由意思まで奪われたんじゃあ、生きてる意味もなくなるんじゃないのか？　お前のやろうとしている事って、人の可能性を奪う行為だろうが！　そこんとこ、ちゃんと考えてるのかよ!?」

			「可能性だと？　そんなものは不要。人に自由を認めれば、滅びの道へと突き進みかねん。それは余だけではなく、ギィの望みからも離れた行為であるぞ。であれば、正しき道から逸いつ脱だつせぬように、管理してやる者が必要なのは当然であろう？」

			「ある程度は理解出来るし、否定もしないさ。しかし、そこに笑顔はあるのかよっ!?」

			　俺のやろうとしている事だって、大局的に見れば人類の管理に繋がるからな。だけどそれは、ある程度は人の意志に委ねるべきだと思うのだ。

			　過保護過ぎると、成長の機会を奪ってしまう。

			　人は思っているよりも強いものだし、一から十まで管理する必要などないと思いたい。

			「笑顔だと？　何を甘えた事を。どれだけの犠牲が出ようとも、恒久の平和の為ならば止むを得ぬさ。それを理解せぬ者達を導くのに、いちいち許可など必要あるまい。来るべき大いなる幸福の為に、多少の我慢は必要であろうよ」

			　わからなくはないが、やはり相容れない。

			　ルドラのやろうとしている事は、個々人を見ていないのだ。それはどう考えても、俺の正義に反する行いだと思えた。

			「やっぱり、従うのは無理だな。お前のやろうとしている事は、より多くの不幸を撒き散らす気がする。それは断じて認められないね」

			「余の差し伸べた手を取らぬとは、愚かな」

			「愚かで結構。お前ってさ、何の為に王様をやってるんだ？　偉そうにしたいからか？　それとも、贅沢をしたいだけなのか？」

			「何を馬鹿な。民の為に決まっておろう」

			「嘘吐けよ！　俺だってみんなの為に魔王になったつもりだけどさ、より多くの人々に笑って暮らして欲しいって願ってるんだ。そりゃあ、犠牲だって出るだろうけどさ、出来るだけ少なく済むように苦心してる。お前みたいに、割り切った考え方なんて出来るかよッ!!」

			　犠牲なくいい世の中にしたいけど、そんなのは無理だ。そもそも、俺が魔王になる際には多くの犠牲者を出してしまった。

			　俺からすれば相手側の自業自得であり後悔もないけど、犠牲者の身内からすれば、そう説明されて納得出来る話ではないはずだ。

			　それは、俺が抱えるべき罪である。

			　同様に、ルドラにも軽んじてはならぬ罪があるはずなのだ。

			　俺の言葉を聞いたルドラは、一瞬だが燃えるような視線で俺を見た。しかし、即座に冷静さを取り戻したのか、「若い。そして、甘い」と呟き俺を見る。

			「ルドラ？」

			「心配するな、ヴェルグリンド。余とした事が、久しぶりに熱くなってしまったよ。説得には失敗したが、滅ぼすには惜しいと思えるほどにな」

			「悪い癖よ、ルドラ。そこのユウキもそうだけど、貴方のコレクションは私には理解出来ないわね」

			　俺達をオモチャみたいに言うなよ──と、文句を言いたかったが止めておく。

			　それよりも今は、交渉が決裂した以上、戦いに備えるべきであった。

			　俺が目配せすると、仲間達は全員準備万端という様子だった。俺とルドラの会話の最中も、ちゃんと仕事を進めてくれていたようだ。

			　ここでルドラを叩く。

			　そう決意して、俺は口を開こうとした。

			　だが、しかし。

			「でも、魔王リムルの説得に失敗したのは残念ね。あの子、意外と強くなっているのよ。私の言う事に耳を貸さないから、少しお仕置きしようと思ったのですけどね。『並列存在』を維持していたままでは威圧感に欠けるから、久しぶりに全力を出すとするわ」

			「ほう？　説得は無理であったか」

			「聞く耳なしね。まあ、あの子らしいけど」

			　思わず俺は、ヴェルグリンドへと意識を向けていた。

			　ヴェルドラが気にかかったのだ。

			　あの無敵の〝暴風竜〟が負けるとは思わないけど、相手もまた想像を絶する化け物である。何が起きても不思議ではないので、急に心配になったのだ。

			「あら、あの子の事が心配なの？　だったら、ルドラの手を取って欲しいものね。そうすれば、私も可愛い弟をいたぶらなくても済むのですから」

			　ヴェルグリンドは、またも映像を浮かび上がらせる。

			　そこに映るのは、竜の姿になって傷付き戦うヴェルドラの姿だった。

			「ひとつ聞きたいと思っていたのだけれど、アナタ、どうやってあの子を手懐けたの？」

			「あん？」

			「どうやってヴェルドラを従えたのか聞いているのよ」

			　いや、別に従えてなんていないし。

			「俺とヴェルドラは友達なんだよ。ただそれだけさ」

			「そう、教えてくれるつもりはないのね。残念だわ」

			　本当に残念そうに、ヴェルグリンドが息を吐いた。

			「だったら、手加減してあげられないわね。あの子、魔素量だけは私よりも上なのよ」

			　そう言うなり、ヴェルグリンドが消えた。

			　俺は驚き、動揺する。

			　ルドラ達の目的が、ヴェルドラを倒して従える為の時間稼ぎなのは理解していた。それを知った上で相手に合わせていたのは、俺達もまた時間を稼いでいたからだ。

			　ヴェルグリンドの『並列存在』だが、無敵に近いが欠点もある。それこそが、エネルギーの枯渇であった。

			　一体一体を消していけば、分割された魔素を消耗させる事が出来る。直ぐには回復しないから、総合的に弱体化させる事が可能なのである。

			　分割しておいた魔素が少なければ、大技も扱えない。故に、ヴェルドラが有利だと睨んでいたのだが……。

			　映像を見て判断するに、ヴェルグリンドの『並列存在』の一体だけでも、ヴェルドラでは倒しきれていない様子であった。

			　それどころか、〝魂の回廊〟を通じてヴェルドラの焦りが感じ取れる。

			　宙に浮かぶ画面の中でも、テスタロッサ達の相手をしていたヴェルグリンドが消えた。悪魔三人娘も頑張って時間稼ぎをしてくれていたのに、それも無駄に終わった訳だ。

			　これはヤバイと俺は思った。

			　ヴェルグリンドの力は、俺の想定を超えていた。

			　俺達の思惑を見抜き、それを嘲笑うように利用していたとは……。

			「気になるか？　では、この戦いが終わった後に、もう一度だけチャンスをやるとしよう。自分の愚かしさを知れば、心も変わるであろうさ」

			　ルドラの声が遠く聞こえた。

			　悔しいが、今の俺に出来る事はない。

			　ヴェルグリンドが消えた今、ここでルドラを倒すべきかも知れないが、何故か嫌な予感がした。

			　だから俺は、ヴェルドラの戦いを見届ける事にしたのである。

			


			　ヴェルグリンドが残していった二つ目の映像の中で、深紅の竜が咆ほう哮こうした。

			　〝竜種〟同士による世紀の激突は、これより過激さを増していく──

		

	
		
			

			


			

	

終章　激怒

			


			　それは、怪獣大決戦としか呼べない光景だった。

			　いや、冗談ではない。

			　そうとしか言えないのだ。

			　戦っているのは、二体のドラゴン。

			　姿形は違えども、両者が巨大である点は同じなのだ。

			　〝灼熱竜〟ヴェルグリンドの本性は、とても洗練された美しい姿だった。

			　ヴェルドラよりもしなやかで、大空を飛翔するのに向いていそうなシルエットをしていた。

			　果たして、どのような戦いが繰り広げられたものやら……。

			　深夜なのに、空が明るい。

			　ジュラの大森林は炎上し、夜のとばりを真っ赤に染め上げているのだ。

			　首都“リムル”は迷宮の中に避難させていたので被害はないが、外に出したままだったら痕跡も残らず消し飛んでいただろう。

			　その証拠に、迷宮と外界を繋ぐ大門も破壊されている。恐らくは、迷宮の上層階は壊滅的な被害を被っていると思われた。

			　勝負は膠こう着ちゃく状態に陥っていた。

			　ヴェルグリンドが『並列存在』を解除する訳である。

			　森の惨状からは想像出来ないが、両者の力は見事なまでに統制されていた。極大エネルギー同士の衝突であるにもかかわらず、非常に高度な戦いとなっている。

			　速さでは互角。

			　ヴェルドラも驚くほど成長していた。

			　高度に力を制御して、超高速飛行を可能にしている。ヴェルグリンドに対し、一歩も退かずに渡り合っているのだ。

			　隠れてコソコソと修行していたようだが、その成果が表れていた。

			　今見た感じ、ヴェルドラが若干だが勝っていた。

			　力の──魔素エネルギー量の大きさだけ比較すれば、ヴェルドラの方が上なのだ。封印されていた時期よりも増大した上に、身に付けた技術もある。それが、この結果に繋がっていた。

			　それでも、俺の不安は拭えない。

			　何故ならば、魔力制御コントロールではヴェルグリンドに分があるからだ。ヴェルグリンドがヴェルドラに集中した今、勝負はこれからと言っていい。

			　それにしても──

			　ルドラの余裕が気がかりだった。

			　絶対的な盾であるはずのヴェルグリンドがいないのに、どうしてそんなに落ち着いているのか？

			　俺の場合は、いつでもヴェルドラを呼び出せるというのが心の拠り所になっていた。どんな危機的状況でも、ヴェルドラがいれば乗り越えられると。

			　ルドラは確かに強いのだろう。

			　ギィが認めるほどの人物だし、ユウキをアッサリと支配しているのも脅威である。

			　だが、こっちだって究極能力アルティメットスキルを保有しているのだ。ベニマルにしたように、俺の制御で権能を付与するという裏技もある。

			　本音を語るならば、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの序列上位者達は脅威ではなかった。

			　最上位である〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟の五名とユウキだけが、警戒すべき相手だと言える。

			　特に、ダムラダという男は危険そうだが……。

			　しかし、倒せぬ相手とは思えない。

			　ラプラスを戦力に数えなくても、こっちが有利に戦えそうであった。

			　それが俺の見立てなのだが、だから余計に不安が増すのだ。

			　どうしてルドラが不安を覚えないのか、その点が疑問だからである。

			　ヴェルグリンドに頼らなくても、圧倒的な実力差があると考えているのだろうか？

			　だがそれでも、ここで危険を冒す意味はないはずだ。

			　そこまで自信がある理由は何だ？

			　それも気になるが、ヴェルドラ達の戦いの行方も気になった。

			　ヴェルグリンドが炎熱攻撃を仕掛け、ヴェルドラが障壁バリアで防ぐ。今度はヴェルドラが、お返しとばかりに暴風攻撃を放つも、ヴェルグリンドはそれを回避した。

			　凄まじい戦いだった。

			　俺でも身震いするほどに、神話の戦いが再現されていた。

			　ヴェルドラが本気で戦う姿は初めて見るが、想像以上である。まさかヴェルドラが、テスタロッサ達を圧倒したヴェルグリンドと互角に戦うとは……。

			　だけど、考えてみれば当然なのかも。

			　ヴェルドラは、自分の究極能力アルティメットスキルである『究明之王ファウスト』を使いこなしていた。だからこそ、ヴェルグリンドに拮きっ抗こうしているのである。

			　技量レベルでは、ヴェルグリンドが上。しかし、ヴェルドラの『究明之王ファウスト』は反則的なのだ。

			　智慧之王ラファエルさんから教えてもらったが、その権能は『確率操作』なのだと。ついでに『真理之究明しんりのきゅうめい』という、解析系の最上位権限も有しているのだとか。これがあれば、敵の権能を即座に見抜いて、適切な対応が可能になるらしい。

			　意味がわからないほどに、戦闘に特化しているのではなかろうか？

			　ぶっちゃけ、『究明之王ファウスト』を使いこなすヴェルドラに勝てる者がいるのかと、そう悩むレベルだった。

			　だから俺は、ヴェルドラの勝利を疑わずにいたのである。

			　今もまた、不可視の攻撃がヴェルグリンドへと放たれた。

			　映像では識別すら不可能で、ヴェルグリンドが突然ダメージを受けたようにしか見えない。

			　しかし、俺は知っている。

			　今のはヴェルドラの編み出した必殺技の一つで、収束暴風攻撃ストームブラストというらしい。散々自慢されていたけど、実際に目の当たりにすると感心させられた。

			　一見すると意味のない波動を複数種類放ち、想定する座標にて交差させる。そこでようやく効果が発揮される訳だ。

			　気付いた時には既に手遅れ。

			　何しろ既に喰らっているのだから、回避も防御も不可能という訳だ。

			　いやはや、出鱈目な技を開発してしまったものだ。

			　一つ一つの波動には意味がないからこそ、つい見逃してしまうのである。知らなければ喰らってしまう、初見殺しの攻撃であった。

			　ヴェルグリンドも、見事に収束暴風攻撃ストームブラストの直撃を受けている。流石はヴェルドラだと、俺も不安が晴れる思いである。

			　だが、しかし。

			　このままいけばヴェルドラの勝利だと俺が確信した瞬間、事態が急速に動き出した。

			　それも、最悪の方向へと向かって──

			


			　突如、一隻の飛空船が戦闘空域に姿を現した。

			　艦首部分に、他とは違う軍服を着た男が一人立っていた。

			　近藤中尉だ。

			　慌ててもう一つの映像に目を向けると、さっきまでそこにいたはずの近藤達の姿がない。ヴェルグリンドが『並列存在』を解除した時点で、儀式は終了していたのである。

			　それに気付かないほど、俺は余裕を失っていたらしい。

			


			《告。禁忌呪法：妖死冥産バースディが完了したのは、およそ一分前でした》

			


			　たった一分、されど一分か。

			　その一分で近藤は、ヴェルドラとヴェルグリンドが戦っている領域までやって来た訳だ。

			　嫌な予感が止まらない。何を企んでいるのかわからないからこそ、あるはずもない心臓が波打つような焦燥感に駆られる。

			　その時、飛空船の艦首に、もう一人の人物が姿を現す。

			　そいつは、今目の前に座っている男と瓜二つで──

			　マサユキ……？

			　いや、違う！

			「並列存在──ッ!?」

			　俺が気付いた時には既に手遅れだった。それからの出来事は、止める間もない一瞬の内に起きたのだ。

			　近藤が右手に持った拳銃でヴェルドラを撃った。

			　最強の〝竜種〟たるヴェルドラに、銃弾など通用するはずもない。そんな考えが脳裏を過る間もなく、銃弾があり得ぬ速度でヴェルドラを穿った。

			　音速という単位を超えて、亜光速に達していた。

			　ヴェルドラの身体を貫いた弾丸は、貫通せずに体内に留まる。そして、邪悪な力を解放した。

			　苦しみ始めるヴェルドラ。本来なら直ぐに回復するのだが、その一瞬が命取りとなる。

			　映像の中のルドラが、ヴェルドラに向けて手を翳かざした。

			「教えてやろう。あれは、王権発動レガリアドミニオンという。意思ある者全てを支配する、絶対の権能なのだよ。〝竜種〟であろうとも、余の支配から逃れられぬと知れ」

			　そう言うなり、ルドラは席を立った。

			　目的を達したとばかりに、この場を去ろうとしている。

			「おい、待てよ……」

			「フッ、そういえば約束であったな。もはやお前に興味は失せたが、余の配下となるのなら、新しき世界を見せてやろうぞ」

			　ルドラにとって、俺の事など眼中になかったのだ。

			　それにどうやら、ここにいるルドラの方こそ、ヴェルグリンドの『並列存在』によって創られた偽者だったようだ。意識は共有しているのだが、コイツを倒しても意味がないという事だ。

			　俺は最初から最後まで、ルドラの手の平の上で転がされていたのである。

			　それは、完全なる敗北を意味していた。

			「ヴェルドラを甘く見るなよ」

			　負け惜しみだと自覚しつつ、俺はそう口にする。

			　そんな俺の心を忖そん度たくする事なく、ルドラは残酷な事実を俺に告げた。

			「流石は〝竜種〟よな。思ったよりも掌握するのに手こずったが、ようやく完全なる支配下に置けたぞ」

			　ルドラの言葉は本当だった。

			　直後、俺の胸に痛みが生じたのだ。

			　痛覚無効ですらも癒やせぬような、激しい痛み。

			　まるで、俺の中から〝魂〟を引きずり出そうとしているかのような──

			


			《告。主様マスターと個体名：ヴェルドラの〝魂の回廊〟が破壊されました。これにより、究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』の『暴風竜召喚』と『暴風竜復元』が使用不可となります》

			


			　告げられた痛みの理由に愕然となる。

			　何だと？

			　俺から、ヴェルドラを奪ったって言うのか？

			　俺から……ヴェルドラを……？

			「ふざけるなよ、ちくしょう!!」

			　俺はそう叫び、ルドラに殴り掛かった。

			　神速──今の俺が出せる最高の速度で。

			　しかし、ルドラは避けようともしない。その必要がなかったのだ。

			　俺の拳は虚しく宙を舞った。

			　ルドラが『並列存在』を解除して、無用となったこちらのルドラを消そうとしたのである。

			「それが答えか？　まあいい。本来ならばお前も配下に加えたかったのだが、残念だよ。余の権能も万能ではなかったらしく、これ以上の『支配』も難しいようだしな」

			「何を──」

			「有意義な時間に免じて、もう少しだけ考える時間をやろう。どの道、この地、夢幻要塞に呼び込んだ時点で、お前達は捕らわれているのだ。自主的に降ってくれる事を期待しておこう」

			　そう言い残し、ルドラが消えた。

			　その声を合図に、ルドラの配下達も〝転移〟によって去って行く。

			　俺は追う気にもなれず、猛烈なまでの喪失感と、苛烈なまでの激怒を味わっていた。

			「ふざけるなよ……」

			　全ては、俺の油断が招いた結果だ。

			　不意討ちを仕掛けるつもりで、まんまと罠に嵌ってしまった。ラプラスを警戒していたが、相手はそれも見越した上で、陰湿な策略を練っていたのである。

			　ルドラの言葉から察するまでもなく、この地に呼び込まれた時点で気付いていた。

			　この場所が、歪曲された隔絶空間である事に。

			　脱出するだけでも骨だ。しかし、俺ならば何とでもなる。そうした思いが、知らぬ間に油断に繋がっていたのだろう。

			　慎重を期していたつもりだが、相手の方が一枚上手だっただけの事。これは戦争なのだから、毎回毎回勝てるとは限らない。

			　そんなの、言われなくてもわかっているんだ。

			「クソッ!!」

			　そう叫びながら俺は、自分で自分の頬を殴った。

			　痛みはない。張り裂けそうな心の痛みだけが、より強調されるだけだった。

			「お止め下さい、リムル様！」

			　シオンの言葉は、俺の耳に入らなかった。

			　二発、三発。

			　そして四発目を殴ろうとしたのだが──

			　俺の後ろに控えていたシオンに止められた。

			　シオンだけではなく、ベニマルとソウエイ、そしてディアブロまで、全員が慌てて俺を押さえようとする。

			「──すまんな。頭に血が上ってた。短気なのは俺の悪い癖だ。お前達がいてくれたおかげで、冷静さを取り戻せたよ」

			　嘘だ。

			　次から次へと、怒りがこみあげてくる。

			　それでも無理やり激昂した思考を宥なだめつつ、俺は立ち上がった。

			　怒りに任せて全力で殴ったのだが、俺の顔は綺麗なままだ。

			　シオンやベニマル達が反応するよりも速く、智慧之王ラファエルさんが自衛してくれていたのである。

			　俺は皆に守られているのだと、再度認識させられた。

			　だからこそ余計に、俺は自分自身の事が許せそうになかった。喪失感を埋めるように、憤怒がとめどなく溢れ出てくる。

			　この怒りの矛先を、どこに向けるべきなのか……。

			　いや、思い出した。

			　これは戦争だったのだ。

			　ならば、手を抜く方が悪い。

			　だから俺も、持てる力の全てをもって相手してやろうじゃないか。

			　八つ当たり？

			　そうかも知れない。

			　だが、だから何なのだ？

			　帝国は俺を怒らせた。

			　望むのならば、くれてやろう。

			　滅亡という名の祝福を。

			　愚かなる者共は、俺の逆鱗に触れたのだ。

			　俺は怒りのままに、常日頃から抑制していた力を解放する──

		

	
		
			あとがき

			


			　お久しぶり、伏瀬です。

			　年末はインフルエンザに罹ってしまい、大変な目にあいました。去年の年末が締め切り日だったのですが、かなり日数をオーバーする事態となってしまったのです。

			　締め切りを伸ばしてくれた担当Ｉ氏には、感謝の言葉しかございません。次回はもっと余裕が持てるように、ちょっとだけ気を付けようと思います！

			


			　ちょっとだけですかというＩ氏の声が聞こえそうですが、それは気にせず置いておいて。

			　今回の本編は、少々ＷＥＢとは展開が異なります。どう変わったのかは御自分の目で確かめていただくとして、遂に東の帝国の全容が明かされる形となりました。

			　表紙の美女の正体は!?　

			　──ってまあ、そんなのは大抵の人が察してくれた事でしょう。

			　美人ですよね、チョロゴンさんのお姉さん。

			　みっつばーさんには無理を言って、妖艶な色気を出すよう挑戦してもらいました。

			　某漫画の主人公の名言である『ちちしりふともも』、男の永遠の夢である三要素です。見せ過ぎず、チラッとだけ見えるのが素敵ですね。

			　これをチラリズムというのですが──って、話が脱線してしまいました。

			　締め切り後のハイテンションのせいという事で、ひとつ大目に見てやってください。

			


			　という事で、みっつばーさん、毎回素敵なイラストをありがとうございます！

			　そして、応援して下さるファンの皆様方。ファンレターなども届き、励みとさせてもらっております！

			　お返事を出したい気持ちはあるのですが、筆不精な性格もあり時間が取れそうもありません。全て目を通した上で、大切に保管させてもらっております。

			　そしてそして、当作品に携わって下さった全ての方へ、感謝を！

			


			　皆様からの応援の賜物として、アニメの方も二期制作が決定致しました。

			　当作品である『転生したらスライムだった件』への期待を、原作者としてひしひしと感じ取っております。

			　皆様への感謝の気持ちに応えるべく、より良い作品となるようにこれからも頑張りたいと思います！

			　それではまた～
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